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明
星
本
『
正
広
自
歌
合
』
の
本
文
と
校
異
（
1
）　　
　

前
田
雅
之
＊
日
本
文
化
学
科　

教
授　

中
古
・
中
世
文
学
、
和
歌
文
学

雅
加
筆
『
伊
勢
物
語
』
と
共
に
明
星
大
学
日
本
文
化
学
部
言
語
文
化
学
科
（
現
人
文

学
部
日
本
文
化
学
科
）
の
博
物
館
学
芸
員
課
程
用
教
材
と
し
て
購
入
さ
れ
た
も
の
で

あ
る
。

次
に
、
書
誌
を
述
べ
る
と
、

外
題
な
し

内
題　

自
謌
合　

三
百
六
十
番　

春
秋　

次
第
不
同

表
紙　

瓢
簞
文
様
等
を
織
り
出
し
た
緞
子
表
紙　

二
四
・
一
㎝
×
一
六
・
八
㎝

料
紙　

斐
楮
交
漉　

綴
葉
装

丁
数
・
行
数　

墨
付
八
一
丁
・
毎
半
葉　

十
行

　
（
明
星
本　

奥
書
）　　
　
　
　
　
　
（
明
星
本　

巻
頭
）

　

な
お
、
正
広
自
筆
の
「
自
歌
合
」
に
は
他
に
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
本
が
あ
る
。
こ
れ

は
奥
書
の
日
付
も
一
致
す
る
、
言
っ
て
み
れ
ば
、
兄
弟
・
姉
妹
本
の
よ
う
な
存
在
だ

が
、
こ
ち
ら
は
、
藤
丸
唐
草
文
様
を
織
り
出
し
た
緞
子
表
紙　

二
一
・
七
㎝
×
一

五
・
五
㎝
と
や
や
小
ぶ
り
で
あ
る
。

　

書
誌
に
関
す
る
記
述
の
最
後
と
し
て
、
旧
蔵
者
に
つ
い
て
述
べ
て
お
き
た
い
。
明

明
星
本
﹃
正
広
自
歌
合
﹄
の 

　
　
　
　

本
文
と
校
異
（
1
）

前
田
雅
之＊

は
じ
め
に

　

明
星
大
学
人
文
学
部
日
本
文
化
学
科
は
、
室
町
期
の
歌
人
正
広
（
応
永
一
九
・
一

四
一
二
〜
明
応
二
・
一
四
九
三
年
）
自
筆
の
、
通
常
、『
正
広
自
歌
合
』（
他
に
は

『
正
広
三
百
六
十
番
自
歌
合
』
な
ど
）
と
呼
ば
れ
る
「
自
歌
合
」
を
所
蔵
し
て
い
る
。

本
稿
の
目
的
は
、
こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
明
星
大
学
人
文
学
部

日
本
文
化
学
科
所
蔵
本
（
以
下
「
明
星
本
」
と
略
称
）
の
翻
刻
、
お
よ
び
、
他
本
と

の
校
異
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
だ
が
、
そ
の
前
に
、
明
星
本
の
書
誌
情
報
、

お
よ
び
、『
正
広
自
歌
合
』
の
伝
本
の
様
態
に
触
れ
て
お
き
た
い
。

一
、
明
星
本
の
書
誌
お
よ
び
﹃
正
広
自
歌
合
﹄
の
伝
本
の
様
態

　

は
じ
め
に
、
伝
来
か
ら
述
べ
て
い
く
と
、
明
星
本
『
正
広
自
歌
合
』
は
、
二
〇
〇

〇
年
、
あ
る
古
書
肆
か
ら
、
写
字
台
文
庫
旧
蔵
『
源
氏
和
秘
抄
』・
伝
栄
雅
筆
、
祐
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明
星
大
学
研
究
紀
要
【
人
文
学
部
・
日
本
文
化
学
科
】
第
二
十
二
号　

二
〇
一
四
年

（
下
条
清
『
稲
葉
正
則
と
そ
の
時
代
―
江
戸
社
会
の
形
成
―
』、
夢
工
房
、
二

〇
〇
二
年
、
同
『
幕
閣
譜
代
藩
の
政
治
構
造
―
相
模
小
田
原
藩
と
老
中
政
治

―
』、
岩
田
書
院
、
二
〇
〇
六
年
参
照
）

　

稲
葉
正
通
の
父
正
則
（
侍
従
・
老
中
）
の
娘
で
あ
る
お
千
（
正
通
の
異
母
姉
）
と

伊
達
綱
村
の
間
に
生
ま
れ
た
の
が
吉
村
で
あ
る
。
伊
達
騒
動
第
三
幕
に
よ
っ
て
、
吉

村
が
藩
主
に
な
っ
た
の
は
元
禄
十
六
（
一
七
〇
三
）
年
、
そ
の
際
、
父
綱
村
の
強
制

隠
居
を
促
し
た
の
が
老
中
稲
田
正
通
で
あ
っ
た
。
綱
村
は
元
禄
十
年
に
も
強
制
隠
居

に
な
り
か
か
っ
て
い
る
。

　

元
禄
十
一
年
当
時
、
稲
葉
正
通
は
、
越
後
高
田
藩
領
主
（
貞
享
二
年
・
一
六
八
五

に
、
京
都
所
司
代
か
ら
転
封
。
前
年
の
若
年
寄
稲
葉
正
休
に
よ
る
大
老
堀
田
正
俊
刺

殺
事
件
が
ど
こ
か
で
影
響
し
て
い
る
か
）
で
あ
り
、
元
禄
十
三
（
一
七
〇
〇
）
年
大

留
守
居
と
な
り
（
正
通
六
十
一
歳
）、
翌
年
老
中
に
昇
進
し
、
高
田
か
ら
佐
倉
に
転

封
に
な
る
（
享
保
元
（
一
七
一
六
）
年
没
。
七
七
歳
）。
い
わ
ば
、
不
遇
時
代
に
甥

吉
村
に
貸
し
与
え
た
書
物
で
あ
る
と
見
て
よ
い
だ
ろ
う
。

　

つ
い
で
に
、
明
星
本
と
松
平
文
庫
本
、
松
平
文
庫
本
と
祐
徳
稲
荷
中
川
文
庫
本
と

の
関
係
も
略
述
し
て
お
け
ば
、
稲
葉
正
通
以
上
に
父
正
則
は
老
中
と
し
て
『
本
朝
通

鑑
』
の
編
纂
を
命
ぜ
ら
れ
た
林
鵞
峰
と
交
流
が
あ
っ
た
（
林
鵞
峰
『
国
史
館
日
録
』、

以
下
『
日
録
』
と
略
す
）。
林
鵞
峰
は
他
方
で
譜
代
大
名
松
平
忠
房
（
寛
文
九
（
一

六
六
九
）
年
に
島
原
に
転
封
に
な
る
ま
で
は
、
福
知
山
藩
主
）
と
深
い
交
流
が
あ
っ

た
。『
日
録
』
寛
文
四
年
十
月
二
十
八
日
条
に
「
肥
前
嶋
原
城
主
高
力
高
長
・
丹
波

福
知
山
城
主
松
平
主
殿
頭
忠
房
寄
書
信
、
此
二
人
皆
交
際
年
久
、
高
長
者
蔵
中
華
書

数
千
部
、
装
潢
尽
美
、
忠
房
嗜
倭
書
与
姫
路
拾
遺
（
榊
原
忠
次
）
交
義
殊
深
」
と
記

さ
れ
る
通
り
で
あ
る
（
改
易
さ
れ
た
角
力
高
長
の
後
に
島
原
に
入
っ
た
の
が
他
な
ら

ぬ
忠
房
で
あ
る
。
縁
が
あ
っ
た
と
言
う
べ
き
だ
ろ
う
）。『
日
録
』
に
は
、
忠
房
と
正

星
本
は
、
本
文
の
異
同
に
よ
っ
て
、
伊
達
文
庫
本
、
島
原
松
平
文
庫
本
に
写
さ
れ
た

こ
と
が
分
か
っ
て
い
る
（
な
お
、
後
述
の
校
異
一
覧
か
ら
判
明
す
る
よ
う
に
、
祐
徳

稲
荷
中
川
文
庫
本
は
、
松
平
文
庫
本
の
写
し
で
あ
る
）。
こ
の
う
ち
、
伊
達
文
庫
本

に
は
、
藩
主
伊
達
吉
村
に
よ
る
奥
書
を
も
つ
。
以
下
、
引
用
す
る
。

右
此
一
帖
稲
葉
侍
従
正
通
之
所
持
之
本

令
忍
借
連
之
令
書
写
畢
右
写
本
者

日
比
正
広
自
筆
之
本
な
り

　
　
　

于
時
元
禄
十
一
年

　
　
　

七
月
十
七
日　
　
　
　
　
　
　
（
花
押
）〔
伊
達
吉
村
〕

　

こ
こ
か
ら
、
明
星
本
を
元
禄
十
一
（
一
六
九
八
）
年
段
階
に
所
有
し
て
い
た
の
は
、

稲
葉
正
通
で
あ
っ
た
こ
と
が
諒
解
さ
れ
る
。
そ
れ
で
は
、
ど
う
し
て
伊
達
吉
村
は
、

稲
葉
正
通
か
ら
『
正
広
自
歌
合
』
を
借
り
出
す
こ
と
が
可
能
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

そ
れ
は
、
稲
葉
正
通
が
伊
達
吉
村
の
叔
父
に
当
た
る
か
ら
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
以

下
、
系
図
を
掲
げ
る
。
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明
星
本
『
正
広
自
歌
合
』
の
本
文
と
校
異
（
1
）　　
　

前
田
雅
之

　
　
（
和
学
講
談
所
旧
蔵
）　

文
明
三
一
四
七
一
年
二
月
十
五
日　

正
広

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
享
二
一
四
八
八
年
卯
月
廿
日　

正
広
在
）
3
（
判

②
大
谷
大
学
図
書
館
本
「
自
謌
合　

三
百
六
十
番　

春
秋
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

文
明
五
一
四
七
三
年
七
月
日　

正
広
（
消
跡
あ
）
4
（
り
）

③
稲
田
利
徳
本　
　
　
　
　
　
　

大
谷
本
の
忠
実
な
写
し

④
明
星
本
「
自
謌
合　

三
百
六
十
番　

春
秋　

次
第
不
同
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

文
明
八
一
四
七
六
年
七
月
日　

正
広
（
花
押
）

⑤
伊
達
文
庫
本　
　
　
　
　
　
　

明
星
本
の
写
し
（
伊
達
吉
村
の
奥
書
）

⑥
島
原
松
平
文
庫
本　
　
　
　
　

明
星
本
の
写
し

⑦
祐
徳
稲
荷
中
川
文
庫
本　
　
　

島
原
松
平
文
庫
本
の
写
し

⑧
書
陵
部
本
（
＋
詠
法
華
）　
「
自
謌
合　

三
百
六
十
番　

次
第
不
同
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

文
明
八
一
四
七
六
年
七
月
日　

正
広
（
花
押
）

⑨
三
手
文
庫
本
（
＋
詠
法
華
）　
「
自
哥
合　

三
百
六
十
番　

次
第
不
同
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

文
明
一
五
一
四
八
三
年
五
月
廿
九
日　

正
広
（
在
判
）

⑩
書
陵
部
本
続
群
書
類
従
（
＋
詠
法
華
）　

延
徳
二
一
四
九
〇
年
卯
月
二
日

＊
本
文
を
み
る
と
俄
に
信
用
し
か
ね
る
。
本
文
は
内
閣
文
庫

本
で
校
訂
さ
れ
て
い
る
。

　

以
下
は
奥
書
な
し

⑪
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
本
（
黒
川
文
庫
）
＊
本
文
は
大
谷
本
系

⑫
彰
考
館
文
庫
本
（
＋
詠
法
華
）（
歌
合
部
類
一
三　
『
正
徹
三
百
六
十
番
自
歌

合
』
と
す
る
）。　　
　
　
　
　
　

＊
本
文
は
大
谷
本
系

⑬
静
嘉
堂
文
庫
本　
　
　
　
　
　

＊
本
文
は
三
手
文
庫
本
に
近
い
が
、
大
谷
本
系

で
校
訂
さ
れ
て
い
る
。

⑭
神
宮
文
庫
本
（
村
井
古
巌
献
呈
本
、
以
下
、
神
1
と
す
る
）
＊
本
文
は
、
内
閣

文
庫
系
に
近
い
。

通
が
同
席
し
た
記
事
は
な
い
し
、
明
星
本
に
つ
い
て
の
情
報
も
な
い
（
む
ろ
ん
、
寛

文
年
間
に
限
定
さ
れ
た
『
日
録
』
の
範
囲
も
大
き
く
関
係
し
て
い
る
）
け
れ
ど
も
、

お
そ
ら
く
鵞
峰
が
正
通
と
忠
房
の
間
を
と
り
も
っ
て
貸
与
を
実
現
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

さ
ら
に
、
松
平
文
庫
本
と
祐
徳
稲
荷
中
川
文
庫
本
と
は
、

勝
茂　
　

直
朝　
　

直
條

　
　
　
　

女

　
　
　
　
　

　
　

好
房

　
　
　
　

忠
房

の
系
図
か
ら
判
明
す
る
よ
う
）
1
（
に
、
忠
房
と
直
條
の
関
係
は
、
正
通
・
吉
村
同
様
に
、

叔
父
・
甥
関
係
に
あ
っ
た
。
ま
た
、
井
上
敏
幸
氏
の
研
究
が
明
ら
か
に
し
て
い
る
よ

う
に
、
直
條
は
、
鵞
峰
と
も
交
流
が
あ
っ
た
の
で
あ
）
2
（
る
。

　

こ
う
し
て
み
る
と
、
稲
葉
正
通
―
伊
達
吉
村
、
正
通
―
林
鵞
峰
―
松
平
忠
房
―
鍋

島
直
條
と
い
う
譜
代
・
外
様
の
差
異
を
超
え
て
大
名
間
の
文
化
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
こ

の
当
時
縦
横
に
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
諒
解
さ
れ
よ
う
。
こ
れ
を
私
の
言
葉
で
表
現

す
れ
ば
、
古
典
的
公
共
圏
の
近
世
的
展
開
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
本
稿
で
は
こ
れ

以
上
、
こ
の
問
題
に
は
踏
み
込
ま
ず
、『
正
広
自
歌
合
』
の
伝
本
の
様
態
に
つ
い
て
、

述
べ
て
お
く
こ
と
に
し
た
い
。

　

現
在
、『
正
広
自
歌
合
』
の
確
認
で
き
る
伝
本
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
排
列

は
奥
書
の
日
付
順
と
し
、「
詠
法
華
二
十
八
品
歌
」
を
持
っ
て
い
る
伝
本
は
（
＋
詠

法
華
）
と
略
記
し
て
付
記
し
た
。

①
内
閣
文
庫
本
（
＋
詠
法
華
）　
「
自
謌
合　

春
秋
三
百
六
十
番　

次
第
不
同　

釈

正
広
」
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明
星
大
学
研
究
紀
要
【
人
文
学
部
・
日
本
文
化
学
科
】
第
二
十
二
号　

二
〇
一
四
年

道
は
数
寄
斗
の
こ
と
に
て
つ
と
め
侍
る
を
お
ろ
か
な
る
こ
と
の
は
の
な
り
行
さ
ま
を

も
見
ん
と
て
と
り
あ
つ
め
し
る
し
を
き
侍
り
後
に
と
く
や
ふ
る
へ
し
。

　
　
　

長
享
二
（
一
四
八
八
）
年
卯
月
廿
日　
　
　
　
　
　
　
　
　

正
広
在
）
5
（
判

②
、
大
谷
大
学
図
書
館
本

　

あ
ふ
け
と
も
清
き
巌
の
松
か
本

　
　

は
か
な
や
つ
ゐ
に
ふ
る
葉
を
そ
か
く

　
　

文
明
五
年
七
月
日　
　
　
　
　
　
　

正
広
（
消
し
跡
）

＊
若
干
「
五
」
が
破
損
の
た
め
に
読
み
に
く
い
が
、
大
谷
本
の
忠
実
な
写
し
で

あ
る
稲
田
本
に
よ
っ
て
「
五
」
と
確
定
す
る
。
在
判
と
思
わ
れ
る
箇
所
は
削
り

取
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
以
後
も
削
ら
れ
て
い
て
読
み
に
く
い
が
同
筆
の
巻
末
注
記
が
あ
る
。

　
　
　
　

簾こ
す

の
戸
に
ひ
と
り
や
月
の
深
ぬ
ら
ん

　
　
　
　

日
比
の
袖
の
涙
た
つ
ね
て　
　
　
　
　
　
　

日
比
正
広
（
と
書
か
れ
て
い

た
が
、
消
さ
れ
て
い
る
）

　
　
　

墨
付
六
十
二
枚
（
こ
れ
は
別
筆
）

　

さ
ら
に
、
別
筆
で
注
記
が
あ
る
。

右
之
哥
合
者
、
三
井
玄
養
法
眼
被
秘
蔵
点
状
候
、
細
川
殿
給
被

直
々
者
被
相
伝
候
也　
　
　
　
　
　
　
　
　

寛
永
三
霜
月
□
□
」

＊
但
し
、
消
さ
れ
た
結
果
、
極
め
て
読
み
に
く
い
た
め
に
こ
の
読
み
で
よ
い
か
、

未
だ
に
確
定
で
き
て
い
な
い
。
寛
永
三
（
一
六
二
六
）
年
の
「
細
川
殿
」
な
ら

忠
興
と
な
る
が
、
一
切
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。

③
、
明
星
本

あ
ふ
け
と
も
清
き
巌
の
松
か
本

　

は
か
な
や
つ
ゐ
に
ふ
る
葉
を
そ
か
く

⑮
国
会
図
書
館
本
（
＋
詠
法
華
）（
松
下
集
二
）、「
和
学
講
談
所
旧
蔵
」「
自
謌
合　

三
百
六
十
番　

次
第
不
同
」
＊
影
写
本　

楮
紙
薄
様
（
稲
田
利
徳
解
説
）

＊
成
立
の
下
限
は
正
広
死
去
の
明
応
二
（
一
四

九
三
）
年
か
。

⑯
内
閣
文
庫
本
続
群
書
類
従
（
＋
詠
法
華
）

⑰
神
宮
文
庫
林
崎
文
庫
本
（
＋
詠
法
華
）　
（
以
下
、
神
2
と
す
る
）
＊
本
文
は
続

群
書
類
従
系
（
同
系
の
原
形
を
保
っ
て
い
る

と
思
わ
れ
る
）

⑱
活
字
本
続
群
書
類
従
（
＋
詠
法
華
）
＊
本
文
は
書
陵
部
本
、
対
校
内
閣
文
庫
本

　

以
上
、
一
八
本
が
確
認
で
き
て
い
る
が
、
⑱
の
活
字
本
続
群
書
類
従
は
、
⑩
書
陵

部
本
続
群
書
類
従
を
底
本
と
し
て
い
る
の
で
、
厳
密
に
言
え
ば
、
一
七
と
い
う
こ
と

に
な
る
が
、『
続
群
書
類
従
』
と
い
う
一
大
叢
書
の
全
容
は
、
活
字
本
で
し
か
見
ら

れ
な
い
と
い
う
現
状
（
写
本
で
全
巻
所
蔵
し
て
い
る
所
蔵
者
は
い
な
い
）
に
鑑
み
、

敢
え
て
加
え
た
次
第
で
あ
る
。

　

次
に
、
奥
書
を
持
っ
て
い
る
伝
本
を
引
用
し
て
列
挙
し
て
お
き
た
い
。

①
、
内
閣
文
庫
本
（
＋
詠
法
華
二
十
八
品
和
歌
）

　
　
　

あ
ふ
け
と
も
清
き
巌
の
松
か
も
と

　
　
　
　
　

は
か
な
や
つ
ゐ
に
ふ
る
は
を
そ
か
く

　
　
　

文
明
三
（
一
四
七
一
）
年
二
月
十
五
日　
　
　
　
　
　
　
　

正
広

　

応
永
三
十
一
年
九
月
五
日
清
巌
の
御
年
四
十
四
正
広
十
三
歳
よ
り
仕
ま
つ
ら
せ
て

春
秋
を
送
侍
し
に
長
禄
三
年
五
月
九
日
御
年
七
十
九
に
て
此
世
を
さ
り
給
ふ
て
御
跡

に
正
広
有
て
歌
道
の
事
は
三
十
一
字
を
な
ら
ふ
る
斗
に
て
月
日
を
送
り
侍
る
に
応
仁

元
年
五
月
よ
り
世
の
中
み
た
れ
侍
る
に
草
庵
も
す
て
都
の
ほ
か
に
さ
す
ら
ひ
侍
る
歌
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明
星
本
『
正
広
自
歌
合
』
の
本
文
と
校
異
（
1
）　　
　

前
田
雅
之

書
も
、あ

ふ
げ
ど
も
清
き
巌
の
松
が
本

　

は
か
な
や
つ
ゐ
に
ふ
る
葉
を
ぞ
か
く

の
歌
を
記
す
。
歌
の
位
置
は
、
自
歌
合
の
末
尾
、
ま
た
、「
詠
法
華
二
十
八
品
和
歌
」

が
あ
る
場
合
は
、
そ
の
後
と
な
る
。
歌
の
内
容
は
、「
清
き
巌
」
が
師
で
あ
る
正
徹

（
字
が
「
清
岩
」）
を
、「
松
が
本
」
で
あ
る
正
広
（
正
広
の
家
集
は
『
松
下
集
』
と

言
う
。
稲
田
氏
の
指
摘
の
よ
う
に
、
正
徹
の
号
で
あ
る
招
（
松
）
月
庵
の
遥
か
下
の

存
在
（
＝
松
下
）
と
い
う
意
味
合
い
で
命
名
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
）
6
（
う
）
は
仰
い
で
い

る
け
れ
ど
も
、
結
局
、「
ふ
る
葉
」（
＝
自
分
の
古
い
歌
）
を
か
き
集
め
る
こ
と
に
な

っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
謙
辞
で
あ
ろ
）
7
（
う
。
だ
が
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
正
広
は
、

「
ふ
る
葉
」
に
改
訂
を
繰
り
返
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
単
な
る
「
ふ
る
葉
」
で

は
な
か
っ
た
。
こ
の
和
歌
は
、「
自
歌
合
」
の
編
纂
目
的
も
告
げ
て
い
る
。
即
ち
、

亡
き
師
正
徹
に
捧
げ
る
た
め
に
編
ま
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
何
度
に

も
渡
る
改
訂
作
業
も
、
よ
り
完
成
し
た
形
に
し
た
い
と
い
う
正
広
の
喘
ぎ
の
よ
う
な

も
の
と
考
え
れ
ば
、
そ
れ
な
り
に
納
得
が
い
く
か
と
も
思
わ
れ
る
。

　

奥
書
で
一
等
注
目
さ
れ
る
の
は
、
前
に
少
し
触
れ
て
お
い
た
が
、
③
明
星
本
と
④

書
陵
部
本
で
あ
る
。
と
も
に
自
筆
で
あ
り
、
奥
書
日
付
を
同
じ
く
す
る
か
ら
に
他
な

ら
な
い
。
だ
が
、
本
の
大
き
さ
が
若
干
異
な
る
こ
と
以
上
に
、
両
本
に
は
、
二
つ
の

大
き
な
違
い
が
見
ら
れ
る
。

　

一
つ
は
、
明
星
本
に
は
「
詠
法
華
二
十
八
品
和
歌
」
が
付
載
し
て
い
な
い
の
に
対

し
て
、
書
陵
部
本
は
付
載
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
む
ろ
ん
、
明
星
本
が
現
在
の
形

に
装
幀
さ
れ
て
い
く
過
程
で
「
詠
法
華
二
十
八
品
和
歌
」
が
削
ら
れ
た
可
能
性
も
あ

る
け
れ
ど
も
、
明
星
本
が
明
確
に
見
た
と
判
断
さ
れ
る
②
大
谷
本
に
も
「
詠
法
華
二

　
　

文
明
八
（
一
四
七
六
）
年
七
月
日　
　
　
　
　

正
広
（
花
押
）

④
、
書
陵
部
本
（
＋
詠
法
華
二
十
八
品
和
歌
）

あ
ふ
け
と
も
清
き
巌
の
松
か
本

　

は
か
な
や
つ
ゐ
に
ふ
る
葉
を
そ
か
く

　
　
　

文
明
八　

年
七
月
日　
　
　
　
　
　
　
　
　

正
広
（
花
押
）

⑤
、
三
手
文
庫
本
（
＋
詠
法
華
二
十
八
品
和
歌
）

あ
ふ
け
と
も
清
き
い
は
ほ
の
松
か
も
と

　

は
か
な
や
つ
ゐ
に
古
葉
を
そ
か
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

正
広　

在
判

　
　
　

文
明
十
五
（
一
四
八
三
）
年
五
月
廿
九
日
書
之

　

墨
付
六
拾
五
葉
（
同
筆
）

⑥
、
続
群
書
類
従
書
陵
部
本
お
よ
び
神
宮
文
庫
林
崎
文
庫
本
（
神
2
）（
＋
詠
法
華

二
十
八
品
和
歌
）

あ
ふ
け
と
も
き
よ
き
い
は
ほ
の
松
か
も
と

　

は
か
な
や
つ
ゐ
に
ふ
る
は
を
そ
か
く

　
　

延
徳
弐
（
一
四
九
〇
）
年
卯
月
三
日

　

上
記
奥
書
の
う
ち
、
自
筆
と
さ
れ
る
の
は
、
明
星
本
と
書
陵
部
本
（
奥
書
の
前
丁

に
「
月
明
荘
」
と
い
う
印
記
が
あ
る
か
ら
、
反
町
弘
文
荘
か
ら
納
入
し
た
も
の
と
思

わ
れ
る
が
、『
弘
文
荘
待
價
古
書
目
』（
Ｃ
Ｄ
Ｒ
Ｏ
Ｍ
版
）
に
は
同
書
名
は
見
え
な

い
）
で
あ
る
。
大
谷
本
は
、
自
筆
に
似
て
い
る
が
、
確
定
で
き
な
い
。
い
ず
れ
の
奥
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明
星
大
学
研
究
紀
要
【
人
文
学
部
・
日
本
文
化
学
科
】
第
二
十
二
号　

二
〇
一
四
年

　
　

○　

彰
考
館
文
庫
本
＋（
法
）（
歌
合
部
類
十
三
）

　
　

○　

ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
本　

静
嘉
堂
文
庫
本

書
陵
部
本
（
法
）　

三
手
文
庫
本
＋（
法
）　

内
閣
本
＋（
法
）　

国
会
図

本
＋（
法
）

神
宮
文
庫
本
（
1
）＋（
法
）

大
谷
本　
　

明
星
本　
　

伊
達
文
庫
本

　
　

島
原
松
平
文
庫
本　

祐
徳
稲
荷
本

　

稲
田
本

続
群
書
類
従
本
＋（
法
）（
底
本
、
書
陵
部
、

校
訂
内
閣
文
庫
本
）

神
宮
文
庫
本
（
2
）

＊
「
＋
（
法
）」
は
「
詠
法
華
二
十
八
品
和
歌
」
を
持
っ
て
い
る
伝
本
で
あ
る
。

　

そ
れ
で
は
、
以
下
、
明
星
本
『
正
広
自
歌
合
』
の
翻
刻
と
校
異
を
載
せ
る
こ
と
に

し
た
い
。二

、
明
星
本
﹃
正
広
自
歌
合
﹄
の
翻
刻
と
校
異

　

最
初
に
、
翻
刻
と
校
異
の
凡
例
を
掲
げ
、
そ
れ
に
従
っ
て
、
本
文
を
呈
示
す
る
。

「
凡
例
」

1
、
基
準
の
本
文
は
、
最
終
形
態
と
思
わ
れ
る
国
会
図
書
館
本
に
す
る
。
そ
し

て
、
2
で
上
げ
た
順
序
で
他
本
の
校
異
を
示
す
。
但
し
、
明
星
本
は
全
文

翻
刻
す
る
。

2
、
校
異
に
用
い
る
本
文
は
以
下
の
よ
う
に
略
称
す
）
8
（

る
。

十
八
品
和
歌
」
は
付
載
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
だ
が
、
厄
介
な
こ
と
に
、
大
谷
本

と
本
文
系
統
を
同
じ
く
す
る
彰
考
館
蔵
『
正
徹
三
百
六
十
番
自
歌
合
』（
歌
合
部
類

一
三
、
書
名
＝
内
題
は
正
徹
だ
が
、
中
身
は
『
正
広
自
歌
合
』
で
あ
る
）
に
は
「
詠

法
華
二
十
八
品
和
歌
」
が
付
載
す
る
と
い
う
事
実
が
あ
る
。
よ
っ
て
、「
詠
法
華
二

十
八
品
和
歌
」
が
大
谷
本
に
も
あ
っ
た
の
か
、
も
し
く
は
、
そ
れ
を
有
す
る
①
内
閣

文
庫
本
の
文
明
三
年
段
階
で
も
あ
っ
た
の
か
、
そ
れ
と
も
、
大
谷
本
段
階
で
外
れ
た

の
か
、
否
、「
詠
法
華
二
十
八
品
和
歌
」
を
付
載
す
る
も
の
と
付
載
し
な
い
も
の
と

の
二
種
類
が
作
ら
れ
て
い
た
の
か
、
今
の
と
こ
ろ
、
不
明
と
す
る
し
か
な
い
。
明
星

本
と
書
陵
部
本
で
言
え
ば
、
文
明
十
五
年
の
奥
書
を
も
ち
、「
詠
法
華
二
十
八
品
和

歌
」
を
付
載
す
る
⑤
三
手
文
庫
本
は
本
文
的
に
は
書
陵
部
本
系
か
と
推
察
さ
れ
る
。

　

二
つ
め
は
、
自
筆
・
同
一
の
日
付
（
文
明
八
年
七
月
日
）
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、

後
段
に
記
す
よ
う
に
、
両
本
の
本
文
は
一
致
し
な
い
と
こ
ろ
が
ま
ま
あ
る
と
い
う
事

実
で
あ
る
。
異
同
の
あ
り
よ
う
か
ら
、
お
そ
ら
く
、
明
星
本
の
方
が
少
し
早
い
時
期

に
写
さ
れ
、
そ
れ
を
土
台
に
し
て
書
陵
部
本
が
作
ら
れ
た
と
判
断
さ
れ
る
が
、
ど
う

し
て
こ
の
よ
う
な
事
態
が
出
来
す
る
か
は
、
改
め
て
考
え
た
い
が
、
こ
こ
で
は
、
正

広
と
い
う
人
物
が
改
稿
を
繰
り
返
す
タ
イ
プ
の
人
間
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
て
お
き

た
い
。
現
存
す
る
伝
本
で
最
古
と
目
さ
れ
る
大
谷
大
学
本
か
ら
一
応
完
成
形
態
か
と

目
さ
れ
る
国
会
図
書
館
蔵
『
松
下
集
』
本
に
至
る
ま
で
、
正
広
は
場
合
に
よ
っ
て
は

改
稿
を
し
続
け
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
典
型
例
が
同
一
年
同
一
月
に
写
さ
れ
た
明

星
本
と
書
陵
部
本
の
差
異
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
か
。
そ
こ
に
師
正
徹
を
思
慕
し
、

よ
り
完
成
さ
れ
た
「
自
歌
合
」
を
作
り
た
い
と
す
る
正
広
の
意
欲
を
見
る
か
、
そ
れ

と
も
、
逡
巡
し
、
決
定
で
き
な
い
正
広
の
懊
悩
を
見
る
か
は
、
判
断
の
分
か
れ
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。

　

ま
だ
ま
だ
精
査
の
必
要
が
あ
る
が
、
現
在
の
と
こ
ろ
、
伝
本
の
系
統
は
、
以
下
の

よ
う
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。
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明
星
本
『
正
広
自
歌
合
』
の
本
文
と
校
異
（
1
）　　
　

前
田
雅
之

す
る
。

「
翻
刻
と
校
異
」

外
題

（
国
）　　

松
下
集　

二　
　

春
秋

（
大
）　　

自
歌
合

（
彰
）　　

題
簽
な
し
。

（
明
）　　

題
簽
な
し
。

（
書
）　　

題
簽
な
し
。

（
ノ
）　　

正
広
自
歌
合

（
静
）　　

松
下
歌
合　

完

（
三
）　　

題
簽
な
し
。

（
内
）　　

原
題
簽
は
な
し
。
但
し
、
後
か
ら
「
自
謌
合　

釈
正
広
」
と
貼
り
付
け
て
い
る
。

（
神
1
）　

正
広
自
歌
合

（
続
書
）　

正
広
三
百
六
十
番
自
歌
合

（
続
内
）　

正
広
三
百
六
十
番
自
歌
合

（
神
2
）　

正
広
自
歌
合

内
題

（
国
）　　

自
謌
合　

三
百
六
十
番　
（
春
秋
）
次
第
不
同　

春
秋

（
大
）　　

自
歌
合　

三
百
六
十
番　

春
秋

（
彰
）　　

正
徹
自
歌
合
三
百
六
十
番　

春
秋　

次
第
不
同

（
明
）　　

自
歌
合　

三
百
六
十
番　

春
秋　

次
第
不
同

（
書
）　　

自
歌
合　

三
百
六
十
番　
　
　
　

次
第
不
同
／
春
秋

（
ノ
）　　

自
歌
合　

三
百
六
十
番　

春
秋　

次
第
不
同

（
静
）　　

自
歌
合　

三
百
六
十
番　
　
　
　

次
第
不
同
／
春
秋

（
三
）　　

自
歌
合　

一
丁
目
、
冒
頭　

自
家
汗　

三
百
六
十
番　

次
第
不
同
／
春
秋

国
会
図
書
館
本
↓
（
国
）

大
谷
大
学
本
↓
（
大
）

ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
黒
川
文
庫
本
↓
（
ノ
）

彰
考
館
本
↓
（
彰
）

明
星
本
↓
（
明
）

伊
達
文
庫
本
（
宮
城
県
図
書
館
蔵
）
↓
（
伊
）

島
原
松
平
文
庫
本
↓
（
島
）

祐
徳
稲
荷
中
川
文
庫
本
↓
（
祐
）

書
陵
部
本
↓
（
書
）

三
手
文
庫
本
↓
（
三
）

静
嘉
堂
文
庫
本
↓
（
静
）

内
閣
文
庫
本
↓
（
内
）

神
宮
文
庫
村
井
古
巌
旧
蔵
本
↓
（
神
1
）

続
群
書
類
従
本
（
活
字
本
）
↓
（
続
）

続
群
書
類
従
書
陵
部
蔵
本
↓
（
続
書
）

続
群
書
類
従
内
閣
文
庫
本
↓
（
続
内
）

神
宮
文
庫
林
崎
文
庫
本
↓
（
神
2
）

3
、
比
較
を
容
易
に
す
る
た
め
に
、
明
星
本
は
ゴ
チ
ッ
ク
で
印
字
す
る
。

4
、
＊
印
は
筆
者
が
校
異
の
過
程
で
気
づ
い
た
コ
メ
ン
ト
で
あ
る
。

5
、
」
ま
た
」（
国
）
な
ど
と
あ
る
の
は
、
こ
こ
で
丁
が
切
れ
た
こ
と
を
示
し

て
い
る
。

6
、
×
印
は
（
国
）
に
は
あ
る
が
、
×
の
つ
い
た
伝
本
に
は
該
当
す
る
字
（
主

と
し
て
略
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
）
を
示
し
て
い
る
。

7
、（
一
オ
）
と
い
っ
た
記
号
は
、
明
星
本
の
丁
数
オ
モ
テ
・
ウ
ラ
を
示
す
。

8
、
今
号
で
は
、
春
秋
百
二
十
番
と
夏
冬
六
十
番
を
翻
刻
し
、
以
下
は
次
号
に
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＊
（
神
2
）
は
続
群
書
類
従
の
原
形
的
本
文
。（
続
書
）
と
字
形
も
ほ
ぼ
同
じ
。

右　

立
秋

（
国
）　　

草
も
木
も
染　

へ
き
物　

と
染　

色　

の
山
の
西　

よ
り
秋
や
き
ぬ
ら
ん

（
大
）　　
　
　
　
　

そ
む

（
ノ
）　　
　
　
　
　

そ
む

（
彰
）　　
　
　
　
　

そ
む

（
明
）　　

草
も
木
も
そ
む
へ
き
物　

と
染　

色　

の
山
の
西　

よ
り
秋
や
き
ぬ
ら
ん

（
伊
）　　
　
　
　
　

そ
む

（
島
）　　
　
　
　
　

そ
む

（
祐
）　　
　
　
　
　

そ
む

（
書
）　　
　
　
　
　

そ
む　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
し

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

そ
め　
　
　
　
　

に
し　
　

秋

（
静
）

（
内
）　　
　
　
　
　

そ
め
に
し

＊
（
内
）
は
独
自
本
文
。

（
神
1
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

そ
め　
　
　
　
　

に
し　
　
　
　
　
　
　

む

（
続
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

も
の　

そ
め
い
ろ　
　
　
　
　
　
　
　
　

来

（
続
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　

も
の　

そ
め
い
ろ　
　
　
　
　
　
　
　
　

来

（
続
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　

も
の　

そ
め
い
ろ　
　
　
　
　
　
　
　
　

来

（
神
2
）　　
　
　
　
　
　
　
　

も
の　

そ
め
い
ろ　
　
　
　
　
　
　
　
　

来

二
番　

左　

山
花
盛

（
国
）　　

高
砂
や
花　

の
外　

な
る
嶺　

の
松　

な
れ
も
ひ
と
つ
に
う
つ
む
雲
か
な
」

＊
（
国
）
は
他
本
「
そ
れ
も
」
を
「
な
れ
も
」
と
作
る
。
誤
写
か
。

（
大
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

そ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

哉

（
続
）　　

三
百
六
十
番
自
歌
合
／
松
下
正
広
／
春
秋

（
内
）　　

自
歌
合　

春
秋　

三
百
六
十
番　

次
第
不
同　

釈
正
広

（
神
1
）　

自
歌
合　

春
秋　

三
百
六
十
番　

次
第
不
同
／
一
番
左　

立
春　

釈
正
広

（
続
書
）　

三
百
六
十
番
自
歌
合
／
松
下
正
広

（
続
内
）　

三
百
六
十
番
自
歌
合
／
松
下
正
広

（
神
2
）　

三
百
六
十
番
自
歌
合
／
松
下
正
広
／
一
番
左　

立
春

一
番　

左　

立
春

（
国
）　　

明　

に
け
り
光　
　

を
う
け
て
唐　
　
　
　

も
け
ふ
日　

本
の
春　

や
立　

ら
ん

（
大
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

も
ろ
こ
し

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

も
ろ
こ
し

（
彰
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

も
ろ
こ
し

（
明
）　　

明　

に
け
り
光　
　

を
う
け
て
も
ろ
こ
し
も
け
ふ
日　

本
の
春　

や
立　

ら
ん

（
伊
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

も
ろ
こ
し

＊
（
伊
）
は
墨
付
丁
数
も
明
星
本
と
等
し
い
。
同
一
丁
に
同
一
和
歌
が
記
さ
れ
て
い
る
。

（
島
）　　
　
　
　
　
　

ひ
か
り　
　
　
　

も
ろ
こ
し　
　
　
　
　
　
　

は
る
や
た
つ

（
祐
）　　
　
　
　
　
　

ひ
か
り　
　
　
　

も
ろ
こ
し　
　
　
　
　
　
　

は
る
や
た
つ

（
書
）　　

あ
け　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

も
ろ
こ
し　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

む

（
三
）

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

覧

（
内
）　　

あ
け　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

も
ろ
こ
し　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
つ

（
神
1
）　

あ
け　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

も
ろ
こ
し

（
続
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

も
ろ
こ
し　
　
　

日
の
本

（
続
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

も
ろ
こ
し　
　
　

日
の
本

（
続
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

も
ろ
こ
し　
　
　

日
の
本

（
神
2
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

も
ろ
こ
し　
　
　

日
の
本
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明
星
本
『
正
広
自
歌
合
』
の
本
文
と
校
異
（
1
）　　
　

前
田
雅
之

（
三
）　　
　
　
　

野　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

い
つ
る

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

い
つ
る

（
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
ほ
ふ

（
神
1
）　　

吉　

野

（
続
）　　
　

吉　

野　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

端

（
続
書
）　　

吉　

野　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

端　
　
　

」

（
続
内
）　　

吉　

野　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

端

（
神
2
）　　

吉　

野　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

端　
　
　

」

三
番　

左　

暮
春
鐘
」（
明
）（
伊
）（
神
1
）（
一
オ
）

（
国
）　　

難　

波
か
た
い
か
な
る
江
に
か
入　

あ
ひ
の
声　

を
し
る
へ
に
春
の
行　

ら
ん

＊
（
国
）
は
他
本
「
鐘
」
と
す
る
の
に
「
声
」
と
作
る
。
最
終
段
階
か
。

（
大
）　　

な
に
は　
　
　
　
　
　
　
　
　

い
り
逢　
　

か
ね

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

相　
　

鐘　
　
　
　
　
　
　
　

」

（
彰
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

相　
　

か
ね

（
明
）　　

難　

波
か
た
い
か
な
る
江
に
か
入　

相　

の
鐘　

を
し
る
へ
に
春
の
行　

ら
む

（
伊
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

相　
　

鐘　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

む

（
島
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

相　
　

鐘

（
祐
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

い
り　
　
　

か
ね　
　
　
　
　
　
　

ゆ
く

（
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

相　
　

か
ね　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ん
」

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

相　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

覧　

」

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

会　
　

鐘

＊
（
静
）
は
「
声
」
に
ミ
セ
ケ
チ
「
鐘
」
と
傍
書
。

（
内
）　　
　
　
　

潟　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鐘　
　
　
　
　
　
　
　

ゆ
く

（
神
1
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

相　
　

鐘　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ん

（
続
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

え　
　
　
　

相　
　

か
ね

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　
　

ほ
か　
　
　
　
　
　
　

そ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

哉

（
彰
）　　
　
　
　
　
　
　

ほ
か　
　
　
　
　
　
　

そ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

哉

（
明
）　　

高
砂
や
花　

の
ほ
か
な
る
嶺　

の
松　

そ
れ
も
ひ
と
つ
に
う
つ
む
雲
哉

（
伊
）　　
　
　
　
　
　
　

ほ
か　
　
　
　
　
　
　

そ

（
島
）　　
　
　
　
　
　
　

ほ
か　
　

み
ね　
　
　

そ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

哉
」

（
祐
）　　
　
　
　

は
な　

ほ
か　
　

み
ね
の
ま
つ
そ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

哉
」

（
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

そ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
な

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　

ほ
か　
　
　
　
　
　
　

そ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

哉

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

そ

（
内
）　　
　
　
　
　
　
　

ほ
か　
　
　
　
　
　
　

そ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

哉

（
神
1
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

そ

（
続
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

そ　
　
　
　
　
　

埋　

む　

か
な

（
続
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

そ　
　
　
　
　
　

埋　

む　

か
な

（
続
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

そ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

（
神
2
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

そ　
　
　
　
　
　

埋　

む　

か
な

右　

名
所
月
」（
国
）（
静
）（
彰
）

（
国
）　　

み
よ
し
野
や
花　

に
か
す
ま
ぬ
秋
の
月　

出　

る
も
匂　

ふ
山　

の
は
の
空

（
大
）　　
　
　
　
　
　

は
な　
　
　
　
　
　
　
　
　

い
つ
る

（
ノ
）　　
　

吉　

野　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

出
×

（
彰
）　　
　
　
　

の　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

い
つ
る

（
明
）　　

み
吉　

野
や
花　

に
か
す
ま
ぬ
秋
の
月　

出　
　

も
匂　

ふ
山　

の
は
の
空

（
伊
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

×　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

そ
ら

（
島
）　　
　
　
　
　

や　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

×　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

そ
ら

（
祐
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

×　
　

に
ほ
ふ
や
ま
の
は
の
そ
ら

（
書
）　　
　

吉　

野　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

い
つ
る　

に
ほ
ふ
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（
ノ
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

花

（
彰
）　　
　
　

い
つ
る　
　

な
み　
　
　
　
　
　
　

匂　

ふ　
　
　
　
　
　
　
　
　

花

（
明
）　　

う
ち
出　

る
雲
の
波　

ま
の
朝　

日
影　

に
ほ
ふ
霞　
　

や
春　

の
は
つ
花

（
伊
）　　
　
　
　
　
　
　
　

波　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

花

（
島
）　　
　
　
　
　
　
　
　

波　
　
　
　
　
　

か
け　
　
　
　
　
　
　

は
る　
　
　

花

（
祐
）　　
　
　
　
　
　
　
　

な
み　
　
　
　
　

か
け　
　
　
　
　
　
　

は
る

（
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

は
る　

初　

花

（
三
）　　

打　

い
つ
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

花

（
静
）　　
　
　

い
つ
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

初　

花

（
内
）　　
　

■　
　
　
　
　

な
み　
　
　
　
　

か
け
匂　

ふ　
　
　
　
　
　
　
　
　

花

＊
（
内
）
の
■
は
虫
損
。

（
神
1
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
す
み　
　
　
　
　
　

花

（
続
）　　

打　

出　
　
　
　

波　
　
　
　
　
　

か
け　
　
　

か
す
み　
　
　
　

初　

花

（
続
書
）　

打　

出　
　
　
　

波　
　
　
　
　
　

か
け　
　
　

か
す
み　
　
　
　

初　

花

（
続
内
）　

打　

出　
　
　
　

波　
　
　
　
　
　

か
け　
　
　

か
す
み　
　
　
　
　
　

花
」

（
神
2
）　

打　

出　
　
　
　

波　
　
　
　
　
　

か
け　
　
　

か
す
み　
　
　
　

初　

花

右　

七
夕
雲
」（
彰
）

（
国
）　　

七
夕
に
か
す
か
山　

姫　

立　

雲
の
衣　
　

ふ
き
や
る
を
ち
の
秋　

か
せ

（
大
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

ひ
め　
　
　
　
　
　
　

ふ
き　
　

遠　

の　
　

風

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
ろ
も
吹　

や　
　
　
　
　
　

か
せ

（
彰
）

（
明
）　　

七
夕
に
か
す
か
山　

姫　

立　

雲
の
衣　
　

吹　

や
る
を
ち
の
秋　

風

（
伊
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

吹　
　
　
　
　
　

あ
き

（
島
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
つ　
　
　
　
　

吹

（
祐
）　　

た
な
は
た　
　

や
ま
ひ
め
た
つ　
　

こ
ろ
も
ふ
き　
　
　
　
　
　
　

風

（
続
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

え　
　
　
　

相　
　

か
ね

（
続
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

え　
　
　
　

相　
　

か
ね

（
神
2
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

え　
　
　
　

相　
　

か
ね

右　

暮
秋
霜
」（
大
）

（
国
）　　

冬
も
こ
は
見
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り　

か
ね
」

（
彰
）　　

み
な
と　
　
　
　
　
　
　
　
　

い
な　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
ね

（
明
）　　

湊　
　

田
や
あ
ま
の
か
る
て
ふ
稲　

舟　

を
ほ
な
み
に
み
れ
は
渡　

る
鴈　

金

（
伊
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
も
ミ
セ
ケ
チ
に
）　

渡　

る

＊
（
明
）
の
「
ほ
な
み
に
」
は
一
見
「
ほ
な
み
も
」
に
見
え
る
。（
伊
）
は
明
星
本
を
見
た
証

（
続
書
）　

さ
ほ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ひ
き　
　

く
し　

残　

る

（
続
内
）　

さ
ほ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ひ
き　
　

く
し　

残　

る

（
神
2
）　

さ
ほ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ひ
き　
　

く
し　

残　

る

右　

河
辺
月

（
国
）　　

宮　

人
の
み
し
夜
の
月
に
花　

薄　
　

ま
ね
く
そ
の
こ
る
宇
治
の
か
は
か
せ

（
大
）　　
　
　
　
　
　
　

世　
　
　
　
　

す
す
き　
　
　
　
　
　
　

う
ち　

河

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　
　

よ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

川

（
彰
）　　
　
　
　
　

見　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

う
ち　

川

（
明
）　　

宮　

人
の
み
し
よ
の
月
に
花　

薄　
　

ま
ね
く
そ
の
こ
る
宇
治
の
川　

か
せ

（
伊
）　　
　
　
　
　
　
　

よ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

川

（
島
）　　
　
　
　
　
　
　

よ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

川

（
祐
）　　
　
　
　
　

見　

よ　
　
　

は
な
す
す
き　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

川　

風

（
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

川

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

河

（
静
）　　
　
　
　
　

見

（
内
）　　
　
　
　
　

見　
　
　
　
　
　
　

す
す
き　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

川

（
神
1
）　　
　
　
　

見　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

川

（
続
）　　

み
や　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

残　

る　
　
　

河　

風

（
続
書
）　

み
や　
　

見　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

残　

る　
　
　

河　

風
」

（
続
内
）　

み
や　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

残　

る　
　
　

河　

風

（
神
2
）　

み
や　
　

見　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

残　

る　
　
　

河　

風
」

＊
（
神
2
）
は
「
月
に
も
」
の
「
も
」
に
ミ
セ
ケ
チ　

書
き
損
じ
か
。

八
番　

左　

帰
鴈
」
二
オ
（
明
）（
伊
）（
神
1
）（
二
オ
）

（
国
）　　

た
を
や
め
の
誰　

に
引　

と
く
帯
な
ら
む
霞　
　

の
袖
に
つ
ゝ
く
鴈　

か
ね
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明
星
大
学
研
究
紀
要
【
人
文
学
部
・
日
本
文
化
学
科
】
第
二
十
二
号　

二
〇
一
四
年

（
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

き
こ
ゆ　

ん

（
神
1
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
れ　
　
　
　
　
　
　

き
こ
ゆ　

ん

（
続
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ん

（
続
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ん

（
続
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ん

（
神
2
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ん

右　

野
径
虫
」（
大
）

（
国
）　　

我　

か
ら
と
な
に
い
と
ふ
ら
ん
花　

薄　
　

風　

に
浪　

よ
る
む
し
の
声　

〳
〵

＊
私
家
集
大
成
は
「
我
か
た
」
と
読
ん
で
い
る
が
、
他
本
や
字
形
か
ら
し
て
「
我
か
ら
」
で
は

な
い
か
。

（
大
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ら　
　
　
　
　
　

か
せ　
　
　
　
　
　
　
　

こ
ゑ

（
ノ
）　　

わ
れ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
せ　

な
み　
　
　
　
　

こ
ゑ

（
彰
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
み　
　
　
　
　

こ
ゑ

（
明
）　　

わ
れ
か
ら
と
な
に
い
と
ふ
ら
ん
花　

薄　
　

風　

に
な
み
よ
る
虫　

の
声　

〳
〵

（
伊
）　　

わ
れ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
み

（
島
）　　

わ
れ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
み　
　

虫

（
祐
）　　

わ
れ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

は
な
す
す
き　
　
　

な
み　
　
　
　
　

こ
ゑ

（
書
）　　

わ
れ　
　
　
　
　
　
　
　
　

む　
　
　
　
　
　
　
　

な
み　
　
　
　
　

こ
ゑ

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
ゑ

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

覧　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

虫　
　

こ
ゑ

（
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
せ　

な
み　
　

虫　
　

こ
ゑ

（
神
1
）　

わ
れ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

す
ゝ
き　
　
　

な
み　
　
　
　
　

こ
ゑ

（
続
）　　

わ
れ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

波

（
続
書
）　

わ
れ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

波

（
続
内
）　

わ
れ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

波

拠
の
一
つ
か
。

（
島
）

（
祐
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

い
な
ふ
ね　
　
　
　
　

見　
　
　
　

か
り　

か
ね

（
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

渡　

る

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

見　
　
　
　
　
　
　

か
ね

＊
（
三
）
は
「
か
る
て
う
」
の
「
う
」
に
ミ
セ
ケ
チ
「
ふ
」
と
小
書
き
傍
書
。
他
筆
か
。

（
静
）

（
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

い
な　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

渡　

る　
　

か
ね

（
神
1
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

い
な　
　
　
　

浪　
　
　
　
　

渡　

×

（
続
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

い
な　
　
　
　
　
　
　

見　
　

渡　

る

（
続
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

い
な　
　
　
　
　
　
　

見　
　

渡　

る

（
続
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

い
な　
　
　
　
　
　
　

見　
　

渡　

る

（
神
2
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

い
な　
　
　
　
　
　
　

見　
　

渡　

る

九
番　

左　

呼
子
鳥
」（
島
）（
祐
）

（
国
）　　

さ
ら
に
世
を
い
と
ひ
は
て
ね
と
山
ふ
か
く
誰　

よ
ふ
こ
鳥　

声　

聞　

ゆ
ら
む
」

（
大
）

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

き
こ
ゆ　

ん

（
彰
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
れ　
　
　
　
　
　
　

き
こ
ゆ　

ん

（
明
）　　

さ
ら
に
世
を
い
と
ひ
は
て
ね
と
山
ふ
か
く
た
れ
よ
ふ
こ
鳥　

声　

聞　

ゆ
ら
ん

（
伊
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
れ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ん

（
島
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
れ　
　
　
　
　

こ
ゑ
き
こ
ゆ

（
祐
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
れ　
　
　

と
り
こ
ゑ
き
こ
ゆ　

ん

（
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
れ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

（
三
）　　

更　

に　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

と
り　
　
　
　
　
　

ん
」

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ん
」
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明
星
本
『
正
広
自
歌
合
』
の
本
文
と
校
異
（
1
）　　
　

前
田
雅
之

（
明
）　　

染　

か
ね
て
の
こ
る
か
松
に
夢
路
を
は　

よ
の
ま
に
枯
ら
す
秋
の
初　

霜

（
伊
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

よ　
　
　

枯　

す　
　

は
つ
し
も

（
島
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」
よ　
　
　

枯　

す　
　

は
つ

（
祐
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」
よ　
　
　
　
　
　
　

の
は
つ

（
書
）

（
三
）

（
内
）

（
神
1
）

（
静
）

（
続
）　　

そ
め　
　
　

残　

る

（
続
書
）　

そ
め　
　
　

残　

る

（
続
内
）　

そ
め　
　
　

残　

る

（
神
2
）　

そ
め　
　
　

残　

る

十
一
番
左　

遠
山
霞
薄

（
国
）　　

そ
と
浜　

の
霞　
　

と
み
る
や
冨
士
の
ね
の
山
を
岩　

ほ
の
天　

の
は
衣

＊
（
国
）
が
「
そ
と
浜
」
と
す
る
。
最
終
形
態
か
。「
う
と
浜
」
の
例
は
多
い
。「
そ
と
浜
」
に

は
正
徹
の
例
が
あ
る
。「
う
と
浜
」
の
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
。

（
大
）　　

う　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ふ
し　
　
　
　
　
　
　
　
　

天　

×
羽
衣

（
ノ
）　　

う　
　
　
　
　
　
　
　

見　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

羽
衣

＊
（
ノ
）
は
「
岩
」
の
あ
と
に
小
字
で
「
ほ
」
と
傍
書
。
書
き
損
じ
故
だ
ろ
う
。

（
彰
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

見　
　

ふ
し

＊
（
彰
）
は
「
う
と
浜
」
の
「
う
」
に
ミ
セ
ケ
チ
「
そ
」
と
傍
書
。（
国
）
で
校
訂
し
た
か
。

（
明
）　　

う
と
浜　

の
霞　
　

と
み
る
や
冨
士
の
ね
の
山
を
岩　

ほ
の
天　

の
羽
衣

（
伊
）　　

う　
　
　
　

か
す
み　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

羽

（
島
）　　

う　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

は
こ
ろ
も

（
神
2
）　

わ
れ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

波

十
番　

左　

松
藤

（
国
）　　

花
ち
ら
す
風
の
や
と
り
を
松
に
み
て
恨　
　

や
か
く
る
春　

の
ふ
ち
な
み

（
大
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤　

浪

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤

（
彰
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

見　

う
ら
み　
　
　
　
　
　
　

藤

（
明
）　　

花
ち
ら
す
風
の
や
と
り
を
松
に
み
て
恨　
　

や
か
く
る
春　

の
藤　

な
み

（
伊
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

し

（
島
）

（
祐
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

見　

う
ら
み　
　
　
　

は
る　

藤

（
書
）

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

見　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤　

浪

（
静
）

（
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

見　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

（
神
1
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤

（
続
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤　

浪

（
続
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤　

浪
」

（
続
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤　
　
　

」

（
神
2
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤　

浪
」

右　

秋
霜
」
二
ウ
（
明
）（
伊
）（
神
1
）（
彰
）（
二
ウ
）

（
国
）　　

染　

か
ね
て
の
こ
る
か
松
に
夢
路
を
は　

夜
の
ま
に
か
ら
す
秋
の
初　

霜

（
大
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

は
つ

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

よ　
　
　

枯　

す

（
彰
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

よ　
　
　
　
　
　
　
　

は
つ
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明
星
大
学
研
究
紀
要
【
人
文
学
部
・
日
本
文
化
学
科
】
第
二
十
二
号　

二
〇
一
四
年

（
続
）

（
続
書
）

（
続
内
）

（
神
2
）

十
二
番
左　

戸
外
春
風

（
国
）　　

花
の
か
を
松　

の
戸
と
つ
る
音　

さ
え
て
な
を
雪
ち
ら
す
春
の
山　

か
せ

＊
（
国
）
は
「
さ
し
て
」
と
も
読
め
る
が
他
本
同
様
に
「
さ
え
て
」
で
は
な
い
か
。

（
大
）　　
　
　

香　

ま
つ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

猶

（
ノ
）　　
　
　

香　

ま
つ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

猶　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
せ

（
彰
）　　
　
　
　
　
　
　
　

と　
　
　

を
と　
　
　

猶　
　
　
　
　
　
　

や
ま
風

（
明
）　　

花
の
香
を
ま
つ
の
戸
と
つ
る
音　

さ
え
て
猶　

雪
ち
ら
す
春
の
山　

風

（
伊
）　　
　
　

香　

ま
つ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

猶

（
島
）　　
　
　

香　

ま
つ　
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（
祐
）　　
　
　

香　

ま
つ　
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書
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香　

ま
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猶　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」
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三
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香　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

風
」

（
静
）　　
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か
せ
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続
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（
続
書
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（
神
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右　

月
契
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秋
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大
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彰
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（
祐
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は
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ふ
し　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
ま　

は
こ
ろ
も

（
書
）　　

う

（
三
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は
ま　
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（
内
）　　

う　

は
ま　
　
　
　
　

見　
　
　
　
　
　
　
　
　

い
は
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（
神
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う

（
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（
続
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根　
　
　

い
は
ほ　
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い
は
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羽
こ
ろ
も

（
神
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い
は
ほ　
　
　
　

羽

右　

初
秋
朝
雲
」（
国
）（
静
）（
ノ
）

（
国
）　　

今
朝
た
つ
は
い
つ
れ
の
雲　

そ
一
葉
吹
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も
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せ
す
ち
る
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も
な
し

（
大
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葉
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独
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文
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（
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き
り

＊
（
続
）
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（
星
イ
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書
）
異
本
は
（
内
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（
続
書
）　　
　
　
　

い
ま　
　
　
　

星　
　
　
　
　
　

ち
き
り

＊
（
続
書
）
は
（
神
2
）
と
同
じ
く
、「
星
」
と
つ
く
る
。

（
続
内
）　　
　
　
　

い
ま　
　
　
　

星　
　
　
　
　
　

ち
き
り

（
神
2
）　　
　
　
　

い
ま　
　
　
　

星　
　
　
　
　
　

ち
き
り

十
五
番
左　

初
春
待
花

（
国
）　　

神
の
代
の
春
に
そ
あ
く
る
天
地
も
花
の
た
め
に
や
開　
　

そ
め
け
ん

（
大
）　　
　
　

世
も　
　
　
　
　
　
　
　

へ　

の
為　
　
　

ひ
ら
け
初　

け

＊
（
大
）
は
他
本
「
天
地
も
」
を
「
天
地
へ
」
と
作
る
。
初
期
形
態
か
。

＊
（
続
）
は
他
（
内
閣
）
本
「
あ
り
て
」
と
す
る
の
を
「
あ
か
て
」
と
作
る
。
独
自
本
文
。

（
続
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　

あ
か
て
恨　

む
な
り
尾
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花

（
続
内
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あ
か
て
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な
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尾
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（
神
2
）　　
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か
て
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な
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十
四
番
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柳
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島
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祐
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（
国
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の
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そ
へ
て
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に
な
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く
う
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の
川
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ノ
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河

（
明
）　　

橋　

姫　

の
思　

ひ
の
煙　
　

春　

そ
へ
て
柳　
　

に
な
ひ
く
宇
治
の
川
風

（
伊
）　　
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声

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　
　
　

鏡　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

む
か

（
彰
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

む
か　
　
　
　
　
　

声

（
明
）　　

氷
し
く
野
守　

の
鏡　
　

く
も
り
な
く
春
に
そ
む
か
ふ
鶯　
　
　

の
こ
ゑ

（
伊
）　　
　
　
　
　
　
　
　

鏡　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

む
か

（
島
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

む
か

（
祐
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

む
か　

う
く
ひ
す

（
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　

鏡

（
三
）　　
　
　
　
　

も
り　

鏡

（
静
）

（
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　

鏡　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

む
か　
　
　
　
　
　

声

（
神
1
）　　
　
　
　
　
　
　

鏡　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

む
か

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ひ
ら
け

（
彰
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ひ
ら
け
初　

け

（
明
）　　

神
の
代
の
春
に
そ
あ
く
る
天
地
も
花
の
た
め
に
や
ひ
ら
け
そ
め
け
ん

（
伊
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

為　
　
　

ひ
ら
け
初　

け

（
島
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ひ
ら
け

（
祐
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ひ
ら
け

（
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　

明　

る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

（
三
）　　
　
　

世　
　
　
　
　

へ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

＊
（
三
）
は
「
あ
へ
る
」
と
作
る
（
他
本
「
あ
く
る
」）。
書
き
損
じ
か
。
不
明
。

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

初　
　

む

（
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ひ
ら
け
初　

け

（
神
1
）　　
　
　
　
　
　
　

明　

る　
　
　
　
　
　
　
　
　

ひ
ら
け
そ
む
ら
ん

＊
（
神
1
）
は
末
句
を
「
そ
む
ら
ん
」
と
す
る
。
独
自
本
文
か
。

（
続
）　　
　
　
　
　
　
　
　

明　

る　
　
　
　
　
　
　
　
　

ひ
ら
け
そ
め
劔

（
続
書
）　　
　
　
　
　
　
　

明　

る　
　
　
　
　
　
　
　
　

ひ
ら
け
そ
め
劔
」

（
続
内
）　　
　
　
　
　
　
　

明　

ぬ　
　
　
　
　
　
　
　
　

ひ
ら
け
そ
め
つ
る

＊
（
続
内
）
は
「
明
ぬ
」「
そ
め
つ
る
」
と
独
自
本
文
を
も
つ
。
理
由
は
不
明
。

（
神
2
）　　
　
　
　
　
　
　

明　

る　
　
　
　
　
　
　
　
　

ひ
ら
け
そ
め
劔
」

右　

薄
未
出
穂
」（
明
）（
伊
）（
大
）（
神
1
）（
三
ウ
）

（
国
）　　

稲　

妻　

や
心　
　

を
分　

て
か
よ
ふ
ら
ん
田
つ
ら
の
薄
露
そ
は
ら
め
る

（
大
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

わ
け　
　
　
　
　

む

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

わ
け

（
彰
）

（
明
）　　

稲　

妻　

や
心　
　

を
わ
け
て
か
よ
ふ
ら
ん
田
つ
ら
の
薄
露
そ
は
ら
め
る

（
伊
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

わ
け
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明
星
大
学
研
究
紀
要
【
人
文
学
部
・
日
本
文
化
学
科
】
第
二
十
二
号　

二
〇
一
四
年

十
七
番
左　

雲
雀
」（
内
）

（
国
）　　

あ
か
る
へ
き
道　

や
を
し
ふ
る
草
葉
よ
り
子
を
思　

ふ
ひ
は
り
空　

に
立
こ
ゑ

（
大
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

思　

×
雲　

雀

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

声

（
彰
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

雲　

雀　
　
　
　

声

（
明
）　　

あ
か
る
へ
き
道　

や
を
し
ふ
る
草
葉
よ
り
子
を
思　

ふ
雲　

雀
空　

に
立
こ
ゑ

（
伊
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

雲　

雀

（
島
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

雲　

雀　
　
　
　
　
　

」

（
祐
）　　
　
　
　
　
　

み
ち　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

お
も
ふ
雲　

雀
そ
ら　
　
　
　

」

（
書
）

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

お　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ら
ん

＊
（
三
）
は
末
尾
が
「
ら
ん
」
と
な
っ
て
い
る
。
独
自
本
文
。

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

声

＊　
「
空
立
声
」
の
「
空
」
に
ミ
セ
ケ
チ
「
空
に
」
と
傍
書
。

（
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鳴
也

＊
（
内
）
は
末
句
を
「
空
に
鳴
也
」
と
す
る
。

（
神
1
）

（
続
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

お
も
ふ　
　
　
　
　
　

立
声

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
鳴
也
イ
）

＊
（
続
）
は
末
句
「
立
声
」
で
（
大
）・（
明
）・（
国
）
系
と
同
じ
だ
が
、
異
本
で
（
内
）
の

「
鳴
也
」
を
傍
書
。

（
続
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

お
も
ふ
雲　

雀　
　
　
　

声

（
続
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　

お　
　
　
　
　
　
　
　
　

お
も
ふ
雲　

雀　
　
　
　

声

（
神
2
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

お
も
ふ
雲　

雀　
　
　
　

声

（
続
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

曇　

り　
　
　
　
　

む
か　
　
　
　
　
　

声

（
続
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

曇　

り　
　
　
　
　

む
か　
　
　
　
　
　

声

（
続
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

曇　

り　
　
　
　
　

む
か　

う
く
ひ
す　
　

」

（
神
2
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

曇　

り　
　
　
　
　

む
か　
　
　
　
　
　

声

右　

霧
中
鴈
」（
彰
）

（
国
）　　

山
本　

の
霧　

の
う
へ
行　

秋
の
鴈　

声　

き
く
よ
り
も
み
る
そ
ま
さ
れ
る

（
大
）　　
　

も
と　
　
　
　

上

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　
　
　

上　
　
　
　
　
　
　

こ
ゑ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

（
彰
）　　
　

も
と　
　
　
　

上

（
明
）　　

山
も
と
の
霧　

の
上　

行　

秋
の
鴈　

声　

き
く
よ
り
も
み
る
そ
ま
さ
れ
る

（
伊
）　　
　

も
と　
　
　
　

上

＊
（
伊
）
は
、
霧
の
崩
し
字
は
明
星
本
を
見
て
そ
の
ま
ま
写
し
た
と
思
わ
れ
る
。

（
島
）　　
　

も
と　
　
　
　

上　
　
　
　
　

か
り

（
祐
）　　
　

も
と　

き
り　
　
　

ゆ
く　
　

か
り　
　
　
　
　
　
　

見

（
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
り

＊
（
書
）
は
「
み
る
そ
」
の
「
そ
」
に
「
は
」
と
傍
書
、「
ま
さ
れ
る
」
の
「
る
」
に
「
り
」

と
傍
書
。
但
し
、
か
か
る
本
文
は
他
に
な
い
。
逡
巡
か
。
同
筆
か
別
筆
か
断
然
と
せ
ず
。

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

聞
×

（
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　

上　
　
　
　
　

か
り
こ
ゑ
聞
×　
　
　

見

（
神
1
）　　
　
　
　
　
　
　

上　
　
　
　
　

か
り
こ
ゑ
聞
×

（
静
）

（
続
）

（
続
書
）

（
続
内
）

（
神
2
）
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明
星
本
『
正
広
自
歌
合
』
の
本
文
と
校
異
（
1
）　　
　

前
田
雅
之

（
彰
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

消　

て

（
明
）　　

ふ
る
歳
に
つ
も
る
は
き
え
て
九
重
や
又　

め
つ
ら
し
き
春
の
初　

雪

（
伊
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

は
つ
ゆ
き

（
島
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ま
た　
　
　
　
　
　
　

は
つ

（
祐
）　　
　
　

と
し　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ま
た　
　
　
　
　
　
　

は
つ

（
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

消　

て　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

は
つ　

」

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に　
　
　
　
　
　
　
　
　

は
つ　

」

＊
「
九
重
や
」
の
「
や
」
に
ミ
セ
ケ
チ
「
に
」。
よ
っ
て
独
自
本
文
と
な
っ
た
。
独
自
の
本
文

と
な
っ
た
。（
静
）
は
原
則
的
に
（
国
）
と
同
じ
。
帳
合
い
も
同
じ
。

（
内
）　　
　
　
　
　

積　

る　

消　

て　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

は
つ

（
神
1
）　　
　
　
　
　
　
　
　

消　

て　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

は
つ

（
続
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

消　

て

（
続
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　

消　

て

（
続
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　

消　

て　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

は
つ　
　

」

（
神
2
）　　
　
　
　
　
　
　
　

消　

て

右　

初
秋
月
」（
大
）（
彰
）

（
国
）　　

た
つ
た
姫
秋
き
に
け
り
と
月
の
ま
ゆ
出　

て
誰　

に
か
む
か
ひ
初　

け
ん

＊
（
国
）
は
他
本
「
そ
む
ら
ん
」
と
す
る
の
に
、「
初
け
ん
」
と
作
る
。
し
か
し
、
意
味
的
に

は
「
ら
ん
」
が
よ
い
。「
そ
め
け
ん
」
は
（
三
）・（
内
）
の
本
文
を
襲
っ
た
か
。

（
大
）　　

立　

田　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

い
て
　ゝ
　
　
　

向　

ひ　
　

ら
む

（
ノ
）　　

立　

田　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

い
て
ゝ
た
れ　
　
　
　
　

そ
む
ら
ん

（
彰
）　　

立　

田　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
れ　
　
　
　
　
　
　

ら
ん

（
明
）　　

立　

田
姫
秋
き
に
け
り
と
月
の
ま
ゆ
出　

て
た
れ
に
か
む
か
ひ
初　

ら
む

（
伊
）　　

立　

田　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
れ　
　
　
　
　

そ
む
ら
ん

右　

山
鹿

（
国
）　　

槙　

ひ
は
ら
つ
れ
な
き
色　

を
秋
山　

に
な
し
て
妻　

と
ふ
さ
を
し
か
の
声

（
大
）　　
　
　

檜　

原

（
ノ
）　　
　
　

檜　

原　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
男
鹿

（
彰
）　　
　
　

檜　

原　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

つ
ま　
　
　

ほ

（
明
）　　

槙　

檜　

原
つ
れ
な
き
色　

を
秋
山　

に
な
し
て
妻　

と
ふ
さ
を
し
か
の
こ
ゑ

（
伊
）　　
　
　

檜　

原　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

つ
ま

（
島
）　　
　
　

檜　

原

（
祐
）　　
　
　

檜　

原　
　
　
　
　

い
ろ　

や
ま　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
ゑ

（
書
）　　

ま
き

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
ゑ

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
ゑ

（
内
）　　
　
　

檜　

原　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
ゑ

（
神
1
）

（
続
）　　
　
　

檜　

原　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
男
鹿

＊
小
男
鹿
は
「
さ
お
し
か
」
と
読
む
。

（
続
書
）　　
　

檜　

原　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
男
鹿　
　
　

」

（
続
内
）　　
　

檜　

原　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ　

小
男
鹿

＊
（
続
内
）
は
「
妻
こ
ふ
」
と
読
め
る
。

（
神
2
）　　
　

檜　

原　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
男
鹿　
　
　

」

十
八
番
左　

初
春
雪
」（
明
）（
伊
）（
神
1
）（
四
オ
）

（
国
）　　

ふ
る
年
に
つ
も
る
は
き
え
て
九
重
や
又　

め
つ
ら
し
き
春
の
初　

雪
」
四
（
国
）

（
静
）

（
大
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

消　

て

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

消　

て　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

は
つ
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明
星
大
学
研
究
紀
要
【
人
文
学
部
・
日
本
文
化
学
科
】
第
二
十
二
号　

二
〇
一
四
年

（
祐
）　　
　
　

野　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
も
と

（
書
）

（
三
）　　
　
　

野

（
静
）

（
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

使

（
神
1
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
よ
り
に

＊
（
神
1
）
は
末
句
「
た
よ
り
に
」
に
作
る
。
独
自
本
文
。「
使
」
と
「
便
」
と
読
ん
だ
か
。

（
続
）　　
　
　
　

辺

（
続
書
）　　
　

野
辺　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

つ
か
ひ
に

（
続
内
）　　
　

野
辺　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

つ
か
ひ
に

（
神
2
）　　
　

野
辺　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

つ
か
ひ
に

右　
　

月
秋
友

（
国
）　　

く
も
る
な
よ
う
き
も
つ
ら
き
も
月
ひ
と
り
我　

な
く
さ
む
る
蓬　

生　

の
宿

（
大
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

独
×
×
我

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

わ
れ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

（
明
）　　

曇　
　

な
よ
う
き
も
つ
ら
き
も
月
ひ
と
り
わ
れ
な
く
さ
む
る
よ
も
き
ふ
の
や
と

（
伊
）　　

曇　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

わ
れ　
　
　
　
　

よ
も
き
ふ

（
島
）　　

曇　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

わ
れ　
　
　
　
　

よ
も
き
ふ　

や
と

（
祐
）　　

曇　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

わ
れ　
　
　
　
　

よ
も
き
ふ　

や
と

（
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

わ
れ　
　
　
　
　

よ
も
き
ふ

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

独
×
×
我

（
静
）

（
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

よ
も
き
ふ

（
神
1
）　

曇　

×
な　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

わ
れ　
　
　
　
　

よ
も
き
ふ

（
彰
）　　

曇　

×
な　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

よ
も
き
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
め
け
ん
」
ミ
セ
ケ
チ
「
む
ら
ん
」

（
島
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
れ　
　
　
　
　
　
　
　

む

（
祐
）　　

立　

田　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

い
て
ゝ
た
れ　
　
　
　
　
　
　
　

む

（
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
れ　
　
　
　
　

そ
む
ら
ん

＊
（
書
）
＝
（
明
）。

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

向　

ひ
そ
め

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ら

＊
「
む
か
ひ
初
け
ん
」
の
「
け
」
に
ミ
セ
ケ
チ
「
ら
」。
意
味
が
と
れ
な
い
の
で
、（
大
）
系
を

見
て
こ
の
よ
う
に
変
え
た
か
。

（
内
）　　

断　

田　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

そ
め

（
神
1
）　

立　

田　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

そ
む
ら
ん

（
続
）　　

龍　

田　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

向　

ひ
そ
む
ら
ん

＊
（
続
）
は
末
句
「
向
ひ
そ
む
ら
ん
」
と
作
る
。
独
自
本
文
。

（
続
書
）　

龍　

田　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

向　

ひ
そ
む
ら
ん

（
続
内
）　

龍　

田　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

向　

ひ
そ
む
ら
ん

（
神
2
）　

龍　

田　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

向　

ひ
そ
む
ら
ん

十
九
番
左　

行
路
梅
」（
島
）（
祐
）

（
国
）　　

道　

の
へ
に
し
は
し
そ
と
ま
る
梅　

か
ゝ
の
袂　
　

ひ
か
ふ
る
風
の
つ
か
ひ
に

（
大
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

む
め　
　
　

た
も
と　
　
　
　
　
　

使

（
ノ
）　　

み
ち
野　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
も
と　
　
　
　
　
　

使　
　

に

（
彰
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
よ
り
に

＊
（
彰
）
は
（
神
1
）
と
末
尾
が
同
文
。

（
明
）　　

み
ち
野
へ
に
し
は
し
そ
と
ま
る
梅　

か
ゝ
の
袂　
　

ひ
か
ふ
る
風
の
使　
　

に

（
伊
）　　

み
ち
野　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

使

（
島
）　　

み
ち
野　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

使
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明
星
本
『
正
広
自
歌
合
』
の
本
文
と
校
異
（
1
）　　
　

前
田
雅
之

（
続
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

辺　
　
　
　
　
　
　
　

わ
か　

摘　

ら

＊
（
続
）
は
（
国
）・（
内
）
と
同
じ
本
文
。

（
続
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

辺　
　
　
　
　
　
　
　

わ
か　

摘　

ら　

」

（
続
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

辺　
　
　
　
　
　
　
　

わ
か　

摘　

ら　

」

（
神
2
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

辺　
　
　
　
　
　
　
　

わ
か　

摘　

ら　

」

右　

荻
風
」（
国
）（
明
）（
伊
）（
静
）（
神
1
）（
彰
）（
四
ウ
）

＊
（
静
）
は
「
萩
」
ミ
セ
ケ
チ
「
荻
」
と
傍
書
。

（
国
）　　

大　

か
た
に
出　

る
は
き
か
ん
春　

の
花　

秋
も
心　
　

を
荻　

の
う
は
風

＊
（
国
）
は
他
本
「
い
つ
か
」
を
「
出
る
」
と
作
る
。「
い
つ
か
」
と
書
こ
う
と
し
て
「
出
る
」

と
な
っ
た
か
。

（
大
）　　
　
　
　
　
　

い
つ
か　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

お
き

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　

い
つ
か　
　
　

む　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
せ

（
彰
）　　

お
ほ　
　
　

い
つ
か　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
ゝ
ろ

（
明
）　　

大　

か
た
に
い
つ
か
は
き
か
む
春　

の
花　

秋
も
心　
　

を
荻　

の
う
は
か
せ

（
伊
）　　
　
　
　
　
　

い
つ
か　
　
　

む　
　
　
　
　
　
　

こ
ゝ
ろ

（
島
）　　
　
　
　
　
　

い
つ
か　
　
　
　

は
る　
　
　

」　

こ
ゝ
ろ　
　
　
　
　
　

か
せ

（
祐
）　　
　
　
　
　
　

い
つ
か　
　
　

む
は
る
の
は
な
」　

こ
ゝ
ろ　

お
き

（
書
）　　
　
　
　
　
　

い
つ
か　
　
　

む　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

お
き

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

む　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
せ

（
静
）　　
　
　
　
　
　

い
つ
か

＊
「
萩
」
ミ
セ
ケ
チ
「
荻
」。

（
内
）　　

お
ほ　
　
　

い
つ
か　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
ゝ
ろ　
　
　
　

上　

か
せ

＊
（
内
）
は
「
お
ほ
と
り
」
の
「
と
り
」
に
縦
線
を
引
き
「
か
た
」
と
傍
書
。

（
神
1
）　

お
ほ　
　
　

い
つ
か　
　
　

む　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

上

（
続
）　　

曇　

る　
　

憂　

も　
　
　
　
　
　
　
　

わ
れ

（
続
書
）　

曇　

る　
　

憂　

も　
　
　
　
　
　
　
　

わ
れ

（
続
内
）　

曇　

る　
　

憂　

も　
　
　
　
　
　
　
　

わ
れ

（
神
2
）　

曇　

る　
　

憂　

も　
　
　
　
　
　
　
　

わ
れ

廿
番　

左　

若
菜

（
国
）　　

さ
ほ
姫　

の
霞　
　

う
ち
は
へ
野
へ
に
立　

み
と
り
の
袖
や
若　

な
つ
む
ら
ん

＊
（
国
）
は
他
本
「
つ
む
」
を
「
立
」
に
作
る
。
最
終
形
態
か
。

（
大
）　　
　
　

ひ
め　
　
　
　
　
　
　
　

の　
　

つ
む　
　
　
　
　
　

わ
か　

な
る

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　

か
す
み　
　
　
　
　
　
　

摘　

み
と
り　
　
　

わ
か　

ゝ
る

（
彰
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の　
　

つ
む　
　
　
　
　
　
　
　

奈
な
る

（
明
）　　

棹　

姫　

の
霞　
　

う
ち
は
へ
野
へ
に
つ
む
緑　
　

の
袖
や
わ
か
な
な
る
ら
ん

＊
（
大
）・（
明
）
は
「
つ
む
」
と
作
る
。

（
伊
）　　

棹　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

つ
む
緑　
　
　
　
　

わ
か　

な
る

（
島
）　　

棹　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

つ
む
緑　
　
　
　
　

わ
か　

な
る

（
祐
）　　
　
　

ひ
め　
　
　
　
　
　
　
　
　

辺　

つ
む　
　
　
　
　
　

わ
か　

な
る

（
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

立　
　
　
　
　
　
　
　
　

菜
つ
む　

む

＊
（
書
）
＝
（
国
）、（
明
）
と
は
異
な
る
本
文
。

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

わ
か　

摘　

ら

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

つ
む　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
る

＊
（
静
）
は
、「
野
へ
に
立
」
の
「
立
」
ミ
セ
ケ
チ
「
つ
む
」、「
わ
か
な
つ
む
ら
ん
」
の
「
つ

む
」
ミ
セ
ケ
チ
「
な
る
」。（
国
）
本
か
ら
（
大
）
本
に
戻
っ
て
い
る
。

（
内
）　　

棹　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

＊
（
内
）
は
（
国
）
と
同
じ
本
文
。

（
神
1
）　

棹

＊
（
神
1
）
は
（
国
）
と
同
様
、「
立
」
に
つ
く
る
。（
内
）・（
続
）
と
同
文
。
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明
星
大
学
研
究
紀
要
【
人
文
学
部
・
日
本
文
化
学
科
】
第
二
十
二
号　

二
〇
一
四
年

（
国
）　　

初　

瀬
山
尾　

上
の
月
に
鐘　

の
こ
ゑ
と
も
に
名
た
か
き
秋
の
空　

か
な

（
大
）　　

は
つ
せ
山
お
の
へ　
　
　
　
　
　

声　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

哉

（
ノ
）　　

は
つ
せ

（
彰
）　　

泊　
　
　

を
の
へ　
　
　
　
　
　

声

（
明
）　　

泊　

瀬
山
尾　

上
の
月
に
鐘　

の
声　

と
も
に
名
た
か
き
秋
の
空　

哉

（
伊
）　　

泊　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

哉

（
島
）　　

泊　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

哉

（
祐
）　　

泊　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
ね

（
書
）　　

泊　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

哉

（
三
）　　

は
つ
せ
山　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

そ
ら

（
静
）　　
　
　

せ

（
内
）　　

は
つ
せ
山
お
の
へ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

哉

（
神
1
）　

泊　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

哉

（
続
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
ね　
　
　
　
　
　
　

高　

き

（
続
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
ね　
　
　
　
　
　
　

高　

き

（
続
内
）　

泊　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
ね　

声　
　
　
　
　

高　

き

（
神
2
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
ね　
　
　
　
　
　
　

高　

き

廿
二
番
左　

花
盛
久

（
国
）　　

開　

の
こ
す
花　

こ
そ
な
け
れ
十
か
へ
り
の
松
も
や
ま
し
る
高
砂
の
山

（
大
）　　

さ
き　
　
　

は
な

（
ノ
）　　

さ
き

（
彰
）　　

咲

（
明
）　　

さ
き
の
こ
す
花　

こ
そ
な
け
れ
十
か
へ
り
の
松
も
や
ま
し
る
高
砂
の
山

（
伊
）　　

さ
き

（
島
）　　

さ
き　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

（
続
）　　
　
　
　
　
　

い
つ
か　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
せ

（
続
書
）　　
　
　
　
　

い
つ
か　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
せ

（
続
内
）　　
　
　
　
　

い
つ
か　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
せ

（
神
2
）　　
　
　
　
　

い
つ
か　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
せ

廿
一
番
左　

遠
尋
花

（
国
）　　

も
ろ
こ
し
は
大　

和
に
有　

て
よ
し
の
山　

花　

に
及　

は
ぬ
苔　

の
ふ
る
み
ち

（
大
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
り　

吉　

野　
　
　
　
　

を
よ　
　
　
　
　

古　

道

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
り　

吉　

野　
　
　
　
　

を
よ　
　
　
　
　

古　

道

（
彰
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
り　

吉　

野　
　
　
　
　

を
よ　
　
　
　
　

古　

道

（
明
）　　

も
ろ
こ
し
は
大　

和
に
あ
り
て
吉　

野
山　

花　

に
を
よ
は
ぬ
苔　

の
古　

道

（
伊
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
り　

吉　

野　
　
　
　
　

を
よ　
　
　
　
　

古　

道

（
島
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
り　

吉　

野
や
ま
は
な　

を
よ　
　
　
　
　

古　

み
ち

（
祐
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
り　
　
　
　

や
ま　
　
　

を
よ　
　
　
　
　

古　

み
ち

（
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
り　

吉　

野　
　
　
　
　

を
よ　
　
　
　
　
　
　

道
」

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
り
と
芳　

野
山　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

道
」

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

道

（
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

を
よ　
　

こ
け

（
神
1
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

吉　

野　
　
　
　
　

を
よ　
　

こ
け　

古　

道

（
続
）　　
　
　
　
　
　

や
ま
と　

あ
り
と
吉　

野　
　
　
　
　

を
よ　
　
　
　
　
　
　

道

＊
（
続
）
は
他
本
「
大
和
に
あ
り
て
」
を
「
や
ま
と
に
あ
り
と
」
と
作
る
。
独
自
本
文
か
。

（
続
書
）　　
　
　
　
　

や
ま
と　

あ
り
と
吉　

野　
　
　
　
　

を
よ　
　
　
　
　
　
　

道

（
続
内
）　　
　
　
　
　

や
ま
と　

あ
り
と　
　

野　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

道

（
神
2
）　　
　
　
　
　

や
ま
と　

あ
り
と
吉　

野　
　
　
　
　

を
よ　
　
　
　
　
　
　

道

右　

十
五
夜
月
」（
大
）
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明
星
本
『
正
広
自
歌
合
』
の
本
文
と
校
異
（
1
）　　
　

前
田
雅
之

（
神
1
）　

あ
ま
の　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

星

（
続
）　　
　
　
　

河　
　

せ

（
続
書
）　　
　
　

河　
　

せ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

む　
　
　
　
　
　

」

＊
（
続
書
）
＝
（
神
2
）。

（
続
内
）　　
　
　

河　
　

せ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

む

（
神
2
）　　
　
　

河　
　

せ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

む　
　
　
　
　
　

」

＊
（
神
2
）
は
（
続
）・
他
本
「
う
か
ふ
る
」
を
「
う
か
む
る
」
と
す
る
。
誤
写
か
。

廿
三
番
左　

花
随
風
」（
明
）（
伊
）（
神
1
）（
五
オ
）

（
国
）　　

と
ゝ
ま
ら
ぬ
花　

も
我　

世
を
さ
か
の
山
身
を
う
き
雲
の
風
に
ま
か
せ
て

（
大
）　　
　
　
　
　
　

は
な　

わ
か　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

任　
　

て

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

わ
か

（
彰
）

（
明
）　　

と
ゝ
ま
ら
ぬ
花　

も
わ
か
世
を
さ
か
の
山
身
を
う
き
雲
の
風
に
ま
か
せ
て

（
伊
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

わ
か

（
島
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

わ
か

（
祐
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

わ
か

（
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　

□

＊
（
書
）
は
「
花
」
の
後
は
虫
食
い
の
た
め
か
判
読
し
に
く
い
。
お
そ
ら
く
「
も
」
だ
と
思
わ

れ
る
。

（
三
）　　
　
　
　
　
　

は
な　

わ
か　
　
　
　
　
　
　
　

×
×　
　
　
　

任　
　

て

＊
（
三
）
は
「
う
き
」
が
脱
字
。

（
静
）

＊
「
随
て
」
ミ
セ
ケ
チ
「
ま
か
せ
て
」
と
傍
書
。

（
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

嵯
峨

（
神
1
）

（
祐
）　　

さ
き　
　
　

は
な　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

や
ま
」

（
書
）　　

さ
き　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

と

＊
（
書
）
は
他
本
「
十
」
を
「
と
」
に
つ
く
る
。
訓
み
と
意
味
は
同
じ
。

（
三
）

（
静
）

（
内
）　　

咲

（
神
1
）　

さ
き

（
続
）　　

咲　

残　

る

＊
（
続
）
は
他
本
「
の
こ
す
」
を
「
残
る
」
と
作
る
。

（
続
書
）　

咲　

残　

る

（
続
内
）　

咲　

残　

る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

（
神
2
）　

咲　

残　

る

右　

水
辺
菊
」（
ノ
）（
彰
）

（
国
）　　

天　
　

川
あ
ふ
瀬
も
か
く
や
白　

菊　

の
ほ
し
を
う
か
ふ
る
庭
の
や
り
水
」

（
大
）　　
　
　
　

河　
　

せ　
　
　
　

し
ら　
　
　
　
　
　
　
　
　

遣

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　
　

せ　
　
　
　
　
　
　
　
　

星

（
彰
）　　
　
　
　
　
　
　

せ　
　
　
　

し
ら　
　
　

星　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

み
つ

（
明
）　　

天　
　

川
逢　

瀬
も
か
く
や
白　

菊　

の
星　

を
う
か
ふ
る
庭
の
遣　

水

（
伊
）　　
　
　
　

河
逢　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

遣

（
島
）　　
　
　
　
　

逢　
　
　
　
　
　

し
ら　
　
　

星　
　
　
　
　
　
　
　

遣

（
祐
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

し
ら
き
く　

星

（
書
）　　
　
　
　
　

逢　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

星　
　
　
　
　
　
　
　

遣

（
三
）　　
　
　
　

河　
　

せ　
　
　
　

し
ら

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

（
内
）　　

天　

の
河
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明
星
大
学
研
究
紀
要
【
人
文
学
部
・
日
本
文
化
学
科
】
第
二
十
二
号　

二
〇
一
四
年

（
神
2
）　　

萩　
　
　
　
　
　
　

小　

更　

て
独　
　
　

ま
ち

廿
四
番
左　

霞
春
衣
」（
島
）（
祐
）

（
国
）　　

諸　

人
の
う
へ
に
と
り
着
は
知　

か
ら
む
春
の
衣　
　

を
た
つ
霞　
　

か
な

（
大
）　　

も
ろ　
　

上　
　
　
　

き　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

哉

（
ノ
）　　
　
　
　
　

上　
　
　
　

き　

し
る　
　

ん

（
彰
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

き　

し
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
す
み

（
明
）　　

諸　

人
の
上　

に
と
り
き
は
し
る
か
ら
む
春
の
衣　
　

を
た
つ
霞　
　

か
な

（
伊
）　　
　
　
　
　

上　
　
　
　

き　

し
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

哉

（
島
）　　
　
　
　
　

上　
　
　
　

き　

し
る

（
祐
）　　
　
　
　
　

上　
　
　
　

き　

し
る　
　

ん　
　

こ
ろ
も　
　
　

か
す
み

（
書
）　　
　
　
　
　

上　
　
　
　

き　

し
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
す
み
哉　

」

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

し
る

＊
（
静
）
は
「
と
り
丞
」
の
「
丞
」
ミ
セ
ケ
チ
「
着
」、「
知
」
ミ
セ
ケ
チ
「
し
る
」
と
傍
書
。

（
内
）　　

も
ろ　
　

上　
　
　
　

き　

し
る　
　

ん

（
神
1
）　　
　
　
　

上　
　
　
　

き　

し
る

（
続
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

き　

し
る　
　

ん　
　
　
　
　
　
　
　

か
す
み
哉

（
続
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

き　

し
る　
　

ん　
　
　
　
　
　
　
　

か
す
み
哉

（
続
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

き　

し
る　
　

ん　
　
　
　
　
　
　
　

か
す
み
哉
」

（
神
2
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

き　

し
る　
　

ん　
　
　
　
　
　
　
　

か
す
み
哉

右　

初
秋
露
」（
大
）（
彰
）

（
国
）　　

も
ろ
こ
し
や
い
つ
く
の
国
の
露　

な
ら
む
西　

よ
り
ち
ら
す
秋
の
初　

風

（
大
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ん　
　
　
　

秋
の
ち
ら
す

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ん　
　
　
　

秋
の
ち
ら
す

（
続
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

わ
か

（
続
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　

わ
か

（
続
内
）　　
　
　
　
　
　
　

の
わ
か

＊
（
続
内
）
は
他
本
「
花
も
」
を
「
花
の
」
に
作
る
。
独
自
本
文
。

（
神
2
）　　
　
　
　
　
　
　
　

わ
か

右　

臥
待
月

＊
（
続
書
）　

風
に
ミ
セ
ケ
チ
「
臥
」
と
傍
書
。

（
国
）　　

秋
は
き
の
下
葉
の
露
も
さ
夜
深　

て
ひ
と
り
ね
待　

の
月
を
み
る
哉

（
大
）　　
　

萩　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

独　
　

ね

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小　

ふ
け　
　
　
　
　

ま
ち

（
彰
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ふ
け

（
明
）　　

秋
萩　

の
下
葉
の
露
も
さ
夜
ふ
け
て
ひ
と
り
ね
ま
ち
の
月
を
み
る
哉

（
伊
）　　
　

萩　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ま
ち

（
島
）　　
　

萩　
　
　
　
　
　
　
　
　

ふ
け
て　
　
　
　

ま
ち　
　
　
　
　

か
な

（
祐
）　　
　

萩　
　
　
　
　
　
　
　
　

ふ
け
て　
　
　
　

ま
ち　
　
　

見

（
書
）　　
　

萩　
　
　
　
　
　
　
　
　

ふ
け　
　
　
　
　

ま
ち

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

更　

て　
　
　
　
　
　
　
　
　

見

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

更　

て

（
内
）　　
　

か
せ　
　
　
　
　
　
　
　

更　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

＊
（
内
）
は
「
秋
萩
」
で
は
な
く
「
秋
風
」
と
作
る
。
誤
写
か
。

（
神
1
）　　

萩　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

見

（
続
）　　
　

萩　
　
　
　
　
　
　

小　

更　

て
独　
　

ね
ま
ち

（
続
書
）　　

萩　
　
　
　
　
　
　

小　

更　

て
独　
　

ね
ま
ち

（
続
内
）　　

萩　
　
　
　
　
　
　

小　

更　

て
独　
　

ね
ま
ち
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明
星
本
『
正
広
自
歌
合
』
の
本
文
と
校
異
（
1
）　　
　

前
田
雅
之

（
明
）　　

時　

を
え
て
老　

そ
の
杜　

も
若　

年
に
い
た
ゝ
く
雪
を
は
ら
ふ
山　

か
せ

（
伊
）　　

と
き　

得
る　
　
　
　

も
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
せ

＊
（
伊
）
の
「
得
る
」
は
誤
写
か

（
島
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
せ

＊
（
島
）
は
「
若
年
も
」
の
「
も
」
ミ
セ
ケ
チ
「
に
」
と
傍
書
。

（
祐
）　　
　
　
　
　
　

お
ひ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

や
ま
か
せ

（
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
せ

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
せ

＊
（
三
）
は
他
本
「
森
」
を
「
松
」
に
作
る
。
誤
読
故
か
。

（
静
）

（
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
せ

（
神
1
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
せ

（
続
）　　
　
　
　
　
　

お
い　
　
　
　
　

わ
か

（
続
書
）　　
　
　
　
　

お
い　
　
　
　
　

わ
か　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

（
続
内
）　　
　
　
　
　

お
い　
　

森　
　

わ
か

（
神
2
）　　
　
　
　
　

お
い　
　
　
　
　

わ
か　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

右　

荻
風
」（
明
）（
伊
）（
神
1
）（
五
ウ
）

＊
（
静
）「
萩
」
ミ
セ
ケ
チ
「
荻
」
と
傍
書
。

（
国
）　　

荻
は
ら
や
な
れ
も
嵐　
　

に
ふ
し
な
か
ら　

我　

お
と
ろ
か
す
夢
の
通　
　

路

（
大
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
よ
ひ
ち

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

わ
れ　
　
　
　
　
　
　

か
よ
ひ
路

（
彰
）　　
　

原　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
よ
ひ
ち

（
明
）　　

萩
は
ら
や
な
れ
も
嵐　
　

に
臥　

な
か
ら　

わ
れ
お
と
ろ
か
す
夢
の
か
よ
ひ
路

（
伊
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

臥　
　
　
　
　

わ
れ　
　
　
　
　
　
　

か
よ
ひ

（
彰
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ん　
　
　
　

秋
の
ち
ら
す
は
つ
か
せ

（
明
）　　

も
ろ
こ
し
や
い
つ
く
の
国
の
露　

な
ら
ん
西　

よ
り
秋
の
ち
ら
す
初　

風

（
伊
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ん
に
し　
　

秋
の
ち
ら
す

＊
（
伊
）
は
園
ミ
セ
ケ
チ
国
と
傍
書
。

（
島
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ん　
　
　
　

秋
の
ち
ら
す

（
祐
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

つ
ゆ　
　

ん　
　
　
　

秋
の
ち
ら
す
は
つ
か
せ

（
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

秋
の
ち
ら
す　
　

か
せ

＊
（
書
）
＝
（
大
）・（
明
）
と
傍
書
。

（
三
）　　

唐　
　
　

や

＊
（
三
）
は
（
国
）
と
同
文
。

（
静
）

＊
（
国
）
と
同
じ
。

（
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ん　
　
　
　

秋
の
ち
ら
す
は
つ
か
せ

＊
（
内
）
は
（
明
）
と
同
じ
で
（
国
）
と
異
な
る
。

（
神
1
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

秋
の
ち
ら
す

（
続
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ん　
　
　
　

秋
の
ち
ら
す

＊
（
続
）
は
（
大
）・（
明
）・（
内
）
と
同
じ
。

（
続
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ん　
　
　
　

秋
の
ち
ら
す

（
続
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ん　
　
　
　

秋
の
ち
ら
す

（
神
2
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ん　
　
　
　

秋
の
ち
ら
す

廿
五
番
左　

残
雪
」（
国
）（
静
）

（
国
）　　

時　

を
え
て
老　

そ
の
杜　

も
若　

年
に
い
た
ゝ
く
雪
を
は
ら
ふ
山　

風

（
大
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

森　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
せ

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

森　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
せ
」

（
彰
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

森　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
せ
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明
星
大
学
研
究
紀
要
【
人
文
学
部
・
日
本
文
化
学
科
】
第
二
十
二
号　

二
〇
一
四
年

（
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　

あ
け

（
神
1
）　　
　
　
　
　

を

（
続
）　　

槙　

の　
　

　ゝ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

残　

れ

（
続
書
）　

槙　

の　
　

　ゝ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

残　

れ

（
続
内
）　

槙　

の　
　

　ゝ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

残　

れ　

」

（
神
2
）　

槙　

の　
　

　ゝ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

残　

れ

右　

原
上
月
」（
彰
）

（
国
）　　

み
し
人
の
い
く
世
を
と
ひ
て
夢
の
原　

露
を
涙　
　

に
月
や
と
る
ら
ん

＊
（
国
）
の
「
夢
の
原
」
で
は
文
意
不
明
。「
夢
」
と
「
草
」
の
草
書
体
は
似
て
い
る
故
に
誤

っ
た
か
。
お
そ
ら
く
そ
う
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

（
大
）　　
　
　
　
　

幾　
　
　

問　

て
草　

は
ら

（
ノ
）　　
　
　
　
　

幾　
　
　
　
　
　

草

（
彰
）　　

見　
　
　

幾　
　
　
　
　
　

草

（
明
）　　

み
し
人
の
幾　

世
を
と
ひ
て
草　

原　

露
を
涙　
　

に
月
や
と
る
ら
ん

（
伊
）　　
　
　
　
　

幾　
　
　
　
　
　

草

（
島
）　　
　
　
　
　

幾　
　
　
　
　
　

草

（
祐
）　　

見　
　
　

幾　
　
　
　
　
　

草　

は
ら　
　

な
み
た　
　
　
　
　
　

む

（
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

草　

は
ら　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

む

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

草

（
静
）　　

見　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

草

＊
「
草
の
原
」
と
記
す
。
何
を
見
た
か
。

（
内
）　　

見　
　
　

幾　
　
　
　
　
　

草

（
神
1
）　

見　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

草

（
続
）　　

見　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

草　
　
　
　
　

泪

（
続
書
）　

見　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

草　
　
　
　
　

泪

（
島
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

臥　
　
　
　

」
わ
れ　
　
　
　
　
　
　

か
よ
ひ

（
祐
）　　
　
　
　
　
　
　
　

あ
ら
し　
　
　
　
　
　

」　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
よ
ひ
ち

（
書
）　　
　

原　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

わ
れ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ち

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
よ
ひ
路

（
静
）

＊
「
萩
」
ミ
セ
ケ
チ
「
荻
」
と
傍
書
。

（
内
）　　
　

原　
　
　
　
　

あ
ら
し

（
神
1
）　　

原　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

わ
れ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ち

（
続
）　　
　

原　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
よ
ひ
ち

（
続
書
）　　

原　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
よ
ひ
ち

（
続
内
）　　

原　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
よ
ひ
ち

（
神
2
）　　

原　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
よ
ひ
ち

廿
六
番
左　

月
前
梅

（
国
）　　

ま
き
の
戸
を
お
し
明　

か
た
の
梅　

か
ゝ
に
霞　
　

て
し
た
ふ
月
そ
の
こ
れ
る

（
大
）　　
　
　
　
　
　

　ゝ
　
　
　
　
　

む
め　
　
　

か
す
み　
　
　
　
　
　

残
れ

（
ノ
）　　

槙　

の　
　

を

（
彰
）　　
　
　
　
　
　

を　

あ
け　
　
　
　
　

香　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

残　

れ

（
明
）　　

ま
き
の
戸
を
を
し
明　

か
た
の
梅　

か
ゝ
に
霞　
　

て
し
た
ふ
月
そ
の
こ
れ
る

＊
（
明
）
の
「
梅
か
え
」
は
「
梅
か
ゝ
」
と
誤
り
や
す
い
。

（
伊
）　　
　
　
　
　
　

を

（
島
）　　
　
　
　
　
　

を

（
祐
）　　
　
　
　
　
　

を　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
す
み

（
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　

あ
け

（
三
）　　
　
　
　
　
　

　ゝ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

残　

れ

（
静
）　　
　
　
　
　
　

ゝ
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明
星
本
『
正
広
自
歌
合
』
の
本
文
と
校
異
（
1
）　　
　

前
田
雅
之

＊
（
神
2
）
は
（
続
）
の
異
本
が
反
映
さ
れ
て
い
な
い
。

右　

待
月
」（
大
）

（
国
）　　

出　

ぬ
ま
は
扇　
　

を
あ
け
て
先　

や
み
ん
ま
た
れ
て
を
そ
き
山
の
は
の
月

（
大
）　　

い
て　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

待
た　
　

遅
き　
　
　

端

（
ノ
）　　

い
て　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

端

（
彰
）　　

い
て　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ま
つ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

端

（
明
）　　

い
て
ぬ
ま
は
扇　
　

を
あ
け
て
先　

や
み
ん
ま
た
れ
て
を
そ
き
山
の
は
の
月

（
伊
）　　

い
て

（
島
）　　

い
て

（
祐
）　　

い
て　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

見

（
書
）　　

い
て　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

む

（
三
）　　

い
て　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

む　
　
　
　

お

（
静
）　　

い
て　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

む

（
内
）　　

い
て　
　
　

あ
ふ
き

（
神
1
）　

い
て

（
続
）　　
　
　
　
　
　

あ
ふ
き　
　
　
　

ま
つ　
　
　
　
　
　
　

遅　

き

（
続
書
）　　
　
　
　
　

あ
ふ
き　
　
　
　

ま
つ　
　
　
　
　
　
　

遅　

き　
　
　
　
　

」

（
続
内
）　　
　
　
　
　

あ
ふ
き　
　
　
　

ま
つ　
　
　
　
　
　
　

遅　

き　
　

端

（
神
2
）　　
　
　
　
　

あ
ふ
き　
　
　
　

ま
つ　
　
　
　
　
　
　

遅　

き　
　
　
　
　

」

廿
八
番
左　

山
霞
」（
明
）（
伊
）（
神
1
）（
ノ
）（
六
オ
）

（
国
）　　

天
津
袖
な
つ
る
は
し
ら
す
岩　

国　

や
山
は
春
き
て
立　

霞　
　

か
な

（
大
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
つ
か
す
み

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
つ
か
す
み

（
彰
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
つ　
　
　

か
な

（
続
内
）　

見　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

草　
　
　
　
　

泪

（
神
2
）　

見　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

草　
　
　
　
　

泪

廿
七
番
左　

尋
花

（
国
）　　

桜　
　

か
り
あ
け
は
い
つ
く
の
花
を　

み
ん
形　

見
の
雲
の
夕　

暮　

の　

雨
」

（
大
）　　

さ
く
ら　
　
　
　
　

い
か
な
る
花　
　
　
　

か
た
み

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

く
れ

（
彰
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
た
み　
　
　

ゆ
ふ
く
れ

（
明
）　　

桜　
　

か
り
あ
け
は
い
つ
く
の
花
を　

み
ん
形　

見
の
雲
の
夕　

暮　

の　

雨

（
伊
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
め

（
島
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

は
な　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

（
祐
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

は
な　

見　

か
た
み　
　
　

ゆ
ふ
く
れ　
　
　

」

（
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

む　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

は
な　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

く
れ　
　
　

」

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

む　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

（
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

む
か
た
み

（
神
1
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

く
れ

（
続
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

見　

か
た
み　
　
　
　
　
　
　
　
　

空

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
雨
イ
）

＊
（
続
）
は
末
句
「
空
」
は
独
自
本
文
。
異
本
注
記
の
「
雨
」
は
通
常
の
形
態
。

（
続
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

見　

か
た
み　
　
　
　
　
　
　
　
　

空

＊
「
空
」
に
（
雨
イ
）
と

傍
書
。

＊
（
続
書
）（
続
）
を
校
訂
し
た
の
は
、（
内
）
で
あ
り
、（
続
内
）
で
は
な
い
。

（
続
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

見　

か
た
み　
　
　
　
　
　
　
　
　

空

（
神
2
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

見　

か
た
み　
　
　
　
　
　
　
　
　

空
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明
星
大
学
研
究
紀
要
【
人
文
学
部
・
日
本
文
化
学
科
】
第
二
十
二
号　

二
〇
一
四
年

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

霧

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

霧

（
内
）　　
　
　

か
け　
　

し
た　
　

紅　

葉
は　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
き
霧

（
神
1
）　　
　
　
　
　

の
し
た　
　
　
　
　

は　
　
　
　
　
　
　
　

み
ね　
　
　

霧

＊
（
神
1
）
は
（
大
）（
明
）（
国
）「
山
は
」
と
す
る
の
に
、「
山
の
」
と
す
る
。
誤
写
か
。

（
続
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

紅　

葉
　ゝ

く
れ
な
ゐ　
　
　
　
　
　

あ
き
霧

（
続
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

紅　

葉
　ゝ

く
れ
な
ゐ　
　
　
　
　
　

あ
き
霧

（
続
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

紅　

葉
　ヽ

く
れ
な
ゐ　
　
　
　
　
　

あ
き

（
神
2
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

紅　

葉
　ゝ

く
れ
な
ゐ　
　
　
　
　
　

あ
き
霧

廿
九
番
左　

河
辺
柳
」（
島
）（
祐
）

（
国
）　　

風
し
ふ
く
川
そ
ひ
柳　
　

一　

か
た
に
青
葉
み
た
れ
て
ち
る
つ
は
め
哉

（
大
）

（
ノ
）　　
　
　
　
　

河　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
な

（
彰
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
な

（
明
）　　

風
し
ふ
く
河
そ
ひ
柳　
　

一　

か
た
に
青
葉
み
た
れ
て
ち
る
つ
は
め
哉

（
伊
）　　
　
　
　
　

河

（
島
）　　
　
　
　
　

河

（
祐
）　　
　
　
　
　
　
　
　

や
な
き

（
書
）　　
　
　
　
　

河　
　
　
　
　

ひ
と

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

有
は　
　
　
　

散　

つ

＊
（
三
）
は
他
本
「
青
葉
」
を
「
有
は
」
と
作
る
。
書
き
損
じ
か
。

（
静
）　　
　
　
　
　

河　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
な

＊
「
雨
＋
月
」
ミ
セ
ケ
チ
「
青
」
と
傍
書
。

（
内
）　　
　
　
　
　

河

（
神
1
）

（
明
）　　

天
津
袖
な
つ
る
は
し
ら
す
岩　

国　

や
山
は
春
き
て
た
つ
霞　
　

か
な

（
伊
）　　
　
　
　
　

そ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
つ

＊
（
伊
）
は
「
つ
ミ
セ
ケ
チ
そ
」「
な
つ
る
」
で
は
な
く
「
な
そ
る
」、
意
味
か
ら
変
え
た
か
。

（
島
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
つ

（
祐
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
つ
か
す
み

（
書
）

（
三
）

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

哉

（
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
す
み

（
神
1
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
す
み

（
続
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

い
は
く
に　
　
　
　
　
　

た
つ

（
続
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

い
は
く
に　
　
　
　
　
　

た
つ

（
続
内
）　　
　
　

な
つ
る　
　
　
　

い
は
く
に　
　
　
　
　
　

た
つ　
　
　
　
　

」

＊
（
続
内
）
は
「
な
つ
る
」
に
「
本
ノ
マ
ヽ
」
と
傍
書
。

（
神
2
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

い
は
く
に　
　
　
　
　
　

た
つ

右　

山
霧
」（
彰
）

（
国
）　　

夕
日
影　

山
は
下　

て
る
も
み
ち
葉
に
紅　
　
　

く
ゝ
る
嶺　

の
秋　

き
り

（
大
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

紅　

葉
　ゝ

く
れ
な
ゐ　
　
　

峯

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　
　

し
た　
　

紅　

葉
ゝ

（
彰
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

紅　

葉
は　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
き

（
明
）　　

夕
日
影　

山
は
し
た
て
る
紅　

葉
は
に
紅　
　
　

く
ゝ
る
嶺　

の
あ
き
き
り

（
伊
）　　
　
　
　
　
　
　

し
た　
　

紅　

葉
　ゝ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
き

（
島
）　　
　
　
　
　
　
　

し
た　
　

紅　

葉
は　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
き

（
祐
）　　
　
　
　
　
　
　

し
た　
　
　
　
　
　
　

く
れ
な
ゐ　
　
　
　
　
　

あ
き

（
書
）　　
　
　
　
　
　
　

し
た　
　

紅　

葉
は　
　
　
　
　
　
　
　

峯
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明
星
本
『
正
広
自
歌
合
』
の
本
文
と
校
異
（
1
）　　
　

前
田
雅
之

（
神
2
）　

更　

ぬ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
ら
し
音　

し

三
十
番
左　

去
鴈
幽

（
国
）　　

文
字
う
す
き
昔　
　

の
文　

を
み
る
や
是　

霞
に
き
ゆ
る
鴈　

の
玉　

札

（
大
）　　

も
し　
　
　

む
か
し　
　
　
　
　
　
　

こ
れ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

つ
さ

（
ノ
）　　

も
し　
　
　
　
　
　
　

ふ
み　
　
　
　
　
　
　
　

消　

る　
　
　
　
　

章

（
彰
）　　

も
し　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

見　
　

こ
れ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

つ
さ

（
明
）　　

も
し
う
す
き
昔　
　

の
ふ
み
を
み
る
や
こ
れ
霞
に
き
ゆ
る
鴈　

の
玉　

つ
さ

（
伊
）　　

も
し　
　
　
　
　
　
　

ふ
み　
　
　
　

こ
れ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

つ
さ

（
島
）　　

も
し　
　
　
　
　
　
　

ふ
み　
　
　
　

こ
れ　
　
　
　
　

か
り　
　
　

つ
さ

（
祐
）　　

も
し　
　
　

む
か
し　

ふ
み　

見　
　

こ
れ　
　
　
　
　

か
り　

た
ま
つ
さ

（
書
）　　

も
し　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

賞
」

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

見　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

（
静
）

（
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ふ
み　

見　
　

こ
れ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

章
」

（
神
1
）　

も
し　
　
　
　
　
　
　

ふ
み　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

章

（
続
）　　

も
し　
　
　
　
　
　
　

ふ
み　
　
　
　

こ
れ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

章

（
続
書
）　

も
し　
　
　
　
　
　
　

ふ
み　
　
　
　

こ
れ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

章
」

（
続
内
）　

も
し　
　
　
　
　
　
　

ふ
み　
　
　
　

こ
れ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

章
」

（
神
2
）　

も
し　
　
　
　
　
　
　

ふ
み　
　
　
　

こ
れ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

章
」

右　

月
前
鹿
」（
明
）（
伊
）（
大
）（
神
1
）（
彰
）（
六
ウ
）

（
国
）　　

と
も
し
せ
し
思　

ひ
を
秋
に
忍　
　

か
ね　

弓
張　

月
に
鹿
や
鳴　

ら
ん

（
大
）　　
　
　
　
　
　

思　
　

を　
　
　
　
　
　
　
　
　

は
り

（
ノ
）　　

照　

射　
　
　
　
　
　
　
　

し
の
ひ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
く　
　

」

（
彰
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

忍　

ひ　
　
　
　

は
り

（
続
）　　
　
　
　
　

河　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

乱　

れ　
　
　
　
　
　

か
な

（
続
書
）　　
　
　
　

河　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

乱　

れ　
　
　
　
　
　

か
な

＊
（
続
書
）
は
「
乱
れ
つ
は
め
」
の
「
つ
」
に
「
ち
る
」
と
傍
書
。（
神
2
）
は
傍
書
を
忘
れ

た
か
。
そ
れ
と
も
傍
書
前
の
本
か
。

（
続
内
）　　
　
　
　

河　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

乱　

れ　
　
　
　
　
　

か
な

（
神
2
）　　
　
　
　

河　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

乱　

れ　

×
×　
　
　

か
な

＊
（
神
2
）
は
「
ち
る
」
を
誤
脱
。

右　

月
前
枕
」（
国
）（
静
）

（
国
）　　

深　

ぬ
る
か
枕　
　

か
た
ふ
け
さ
ぬ
る
ま
に
嵐　
　

を
と
し
て
さ
む
し
ろ
の
月

（
大
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

音　

し　
　

筵

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

く　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

筵

＊
（
ノ
）
は
「
か
た
ふ
く
」
と
作
る
。
書
き
損
じ
に
拠
る
か
。

（
彰
）　　

ふ
け　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

筵

（
明
）　　

深　

ぬ
る
か
枕　
　

か
た
ふ
け
さ
ぬ
る
ま
に
嵐　
　

を
と
し
て
さ
筵　
　

の
月

（
伊
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

筵

（
島
）　　
　
　
　
　
　

ま
く
ら

（
祐
）　　
　
　
　
　
　

ま
く
ら　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
ら
し

（
書
）

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

お

（
静
）

（
内
）　　

ふ
け　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
ら
し
音　

し

（
神
1
）　

ふ
け　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

筵

（
続
）　　

更　

ぬ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
ら
し
音　

し

（
続
書
）　

更　

ぬ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
ら
し
音　

し

（
続
内
）　

更　

ぬ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
ら
し
音　

し
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明
星
大
学
研
究
紀
要
【
人
文
学
部
・
日
本
文
化
学
科
】
第
二
十
二
号　

二
〇
一
四
年

＊
（
静
）
は
（
国
）
と
同
じ
。

（
内
）　　

匂　

ひ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

や
ま
か
せ　

こ
ゑ

（
神
1
）　

に
ほ
ひ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
せ

（
続
）　　

匂　

ひ　
　

よ
ろ
つ　
　
　
　
　
　

我　

春
名　
　
　
　

か
せ

（
続
書
）　

匂　

ひ　
　

よ
ろ
つ　
　
　
　
　
　

我　

春
名　
　
　
　

か
せ

（
続
内
）　

匂　

ひ　
　

よ
ろ
つ　
　
　
　
　
　

我　

春
名　
　
　
　

か
せ

（
神
2
）　

匂　

ひ　
　

よ
ろ
つ　
　
　
　
　
　

我　

春
名　
　
　
　

か
せ

右　

荻
風

＊
（
静
）「
萩
」
に
ミ
セ
ケ
チ
「
荻
」
と
傍
書
。

（
国
）　　

荻　

原　

や
ほ
に
出　

て
後　

は
あ
ま
の
す
む
笘　
　

を
浪
の
う
つ
嵐　
　

哉
」

（
大
）　　
　
　
　
　
　
　
　

い
て
　ゝ
　
　
　
　
　
　
　

と
ま
や

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

と
ま
や　
　
　
　
　
　
　
　

か
な

（
彰
）　　
　
　
　
　
　
　
　

い
て
　ゝ
　
　
　
　
　
　
　

と
ま
や
の　

を

＊
（
彰
）
は
「
と
ま
や
の
浪
を
」
と
い
う
独
自
本
文
を
も
つ
。

（
明
）　　

荻　

は
ら
や
ほ
に
い
て
ゝ
後　

は
あ
ま
の
す
む
と
ま
や
を
浪
の
う
つ
嵐　
　

哉

（
伊
）　　
　
　

は
ら　
　
　

い
て
　ゝ
　
　
　
　
　

住　

と
ま
や

（
島
）　　
　
　

は
ら　
　
　

い
て
　ゝ
　
　
　
　
　
　
　

と
ま
や　
　
　
　
　

あ
ら
し

（
祐
）　　
　
　

は
ら　
　
　

い
て
ゝ
の
ち　
　
　
　
　
　

と
ま
や　

波　
　
　

あ
ら
し

（
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

と
ま
や

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

住　

苫

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　
　

い
て
　ゝ
　
　
　
　
　
　
　
　
　

屋　
　
　
　
　
　
　
　

か
な
」

＊
（
静
）
は
「
萩
」
に
ミ
セ
ケ
チ
「
荻
」
と
傍
書
。

（
内
）　　

お
き
は
ら　
　
　
　
　
　
　
　
　

海
士　
　
　

と
ま
や　

波　
　
　

あ
ら
し

＊
（
内
）
は
他
本
「
萩
原
」
を
「
お
き
は
ら
」
と
作
る
。
独
自
本
文
。

（
明
）　　

照　

射
せ
し
思　

ひ
を
秋
に
し
の
ひ
か
ね　

弓
張　

月
に
鹿
や
鳴　

ら
む

（
伊
）　　

照　

射　
　
　
　
　
　
　
　

し
の
ひ

（
島
）　　

照　

射　
　
　
　
　
　
　
　

し
の
ひ　
　
　

」　
　
　
　
　
　

な
く

（
祐
）　　

照　

射　
　

お
も
ひ
を　
　
　
　
　
　
　
　

」　
　
　
　
　
　

な
く　

む

（
書
）　　
　
　
　
　
　

お
も
ひ　
　
　

し
の
ひ　
　
　
　

は
り　
　
　
　
　
　
　

む

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

忍　

ひ

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

む

（
内
）　　

照　

射　
　
　
　
　
　
　
　

忍　

ひ　
　
　
　

は
り

（
神
1
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

し
の
ひ　
　
　
　

は
り

（
続
）　　

照　

射　
　

お
も
ひ　
　
　

し
の
ひ

（
続
書
）　

照　

射　
　

お
も
ひ　
　
　

し
の
ひ

（
続
内
）　

照　

射　
　

お
も
ひ　
　
　

し
の
ひ

（
神
2
）　

照　

射　
　

お
も
ひ　
　
　

し
の
ひ

卅
一
番
左　

梅
風

（
国
）　　

匂　
　

き
て
万　
　

梢
に
梅
一　

木
わ
か
春
な
の
る
山　

風　

の
声

（
大
）　　

に
ほ
ひ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

我　

春　
　
　
　
　
　
　
　

こ
ゑ

（
ノ
）　　

に
ほ
ひ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
せ　

こ
ゑ

（
彰
）　　

匂　

ひ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

我　

春

（
明
）　　

に
ほ
ひ
き
て
万　
　

梢
に
梅
一　

木
我　

春
な
の
る
山　

風　

の
こ
ゑ

（
伊
）　　

に
ほ
ひ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

我　
　
　
　
　
　
　

か
せ　

こ
ゑ

（
島
）　　

に
ほ
ひ　
　
　
　
　
　
　
　

ひ
と
木
我　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
ゑ

（
祐
）　　

に
ほ
ひ　
　
　
　
　
　
　
　

ひ
と
木
我　
　
　
　
　

や
ま
か
せ　

こ
ゑ

（
書
）　　

に
ほ
ひ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
ゑ

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

や
ま
か
せ　

こ
ゑ

（
静
）
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明
星
本
『
正
広
自
歌
合
』
の
本
文
と
校
異
（
1
）　　
　

前
田
雅
之

右　

立
秋
露
」（
彰
）

（
国
）　　

櫁　
　

つ
む
暁　
　
　

露　

に
く
る
秋
の
め
に
み
ぬ
色　

を
し
る
た
も
と
か
な

（
大
）　　

し
き
み　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

哉

（
ノ
）　　

し
き
み　
　
　
　
　
　

つ
ゆ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

知　

袂

（
彰
）　　

し
き
み　
　

あ
か
つ
き　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

袂　
　

哉

（
明
）　　

し
き
み
つ
む
暁　
　
　

つ
ゆ
に
く
る
秋
の
め
に
み
ぬ
色　

を
知　

袂　
　

か
な

（
伊
）　　

し
き
み　
　
　
　
　
　

つ
ゆ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

知　

袂　
　

哉

（
島
）　　

し
き
み　
　
　
　
　
　

つ
ゆ　
　
　
　
　
　
　
　
　

い
ろ　

知

（
祐
）　　

し
き
み　
　

あ
か
つ
き　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

い
ろ　

知

（
書
）　　

し
き
み　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

知　

袂　
　

哉

（
三
）

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

知　

袂

（
内
）　　

し
き
み　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

見　
　
　
　
　
　

袂

（
神
1
）　

し
き
み　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

見　
　
　
　
　
　

袂

（
続
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

袂

（
続
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

袂

（
続
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

袂

（
神
2
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

袂　
　
　
　

」

卅
三
番
左　

柳
露
」（
明
）（
伊
）（
神
1
）（
七
オ
）

（
国
）　　

か
う
ち
女
か
霞　
　

の
袖　

に
く
る
糸　

の
玉
の
を
長　

き
春　

の
青　

柳

（
大
）　　

河　

内
め　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

緒
な
か

（
ノ
）　　

河　

内
め　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
か

（
彰
）　　

河　

内
め　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
か

（
明
）　　

河　

内
め
か
霞　
　

の
袖　

に
く
る
糸　

の
玉
の
を
な
か
き
春　

の
青　

柳

（
神
1
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

篷　

や

（
続
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
ち　
　
　
　
　
　
　
　

屋　

波　

打　

嵐　
　

か
な

（
続
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
ち　
　
　
　
　
　
　
　

屋　

波　

打　

嵐　
　

か
な

（
続
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
ち　
　
　
　
　
　
　
　

屋　

波　

打　

嵐　
　

か
な

（
神
2
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
ち　
　
　
　
　
　
　
　

屋　

波　

打　

嵐　
　

か
な

卅
二
番
左　

立
春
朝

（
国
）　　

春
と
し
る
人
の
心　
　

も
天
の
戸
も
と
も
に
ひ
ら
く
る
あ
さ
あ
け
の
空

（
大
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
さ
明

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

朝　

明

（
彰
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

明

＊
（
彰
）
は
「
朝
朝
」
の
「
朝
」
に
ミ
セ
ケ
チ
「
明
」
と
傍
書
。

（
明
）　　

春
と
し
る
人
の
心　
　

も
天
の
戸
も
と
も
に
ひ
ら
く
る
朝　

明　

の
空

（
伊
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

朝　

明　
　

そ
ら

（
島
）　　
　
　
　
　
　
　

こ
ゝ
ろ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

朝　

明　
　

そ
ら
」

（
祐
）　　
　
　
　
　
　
　

こ
ゝ
ろ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

朝　

明　
　

そ
ら
」

（
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

朝　

明

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

共　
　
　
　
　
　

朝　

明

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

共　
　
　
　
　
　

朝　

明

（
内
）

（
神
1
）　　
　
　
　
　
　

こ
ゝ
ろ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

明

（
続
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

朝　

明

（
続
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

朝　

明

（
続
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

に　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

朝　

明　
　

そ
ら
」

＊
（
続
内
）
は
他
本
「
心
も
」
を
「
心
に
」
と
作
る
。
目
移
り
か
。

（
神
2
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

朝　

明
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明
星
大
学
研
究
紀
要
【
人
文
学
部
・
日
本
文
化
学
科
】
第
二
十
二
号　

二
〇
一
四
年

（
彰
）　　

た
か
ま
と　

む
か
し　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

い
つ　
　
　

宮

（
明
）　　

高　

円　

の
昔　
　

よ
い
か
に
萩　

の
戸
の
露
分　

出　

る
月
の
宮
人

（
伊
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

×

＊
（
伊
）
は
髙
沙
の
「
沙
」
ミ
セ
ケ
チ
「
円
」
と
傍
書
。

（
島
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

×

（
祐
）　　
　
　
　
　
　

む
か
し　
　
　
　

は
き　
　
　
　
　
　

い
つ

（
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

わ
け
出
×
る　
　

宮

（
三
）　　
　
　
　
　
　

む
か
し　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

出
×
る

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

い
つ　
　
　

宮

（
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

い
つ　
　
　

宮　
　

」

（
神
1
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

い
つ

（
続
）　　
　
　
　
　
　

む
か
し　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

い
つ

（
続
書
）　　
　
　
　
　

む
か
し　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

い
つ

（
続
内
）　　
　
　
　
　

む
か
し　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

い
つ

（
神
2
）　　
　
　
　
　

む
か
し　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

い
つ

卅
四
番
左　

鶯
」（
島
）（
祐
）（
静
）

　
　
　
　

春
さ
む
き
や
ふ
し
か
く
れ
に
つ
た
ひ
き
て
な
か
ぬ
も
ま
し
る
薗　

の
鶯

（
国
）
欠
文

（
大
）　　
　

寒　

き　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

そ
の

（
ノ
）

（
彰
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

そ
の

（
明
）　　

春
さ
む
き
や
ふ
し
か
く
れ
に
つ
た
ひ
き
て
な
か
ぬ
も
ま
し
る
薗　

の
鶯

（
伊
）

（
島
）

（
祐
）

（
伊
）　　

河　

内
め　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
か

（
島
）　　

河　

内
め　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

い
と　
　
　
　

な
か　

は
る

（
祐
）　　

河　

内
め　

か
す
み　
　
　
　
　
　

い
と　
　
　
　

な
か　

は
る
の
あ
を
や
き

（
書
）　　

河　

内
め　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

（
静
）

（
内
）　　

河　

内
め　
　
　
　
　

そ
て
を　
　
　
　
　
　
　
　

な
か

＊
（
内
）
は
他
本
「
袖
」
を
「
そ
て
」
に
つ
く
る
。

（
神
1
）　

河　

内
め　
　
　
　
　

手
深
を

＊
（
神
1
）
は
「
手
深
を
」
に
つ
く
る
。「
を
」
も
そ
う
だ
が
、
な
ぜ
「
手
深
」
に
し
た
の
か
、

訓
み
は
「
そ
て
」
な
の
か
、
不
詳
。

（
続
）　　

河　

内　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

緒

＊
（
続
）
は
「
霞
の
袖
に
」
に
「
露
の
手
染
め
を
イ
」
と
傍
書
。

（
続
書
）　

河　

内　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

緒

（
続
内
）　

河　

内　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

緒　
　
　
　
　
　

あ
を

（
神
2
）　

河　

内　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

緒

右　

萩
露
」（
大
）（
ノ
）

＊
国
会
図
書
館
本
で
は
、
春
秋
部
三
十
三
番
右
歌
か
ら
三
十
九
番
右
歌
題
ま
で
が
欠
落
し
て
い

る
。
よ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
箇
所
で
は
、
明
星
本
を
基
準
本
文
と
す
る
。

　
　
　
　

高　

円　

の
昔　
　

よ
い
か
に
萩　

の
戸
の
露
分　

出
つ
る
月
の
み
や
人

（
国
）
欠
文

（
大
）　　
　
　
　
　
　

む
か
し　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

い
つ　
　
　

宮

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　

む
か
し　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

い
つ　
　
　

宮
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明
星
本
『
正
広
自
歌
合
』
の
本
文
と
校
異
（
1
）　　
　

前
田
雅
之

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

い
く
た　

を
の

（
内
）　　
　
　
　
　
　

誰　
　
　
　
　
　
　

深　

て　
　
　
　

を
野

（
神
1
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

を
の

（
続
）　　
　
　
　
　
　

誰　
　
　

虫

（
続
書
）　　
　
　
　
　

誰　
　
　

虫

＊
（
続
書
）
は
「
と
は
ぬ
」
の
「
ぬ
」
に
ミ
セ
ケ
チ
「
る
」
と
傍
書
。

（
続
内
）　　
　
　
　
　

誰　
　
　

虫

（
神
2
）　　
　
　
　
　

誰　
　
　

虫

卅
五
番
左　

花
匂

　
　
　
　

花　

に
吹　

山
風　

よ
り
も
夕
月
夜
ひ
か
り
に
と
を
く
行
く
に
ほ
ひ
か
な

（
国
）
欠
文

（
大
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

光　
　
　
　

を　

ゆ
く
匂　

ひ

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　
　

か
せ　
　
　
　
　
　

光　
　
　
　
　
　

行
×
に

（
彰
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

行
×
匂　

ひ

（
明
）　　

花　

に
吹　

山
風　

よ
り
も
夕
月
夜
光　
　

に
と
を
く
行　

に
ほ
ひ
哉

（
伊
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

光　
　
　
　

を　
　

×　
　
　

哉

（
島
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

×

（
祐
）　　

は
な　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

×

（
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

遠　

く　

×
に

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　

か
せ　
　
　
　
　

よ
光　
　
　

遠　

く
ゆ
く

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

遠　

く　

×
匂　

×

（
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

×

（
神
1
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

遠　

く　

×

（
続
）　　
　
　
　

ふ
く　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

×
匂　

ひ

（
続
書
）　　
　
　

ふ
く　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

×
匂　

ひ　
　

」

（
書
）

（
三
）　　
　
　
　

み　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ま
も

＊
（
三
）
は
（
静
）
と
同
じ
く
「
さ
む
み
」、
ま
た
、「
な
か
ぬ
ま
も
」
と
作
る
。
こ
ち
ら
は
目

移
り
に
よ
る
書
き
損
じ
か
。

（
静
）　　
　
　
　

み

＊
（
静
）
は
「
さ
む
み
」
の
「
み
」
に
「
き
イ
」
と
傍
書
。

（
内
）　　
　
　
　
　

藪

（
神
1
）

（
続
）　　
　

寒　

き

（
続
書
）　　

寒　

き

（
続
内
）　　

寒　

き　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

（
神
2
）　　

寒　

き

右　

虫
」（
彰
）

　
　
　
　

と
は
る
へ
き
た
れ
松　

む
し
の
秋
ふ
け
て
生　

田
の
小
野
に
声　

よ
は
る
ら
ん

（
国
）
欠
文

（
大
）　　
　
　
　
　
　
　
　

待　

虫　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

を
の

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　
　
　

ま
つ

（
彰
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

虫

（
明
）　　

と
は
る
へ
き
た
れ
松　

虫　

の
秋
ふ
け
て
生　

田
の
小
野
に
声　

よ
は
る
ら
ん

（
伊
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

虫

＊
（
伊
）
は
森
野
の
「
森
」
ミ
セ
ケ
チ
「
小
」
と
傍
書
。

（
島
）

（
祐
）　　
　
　
　
　
　
　
　

ま
つ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
ゑ

（
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

深　

て

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　

ま
つ　
　
　
　

更　

て
い
く
た　

お
の
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明
星
大
学
研
究
紀
要
【
人
文
学
部
・
日
本
文
化
学
科
】
第
二
十
二
号　

二
〇
一
四
年

（
大
）　　

龍　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

我　

名

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

（
彰
）　　

龍　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

波　
　

我　

名

（
明
）　　

立
田
山
さ
の
み
は
お
ら
し
白
浪　

を
わ
か
名
に
た
て
ゝ
花
や
う
ら
み
ん

（
伊
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

恨　

み

（
島
）

（
祐
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
み

（
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

我
か
名　
　
　
　
　
　
　
　
　

む
」

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な　
　
　
　
　
　

恨　

み　

」

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

恨　
　

ん
」

（
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

波　
　

我　

名

（
神
1
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

我　

名

（
続
）　　

龍　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

波　
　

我　

名

（
続
書
）　

龍　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

波　
　

我　

名

（
続
内
）　

龍　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

波　
　

我　

名　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

（
神
2
）　

龍　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

波　
　

我　

名

右　

待
月
」（
大
）（
彰
）

　
　
　
　

帰　

り
き
て
今　

そ
ほ
の
め
く
昨　

日
か
も
い
な
葉
の
山　

の
嶺　

の
月
か
け

（
国
）
欠
文

（
大
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

は　
　
　
　

峯　
　
　

影

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

き
の
ふ　
　
　
　

は　
　
　
　
　
　
　
　

影

（
彰
）　　

か
へ
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

は　
　
　
　
　
　
　
　

影

（
明
）　　

帰　

り
き
て
今　

そ
ほ
の
め
く
昨　

日
か
も
い
な
葉
の
山　

の
嶺　

の
月
か
け

（
伊
）

（
島
）

（
続
内
）　　
　
　

ふ
く　
　
　
　
　
　
　
　
　

光　
　
　
　
　
　
　

×

（
神
2
）　　
　
　

ふ
く　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

×
匂　

ひ　
　

」　

右　

萩
露
」（
明
）（
伊
）（
神
1
）（
七
ウ
）

　
　
　
　

秋
の
風　

し
は
し
な
吹　

そ
玉
の
枝
花
に
そ
ま
さ
る
露　

の
萩　

原

（
国
）
欠
文

（
大
）　　
　
　

か
せ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

は
ら

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

ふ
き

（
彰
）

（
明
）　　

秋
の
風　

し
は
し
な
吹　

そ
玉
の
枝
花
に
そ
ま
さ
る
露　

の
萩　

原

（
伊
）

（
島
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

（
祐
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

ふ
き　
　
　
　

」　　
　
　
　
　
　
　

は
き
は
ら

（
書
）

（
三
）

（
静
）

（
内
）　　
　
　

か
せ

（
神
1
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

つ
ゆ

（
続
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

ふ
き

（
続
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　

ふ
き

（
続
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　

ふ
き

（
神
2
）　　
　
　
　
　
　
　
　

ふ
き

卅
六
番
左　

折
花

　
　
　
　

立
田
山
さ
の
み
は
お
ら
し
白
浪　

を
わ
か
名
に
た
て
ゝ
花
や
う
ら
み
ん

（
国
）
欠
文
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明
星
本
『
正
広
自
歌
合
』
の
本
文
と
校
異
（
1
）　　
　

前
田
雅
之

（
神
1
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
み

（
続
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

波

（
続
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

波

（
続
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

波

（
神
2
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

波

　
　
　
　

右　

蔦
風

（
国
）
欠
文

（
大
）　　
　
　

蔦
風

（
ノ
）　　
　
　

蔦
風

（
明
）　　
　
　

蔦
風

（
伊
）　　
　
　

蔦
風

（
島
）　　
　
　

×
×

（
祐
）　　
　
　

×
×

（
書
）　　
　
　

蔦
風

（
三
）　　
　
　

蔦
風

（
内
）　　
　
　

蔦
風

＊
（
祐
）
が
（
島
）
を
写
し
た
理
由
に
な
っ
て
い
る
。（
島
）
が
「
蔦
風
」
を
写
す
の
を
忘
れ

た
の
だ
ろ
う
。

　
　
　
　

吹
風　

の
し
か
ら
み
か
け
て
春　

ま
て
も
松　

に
は
な
さ
ぬ
蔦
の
紅　

葉
は

（
国
）
欠
文

（
大
）　　
　
　
　

に　
　
　
　
　
　

音

＊
（
大
）
の
「
吹
風
に
」・「
音
ま
て
も
」
が
古
態
か
。

（
ノ
）　　
　

か
せ
に　
　
　
　
　
　

音　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ゝ

（
祐
）　　

か
へ
り　
　

い
ま　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

は　

や
ま
の
み
ね　
　

影

（
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

影

（
三
）　　

か
へ
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

稲　

葉

（
静
）　　

か
へ
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

は　
　
　
　
　
　
　
　

影

（
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

は

（
神
1
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

影

（
続
）　　

か
へ
り　
　

い
ま　
　
　
　
　

き
の
ふ　
　
　
　

は　
　
　
　
　
　
　
　

影

（
続
書
）　

か
へ
り　
　

い
ま　
　
　
　
　

き
の
ふ　
　
　
　

は　
　
　
　
　
　
　
　

影

（
続
内
）　

か
へ
り　
　

い
ま　
　
　
　
　

き
の
ふ
×　
　
　

は　
　
　
　
　
　
　
　

影

＊
（
続
内
）
は
「
き
の
ふ
か
も
」
の
「
か
」
を
脱
字
。

（
神
2
）　

か
へ
り　
　

い
ま　
　
　
　
　

き
の
ふ　
　
　
　

は　
　
　
　
　
　
　
　

影

卅
七
番
左　

松
藤
」（
内
）

　
　
　
　

千
世
と
き
く
松　

に
も
つ
ゐ
に
老
の
浪　

こ
え
け
る
藤
の
春
そ
暮　

行

（
国
）
欠
文

（
大
）　　
　
　
　
　
　

ま
つ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

暮　

ゆ
く

（
ノ
）

（
彰
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
み

（
明
）　　

千
世
と
き
く
松　

に
も
つ
ゐ
に
老
の
浪　

こ
え
け
る
藤
の
春
そ
暮　

行

（
伊
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

波

（
島
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

（
祐
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

（
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
み

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

く
れ

（
静
）　　
　
　
　

聞
×

（
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
み　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ゆ
く
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研
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紀
要
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人
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学
部
・
日
本
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学
科
】
第
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二
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二
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一
四
年

（
ノ
）

（
彰
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

見　
　

い
つ
る　
　

影

＊
（
彰
）
は
「
の
ど
け
ひ
」
の
「
ひ
」
に
ミ
セ
ケ
チ
「
か
」
と
傍
書
。

（
明
）　　

す
ゑ
と
を
く
の
と
け
か
る
へ
き
若　

年
の
山
口　

み
え
て
出　

る
日
の
か
け

（
伊
）　　
　

へ

（
島
）

（
祐
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

見

（
書
）　　
　
　

と
を
く

（
三
）　　

末

（
静
）　　

末　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

い
つ
る　
　

影

（
内
）　　

す
ゑ
遠　

く　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

見

（
神
1
）　

末　

遠　

く　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

見　
　

い
つ
る　
　

影

（
続
）　　

末　

遠　

く　
　
　
　
　
　
　

わ
か　
　
　

く
ち
見　
　
　
　
　
　
　

影

（
続
書
）　

末　

遠　

く　
　
　
　
　
　
　

わ
か　
　
　

く
ち
見　
　
　
　
　
　
　

影

（
続
内
）　

末　

遠　

く　
　
　
　
　
　
　

わ
か　
　
　

く
ち
見　
　
　
　
　
　
　

影
」

（
神
2
）　

末　

遠　

く　
　
　
　
　
　
　

わ
か　
　
　

く
ち
見　
　
　
　
　
　
　

影

右　

初
秋
雨
」（
静
）（
彰
）

　
　
　
　

都
よ
り
四
方
に
あ
ま
ね
く
ち
ら
す
へ
き
露
の
初　
　

や
秋
の
村　

雨

（
国
）
欠
文

（
大
）

（
ノ
）

（
彰
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

む
ら

（
明
）　　

都
よ
り
四
方
に
あ
ま
ね
く
ち
ら
す
へ
き
露
の
初　
　

や
秋
の
村　

雨

（
伊
）

（
島
）

（
彰
）

（
明
）　　

吹
風　

の
し
か
ら
み
か
け
て
春　

ま
て
も
松　

に
は
な
さ
ぬ
蔦
の
紅　

葉
は

＊
（
明
）
は
「
吹
風
に
」
の
「
に
」
に
ミ
セ
ケ
チ
「
の
」
と
改
訂
。「
音
」
を
「
春
」
に
変
え

た
か
。
但
し
、
意
味
的
に
は
「
音
の
」
の
方
が
よ
い
。（
明
）
の
誤
写
の
可
能
性
が
高
い
。

（
伊
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ゝ

（
島
）

（
祐
）

（
書
）　　
　
　

の　
　
　
　
　
　
　

を
と

＊
（
書
）
は
（
明
）
と
同
じ
く
「
吹
風
に
」
の
「
に
」
に
ミ
セ
ケ
チ
「
の
」、
但
し
、「
を
と
」

と
あ
る
よ
う
に
、「
春
」
で
は
な
い
。
意
味
的
に
は
秋
の
歌
で
あ
る
の
で
、「
音
」
が
よ
い
。

（
三
）　　
　
　
　

に　
　
　
　
　
　

音　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

も
み
ち
は

（
静
）　　
　
　
　

に　
　
　
　
　
　

音

＊
（
大
）（
ノ
）（
三
）（
内
）（
続
）（
静
）
は
「
吹
風
に
」
と
し
、（
大
）・（
続
）・（
静
）
は

「
音
ま
で
も
」
と
す
る
。

（
内
）　　
　
　
　

に

（
神
1
）　　
　
　

に　
　
　
　
　
　

音

＊
（
神
1
）
は
（
大
）
に
近
い
か
。

（
続
）　　
　
　
　

に　
　
　
　
　
　

音　
　
　
　

ま
つ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ゝ

（
続
書
）　　
　
　

に　
　
　
　
　
　

音　
　
　
　

ま
つ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ゝ
」

（
続
内
）　　
　
　

に　
　
　
　
　
　

音　
　
　
　

ま
つ

（
神
2
）　　
　
　

に　
　
　
　
　
　

音　
　
　
　

ま
つ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ゝ
」

卅
八
番
左　

初
春
祝
」（
明
）（
伊
）（
神
1
）（
八
オ
）

　
　
　
　

す
ゑ
と
を
く
の
ど
け
か
る
べ
き
若　

年
の
山
口　

み
え
て
出　

る
日
の
か
け

（
国
）
欠
文

（
大
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

わ
か
年　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

影



65

明
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』
の
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文
と
校
異
（
1
）　　
　

前
田
雅
之

（
神
1
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

見

（
続
）　　
　
　
　

河　
　

本　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

う
く
ひ
す　

声

（
続
書
）　　
　
　

河　
　

本　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

う
く
ひ
す　

声

（
続
内
）　　
　

野
河　
　

本　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

う
く
ひ
す　

声

（
神
2
）　　
　
　

河　
　

本　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

う
く
ひ
す　

声

右　

初
鴈
」（
大
）

　
　
　
　

た
か
中
に
契　
　

た
の
め
て
み
吉　

野
ゝ
田　

面
に
よ
る
の
初　

か
り
の
声

（
国
）
欠
文

（
大
）　　

誰　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鴈

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
ゑ

（
彰
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

よ
し
の　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鴈

（
明
）　　

た
か
中
に
契　
　

た
の
め
て
み
吉　

野
ゝ
田　

面
に
よ
る
の
初　

か
り
の
声

（
伊
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
ゑ

（
島
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

は
つ

（
祐
）　　
　
　
　
　

ち
き
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

は
つ

（
書
）　　

誰　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
ゑ

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

よ
し
の
　ゝ
　
　
　
　
　
　
　
　

鴈　
　

こ
ゑ

（
静
）

（
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　

頼　

め　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

は
つ　
　
　

声

（
神
1
）　

誰　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

御　
　

の
　ゝ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
ゑ

（
続
）　　
　
　
　
　

契　

り　
　
　
　
　
　
　
　

の
た
の
も

（
続
書
）　　
　
　
　

契　

り　
　
　
　
　
　
　
　

の
た
の
も

（
続
内
）　　
　
　
　

契　

り　
　
　
　
　
　
　
　

の
た
の
も

（
神
2
）　　
　
　
　

契　

り　
　
　
　
　
　
　
　

の
た
の
も

（
祐
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

さ
め

（
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

初　

め

（
三
）　　
　
　
　

よ
も　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

は
し
め

（
静
）　　
　
　
　

よ
も

（
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

は
し
め

（
神
1
）

（
続
）　　
　
　
　
　

極　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

は
し
め　
　
　

む
ら

＊
（
続
）
は
「
四
極
」
で
「
よ
も
」
と
訓
ま
せ
る
の
だ
ろ
う
。

（
続
書
）　　
　
　
　

極　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

は
し
め　
　
　

む
ら

（
続
内
）　　
　
　
　

極　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

は
し
め　
　
　

む
ら

（
神
2
）　　
　
　
　

極　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

は
し
め　
　
　

む
ら

卅
九
番
左　

河
辺
鶯
」（
島
）（
祐
）（
ノ
）

　
　
　
　

吉　

野
川
山　

も
と
遠　

く
う
ち
け
ふ
る
霞　
　

を
み
れ
は
鶯　
　
　

の
こ
ゑ

（
国
）
欠
文

（
大
）　　
　
　
　

河　
　
　
　

ゝ
を
く

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　
　

本　

と
を
く　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

う
く
ひ
す

（
彰
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

見

（
明
）　　

吉　

野
川
山　

も
と
遠　

く
う
ち
け
ふ
る
霞　
　

を
み
れ
は
鶯　
　
　

の
こ
ゑ

（
伊
）

（
島
）

（
祐
）　　
　
　
　
　

や
ま　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
す
み　
　
　
　
　
　
　
　
　

声

（
書
）　　
　
　
　
　
　
　

本　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

う
く
ひ
す　
　
　

」

（
三
）　　

よ
し
の
河　
　

本　

と
を
く　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

（
静
）　　

よ
し
の　
　
　

本　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

声

（
内
）　　

よ
し
の　
　
　

本　

と
を
く　
　
　
　
　
　
　
　
　

見
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年

（
国
）　　

あ
く
る
夜
の
雪
を
く
つ
し
て
冨
士
お
ろ
し
な
か
す
と
み
る
や
秋
の
か
は
き
り

（
大
）　　

明　

る　
　
　
　
　
　
　
　

ふ
し

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

川　

霧

（
彰
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ふ
し　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

川　

霧

（
明
）　　

あ
く
る
夜
の
雪
を
く
つ
し
て
富
士
お
ろ
し
な
か
す
と
み
る
や
秋
の
川　

き
り

（
伊
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

川

（
島
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」　
　
　

見　
　
　
　

川

（
祐
）　　

あ
く　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」　
　
　

見　
　
　
　

川

（
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

川

（
三
）　　
　
　
　

よ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

河　

霧

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

霧
」

（
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

見　
　
　
　
　
　

霧

（
神
1
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

川

（
続
）　　

明　

る　
　
　
　
　
　
　
　

ふ
し　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

河　

霧

（
続
書
）　

明　

る　
　
　
　
　
　
　
　

ふ
し　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

河　

霧

（
続
内
）　

明　

る　
　
　
　
　
　
　
　

ふ
し　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

河　

霧

（
神
2
）　

明　

る　
　
　
　
　
　
　
　

ふ
し　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

河　

霧

四
十
一
番
左　

磯
春
草

（
国
）　　

さ
え
か
へ
り
つ
も
る
は
き
え
て
春　

の
草
わ
か
雪　

か
く
る
磯
の
浪　

か
な

（
大
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

消　

て

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

我
か
雪　
　
　
　
　
　

波

（
彰
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

我　

雪　
　
　
　
　
　

な
み

（
明
）　　

さ
え
か
へ
り
つ
も
る
は
き
え
て
春　

の
草
わ
か
雪　

か
く
る
磯
の
浪　
　

哉

（
伊
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

哉

（
島
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

は
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
み

＊
こ
こ
か
ら
再
び
（
国
）
が
基
準
本
文

四
十
番　

左　

山
霞
」（
国
）

（
国
）　　

色
か
へ
ぬ
松
に
も
春
を
し
ら
鳥
の
と
は
山　

と
を
く
た
つ
霞　
　

か
な

（
大
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

遠　
　
　
　
　
　
　

哉

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

遠　

く

（
彰
）

（
明
）　　

色
か
え
ぬ
松
に
も
春
を
し
ら
鳥
の
と
は
山　

遠　

く
た
つ
霞　
　

か
な

（
伊
）　　
　
　

え　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

立
×

（
島
）　　
　
　

え　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

遠　

く　
　

か
す
み

（
祐
）　　
　
　

え　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

や
ま
遠　

く　
　

か
す
み

（
書
）　　
　
　

へ

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

立
×

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

立
×

（
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鳥
羽　
　

遠　

く
立
×　
　
　
　
　
　

」

（
神
1
）　　
　

え　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鳥
羽　
　

遠　

く
立
×
か
す
み

＊
（
神
1
）
の
「
色
か
え
ぬ
」
は
「
色
か
ら
ぬ
」
と
も
読
め
る
。

（
続
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

遠　

く　
　
　
　
　

哉

（
続
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

遠　

く　
　
　
　
　

哉
」

「
色
か
ら
ぬ
」
と
一
旦
書
い
て
、
そ
れ
か
ら
「
ら
」
に
上
に
「
え
」
と
上
書
き
し
た
と
思
わ
れ

る
。
と
す
れ
ば
、（
神
2
）
は
そ
れ
を
逆
に
う
け
と
っ
た
か
。

（
続
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

遠　

く　
　

か
す
み
哉
」

（
神
2
）　　
　

ら　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

遠　

く　
　
　
　
　

哉
」

＊
（
神
2
）
は
「
色
か
え
ぬ
」
の
「
え
」
に
ミ
セ
ケ
チ
「
ら
」
と
傍
書
。

右　

山
霧
」（
明
）（
伊
）（
神
1
）（
彰
）（
八
ウ
）



67

明
星
本
『
正
広
自
歌
合
』
の
本
文
と
校
異
（
1
）　　
　

前
田
雅
之

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

薄　
　
　

か
せ

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

吹

（
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

も
と
薄　
　
　

か
せ

（
神
1
）　　
　
　
　

へ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

も
と
薄

＊
（
神
1
）
は
他
本
「
な
つ
る
」
が
「
な
へ
る
」
と
読
め
る
。
誤
写
か

（
続
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

も
と

（
続
書
）　　
　
　
　
　
　
　

見　
　
　
　
　
　
　

も
と

（
続
内
）　　
　
　
　
　
　
　

見　
　
　
　
　
　
　

も
と

（
神
2
）　　
　
　
　
　
　
　

見　
　
　
　
　
　
　

も
と

四
十
二
番
左　

梅
薫
風

（
国
）　　

今　

も
猶　

春
や
昔　
　

と
開　

梅
に
匂　

ふ
や
か
ほ
る
う
ち
の
か
は
風
」

＊
（
国
）
は
「
春
や
昔
を
」
の
「
を
」
に
ミ
セ
ケ
チ
で
「
と
」
と
傍
書
。

（
大
）　　
　
　
　
　
　
　
　

む
か
し　

さ
く　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

河

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　
　
　

む
か
し　

咲　

梅　
　
　
　
　
　
　
　

宇
治　

川

（
彰
）　　
　
　
　

な
を　
　

む
か
し　

咲　

梅　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

川

（
明
）　　

今　

も
猶　

春
や
む
か
し　

さ
く
梅
に
に
ほ
ふ
や
か
ほ
る
宇
治
の
川　

風

（
伊
）　　
　
　
　
　
　
　
　

む
か
し　

さ
く　
　

に
ほ　
　
　
　
　

宇
治　

川

（
島
）　　
　
　

な
を　
　
　

む
か
し　

さ
く　
　

に
ほ　
　
　
　
　

宇
治　

川　
　

」

（
祐
）　　

い
ま　

な
を　
　

む
か
し　

さ
く　
　

に
ほ　
　
　
　
　

宇
治　

川

＊
（
祐
）
は
「
か
ほ
ふ
」
の
「
ふ
」
ミ
セ
ケ
チ
「
る
」

（
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

さ
く　
　

に
ほ　
　
　
　
　

宇
治　

川　
　

」

（
三
）　　
　
　
　

な
を　
　

む
か
し　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

河　
　

」

（
静
）　　
　
　
　

な
を　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
せ

（
内
）　　

い
ま　

な
を　
　
　
　
　
　

咲　

梅　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
せ

（
神
1
）　

い
ま　
　
　
　
　
　
　
　
　

さ
く　
　

に
ほ　
　
　
　
　

宇
治　

川

（
祐
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

は
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
み

（
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

消　

て　
　
　
　

我
か　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

哉

（
三
）　　
　

へ　
　
　
　
　
　
　
　

へ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

哉

＊
（
三
）
は
仮
名
遣
い
の
問
題
が
ま
ま
あ
る
。

（
静
）　　

は

＊
（
続
）
は
他
本
「
さ
え
」
を
「
は
え
」
と
作
る
。
誤
読
か
。「
さ
」
と
「
は
」
は
似
て
い
る

形
が
あ
る
か
ら
だ
。

（
内
）　　
　
　
　
　
　

積　

る　

消　

て

（
神
1
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

消　

て

（
続
）　　

冴　

か　
　

積　

る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ゆ
き　
　
　
　
　

波　
　

哉

＊
（
続
）
は
「
か
く
る
」
の
「
く
」
に
「
へ
イ
」
と
傍
書

（
続
書
）　

冴　

か　
　

積　

る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ゆ
き　
　
　
　
　

波　
　

哉

（
続
内
）　

冴　

か　
　

積　

る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ゆ
き　
　
　
　
　

波　
　

哉

（
神
2
）　

冴　

か　
　

積　

る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ゆ
き　

へ　
　
　

波　
　

哉

＊
（
神
2
）
は
（
続
）
の
異
本
と
同
文
「
ゆ
き
か
へ
る
」

右　

薄
露

（
国
）　　

天
津
袖
な
つ
る
と
み
れ
は
露
か
ろ
き
岩
本　

す
ゝ
き
秋
風　

そ
ふ
く

（
大
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

も
と
薄

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

も
と
薄　
　
　

か
せ　
　
　

」

（
彰
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

も
と
薄

（
明
）　　

天
津
袖
な
つ
る
と
み
れ
は
露
か
ろ
き
岩
も
と
す
ゝ
き
秋
風　

そ
吹

（
伊
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

も
と　
　
　
　
　
　
　

吹

（
島
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

も
と

（
祐
）　　
　
　
　
　
　
　
　

見　
　
　
　
　
　
　

も
と

（
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

も
と　
　
　
　
　
　
　

吹
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明
星
大
学
研
究
紀
要
【
人
文
学
部
・
日
本
文
化
学
科
】
第
二
十
二
号　

二
〇
一
四
年

（
国
）　　

は
か
な
し
な
雲
の
浪
ま
の
春　

の
鴈　

か
す
か
く
水
と
跡　

そ
消　

ゆ
く

（
大
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

行

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

数

（
彰
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

き
え
行

（
明
）　　

は
か
な
し
な
雲
の
浪
ま
の
春　

の
鴈　

数　

か
く
水
と
跡　

そ
消　

行

（
伊
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

数　
　
　
　
　

あ
と　
　
　

行

（
島
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

数　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

行

（
祐
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

は
る　

か
り
数　
　
　
　
　

あ
と　

き
え

（
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

数　
　
　
　
　
　
　
　

消　

行

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

間　
　
　
　

か
り　
　
　
　
　
　
　
　
　

消　

行

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

行

（
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　

波　
　
　
　
　

か
り　
　
　
　
　

の

＊
（
内
）
は
「
か
す
か
く
水
と
」
で
は
な
く
「
か
す
か
く
水
の
」
と
作
る
。
意
味
を
考
え
て
変

え
た
か
。
独
自
本
文
。

（
神
1
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
り
数　
　
　
　
　
　
　
　

き
え

（
続
）　　
　
　
　
　
　
　
　

波　
　
　
　
　
　
　

数　
　
　
　
　
　
　
　

き
え
行

（
続
書
）　　
　
　
　
　
　
　

波　
　
　
　
　
　
　

数　
　
　
　
　
　
　
　

き
え
行

（
続
内
）　　
　
　
　
　
　
　

波　
　
　
　
　
　
　

数　
　
　
　
　
　
　
　

き
え
行

（
神
2
）　　
　
　
　
　
　
　

波　
　
　
　
　
　
　

数　
　
　
　
　
　
　
　

き
え
行

右　

左
右
聞
鴈

（
国
）　　

し
か
の
山
や
こ
ゆ
る
雲
路
に
く
る
鴈
の
過　

る
も
有　

て　

わ
た
る
声　

〳
〵

（
彰
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

す
く
る　

あ
り

（
大
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

す
く
る

（
ノ
）　　

志
賀　
　
　
　
　
　
　

路　

来
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
ゑ

（
明
）　　

し
か
の
山
や
こ
ゆ
る
雲
ち
に
く
る
鴈
の
過　

る
も
有　

て　

渡　

る
こ
ゑ
〳
〵

（
続
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

さ
く　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

河

（
続
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

さ
く　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

河

（
続
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

さ
く　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

河　
　
　

」

（
神
2
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

さ
く　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

河

右　

鹿
声
近
枕
」（
大
）（
彰
）

（
国
）　　

と
も
し
せ
し
別　
　

を
鹿　

や
宮　

城
の
ゝ
枕　
　

に
よ
り
て
声　

恨　
　

ら
ん

（
大
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

み
や
き　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
ゑ
う
ら
む

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

野
の　
　
　
　
　
　
　
　
　

う
ら
む

（
彰
）　　
　
　
　
　
　

箭　
　

を　
　
　
　
　
　

野
　ゝ
　
　
　
　
　
　
　
　

う
ら
む

＊
（
彰
）
は
他
本
「
別
・
わ
か
れ
」
と
す
る
の
を
「
箭
」
と
作
る
。
理
由
は
不
明
。

（
明
）　　

と
も
し
せ
し
別　
　

を
鹿　

や
宮　

城
の
ゝ
枕　
　

に
よ
り
て
声　

う
ら
む
ら
ん

（
伊
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

し
か　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

う
ら
む
覧

（
島
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

野
の　
　
　
　
　
　
　
　
　

う
ら
む

（
祐
）　　
　
　
　
　
　

わ
か
れ　
　
　
　
　
　
　

野
の
ま
く
ら　
　
　
　
　
　

う
ら
む

（
書
）　　

照　

射　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

う
ら
む

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

野
ゝ

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

野
　ゝ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

む

（
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

野
の　
　
　
　
　
　
　

こ
ゑ
う
ら
む

（
神
1
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
ゑ
う
ら
む　

む

（
続
）　　

照　

射　
　

わ
か
れ　
　
　
　
　
　
　

野
の　
　
　
　
　
　
　
　
　

う
ら
む

（
続
書
）　

照　

射　
　

わ
か
れ　
　
　
　
　
　
　

野
の　
　
　
　
　
　
　
　
　

う
ら
む　
　

」

（
続
内
）　

照　

射　
　

わ
か
れ　
　
　
　
　
　
　

野
の　
　
　
　
　
　
　
　
　

う
ら
む

（
神
2
）　

照　

射　
　

わ
か
れ　
　
　
　
　
　
　

野
の　
　
　
　
　
　
　
　
　

う
ら
む　
　

」

四
十
三
番
左　

帰
鴈
」（
明
）（
伊
）（
静
）（
神
1
）（
九
オ
）
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明
星
本
『
正
広
自
歌
合
』
の
本
文
と
校
異
（
1
）　　
　

前
田
雅
之

（
祐
）　　
　
　
　
　

え
た　

遠　

を　
　
　
　
　
　
　

こ
と　
　
　
　
　
　

い
ろ

（
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
と　
　
　
　
　
　
　
　

か
な

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

い
ろ

（
静
）

（
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　

遠　

を　
　
　
　
　
　
　

こ
と

（
神
1
）　　
　
　
　
　
　
　

遠　

を　
　
　
　
　
　
　

こ
と　
　
　
　
　
　
　
　

か
な

（
続
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
と

（
続
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
と

（
続
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
と　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

（
神
2
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
と

右　

野
月
」（
国
）（
ノ
）（
彰
）

（
国
）　　

秋
の
月
半　
　

は
露
の
光　
　

か
な
千
く
さ
を
分　

る
武　

蔵
の
ゝ
は
ら

（
大
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

哉　
　

草　
　
　
　
　

む
さ
し　
　

原

（
ノ
）　　
　
　
　

な
か
は
　ゝ
　

ひ
か
り　
　
　

年　
　
　
　
　

む
さ
し

＊
（
ノ
）
は
他
本
「
千
草
・
千
種
」
と
す
る
の
に
、「
千
年
」
と
作
る
。
連
想
に
よ
る
誤
記
か
。

（
彰
）　　
　
　
　

な
か
は　
　
　
　
　
　

哉　
　
　
　
　
　
　
　

む
さ
し　
　

原

（
明
）　　

秋
の
月
な
か
は
ゝ
露
の
光　
　

哉　

千
草　

を
分　

る
む
さ
し
の
ゝ
原

（
伊
）　　
　
　
　

な
か
は
　ゝ
　
　
　
　
　
　
　

草　
　

わ
く　

む
さ
し　
　

原

（
島
）　　
　
　
　

な
か
は
　ゝ
　

ひ
か
り　
　
　

草　
　
　
　
　

む
さ
し　
　

原

（
祐
）　　
　
　
　

な
か
は
　ゝ
　

ひ
か
り　
　
　

種　
　
　
　
　

む
さ
し

（
書
）　　
　
　
　

な
か
は　
　
　
　
　
　
　
　
　

草　
　

わ
く　

む
さ
し
の　

原

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

草　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

原

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

野　

原

（
内
）　　
　
　
　

な
か
は
　ゝ
　
　
　
　
　
　
　

種　
　
　
　
　

む
さ
し
の
ゝ
原

（
神
1
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

ひ
か
り
哉　
　

草　
　
　
　
　

む
さ
し　
　

原

（
伊
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

渡　

る

（
島
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ち　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
り　
　

渡　

る
こ
ゑ

（
祐
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ち　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
り　
　
　
　
　

こ
ゑ

（
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

路　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
り　
　
　
　
　

こ
ゑ

（
三
）　　

志
賀　
　
　
　
　
　
　

路

（
静
）

（
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

行　

鴈　
　
　
　
　

あ
り　
　
　
　
　

か
り
金
」

＊
（
内
）
は
ほ
と
ん
ど
別
の
歌
に
な
っ
て
い
る
。「
く
る
鴈
」
が
「
行
鴈
」
そ
し
て
、「
声

〳
〵
」
が
「
か
り
金
」
で
あ
る
か
ら
だ
。
ど
う
し
て
こ
う
な
っ
た
か
は
現
段
階
で
は
不
詳
で
あ

る
。「
行
鴈
」「
か
り
金
」
は
「
鴈
」
が
二
度
使
わ
れ
て
お
り
、
奇
異
な
印
象
を
与
え
る
。

（
神
1
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

行　
　
　
　
　
　
　

あ
り　
　
　
　

×
こ
ゑ

＊
（
神
1
）
は
（
内
）
と
同
様
、「
行
鴈
」
と
作
る
。

（
続
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

来　
　
　

す
く
る　

あ
り　
　

渡　

る

（
続
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

来　
　
　

す
く
る　

あ
り　
　

渡　

る

＊
（
続
書
）
は
「
す
く
る
も
あ
か
て
」
の
「
か
」
に
ミ
セ
ケ
チ
「
り
」。
書
き
損
じ
か
。

（
続
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

来　
　
　

す
く
る　

あ
り　
　

渡　

る

（
神
2
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

来　
　
　

す
く
る　

あ
り　
　

渡　

る

四
十
四
番
左　

花
盛
」（
島
）（
祐
）

（
国
）　　

山
桜　
　

枝　

も
と
を
ゝ
に
か
た
ふ
き
て
木
毎　

に
あ
ま
る
花
の
色　

哉

（
大
）　　
　

さ
く
ら　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
と

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　
　
　

遠　

を　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
な

（
彰
）　　
　
　
　
　
　
　
　

遠　

を

（
明
）　　

山
桜　
　

枝　

も
遠　

を
に
か
た
ふ
き
て
木
こ
と
に
あ
ま
る
花
の
色　

哉

（
伊
）　　
　
　
　
　
　
　
　

遠　

を　
　
　
　
　
　
　

こ
と

（
島
）　　
　
　
　
　
　
　
　

遠　

を　
　
　
　
　
　
　

こ
と　
　
　
　
　
　

い
ろ
か
な
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明
星
大
学
研
究
紀
要
【
人
文
学
部
・
日
本
文
化
学
科
】
第
二
十
二
号　

二
〇
一
四
年

＊
（
国
）
は
（
大
）・（
明
）
系
「
渡
る
」
と
作
る
の
に
「
か
く
る
」
と
作
る
。
最
終
形
態
か
。

（
大
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

わ
た

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

わ
た　
　

見　
　
　
　
　

か
り

（
彰
）　　

葛　
　

城　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

わ
た　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
ね

（
明
）　　

か
つ
ら
き
や
夜
わ
た
る
月
に
岩
橋
を　

渡　

る
と
み
る
や
つ
ゝ
く
鴈　

か
ね

（
伊
）　　
　
　
　
　
　

よ　
　
　
　
　
　
　
　
　

渡　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
り
か
ね

（
島
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」
わ
た　
　
　
　
　
　
　
　

か
り
か
ね

（
祐
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

い
は
は
し
を
」
わ
た　
　

見　
　
　
　
　

か
り
か
ね

（
書
）

＊
（
書
）
は
（
内
）（
三
）（
国
）
と
同
様
に
、「
か
く
る
」
と
作
る
。

（
三
）　　
　
　
　
　
　

よ

＊
（
三
）
は
（
国
）・（
静
）
の
初
期
本
文
と
同
文
。

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

わ
た

＊
（
静
）
は
「
か
く
る
」
を
ミ
セ
ケ
チ
し
て
「
わ
た
る
」
と
傍
書
。（
大
）・（
明
）
は
「
わ
た

る
」、（
国
）・（
内
）・（
続
）
が
「
か
く
る
」、
そ
し
て
、（
静
）
は
「
か
く
る
」
↓
「
わ
た
る
」。

前
後
関
係
は
ど
う
な
る
か
。「
わ
た
る
」
↓
「
か
く
る
」
だ
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
う
す
る
と
、

（
静
）
は
先
祖
返
り
し
た
か
。
だ
が
、
そ
の
前
に
「
夜
わ
た
る
」
と
な
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
、

常
識
的
に
考
え
れ
ば
、「
か
く
る
」
が
い
い
。
正
広
が
そ
れ
に
気
づ
い
て
、
最
終
稿
を
「
か
く

る
」
と
し
た
の
だ
ろ
う
。

（
内
）

＊
（
内
）
は
「
か
く
る
」
と
作
り
、（
国
）
と
一
致
す
る
。

（
神
1
）

＊
（
神
1
）
は
（
国
）・（
内
）・（
続
）
と
「
か
く
る
」
で
一
致
。

（
続
）　　

葛　
　

城　

よ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

見

（
続
書
）　

葛　
　

城　

よ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

見

（
続
内
）　

葛　
　

城　

よ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

見

（
続
）　　
　
　
　

な
か
は
　ゝ
　

ひ
か
り　
　
　

種　
　
　
　
　

む
さ
し
の
ゝ
原

（
続
書
）　　
　
　

な
か
は
　ゝ
　

ひ
か
り　
　
　

種　
　
　
　
　

む
さ
し
の
ゝ
原

（
続
内
）　　
　
　

な
か
は
　ゝ
　

ひ
か
り　
　
　

種　
　
　
　
　

む
さ
し
の
ゝ
原

（
神
2
）　　
　
　

な
か
は
　ゝ
　

ひ
か
り　
　
　

種　
　
　
　
　

む
さ
し
の
ゝ
原

四
十
五
番
右　

山
路
花

（
国
）　　

雲
と
な
り
花　

と
ひ
ら
け
て
山
桜　
　

か
へ
さ
は
道
を
う
つ
む
雪
か
な

（
大
）　　
　
　

成　

花　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

路

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

路

（
彰
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

路

（
明
）　　

雲
と
な
り
花　

と
ひ
ら
け
て
山
桜　
　

か
へ
さ
は
路
を
埋　
　

雪
か
な

（
伊
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

さ
く
ら　
　
　
　

路　

埋　
　
　

哉

（
島
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

さ
く
ら　
　
　
　

路

（
祐
）　　
　
　
　
　

は
な　
　
　
　
　
　

さ
く
ら　
　
　
　

路

（
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

路　
　
　
　
　

哉
」

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

哉
」

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

哉
」

（
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

路

（
神
1
）

（
続
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

さ
く
ら　
　
　
　
　
　

埋　

む　

哉

（
続
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

さ
く
ら　
　
　
　
　
　

埋　

む　

哉
」

（
続
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

さ
く
ら　
　
　
　
　
　

埋　

む　

哉

（
神
2
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

さ
く
ら　
　
　
　
　
　

埋　

む　

哉
」

右　

月
前
鴈
」（
明
）（
伊
）（
大
）（
神
1
）（
九
ウ
）

（
国
）　　

か
つ
ら
き
や
夜
わ
た
る
月
に
岩
橋
を　

か
く
る
と
み
る
や
つ
ゝ
く
鴈　

金
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明
星
本
『
正
広
自
歌
合
』
の
本
文
と
校
異
（
1
）　　
　

前
田
雅
之

（
大
）　　
　
　
　
　
　

契　

り　
　
　

そ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

声

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　

契　

り　
　
　

そ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ふ
く

（
彰
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

そ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

声

（
明
）　　

さ
そ
ふ
へ
き
契　
　

あ
れ
は
そ
な
ひ
く
ら
ん
よ
し
や
嵐　
　

の
花
に
吹　

声

（
伊
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

そ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

声

（
島
）　　
　
　
　
　
　

ち
き
り　
　
　

そ　
　
　
　
　
　
　
　

あ
ら
し　
　
　
　
　

声

（
祐
）　　
　
　
　
　
　

ち
き
り　
　
　

そ　
　
　
　
　
　
　
　

あ
ら
し　
　
　

ふ
く

（
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

そ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ふ
く

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

そ

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

そ　
　
　
　

む　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
ゑ

（
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

そ

（
神
1
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

そ

（
続
）　　
　
　
　
　
　

契　

り　
　
　

そ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

声

（
続
書
）　　
　
　
　
　

契　

り　
　
　

そ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

声

＊
（
続
書
）
は
「
花
も
」
の
「
も
」
に
ミ
セ
ケ
チ
「
に
」。
と
い
う
こ
と
は
、（
神
2
）
が
見
た

続
群
書
を
（
続
書
）
は
他
本
で
校
訂
し
た
か
。
他
本
は
内
閣
文
庫
本
自
歌
合
。

（
続
内
）　　
　
　
　
　

契　

り　
　
　

そ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

声
」

（
神
2
）　　
　
　
　
　

契　

り　
　
　

そ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

も　
　

声

＊
（
神
2
）
は
、（
続
）・
他
本
「
花
に
」
を
「
花
も
」
と
作
る
。
誤
写
か
。

右　

十
三
夜
月
」（
彰
）

（
国
）　　

出　

て
世
に
今　

夜
も
月
の
名
取　

川
は
る
ゝ
か
空　

に
と
こ
の
山　

風
」
九

（
大
）

（
ノ
）　　

い
て
　ゝ
　

こ
よ
ひ　
　
　
　
　
　

河　
　
　
　
　
　
　

床

（
彰
）　　

い
て
　ゝ
　

今　

宵　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

床

（
明
）　　

い
て
ゝ
世
に
こ
よ
ひ
も
月
の
名
取　

川
は
る
ゝ
か
空　

に
床　

の
山　

風

（
神
2
）　

葛　
　

城　

よ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

見

＊
（
続
）
系
は
「
か
く
る
」。

四
十
六
番
左　

落
花
随
風

（
国
）

＊
こ
の
四
字
題
が
最
終
形
態
か
。

（
大
）　　
　
　
　

×

（
ノ
）　　
　
　
　

×

（
彰
）　　
　
　
　

×

（
明
）　　
　
　
　

×

（
伊
）　　
　
　
　

×

（
島
）　　
　
　
　

×

（
祐
）　　
　
　
　

×

（
書
）　　
　
　
　

×

（
三
）　　
　
　
　

×

（
内
）　　
　
　
　

×

（
神
1
）　　
　
　

×

（
静
）　　
　
　
　

×

（
続
）　　
　
　
　

×

（
続
書
）　　
　
　

×

（
続
内
）　　
　
　

×

（
神
2
）　　
　
　

×

（
国
）　　

さ
そ
ふ
へ
き
契　
　

あ
れ
は
と
な
ひ
く
ら
ん
よ
し
や
嵐　
　

の
花
に
吹　

こ
ゑ

＊
（
国
）
は
他
本
「
あ
れ
は
そ
」
と
あ
る
の
に
、「
あ
れ
は
と
」
と
作
る
。
最
終
形
態
か
。
但

し
、
字
形
は
「
そ
」
に
も
似
て
い
る
。「
そ
」
と
書
こ
う
と
し
て
、「
と
」
と
書
き
損
じ
た
か
。
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明
星
大
学
研
究
紀
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人
文
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二
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二
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（
神
1
）

（
続
）　　
　
　
　
　
　

契　

り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

波　

さ
と
ふ
て
そ

＊
（
続
）「
波
さ
と
ふ
て
そ
」
は
活
字
の
組
間
違
い
か
。

（
続
書
）　　
　
　
　
　

契　

り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

波

（
続
内
）　　
　
　
　
　

契　

り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

波

（
神
2
）　　
　
　
　
　

契　

り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

波

＊
（
続
書
）・（
神
2
）
が
「
さ
そ
ふ
と
て
」
で
あ
る
か
ら
、（
続
）
の
組
間
違
い
は
間
違
い
な

い
だ
ろ
う
。

右　

沢
辺
鴫
」（
内
）（
静
）

（
国
）　　

あ
さ
沢　

に
か
す
か
く
水
の
う
た
か
た
を
は
か
な
し
と
て
や
鴫
の
鳴　

ら
ん

（
大
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

哥

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
く

（
彰
）　　
　
　
　
　
　

数

（
明
）　　

あ
さ
沢　

に
か
す
か
く
水
の
哥　

か
た
を
は
か
な
し
と
て
や
鴫
の
な
く
ら
ん

（
伊
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

哥　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
く

（
島
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
く

（
祐
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
く

（
書
）　　
　
　

ゝ
は　
　
　
　
　
　
　

哥　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

む

（
三
）

（
静
）

（
内
）　　
　
　

さ
は　

数　

か
く　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
く

（
神
1
）　　
　

さ
は　

数　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

む

（
続
）　　

浅　

沢　
　

数　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
く

（
続
書
）　

浅　

沢　
　

数　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
く　
　

」

（
続
内
）　

浅　

沢　
　

数　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
く

（
伊
）　　

い
て
　ゝ
　

こ
よ
ひ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

床　
　
　
　

か
せ

（
島
）　　

い
て
　ゝ
　

こ
よ
ひ　
　
　
　

と
り　
　
　
　
　
　
　
　

床

（
祐
）　　

い
て
　ゝ
　

こ
よ
ひ　
　
　
　

と
り　
　
　
　
　

そ
ら　

床　
　

や
ま

（
書
）　　

い
て
ゝ
よ　

こ
よ
ひ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

床

（
三
）　　

い
て
　ゝ
　

こ
よ
ひ　
　
　
　
　
　

河　
　
　
　

そ
ら　
　
　
　
　
　

か
せ

（
静
）　　

い
て
ゝ

（
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

と
り
河　
　
　
　
　
　
　

床　
　
　
　

か
せ

（
神
1
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
せ

（
続
）　　
　
　
　
　
　

今　

宵　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

そ
ら

（
続
書
）　　
　
　
　
　

今　

宵　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

そ
ら

（
続
内
）　　
　
　
　
　

今　

宵　
　
　
　
　
　

河　
　
　
　

そ
ら

（
神
2
）　　
　
　
　
　

今　

宵　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

そ
ら

四
十
七
番
左　

江
帰
鴈

（
国
）　　

ふ
か
き
江
に
契　
　

あ
さ
く
も
帰　

る
鴈　

つ
な
か
ぬ
舟
の
浪　

さ
そ
ふ
と
て

（
大
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

浅　

く　

帰

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　

ち
き
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

波　
　
　
　
　
　

」

（
彰
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

波

（
明
）　　

ふ
か
き
江
に
契　
　

あ
さ
く
も
帰　

る
鴈　

つ
な
か
ぬ
舟
の
浪　

さ
そ
ふ
と
て

（
伊
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
り　
　
　
　
　
　

な
み

（
島
）　　
　
　
　
　
　

ち
き
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

（
祐
）　　
　
　
　
　
　

ち
き
り　
　
　
　

か
へ
る
か
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

（
書
）

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
へ
る

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
へ
る

（
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

船
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明
星
本
『
正
広
自
歌
合
』
の
本
文
と
校
異
（
1
）　　
　

前
田
雅
之

（
続
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　

か　
　
　
　
　
　

来　
　
　
　
　
　
　
　

庭　
　
　

風
」

（
神
2
）　　
　
　
　
　
　
　
　

か　
　
　
　
　
　

来　
　
　
　
　
　
　
　

庭

＊
（
神
2
）
も
「
し
の
ふ
か
」
と
す
る
。
も
と
も
と
が
「
し
の
ふ
か
」
と
な
っ
て
い
た
。

右　

江
上
月
」（
大
）（
彰
）

（
国
）　　

月
そ
こ
れ
水
な
き
空　

の
玉
か
し
は
も
に
う
つ
も
る
ゝ
影　

も
く
も
ら
す

（
大
）

＊　
（
大
）
の
く
も
ら
て
の
「
て
」
ミ
セ
ケ
チ
「
す
」
と
傍
書
。

（
ノ
）

（
彰
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

藻　
　
　
　
　
　

か
け

（
明
）　　

月
そ
こ
れ
水
な
き
空　

の
玉
か
し
は
藻
に
う
つ
も
る
ゝ
影　

も
く
も
ら
す

（
伊
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

藻

（
島
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

藻　
　
　
　
　
　

か
け

（
祐
）　　
　
　
　
　
　
　
　

そ
ら　
　
　
　
　

藻　
　
　
　
　
　

か
け

（
書
）

（
三
）　　
　
　

是　
　
　
　

そ
ら

（
静
）　　
　
　

是

（
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

柏　
　

藻　
　
　
　

れ
ぬ　
　

そ　
　
　

ぬ

＊
（
内
）
は
「
藻
に
う
つ
も
れ
ぬ
影
そ
く
も
ら
ぬ
」
と
い
う
独
自
本
文
。
ど
う
や
ら
あ
ま
り
い

い
本
で
は
な
い
か
。

（
神
1
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

藻　
　
　
　

れ
ぬ　
　

そ　
　
　

ぬ

＊
（
神
1
）
は
（
内
）
と
同
文
。

（
続
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

柏　
　

藻　
　
　
　
　
　

か
け

（
続
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

柏　
　

藻　
　
　
　
　
　

か
け

（
続
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

柏　
　

藻　
　
　
　
　
　

か
け

（
神
2
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

柏　
　

藻　
　
　
　
　
　

か
け

（
神
2
）　

浅　

沢　
　

数　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
く　
　

」

四
十
八
番
左　

閑
居
花
」（
明
）（
伊
）（
神
1
）（
十
オ
）

（
国
）　　

い
と
ふ
と
て
し
の
ふ
る
花　

の
陰　

に
き
て
か
た
え
う
こ
か
す
鴈
の
春　

か
せ

＊
他
本
は
「
庭
の
春
か
せ
」
と
す
る
。「
鴈
の
春
か
せ
」
で
は
意
味
が
通
じ
な
い
。「
庭
」
と
書

こ
う
と
し
て
「
鴈
」
と
書
い
て
し
ま
っ
た
か
。

（
大
）　　
　
　
　
　
　

忍　
　
　
　
　
　

か
け　
　
　

片　

枝　
　
　
　

庭　

は
る

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

枝　
　
　
　

庭　
　
　

風

（
彰
）　　
　
　
　
　
　

忍　
　

る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

枝　
　
　
　

庭　

は
る
風

（
明
）　　

い
と
ふ
と
て
忍　
　

る
花　

の
陰　

に
き
て
か
た
枝
う
こ
か
す
庭
の
春　

風

（
伊
）　　
　
　
　
　
　

忍　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

枝　
　
　
　

庭　

は
る

（
島
）　　
　
　
　
　
　

忍　
　
　
　
　
　

か　
　
　
　
　
　

枝　
　
　
　

庭　
　
　

風

＊
（
島
）
で
は
「
か
」
と
読
め
る
。

（
祐
）　　
　
　
　
　
　

忍　
　
　

は
な
の
か
け　
　
　
　
　

枝　
　
　
　

庭　
　
　

風

（
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

枝　
　
　
　

庭　
　
　

風
」

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

庭　
　
　
　
　

」

（
静
）

（
内
）　　
　
　
　
　
　

忍　
　

る　
　
　

か
け　
　
　
　
　

枝　
　
　
　

庭

（
神
1
）　　
　
　
　
　

忍
×
×
か　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

枝　
　
　
　

庭

＊
（
神
1
）
は
（
続
）・（
神
2
）
と
同
じ
く
「
忍
か
花
」
に
つ
く
る
。（
神
1
）
の
正
体
は
ま

だ
不
明
で
あ
る
。
但
し
、「
る
」
を
書
こ
う
と
し
て
「
か
」
に
な
っ
た
可
能
性
は
あ
る
。
ひ
ょ

っ
と
し
て
（
内
）・（
続
）
に
近
い
本
か
。

（
続
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

か　
　
　
　
　
　

来　
　
　
　
　
　
　
　

庭

＊
他
本
は
「
し
の
ふ
る
」
と
す
る
を
（
続
）
は
「
し
の
ふ
か
」
と
す
る
。（
続
書
）・（
神
2
）

も
同
文
な
の
で
、
独
自
本
文
。

（
続
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　

か　
　
　
　
　
　

来　
　
　
　
　
　
　
　

庭
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明
星
大
学
研
究
紀
要
【
人
文
学
部
・
日
本
文
化
学
科
】
第
二
十
二
号　

二
〇
一
四
年

（
大
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
せ

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　

ふ
み　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

来
る　

む
か
ふ

（
彰
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

む
か
ふ　
　
　
　
　

か
せ

（
明
）　　

ま
な
ふ
へ
き
ふ
み
に
は
あ
ら
て
か
き
つ
ら
ね
く
る
鴈
向　

ふ
窓　

の
北　

風

（
伊
）　　
　
　
　
　
　

ふ
み

（
島
）　　
　
　
　
　
　

ふ
み

（
祐
）　　
　
　
　
　
　

ふ
み　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

む
か
ふ
ま
と　

き
た

（
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

む
か
ふ

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

書　

つ　
　
　
　
　
　
　
　

ま
と

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

（
内
）　　

学　

ふ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

む
か
ふ　
　
　
　
　

か
せ

（
神
1
）　　
　
　
　
　

ふ
み　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

む
か
ふ

（
続
）　　
　
　
　
　
　

ふ
み　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

む
か
ふ

（
続
書
）　　
　
　
　
　

ふ
み　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

む
か
ふ

（
続
内
）　　
　
　
　
　

ふ
み　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

来　
　

む
か
ふ

（
神
2
）　　
　
　
　
　

ふ
み　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

む
か
ふ

五
十
番　

左　

霞
中
花
」（
ノ
）

（
国
）　　

た
を
や
め
の
か
さ
ぬ
る
衣　

の
や
へ
桜
霞　
　

に
あ
ま
る
匂　
　

を
そ
み
る

（
大
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

八
重　

か
す
み

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

き
ぬ　

八
重　
　
　
　
　
　
　
　

に
ほ
ひ

＊
（
ノ
）
は
「
八
桜
」
の
間
に
小
書
き
で
「
重
歟
」
と
傍
書
。
後
筆
に
よ
る
校
訂
。

（
彰
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

八
重　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

見

（
明
）　　

た
を
や
め
の
か
さ
ぬ
る
き
ぬ
の
八
重
桜
霞　
　

に
あ
ま
る
に
ほ
ひ
を
そ
み
る

（
伊
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

き
ぬ　

八
重　
　
　
　
　
　
　
　

に
ほ
ひ

（
島
）　　
　

は　
　
　
　
　
　
　

き
ぬ　

八
重　
　
　
　
　
　
　
　

に
ほ
ひ

（
内
）

四
十
九
番
左　

嶺
帰
鴈
」（
国
）（
島
）（
祐
）

（
国
）　　

春
の
夢
た
れ
か
は
か
よ
ふ
嶺　

の
庵　

う
き
橋　

か
け
て
わ
た
る
鴈　

か
ね

（
大
）　　
　
　
　

誰　

か

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

峯　
　
　
　
　
　

は
し　
　
　
　
　
　

か
り
金

（
彰
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
り

（
明
）　　

春
の
夢
た
れ
か
は
か
よ
ふ
峯　

の
庵　

う
き
は
し
か
け
て
渡　

る
鴈　

金

（
伊
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

峯　
　
　
　
　
　

は
し　
　
　

渡　
　

か
り

（
島
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

み
ね　
　
　
　
　

は
し　
　
　
　
　
　

か
り

（
祐
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

み
ね　

い
ほ　
　

は
し　
　
　
　
　
　

か
り

（
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

峯　
　
　
　
　
　

は
し　
　
　
　
　
　
　
　

金

（
三
）　　
　
　

草
誰　

か

＊
（
三
）
は
他
本
「
夢
」
を
「
草
」
と
す
る
。
誤
読
だ
ろ
う
。

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

金

（
内
）　　
　
　
　

誰　

か　
　
　
　

峯　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

渡　

る
か
り

（
神
1
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

峯

（
続
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
り

（
続
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
り

（
続
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
り

（
神
2
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
り

右　
　
　
　

初
鴈　

作
字

（
続
内
）　　
　
　

成

（
国
）　　

ま
な
ふ
へ
き
文　

に
は
あ
ら
て
か
き
つ
ら
ね
く
る
鴈
向　

ふ
窓　

の
北　

風
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明
星
本
『
正
広
自
歌
合
』
の
本
文
と
校
異
（
1
）　　
　

前
田
雅
之

（
続
）

（
続
書
）

（
続
内
）

（
神
2
）

五
十
一
番
左　

夜
梅

（
国
）　　

く
も
り
な
く
匂　
　

き
に
け
り
開　

梅　

の
星
の
ま
き
れ
の
庭
の
春　

風
」

（
大
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

さ
く
む
め

（
ノ
）　　

曇　

り　
　

に
ほ
ひ　
　
　
　

さ
く

（
彰
）　　
　
　
　
　
　

匂　

ひ　
　
　
　

咲　

梅

（
明
）　　

く
も
り
な
く
に
ほ
ひ
き
に
け
り
さ
く
梅　

の
星
の
ま
き
れ
の
庭
の
春　

風

（
伊
）　　
　
　
　
　
　

に
ほ
ひ　
　
　
　

さ
く

（
島
）　　
　
　
　
　
　

に
ほ
ひ　
　
　
　

さ
く

（
祐
）　　
　
　
　
　
　

に
ほ
ひ　
　
　
　

さ
く　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

は
る

（
書
）　　
　
　
　
　
　

に
ほ
ひ　
　
　
　

さ
く　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
せ
」

（
静
）

（
内
）　　
　
　
　
　
　

匂　

ひ　
　
　
　

咲　

梅　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
せ

（
神
1
）　　
　
　
　
　

に
ほ
ひ　
　
　
　

さ
く

（
続
）　　

曇　

り　
　

匂　

ひ　
　
　
　

さ
く

（
続
書
）　

曇　

り　
　

匂　

ひ　
　
　
　

さ
く

（
続
内
）　

曇　

り　
　

匂　

ひ　
　
　
　

さ
く　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
せ

（
神
2
）　

曇　

り　
　

匂　

ひ　
　
　
　

さ
く

右　

深
夜
荻
」（
大
）

（
国
）　　

深　

に
け
り
ま
つ
人
な
ら
は
い
か
に
と
も
恨　
　

や
か
け
ん
荻
の
う
は
風

＊
（
島
）
は
「
は
」
に
読
め
る
。

（
祐
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

き
ぬ　

八
重　

か
す
み　
　
　
　

に
ほ
ひ

（
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

き
ぬ　

八
重　
　
　
　
　
　
　
　

に
ほ
ひ

（
三
）

（
静
）

（
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

八
重　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

見　

」

（
神
1
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

八
重　
　
　
　
　
　
　
　

に
ほ
ひ　
　

見

（
続
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

き
ぬ　

八
重　
　
　
　
　
　
　
　

匂　

ひ

（
続
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

き
ぬ　

八
重　
　
　
　
　
　
　
　

匂　

ひ　
　

見　

」

（
続
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

き
ぬ　

八
重　
　
　
　
　
　
　
　

匂　

ひ　
　
　
　

」

（
神
2
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

き
ぬ　

八
重　
　
　
　
　
　
　
　

匂　

ひ　
　

見　

」

右　

舟
中
月
」（
明
）（
伊
）（
神
1
）（
彰
）（
十
ウ
）

（
国
）　　

沖　

津
空　

も
ろ
こ
し
ま
て
の
月
や
み
き
袖
の
湊　
　

に
よ
る
の
舟　

人

（
大
）　　

奥

（
ノ
）　　

奥　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ふ
な

（
彰
）　　

奥　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

み
な
と

（
明
）　　

奥　

津
空　

も
ろ
こ
し
ま
て
の
月
や
み
き
袖
の
湊　
　

に
よ
る
の
舟　

人

（
伊
）　　

奥

（
島
）　　

奥　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」　

み
な
と

（
祐
）　　

奥　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」　

み
な
と

（
書
）　　

奥　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

み
な
と

（
三
）　　
　
　
　

そ
ら　
　
　
　
　
　
　
　
　

見

（
静
）

（
内
）　　

お
き
つ　
　
　
　
　
　

迄　

の

（
神
1
）
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明
星
大
学
研
究
紀
要
【
人
文
学
部
・
日
本
文
化
学
科
】
第
二
十
二
号　

二
〇
一
四
年

（
伊
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

へ　
　
　
　

あ
け　
　
　
　

の
ま

（
島
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

へ　
　
　
　

あ
け　
　
　
　

の
ま　
　
　

」

（
祐
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

へ　
　
　
　

あ
け　
　
　
　

の
ま　
　
　

」

（
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

へ

（
三
）　　
　
　
　

ま　
　
　
　
　
　
　

お
も
ふ　
　

お

＊
（
三
）
は
（
国
）
と
同
文
で
「
お
も
ふ
」。

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

へ

＊
（
静
）
は
「
思
ふ
」
の
「
ふ
」
に
ミ
セ
ケ
チ
を
し
て
「
へ
」
と
傍
書
。

（
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

へ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
ま

（
神
1
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

へ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
×

＊
（
神
1
）
は
「
木
の
ま
」
の
「
ま
」
が
誤
脱
。

（
続
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

へ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
ま

（
続
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

お
も
へ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
ま

（
続
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

お
も
へ　
　
　

有　

明　
　
　
　

の
ま　
　
　

」

＊
（
続
内
）
は
他
本
「
を
し
明
か
た
」
と
す
る
の
を
「
有
明
か
た
」
と
す
る
。
連
想
に
よ
る
書

き
損
じ
か
。

（
神
2
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

お
も
へ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
ま

右　

月
掛
嶺　
（
追
加
）」（
彰
）

（
国
）　　
　
　

×
×

（
大
）　　
　
　

追
加

（
ノ
）　

峯　
　

追
加　

二
字
小
字
で
記
さ
れ
て
い
る
が
、
不
明
。

（
彰
）　　
　
　

追
加

（
明
）　　
　
　

追
加

（
伊
）　　
　
　

追
加

（
島
）　　
　
　

追
加

（
大
）　　

ふ
け　
　
　

待　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

う
ら
み

（
ノ
）　　

ふ
け　
　
　

待　

人　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

む　
　

上　

か
せ

（
彰
）　　

ふ
け　
　
　

待　

人　
　
　
　
　
　
　
　

う
ら
み

（
明
）　　

ふ
け
に
け
り
待　

人
な
ら
は
い
か
に
と
も
恨　
　

や
か
け
ん
荻
の
上　

か
せ

（
伊
）　　

ふ
け　
　
　

待　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

上　

か
せ

（
島
）　　

ふ
け　
　
　

待　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

上　

か
せ

（
祐
）　　

ふ
け　
　
　

待　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

う
ら
み　
　
　
　
　
　

上　

か
せ

（
書
）　　

ふ
け　
　
　

待　

人　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

む　
　

上

（
三
）

（
静
）

＊
（
静
）
は
「
萩
」
に
ミ
セ
ケ
チ
「
荻
」
と
傍
書
。

（
内
）　　
　
　
　
　
　

待　

人　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

む　
　

上　

か
せ

（
神
1
）　　
　
　
　
　

待　

人　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

む　
　

上　

か
せ

（
続
）　　

更　

に　
　

待　

人　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

上

（
続
書
）　

更　

に　
　

待　

人　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

上

（
続
内
）　

更　

に　
　

待　

人　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
せ

（
神
2
）　

更　

に　
　

待　

人　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

上

五
十
二
番
左　

月
前
花
」（
静
）

（
国
）　　

ち
ら
ぬ
ま
に
い
と
し
も
花
を
思　

ふ
と
や
を
し
明　

か
た
の
木　

間
も
る
月

＊
他
本
は
「
思
へ
と
や
」
だ
が
、（
国
）
は
「
思
ふ
と
や
」
と
す
る
。
最
終
形
態
か
。
そ
れ
と

も
誤
写
か
。

（
大
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

お
も
へ

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

お
も
へ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の

（
彰
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

思　

へ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
ま

（
明
）　　

ち
ら
ぬ
ま
に
い
と
し
も
花
を
思　

へ
と
や
を
し
あ
け
か
た
の
木
の
ま
も
る
月
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明
星
本
『
正
広
自
歌
合
』
の
本
文
と
校
異
（
1
）　　
　

前
田
雅
之

（
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　

出　

る
峯　
　
　

む　
　
　
　
　
　

あ
く　

光

（
神
1
）　　
　
　
　

た　
　

出　

る　
　
　
　

む

（
続
）　　
　
　
　
　

た
か　

出　

る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
く　

光

（
続
書
）　　
　
　
　

た
か　

出　

る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
く　

光　
　
　

」

（
続
内
）　　
　
　
　

た
か　

出　

る　
　
　
　
　

と　
　
　
　
　

あ
く

＊
（
続
内
）
は
他
本
「
こ
な
た
」
を
「
と
な
た
」
に
作
る
。
書
き
損
じ
か
。

（
神
2
）　　
　
　
　

た
か　

出　

る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
く　

光　
　
　

」

五
十
三
番
左　

堤
柳
」（
明
）（
伊
）（
神
1
）（
十
一
オ
）

＊
（
神
1
）
は
「
提
柳
」
の
「
提
」
に
ミ
セ
ケ
チ
「
堤
」
と
傍
書
。
書
き
損
じ
に
よ
る
か
。

（
国
）　　

舟
待　

や
淀　

の
つ
ゝ
み
の
柳
陰　

か
す
め
る
う
ち
に
人
そ
あ
つ
ま
る

（
大
）　　
　
　
　
　

よ
と

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　
　
　

堤　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

内

（
彰
）　　
　
　
　
　

よ
と　

堤

＊
（
彰
）
は
「
行
」
に
ミ
セ
ケ
チ
「
待
」
と
傍
書
。
二
回
目
。

（
明
）　　

舟
待　

や
淀　

の
堤　
　

の
柳
陰　

か
す
め
る
内　

に
人
そ
あ
つ
ま
る

（
伊
）　　
　
　
　
　
　
　
　

堤　
　
　
　

か
け　
　
　
　

内

（
島
）　　
　

ま
つ　

よ
と　
　
　
　
　
　

か
け　
　
　
　

内

（
祐
）　　
　

ま
つ　

よ
と　
　
　
　
　
　

か
け　
　
　
　

内

（
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　

堤　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

内

（
三
）　　
　

ま
つ　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
け

（
静
）　　
　

ま
つ

（
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
け

（
神
1
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

陰

（
続
）　　

船
ま
つ　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
け

（
祐
）　　
　
　

追
加

（
静
）　　
　
　

×
×

（
書
）　　
　
　

×
×

＊
（
書
）
に
は
追
加
が
な
い
。
理
由
は
不
明
。

（
三
）　　
　
　

×
×

（
内
）　　
　
　

×
×

（
神
1
）　　
　

追
加

＊
（
神
1
）
に
「
追
加
」
が
あ
る
こ
と
は
、（
大
）（
明
）
系
で
あ
る
こ
と
の
根
拠
に
な
ら
な
い

か
。
な
お
、
そ
の
位
置
は
、
題
の
下
で
は
な
く
、
歌
「
夕
ま
く
れ
」
の
右
に
傍
書
。

（
続
）　　
　
　

×
×

（
続
書
）　　
　

×
×

（
続
内
）　　
　

×
×

（
神
2
）　　
　

×
×

（
国
）　　

夕
ま
暮　

誰
か
待
い
つ
る
嶺　

な
ら
ん
こ
な
た
の
月
は
明　

る
ひ
か
り
に

（
大
）　　
　
　
　
　

た　
　
　
　
　

峯　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

光

（
ノ
）　　
　
　

く
れ
た　
　

出　

る
峯　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

（
彰
）　　
　
　
　
　

た　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
く　

光

＊
（
彰
）
は
「
行
」
に
ミ
セ
ケ
チ
「
待
」
と
傍
書
。
書
き
損
じ
だ
ろ
う
。

（
明
）　　

夕
ま
く
れ
た
か
待
出　

る
嶺　

な
ら
む
こ
な
た
の
月
は
明　

る
光　
　

に

（
伊
）　　
　
　

く
れ
た　
　

出　

る　
　
　
　

む　
　
　
　
　
　

あ
く

（
島
）　　
　
　

く
れ
た　
　

出　

る　
　
　
　

む　
　
　
　
　
　
　
　
　

光

（
祐
）　　
　
　

く
れ
た　
　

出　

る
み
ね　
　

む

（
書
）　　
　
　

く
れ
た　
　

出　

る　
　
　
　

む　
　
　
　
　
　

あ
く　

ひ
か
り

（
三
）　　
　
　
　
　

た
か　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
く　

光

（
静
）　　
　
　

く
れ
た
か　
　
　
　
　
　
　
　

む　
　
　
　
　
　
　
　
　

光
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紀
要
【
人
文
学
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・
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二
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〇
一
四
年

（
神
2
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ち
ら

五
十
四
番
左　

夕
雲
雀
」（
島
）（
祐
）

（
国
）　　

あ
と
も
な
き
夢
の
う
ち
の
ゝ
夕　

雲　

雀
さ
の
み
雲
ゐ
に
誰　

を
恋　

ら
ん

（
大
）　　

跡　
　
　
　
　
　

内　

野

（
ノ
）　　

跡　
　
　
　
　
　

内　

野
の　
　

ひ
は
り　
　
　
　
　
　

た
れ　

こ
ふ

（
彰
）　　

跡　
　
　
　
　
　

内　

野
の　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
れ　

こ
ふ

（
明
）　　

跡　

も
な
き
夢
の
内　

野
ゝ
夕　

ひ
は
り
さ
の
み
雲
ゐ
に
た
れ
を
こ
ふ
ら
ん

（
伊
）　　

跡　
　
　
　
　
　

内　

野　
　
　

ひ
は
り　
　
　
　
　
　

た
れ　

こ
ふ

（
島
）　　

跡　
　
　
　
　
　

内　

野　

ゆ
ふ
ひ
は
り　
　
　
　
　
　

た
れ　

こ
ふ

（
祐
）　　
　
　
　
　
　
　
　

内　

野　

ゆ
ふ
ひ
は
り　
　
　
　
　
　

た
れ　

こ
ふ

（
書
）　　

跡　
　
　
　
　
　

内　

野　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
ふ　
　

」

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

（
内
）　　

跡　
　
　
　
　
　

内　

野
の　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
ふ

（
神
1
）　

跡　
　
　
　
　
　

内　

野　
　
　

ひ
は
り　
　
　
　
　
　

た
れ　

こ
ふ

（
続
）　　

跡　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

井　
　
　
　

こ
ふ

（
続
書
）　

跡　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
ふ

（
続
内
）　

跡　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

井　
　
　
　

こ
ふ　
　

」

（
神
2
）　

跡　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
ふ

右　

沢
鴫
」（
大
）（
彰
）

（
国
）　　

玉
章　

に
秋
の
思　
　

の
か
す
か
く
や
野
沢
の
鴫　

に
ま
し
る
鴈　

か
ね

（
大
）　　
　

つ
さ　
　
　
　
　
　
　

数

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　
　

お
も
ひ　

数　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
り

（
彰
）　　
　

つ
さ　
　
　
　
　
　
　

数

（
続
書
）　

船
ま
つ　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
け

（
続
内
）　

船
ま
つ　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
け

（
神
2
）　

船
ま
つ　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
け

右　

七
夕
木
」（
国
）

（
国
）　　

秋
の
風　

さ
そ
は
ね
は
又
あ
や
に
く
に
梶　

の
葉
お
と
す
け
ふ
の
諸　

人

＊
（
国
）
は
（
大
）（
明
）
系
が
「
ち
ら
す
」
と
す
る
の
に
、「
お
と
す
」
と
作
る
。

（
大
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
ち
の
は
ち
ら　
　
　
　

も
ろ

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ち
ら

（
彰
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
ち　

は
ち
ら　
　
　
　

も
ろ

（
明
）　　

秋
の
風　

さ
そ
は
ね
は
又
あ
や
に
く
に
梶　

の
葉
ち
ら
す
け
ふ
の
諸　

人

（
伊
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ち
ら

（
島
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ち
ら

（
祐
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ち
ら

（
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ち
ら

（
三
）

＊
（
三
）
は
「
お
と
す
」
で
（
国
）
と
同
文
。（
国
）（
三
）（
神
1
）（
内
）
が
同
文
。

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ち
ら

＊
（
静
）
は
「
お
と
す
」
の
「
お
と
」
に
ミ
セ
ケ
チ
「
ち
ら
」
と
傍
書
。

（
内
）　　
　
　

か
せ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

＊
（
内
）
は
（
国
）
と
一
致
す
る
。

（
神
1
）　　
　

か
せ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

今
日　

も
ろ

＊
（
神
1
）
は
「
お
と
す
」
で
（
国
）（
内
）
と
一
致
。

（
続
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ち
ら

（
続
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ち
ら

（
続
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ち
ら
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明
星
本
『
正
広
自
歌
合
』
の
本
文
と
校
異
（
1
）　　
　

前
田
雅
之

（
祐
）　　
　
　
　
　
　
　
　

け
ふ
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
ろ
も　
　

か
す
み
哉

（
書
）　　
　
　

崎　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
ろ
も　
　
　
　
　

哉

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

哉

（
静
）

（
内
）　　

唐　

崎　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

斗

（
神
1
）　

唐　

崎　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

斗　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
す
み

（
続
）　　

辛　

崎　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
す
み

（
続
書
）　

辛　

崎　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
す
み　
　

」

（
続
内
）　

辛　

崎　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
す
み

（
神
2
）　

辛　

崎　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
す
み　
　

」

右　

初
秋
衣
」（
明
）（
伊
）（
神
1
）（
ノ
）（
十
一
ウ
）

（
国
）　　

河
社
衣　
　

や
し
の
に
ほ
し
合　

の
雲
の
浪　

ま
の
秋　

の
は
つ
風
」

（
大
）　　
　
　

こ
ろ
も　
　
　
　
　
　

あ
ひ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
せ

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
み

（
彰
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
ひ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

初　

か
せ

（
明
）　　

河
社
衣　
　

や
し
の
に
ほ
し
合　

の
雲
の
浪　

ま
の
秋　

の
初　

風

（
伊
）

（
島
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

初

（
祐
）　　
　
　

こ
ろ
も　
　
　
　
　
　

」　
　
　
　
　
　
　
　

あ
き　
　
　

か
せ

（
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

星　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

初

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

間　
　
　
　

初

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

初

（
内
）　　
　
　

こ
ろ
も　
　
　
　

星　

合　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

初　

か
せ

（
神
1
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

初　

か
せ

（
続
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
ひ　
　
　

波　
　
　
　
　
　
　
　

か
せ

（
明
）　　

玉
札　

に
秋
の
お
も
ひ
の
数　

か
く
や
野
沢
の
鴫　

に
ま
し
る
鴈　

金

（
伊
）　　
　

札　
　
　
　

お
も
ひ　

数　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鴈　

金

（
島
）　　
　

札　
　
　
　

お
も
ひ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
り
金

（
祐
）　　
　

札　
　
　
　

お
も
ひ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
り

（
書
）　　
　
　
　
　
　
　

思　

ひ

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　

お
も
ひ　
　
　
　
　
　
　
　
　

し
き　
　
　
　

か
り

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

金

（
内
）　　
　
　
　
　
　
　

思　

ひ
を
数　

書　

や　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
り
金

＊
（
内
）
は
「
秋
の
思
い
を
数
書
や
」
と
す
る
。「
の
」
が
「
を
」
に
な
っ
て
い
る
。
独
自
本

文
。

（
神
1
）　　
　
　
　
　
　

思　

ひ
を
数　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
り

＊
（
神
1
）
は
「
思
ひ
を
数
か
く
」
で
（
内
）
と
一
致
。

（
続
）　　
　
　
　
　
　
　

お
も
ひ　

数　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
り

（
続
書
）　　
　
　
　
　
　

お
も
ひ　

数　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
り

（
続
内
）　　
　
　
　
　
　

お
も
ひ　

数　
　
　
　
　
　
　

鴨　
　
　
　
　

か
り

＊
（
続
内
）
は
他
本
「
鴫
」
と
な
っ
て
い
る
の
に
、「
鴨
」
と
作
る
。
書
き
損
じ
か
。

（
神
2
）　　
　
　
　
　
　

お
も
ひ　

数　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
り

五
十
五
番
左　

霞
春
衣

（
国
）　　

か
ら
さ
き
や
松
を
煙　
　

の
春　

は
か
り
し
ほ
や
き
衣　
　

た
つ
霞　
　

か
な

（
大
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

は
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
す
み
哉

（
ノ
）　　
　
　

崎　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

計　
　
　
　
　
　

こ
ろ
も
立
×
か
す
み

（
彰
）

（
明
）　　

か
ら
崎　

や
松
を
煙　
　

の
春　

斗　
　

し
ほ
や
き
衣　
　

た
つ
霞　
　

か
な

（
伊
）　　
　
　

崎　
　
　
　

け
ふ
り　
　
　

斗

（
島
）　　
　
　

崎
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国
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う
き
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の
思　

ひ
や
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に
ゆ
ふ
ま
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声　

す
る
風　

の
軒
の
下
荻

（
大
）　　
　
　
　
　
　
　

×　
　
　
　

夕　
　
　
　

こ
ゑ

（
ノ
）　　
　
　
　
　

お
も　
　

わ
れ　
　
　
　

く
れ

（
彰
）　　
　
　
　
　
　
　

×　
　
　
　

夕　
　
　
　

こ
ゑ

（
明
）　　

う
き
秋
の
お
も
ひ
や
わ
れ
に
ゆ
ふ
ま
く
れ
こ
ゑ
す
る
風　

の
軒
の
下
荻

（
伊
）　　
　
　
　
　

お
も　
　

わ
れ　
　
　
　

く
れ
こ
ゑ

（
島
）　　
　
　
　
　

お
も　
　

わ
れ　

夕　

ま
く
れ
こ
ゑ　
　

か
せ

（
祐
）　　
　
　
　
　

お
も　
　

わ
れ　

夕　

ま
く
れ
こ
ゑ　
　

か
せ

（
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

わ
れ　
　
　
　

く
れ
こ
ゑ

（
三
）　　
　
　
　
　

お
も　
　
　
　
　

夕　
　

く
れ

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

く
れ

＊
（
静
）
は
「
下
萩
」
の
「
萩
」
に
ミ
セ
ケ
チ
「
荻
」
と
傍
書
。

（
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

わ
れ
も　
　

ま　
　

こ
ゑ　
　
　
　
　
　
　
　

お
き

＊
（
内
）
は
「
わ
れ
も
ゆ
ふ
ま
暮
」
と
作
る
。「
に
」
を
「
も
」
と
読
ん
だ
か
。
独
自
本
文
。

（
神
1
）　　
　
　
　
　
　
　
　

わ
れ
も
夕　

ま
く
れ
こ
ゑ

＊
（
神
1
）
は
「
わ
れ
も
」
で
（
内
）
と
一
致
。

（
続
）　　
　
　
　
　

お
も　
　

わ
れ　

夕

（
続
書
）　　
　
　
　

お
も　
　

わ
れ　

夕

（
続
内
）　　
　
　
　

お
も　
　

わ
れ　

夕　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

は
き

＊
（
続
内
）
は
他
本
「
下
荻
」
を
「
し
た
は
き
」
と
作
る
。
誤
読
か
。

（
神
2
）　　
　
　
　

お
も　
　

わ
れ　

夕

五
十
七
番
左　

桃
花
」（
内
）

（
国
）　　

た
を
や
め
の
ひ
か
ふ
る
み
き
か
開　

桃
の
花　

に
か
た
ふ
く
春
の
よ
の
月

（
大
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

さ
く

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

さ
く　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

夜

（
続
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
ひ　
　
　

波　
　
　
　
　
　
　
　

か
せ

（
続
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
ひ　
　
　

波　
　
　
　
　
　
　
　

か
せ

（
神
2
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
ひ　
　
　

波　
　
　
　
　
　
　
　

か
せ

五
十
六
番
左　

余
寒

（
国
）　　

春
や
と
き
梅
さ
く
軒
に
つ
ら
ゝ
ゐ
て
花
の
か
さ
む
き
霜　

の
あ
さ
風

（
大
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

朝　

か
せ

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

朝

（
彰
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

朝

（
明
）　　

春
や
と
き
梅
さ
く
軒
に
つ
ら
ゝ
ゐ
て
花
の
か
さ
む
き
霜　

の
朝　

か
せ

（
伊
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

朝

（
島
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

し
も　
　
　

か
せ

（
祐
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ら　
　
　
　
　
　
　
　

し
も　
　
　

か
せ

（
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

香　
　
　
　
　
　

朝　

か
せ

（
三
）　　
　
　
　
　
　

咲　

軒　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

朝　

か
せ

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
せ

（
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

香　
　
　
　
　
　

朝　

か
せ

（
神
1
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ら　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

朝

（
続
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

寒　

き　
　
　

朝　

か
せ

（
続
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

寒　

き　
　
　

浅　

か
せ

（
続
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

寒　

き　
　
　

朝　

か
せ
」

（
神
2
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

寒　

き　
　
　

朝　

か
せ

右　

荻
風
」（
静
）（
彰
）

＊
（
静
）
は
「
萩
」
に
ミ
セ
ケ
チ
「
荻
」
と
傍
書
。
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明
星
本
『
正
広
自
歌
合
』
の
本
文
と
校
異
（
1
）　　
　

前
田
雅
之

（
三
）　　
　
　
　
　

か
つ
ら　
　
　
　
　
　

河　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
ほ
ふ
覧

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

河　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

×　

む

（
内
）　　
　
　
　
　

か
つ
ら　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

し　

波　
　
　

に
ほ
ふ

＊
（
内
）
は
「
さ
て
し
」
と
作
る
。「
も
」
を
「
し
」
と
読
ん
だ
か
。
独
自
本
文
。

（
神
1
）　　
　
　
　

か
つ
ら　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
ほ
ふ

（
続
）　　
　
　
　
　

か
つ
ら　
　
　
　
　
　

河　
　
　
　
　

波　

か
け
に
ほ
ふ

（
続
書
）　　
　
　
　

か
つ
ら　
　
　
　
　
　

河　
　
　
　
　

波　

か
け
に
ほ
ふ　
　

」

（
続
内
）　　
　
　
　

か
つ
ら　
　
　
　
　
　

河　
　
　
　
　

波　

か
け
に
ほ
ふ

（
神
2
）　　
　
　
　

か
つ
ら　
　
　
　
　
　

河　
　
　
　
　

波　

か
け
に
ほ
ふ　
　

」

五
十
八
番
左　

岡
躑
躅
」（
国
）（
明
）（
伊
）（
神
1
）（
十
二
オ
）

（
国
）　　

あ
ま
や
す
む
霞　
　

の
み
ほ
の
舟
岡
に
春
は
い
さ
り
を
た
く
つ
ゝ
し
哉

（
大
）　　
　
　
　
　
　

か
す
み

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

（
彰
）　　

蜑　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

や　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
な

＊
（
彰
）
は
他
本
「
春
は
」
を
「
春
や
」
と
作
る
。
理
由
は
不
明
。

（
明
）　　

あ
ま
や
す
む
か
す
み
の
み
ほ
の
舟
岡
に
春
は
い
さ
り
を
た
く
つ
ゝ
し
哉

（
伊
）　　
　
　
　
　
　

か
す
み

（
島
）　　
　
　
　
　
　

か
す
み　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
な

（
祐
）　　
　
　
　
　
　

か
す
み　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
な

（
書
）

（
三
）　　
　
　

の　
　
　
　
　
　
　

を

＊
（
三
）
は
（
静
）
初
期
本
と
同
じ
く
「
あ
ま
の
」
と
す
る
。
両
者
は
近
い
関
係
に
あ
る
か
。

（
静
）

＊
（
静
）
は
「
あ
ま
の
」
の
「
の
」
に
ミ
セ
ケ
チ
「
や
」
と
傍
書
。「
た
ゝ
」
の
「
ゝ
」
に
ミ

セ
ケ
チ
「
く
」
と
傍
書
。

（
彰
）　　
　
　
　
　
　

む
か　
　
　
　
　

さ
く

＊
（
彰
）
は
他
本
「
ひ
か
ふ
る
」
を
「
む
か
ふ
る
」
と
作
る
。
書
き
損
じ
だ
ろ
う
。

（
明
）　　

た
を
や
め
の
ひ
か
ふ
る
み
き
か
さ
く
桃
の
花　

に
か
た
ふ
く
春
の
夜
の
月

（
伊
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

さ
く

（
島
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

さ
く　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

夜　
　

」

（
祐
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

さ
く　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

夜　
　

」

（
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

さ
く　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

は
な　
　
　
　
　
　
　

夜　
　

」

（
静
）

（
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

さ
く

（
神
1
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

さ
く

（
続
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

さ
く

（
続
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

さ
く

（
続
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

さ
く　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

夜

（
神
2
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

さ
く

右　

河
月
」（
大
）（
内
）

（
国
）　　

す
む
月
の
桂　
　

の
花
や
梅　

津
川　

さ
て
も
そ
浪
に
影　

匂　

ふ
ら
ん

（
大
）　　
　
　
　
　

か
つ
ら　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
け　
　
　
　

む

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
ほ
ふ

（
彰
）　　
　
　
　
　

か
つ
ら　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
ほ
ふ

（
明
）　　

す
む
月
の
か
つ
ら
の
花
や
梅　

津
川　

さ
て
も
そ
浪
に
影　

匂　

ふ
ら
ん

（
伊
）　　
　
　
　
　

か
つ
ら

（
島
）　　
　
　
　
　

か
つ
ら　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
け
に
ほ
ふ　

む

（
祐
）　　
　
　
　
　

か
つ
ら　
　
　

む
め　

か
は　
　
　
　
　
　

か
け
に
ほ
ふ

（
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
ほ
ふ　

む
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明
星
大
学
研
究
紀
要
【
人
文
学
部
・
日
本
文
化
学
科
】
第
二
十
二
号　

二
〇
一
四
年

＊
（
神
1
）
は
（
大
）（
明
）（
内
）
と
一
致
。

（
続
）　　

有　
　

み
や
こ　
　
　
　

白　

河　
　

同　

し　
　
　
　
　
　
　
　

か
け

（
続
書
）　

有　
　

み
や
こ　
　
　
　

白　

河　
　

同　

し　
　
　
　
　
　
　
　

か
け

（
続
内
）　

有　
　

み
や
こ　
　
　
　

白　

河　
　

同　

し　
　
　
　
　
　
　
　

か
け

（
神
2
）　

有　
　

み
や
こ　
　
　
　

白　

河　
　

同　

し　
　
　
　
　
　
　
　

か
け

五
十
九
番
左　

閑
居
見
花
」（
島
）（
祐
）

（
国
）　　

夕　

ま
く
れ
ま
れ
の
人
め
も
す
み
は
て
ゝ
花　

に
ひ
ま
あ
る
木　

本　

の
宿

（
大
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

や
と

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の

（
彰
）　　

ゆ
ふ　

暮
×　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
も
と　

や
と

（
明
）　　

夕　

ま
く
れ
ま
れ
の
人
め
も
す
み
は
て
ゝ
花　

に
ひ
ま
あ
る
木
の
も
と
の
や
と

（
伊
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
も
と　

や
と

（
島
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
も
と　

や
と

（
祐
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

は
な　
　
　
　
　
　

の
も
と　

や
と

（
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

隙

（
静
）

（
内
）　　
　
　
　

暮
×　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

有
×　

の
本　
　

や
と

（
神
1
）　　
　
　
　
　

稀　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

や
と

（
続
）　　
　
　

間
暮
×　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の

（
続
書
）　　
　

ま
暮
×　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の

（
続
内
）　　
　

ま
暮
×　
　
　
　
　
　

せ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の

＊
（
続
内
）
は
他
本
「
す
み
は
て
ゝ
」
を
「
せ
み
は
て
ゝ
」
と
作
る
。
書
き
損
じ
か
。

（
神
2
）　　
　

間
暮
×　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の

（
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

焼
×

＊
（
神
1
）・（
内
）
は
「
た
く
」
の
表
記
が
「
焼
」
で
一
致
。

（
神
1
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

焼
×

（
続
）　　

海
士　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

船

（
続
書
）　

海
士　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

船

（
続
内
）　

海
士　
　
　
　
　
　
　
　

を　

船　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

（
神
2
）　

海
士　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

船

右　

関
月
」（
彰
）

（
国
）　　

在
明
は
都　
　

の
か
た
の
し
ら
川　

や
お
な
し
あ
つ
ま
の
関
屋
も
る
月

＊
（
国
）
は
末
句
が
「
月
」
と
作
る
。
最
終
形
態
か
。（
静
）
も
同
じ
。

（
大
）　　
　
　
　
　
　
　
　

方　
　

白　

河　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

影

（
ノ
）　　

有　
　
　
　
　
　
　
　
　

白　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

影

（
彰
）　　

有　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

や　
　

か
け

（
明
）　　

有
明
は
都　
　

の
か
た
の
白　

川　

や
お
な
し
あ
つ
ま
の
関
屋
も
る
影

（
伊
）　　

有　
　
　
　
　
　
　
　
　

白　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
け

（
島
）　　

有　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

影

（
祐
）　　

有　
　

み
や
こ　
　
　
　
　
　

か
は　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
け

（
書
）　　

有　
　
　
　
　
　
　
　
　

白　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
け

（
三
）　　

有　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

河

＊
（
三
）
は
（
国
）・（
静
）
と
同
文
。

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

河　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

＊
（
静
）
は
（
国
）
と
同
じ
く
「
も
る
月
」（
他
本
「
影
」）
と
な
っ
て
い
る
。

（
内
）　　

有　
　
　
　
　
　
　

方　
　
　

河　
　
　
　
　

東　
　
　
　
　
　
　

か
け

＊
（
内
）
は
（
大
）
と
（
明
）
と
同
じ
。（
国
）
に
な
り
き
っ
て
い
な
い
段
階
か
。

（
神
1
）　

有　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

東　
　
　
　
　
　
　

か
け
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明
星
本
『
正
広
自
歌
合
』
の
本
文
と
校
異
（
1
）　　
　

前
田
雅
之

（
大
）　　

た
か
さ
こ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ん
こ
と
し　
　
　
　
　
　

み
え
ぬ
る

（
ノ
）　　

た
か
さ
こ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
と
し　
　
　
　
　
　

み
え
ぬ
る

（
彰
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ん
こ
と
し　
　
　
　
　
　

み
え
ぬ
る

（
明
）　　

た
か
さ
こ
の
松　

の
心　
　

よ
い
か
な
ら
ん
こ
と
し
も
あ
り
て
花
に
み
え
ぬ
る

（
伊
）　　

た
か
さ
こ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ん
こ
と
し　
　
　
　
　
　

み
え
ぬ
る

（
島
）　　

た
か
さ
こ　
　
　
　

こ
ゝ
ろ　
　
　
　
　

ん
こ
と
し　
　
　
　
　
　

み
え
ぬ
る

（
祐
）　　

た
か
さ
こ　
　
　
　

こ
ゝ
ろ　
　
　
　
　

ん
こ
と
し　
　
　
　
　
　

見
え
ぬ
る

（
書
）　　

た
か
さ
こ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
と
し　
　
　
　
　
　

み
え
ぬ
る
」

（
三
）　　
　
　
　
　
　

ま
つ　
　
　
　
　
　
　
　
　

ん　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

＊
（
三
）
は
（
国
）・（
静
）
初
期
本
・（
内
）
と
同
文
。

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

み
え
ぬ
る

＊
（
静
）
は
文
末
は
「
の
み
ぬ
る
」
の
「
の
み
」
を
ミ
セ
ケ
チ
「
み
え
」
と
傍
書
。
先
祖
帰
り

か
。

（
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

＊
（
内
）
は
（
国
）
と
一
致
す
る
。

（
神
1
）　　
　
　
　
　

ま
つ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

見
え
ぬ
る

＊
（
神
1
）
は
こ
こ
で
は
（
大
）（
明
）
と
一
致
す
る
。

（
続
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ん
こ
と
し　
　

か　
　
　

み
え
ぬ
る

＊
（
続
）
は
文
末
は
「
大
」「
明
」
と
同
じ
。
だ
が
、
他
本
「
あ
り
て
」
を
「
あ
か
て
」
と
作

る
。

（
続
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ん
こ
と
し　
　

か　
　
　

み
え
ぬ
る
」

＊
（
続
書
）
は
「
あ
り
て
」
の
「
り
」
ミ
セ
ケ
チ
「
か
」。
別
本
を
見
て
の
校
訂
だ
ろ
う
。

（
続
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ん
こ
と
し　
　

か　
　
　

み
え
ぬ
る
」

（
神
2
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ん
こ
と
し　
　
　
　
　
　

み
え
ぬ
る
」

＊
（
神
2
）
が
「
あ
り
て
」
な
の
で
、「
あ
か
て
」
は
誤
写
だ
ろ
う
が
、
そ
れ
が
定
着
し
た
か
。

右　

閑
居
荻

＊
（
静
）
は
「
萩
」
に
ミ
セ
ケ
チ
「
荻
」
と
傍
書
。

（
国
）　　

う
き
こ
と
そ
半　
　

ま
き
る
ゝ
荻　

原　

や
松　

立　

な
ら
ふ
風　

の
こ
ゑ
〳
〵

（
大
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

は
ら

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　

な
か
は

（
彰
）　　
　
　
　
　
　

な
か
は　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

声

（
明
）　　

う
き
事　

そ
な
か
は
ま
き
る
ゝ
荻　

原　

や
松　

立　

な
ら
ふ
風　

の
こ
ゑ
〳
〵

（
伊
）　　
　
　

事　
　

な
か
は　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

声

（
島
）　　
　
　

事　
　

な
か
は　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
ち　
　
　

か
せ

（
祐
）　　
　
　
　
　
　

な
か
は　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
ち　
　
　

か
せ

（
書
）　　
　
　

事

（
三
）　　
　
　

事　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
ち　
　
　

か
せ　

声

（
静
）　　
　
　

事　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

声

＊
（
静
）
は
「
萩
」
に
ミ
セ
ケ
チ
「
荻
」
と
傍
書
。

（
内
）　　
　
　
　
　
　

な
か
は　
　
　
　

お
き
は
ら　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

声　

々

（
神
1
）

（
続
）　　
　
　

事　
　

な
か
は　
　
　
　
　
　
　
　
　

ま
つ
た
ち　
　
　
　
　
　

声

（
続
書
）　　
　

事　
　

な
か
は　
　
　
　
　
　
　
　
　

ま
つ
た
ち　
　
　
　
　
　

声

（
続
内
）　　
　

事　

と
な
か
は　
　
　
　
　
　
　
　
　

ま
つ
た
ち　
　
　
　
　
　

声

＊
（
続
内
）
は
他
本
「
そ
の
事
そ
」
と
す
る
の
に
、「
そ
の
事
と
」
と
作
る
。
書
き
損
じ
か
。

（
神
2
）　　
　

事　
　

な
か
は　
　
　
　
　
　
　
　
　

ま
つ
た
ち　
　
　
　
　
　

声

六
十
番　

左　

見
花

（
国
）　　

高　

砂　

の
松　

の
心　
　

よ
い
か
な
ら
む
今　

年
も
あ
り
て
花
に
の
み
ぬ
る
」

＊
（
国
）
は
（
大
）（
明
）
が
末
句
「
み
え
ぬ
る
」
と
す
る
の
に
、「
の
み
ぬ
る
」
と
作
る
。
最

終
形
態
か
。
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（
彰
）　　
　

未
花

（
明
）　　
　

未
花

（
伊
）　　
　

未
花

（
島
）　　
　

未
花

（
祐
）　　
　

未
花

（
書
）　　
　

未
花

（
三
）　　
　

花
未

＊
（
三
）
＝
（
静
）
＝
（
国
）。

（
静
）　　
　

花
未

（
内
）　　
　

未
花

（
神
1
）　　

末
花

（
続
）　　
　

未
花

（
続
書
）　　

未
花

（
続
内
）　　

未
花

（
神
2
）　　

末
花

（
国
）　　

さ
の
み
か
く
あ
く
れ
は
む
か
ひ
日
く
る
れ
は
心　
　

の
そ
ふ
を
花　

や
い
と
は
ん

（
大
）　　
　
　
　
　
　

明　

れ　

向
ひ

（
ノ
）

（
彰
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

暮　

れ

（
明
）　　

さ
の
み
か
く
あ
く
れ
は
む
か
ひ
日
く
る
れ
は
心　
　

の
そ
ふ
を
花　

や
い
と
は
ん

（
伊
）

（
島
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
ゝ
ろ　
　
　
　

は
な

（
祐
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
ゝ
ろ　
　
　
　

は
な

（
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

む

（
三
）

右　

水
郷
月
」（
明
）（
伊
）（
大
）（
神
1
）（
十
二
ウ
）

（
国
）　　

心　
　

あ
れ
や
月
を
入
江
の
蘆　

す
た
れ
巻　

て
夜
ふ
か
く
と
も
す
火
も
な
し

（
国
）

（
大
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ま
き
て

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

簾

（
彰
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ま
き
て

（
明
）　　

心　
　

あ
れ
や
月
を
入
江
の
蘆　

簾　
　

巻　

て
夜
ふ
か
く
と
も
す
火
も
な
し

（
伊
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

簾

（
島
）　　

こ
ゝ
ろ　
　
　
　
　
　
　
　

あ
し　
　

」

（
祐
）　　

こ
ゝ
ろ　
　
　
　
　
　
　
　

あ
し　
　

」
ま
き
て

（
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

簾

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
し　
　
　
　
　
　

よ

（
静
）

（
内
）　　

こ
ゝ
ろ　
　
　
　
　
　

え　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

深　

く

（
神
1
）

（
続
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
し　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ひ

（
続
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
し　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ひ

＊
（
続
書
）
は
「
心
あ
り
や
」
の
「
り
」
に
ミ
セ
ケ
チ
「
れ
」。
書
き
損
じ
故
だ
ろ
う
。

（
続
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
し　
　
　
　
　
　
　

深　

く　
　
　

ひ

（
神
2
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
し　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ひ

六
十
一
番
左　

花
未
飽
」（
静
）（
ノ
）

（
国
）　　
　

花
未

＊
（
国
）
が
漢
文
の
語
法
的
に
は
合
っ
て
い
る
。
最
終
形
態
か
。

（
大
）　　
　

未
花

（
ノ
）　　
　

未
花
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明
星
本
『
正
広
自
歌
合
』
の
本
文
と
校
異
（
1
）　　
　

前
田
雅
之

（
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

賤　

か　
　

け
ふ
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

本

（
神
1
）　　
　

は
れ　
　
　
　
　

賤　

か
ゆ
ふ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

も

（
続
）　　
　
　

は
れ　
　
　
　
　

賤　

か　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

も

（
続
書
）　　
　

は
れ　
　
　
　
　

賤　

か　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

も

（
続
内
）　　
　

は
れ　
　
　

　々

賤　

か　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

も

（
神
2
）　　
　

は
れ　
　
　
　
　

賤　

か　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

も

六
十
二
番
左　

霞
隔
遠
樹

（
国
）　　

う
す
ゝ
み
の
霞　
　

の
う
ち
に
色　

こ
き
や
絵
嶋
か
磯　

の
松　

の
む
ら
立

（
大
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村

（
ノ
）　　
　
　

墨　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村

（
彰
）

（
明
）　　

う
す
ゝ
み
の
霞　
　

の
う
ち
に
色　

こ
き
や
絵
嶋
か
磯　

の
松　

の
村　

立

（
伊
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村

（
島
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

い
そ　

ま
つ　
　
　
　
　

」

（
祐
）　　
　
　
　
　
　

か
す
み　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

い
そ　

ま
つ　
　
　

た
ち
」

（
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村　

た
ち

＊
（
三
）
は
「
う
す
ゝ
み
の
う
ち
に
」
の
「
の
」
の
後
に
○　
「
霞
の
」
を
傍
書
。
書
き
損
じ

故
だ
ろ
う
。

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村

（
内
）　　

薄　

す
み

（
神
1
）　

薄　

す　
　
　
　
　
　

内　

の
い
ろ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村

＊
（
神
1
）
は
他
本
「
う
ち
に
」
を
「
内
の
」
と
す
る
。
誤
写
か
、
書
き
損
じ
か
。

（
続
）　　
　
　

墨　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
ち

（
続
書
）　　
　

墨　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
ち

（
静
）

＊
（
静
）
は
「
心
の
と
ふ
」
の
「
と
」
に
ミ
セ
ケ
チ
「
そ
」
と
傍
書
。

（
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

暮　

れ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

む

（
神
1
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

む

（
続
）　　
　
　
　
　
　

明　

れ　
　
　
　
　

暮　

れ

（
続
書
）　　
　
　
　
　

明　

れ　
　
　
　
　

暮　

れ

（
続
内
）　　
　
　
　
　

明　

れ　
　
　
　
　

暮　

れ

（
神
2
）　　
　
　
　
　

明　

れ　
　
　
　
　

暮　

れ

右　

月
前
煙

（
国
）　　

空　

晴　

て
中　

〳
〵
し
つ
か
夕　

煙　
　

月
に
は
へ
た
る
秋　

の
や
ま
さ
と

＊
（
国
）
は
末
句
他
本
が
「
や
ま
も
と
」
と
す
る
の
に
、「
や
ま
さ
と
」
と
作
る
。
最
終
形
態

か
。

（
大
）　　
　
　

は
れ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山　

も

（
ノ
）　　
　
　

は
れ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

も

（
彰
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

け
ふ
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

も

（
明
）　　

空　

は
れ
て
中　

〳
〵
し
つ
か
夕　

煙　
　

月
に
は
へ
た
る
秋　

の
山　

も
と

（
伊
）　　
　
　

は
れ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

け
ふ
り　
　
　
　
　
　
　
　
　

山　

も

（
島
）　　
　
　

は
れ　

な
か　
　
　
　
　

ゆ
ふ
け
ふ
り　
　
　
　
　
　
　
　
　

山　

も

（
祐
）　　

そ
ら
は
れ　

な
か　
　
　
　
　

ゆ
ふ
け
ふ
り　
　
　
　
　
　

あ
き
の
や
ま
も

（
書
）　　
　
　

は
れ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

も

（
三
）　　

そ
ら　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

さ
と

＊
（
国
）
＝
（
静
）
初
期
＝
（
三
）。

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

本

＊
（
静
）
は
文
末
「
山
里
」
の
「
里
」
に
ミ
セ
ケ
チ
「
本
」
と
傍
書
。
先
祖
返
り
か
。（
大
）

系
で
校
訂
し
た
か
。
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（
ノ
）　　
　
　
　
　
　

の

（
彰
）　　
　
　
　
　
　

の
ま　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

を
と　
　
　
　
　
　
　
　

波

＊
（
彰
）
は
「
滝
に
」
の
「
に
」
が
不
明
瞭
。
消
し
た
の
か
、
ど
う
か
。

（
明
）　　

山
た
か
み
木
の
ま
に
落　

て
石
は
し
る
滝
に
音　

か
る
春　

の　

藤　

な
み

（
伊
）　　
　
　
　
　
　

の
ま

（
島
）　　
　
　
　
　
　

の
ま
も
お
ち

＊
（
島
）
は
（
明
）
の
「
に
」
を
「
も
」
と
読
ん
だ
か
。

（
祐
）　　
　
　
　
　
　

の
ま
も
お
ち　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

は
る　
　

ふ
ち
な
み

＊
（
祐
）
は
（
島
）
を
そ
の
ま
ま
写
し
た
。
だ
か
ら
こ
こ
で
も
「
も
」
と
な
る
。

（
書
）　　
　
　
　
　
　

の
ま　

お
ち　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

波
」

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

浪
」

（
内
）　　
　
　
　
　
　

の
ま　

お
ち　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松　

の

＊
（
内
）
は
末
句
を
「
松
の
藤
な
み
」
と
作
る
。
独
自
の
変
改
か
。
独
自
本
文
。

（
神
1
）　　

高　

見　

の
ま　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

浪

（
続
）　　
　

髙　

み　

の
ま　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

す　

松　

の

＊
（
続
）
は
他
本
「
音
か
る
」
と
あ
る
の
を
「
音
す
る
」
に
作
る
。

（
続
書
）　　

高　

み　

の
ま　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

す　

松　

の

＊
（
続
書
）
は
「
春
の
藤
」
の
「
春
」
に
ミ
セ
ケ
チ
「
松
」
と
す
る
。

（
続
内
）　　

高　

み　

の
ま　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

す　

ま
つ
の

（
2
）　　
　

高　

み　

の
ま　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

す

＊
（
続
）
は
本
来
の
形
が
「
春
の
藤
」
だ
っ
た
こ
と
を
示
す
。

右　

月
如
鏡
」（
大
）

＊
（
静
）
は
「
女
」
に
ミ
セ
ケ
チ
「
如
」
と
傍
書
。

（
国
）　　

玉　
　
　

あ
く
れ
は
袖　

に
妻　

か
ゝ
み
影　

を
な
ら
ふ
る
在　

明　

の
月

（
続
内
）　　
　

墨　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
ち
」

（
神
2
）　　
　

墨　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
ち

右　

七
夕
雲
」（
国
）（
彰
）

（
国
）　　

雲
の
な
み
今　

夜
な
こ
え
そ
七　

夕　

の
契　
　

を　
　

天　

の
川
上　

の
ま
つ

（
大
）　　
　
　

浪　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

河　
　
　

松

（
ノ
）　　
　
　

波　

こ
よ
ひ

（
彰
）　　
　
　

波

（
明
）　　

雲
の
浪　

こ
よ
ひ
な
こ
え
そ
七　

夕　

の
契　
　

を　
　

天　

の
川
上　

の
ま
つ

（
伊
）　　
　
　

浪　

こ
よ
ひ

（
島
）　　
　
　

浪　

こ
よ
ひ　
　
　
　
　
　
　
　
　

ち
き
り

（
祐
）　　
　
　

浪　

こ
よ
ひ　
　
　
　

た
な
は
た　

ち
き
り　
　
　

あ
ま

（
書
）　　
　
　

浪　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
み　

松

（
三
）　　
　
　
　
　

こ
よ
ひ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

河　
　
　

松

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

河　
　
　

松

（
内
）　　
　
　
　
　

こ
よ
ひ　
　
　
　
　
　
　
　
　

契　

り　
　
　
　
　
　

河
な
み

＊
（
内
）
は
「
川
上
」
を
「
河
な
み
」
と
作
る
。「
な
」
は
「
か
」
の
誤
写
だ
ろ
う
。

（
神
1
）　　
　

浪　

こ
よ
ひ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
み　

松

（
続
）　　
　
　

波　

今　

宵　
　
　
　
　
　
　
　
　

契　

り　
　
　

あ
ま　

河
か
み　

松

（
続
書
）　　
　

波　

今　

宵　
　
　
　
　
　
　
　
　

契　

り　
　
　

あ
ま　

河
か
み　

松
」

（
続
内
）　　
　

波　

今　

宵　
　
　
　
　
　
　
　
　

契　

り　
　
　

あ
ま　

河
か
み

（
神
2
）　　
　

波　

今　

宵　
　
　
　
　
　
　
　
　

契　

り　
　
　

あ
ま　

河
か
み　

松
」

六
十
三
番
左　

水
辺
藤
」（
明
）（
伊
）（
神
1
）（
十
三
オ
）

（
国
）　　

山
た
か
み
木　

間
に
落　

て
石
は
し
る
滝
に
音　

か
る
春　

の　

藤　

な
み

（
大
）　　
　
　
　
　
　

の
ま　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

浪
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明
星
本
『
正
広
自
歌
合
』
の
本
文
と
校
異
（
1
）　　
　

前
田
雅
之

い
る
。
書
き
損
じ
に
拠
る
か
。
そ
れ
に
気
づ
い
て
、
歌
の
冒
頭
「
春
」
の
上
に
「
○
」
印
を
付

し
て
い
る
。

（
国
）　　

春
も
今
朝
岩
戸
を
明　

て
千
は
や
ふ
る
神
世
の
袖　

を
立　

霞　
　

哉

（
大
）　　
　
　

け
さ　
　
　
　
　
　
　

早　

振　
　
　
　
　
　
　

た
つ

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　
　
　

あ
け　
　

早　

振　
　

代

（
彰
）　　
　
　
　
　
　
　
　

あ
け　

ち
は　
　
　
　

代

（
明
）　　

春
も
今
朝
岩
戸
を
あ
け
て
千
早　

振　

神
代
の
袖　

を
た
つ
霞　
　

哉

（
伊
）　　
　
　
　
　
　
　
　

あ
け　
　

早　

振　
　

代　
　
　
　

た
つ

（
島
）　　
　
　
　
　
　
　
　

あ
け　
　

早　

振　
　

代　
　
　
　

た
つ
か
す
み
か
な

（
祐
）　　
　
　
　
　
　
　
　

あ
け　

ち　
　
　
　
　

代　

そ
て　

た
つ
か
す
み

（
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

早　

振　
　

代　
　
　
　

た
つ

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　

あ
け　
　

早　

振　
　
　
　
　
　
　

た
つ

（
静
）

（
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

早　

振　
　

代

（
神
1
）　　
　

け
さ　
　
　
　
　
　
　

早　

振　
　

代
も　
　
　
　
　
　
　
　

か
な

＊
（
神
1
）
は
他
本
「
神
代
の
」
を
「
神
代
も
」
と
作
る
。
独
自
本
文
か
。

（
続
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

早　

振　
　

代　
　
　
　

た
つ
か
す
み

（
続
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

早　

振　
　

代　
　
　
　

た
つ
か
す
み

（
続
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

早　

振　
　

代　
　
　
　

た
つ
か
す
み　
　

」

（
神
2
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

早　

振　
　

代　
　
　
　

た
つ
か
す
み

右　

暁
荻
風
」（
彰
）

（
国
）　　

い
か
ゝ
せ
ん
か
け
の
た
れ
た
の
長　
　

夜
に
み
た
れ
そ
へ
た
る
荻　

の
う
は
風
」

＊
（
国
）
は
「
長
」
を
「
の
」
と
「
夜
」
の
間
に
傍
書
。
他
本
は
「
い
か
ゝ
ね
ん
か
け
の
た
れ

お
（
を
）」
に
す
る
が
、（
国
）
は
「
い
か
ゝ
せ
ん
か
け
の
た
れ
た
」
と
作
る
。「
た
」（
太
）
と

（
大
）　　
　

く
し
け
開　

れ　
　
　
　

つ
ま
鏡

（
ノ
）　　
　

く
し
け　
　
　
　
　
　
　

つ
ま
鏡　
　
　
　
　
　
　
　
　

有　
　
　
　
　

」

（
彰
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

つ
ま　
　
　

か
け　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

つ
き

（
明
）　　

玉
く
し
け
あ
く
れ
は
袖　

に
つ
ま
鏡　
　

影　

を
な
ら
ふ
る
有　

明　

の
月

（
伊
）　　
　

く
し
け　
　
　
　
　
　
　

つ
ま
鏡

（
島
）　　
　

く
し
け　
　
　
　
　
　
　

つ
ま　
　
　

か
け　
　
　
　
　

あ
り

（
祐
）　　
　

く
し
け　
　
　
　

そ
て　

つ
ま　
　
　

か
け　
　
　
　
　

あ
り
あ
け

（
書
）　　
　

く
し
け　
　
　
　
　
　
　

つ
ま
鏡　
　
　
　
　
　
　
　
　

有

（
三
）　　
　

＊
（
国
）
＝
（
静
）
＝
（
三
）

（
静
）　　
　

（
内
）　　
　

く
し
け
明　

れ　
　
　
　
　
　

鏡　
　

か
け　
　
　
　
　

月
そ
の
こ
れ
る
」

＊
（
内
）
は
末
句
を
「
月
そ
の
こ
れ
る
」
と
作
る
。
独
自
の
変
改
か
。
独
自
本
文
。

（
神
1
）　　

く
し
け　
　
　
　
　
　
　
　
　

鏡　
　
　
　
　
　
　
　
　

月
そ
残　

れ
る

＊
（
神
1
）
の
末
句
は
（
内
）
と
同
文
。

（
続
）　　
　

く
し
け
明　

れ　
　
　
　

つ
ま　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

有　

明

＊
（
続
）
は
「
有
明
の
月
」
に
「
月
そ
残
れ
る
イ
」
と
傍
書
。

（
続
書
）　　

く
し
け
明　

れ　
　
　
　

つ
ま　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

有　

明

＊
（
続
書
）
は
「
有
明
の
月
」
に
「
月
そ
残
れ
る
イ
」
と
傍
書
。

（
続
内
）　　

く
し
け
明　

れ　
　
　
　

つ
ま　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

有　

明

＊
（
続
内
）
は
「
有
明
の
月
」
に
「
月
そ
残
れ
る
イ
」
と
傍
書
。（
続
内
）
も
（
内
）
で
校
訂

し
た
か
。

（
神
2
）　　

く
し
け
明　

れ　
　
　
　

つ
ま　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

有　

明

六
十
四
番
左　

初
春
霞
」（
島
）（
祐
）

＊
（
国
）
は
六
十
四
番
左
に
限
っ
て
、
題
↓
歌
の
順
序
が
入
れ
替
わ
っ
て
、
歌
↓
題
と
な
っ
て
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明
星
大
学
研
究
紀
要
【
人
文
学
部
・
日
本
文
化
学
科
】
第
二
十
二
号　

二
〇
一
四
年

六
十
五
番
左　

初
見
山
花

（
国
）　　

明　

そ
む
る
山　

桜　
　

戸
の
花　

の
か
ほ
ま
た
れ
し
ほ
と
を
い
か
ゝ
恨　
　

ん

（
大
）　　
　
　
　
　
　
　
　

さ
く
ら
と　
　
　
　
　
　

待　

れ　
　
　
　
　
　
　

う
ら
み

（
ノ
）　　

あ
け　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

う
ら
み

（
彰
）　　

あ
け　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

う
ら
み

（
明
）　　

あ
け
そ
む
る
山　

桜　
　

戸
の
花　

の
か
ほ
ま
た
れ
し
ほ
と
を
い
か
ゝ
う
ら
み
ん

（
伊
）　　

あ
け
初　

る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

う
ら
み
む

（
島
）　　

あ
け　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

う
ら
み

（
祐
）　　

あ
け　
　
　

や
ま
さ
く
ら　
　

は
な　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

う
ら
み

（
書
）　　

あ
け　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

程　
　
　
　
　

う
ら
み

（
三
）　　

あ
け　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

う
ら
み

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

む

（
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

程　
　
　
　
　

う
ら
み

（
神
1
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

恨　

み
む

（
続
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

う
ら
み

（
続
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

う
ら
み　

」

（
続
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

う
ら
み

（
神
2
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

う
ら
み　

」

右　

隣
家
槿
花
」（
明
）（
伊
）（
静
）（
神
1
）（
十
三
ウ
）

（
国
）　　

う
ち
と
け
て
お
き
ふ
す
宿　

の
か
ひ
ま
み
を
誰　

そ
と
見
れ
は
花　

の
槿

（
大
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
れ　
　

み　
　
　
　
　

あ
さ
か
ほ

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

見　
　
　
　
　

み

（
彰
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
れ　
　
　
　
　
　
　
　

朝
か
ほ

（
明
）　　

う
ち
と
け
て
お
き
ふ
す
宿　

の
か
ひ
ま
み
を
誰　

そ
と
み
れ
は
花　

の
槿

（
伊
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

み

「
お
」（
於
）
を
間
違
っ
た
か
。
た
だ
し
、「
い
か
ゝ
せ
む
」
は
最
終
形
態
か
。

（
大
）　　
　
　
　

ね　
　
　
　
　
　

を　

長　

き　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

上

（
ノ
）　　
　
　
　

ね
む　
　
　
　
　

お　

長　

き　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

上

（
彰
）　　
　
　
　

ね　
　
　
　
　
　

を　

な
か
き　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

上　

か
せ

（
明
）　　

い
か
ゝ
ね
ん
か
け
の
た
れ
お
の
長　

き
夜
に
み
た
れ
そ
へ
た
る
荻　

の
上　

か
せ

（
伊
）　　
　
　
　

ね
む　
　
　
　
　

お　

長　

き　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

上

（
島
）　　
　
　
　

ね　
　
　
　
　
　

お　

長　

き　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

上　

か
せ

（
祐
）　　
　
　
　

ね　
　
　
　
　
　

お　

長　

き　
　
　
　
　
　
　
　
　

お
き　
　
　

か
せ

（
書
）　　
　
　
　

ね
む　
　
　
　
　

お　

長　

き　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

上　

か
せ

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

お　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

上　

か
せ

＊
（
国
）
＝
（
静
）
初
期
＝
（
三
）、「
た
れ
お
」
で
は
（
三
）
は
（
書
）
と
同
一
表
記
。

（
静
）　　
　
　
　

せ
む　
　
　
　
　

お　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

上

＊
（
静
）
は
「
い
か
ゝ
」
の
「
ゝ
」
に
「
ね
イ
」
と
傍
書
。「
萩
」
ミ
セ
ケ
チ
「
荻
」
と
傍
書
。

（
静
）
が
（
国
）
系
以
外
の
（
明
）
系
を
見
て
対
校
し
て
い
る
こ
と
は
確
実
。

（
内
）　　
　
　
　

ね　
　
　
　
　
　

お　

長　

×　
　
　
　
　

は　
　
　

お
き　

上　

か
せ

＊
（
内
）
の
「
み
た
れ
は
へ
た
る
」
と
作
る
。「
は
」
の
字
は
前
に
記
し
た
字
を
消
し
て
書
い

て
お
り
、
も
と
も
と
は
「
そ
」
だ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
独
自
の
変
改
か
、
誤
写
か
。

＊
他
の
用
例
を
見
る
に
、（
国
）
の
「
か
け
の
た
れ
た
」
で
は
な
く
、（
明
）
他
の
「
か
け
の
た

れ
お
（
を
）」
と
い
う
表
現
が
正
し
い
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
こ
と
も
無
視
で

き
な
い
。「
い
か
ゝ
せ
ん
」
と
の
絡
み
も
あ
る
。

（
神
1
）　　
　
　

ね
む　
　
　
　
　

お　

長　

×　
　
　
　
　

そ　
　
　
　
　
　

上

（
続
）　　
　
　
　

ね　
　
　
　
　
　

尾　

長　

き　
　

乱　

れ　
　
　
　
　
　
　

上　

か
せ

（
続
書
）　　
　
　

ね　
　
　
　
　
　

尾　

長　

き　
　

乱　

れ　
　
　
　
　
　
　

上　

か
せ

（
続
内
）　　
　
　

ね　

影　
　
　
　

尾　

長　

き　
　

乱　

れ　
　
　
　
　
　
　

上

（
神
2
）　　
　
　

ね　
　
　
　
　
　

尾　

長　

き　
　

乱　

れ　
　
　
　
　
　
　

上　

か
せ
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明
星
本
『
正
広
自
歌
合
』
の
本
文
と
校
異
（
1
）　　
　

前
田
雅
之

（
静
）　　

す
み　
　
　
　
　
　
　
　
　

さ
ほ
姫
の
な
と
て
霞　
　

の
衣
た
つ
ら
ん

＊
（
静
）
は
（
内
）・（
続
）
と
同
じ
本
文
。
但
し
「
い
ま
ひ
と
へ
春
の
衣
を
た
つ
霞
か
な
イ
」

と
傍
書
。（
明
）・（
国
）
系
と
（
内
）・（
続
）
系
が
混
淆
し
て
い
る
か
。「
棹
姫
…
…
」
の
字
句

を
持
つ
歌
は
こ
の
歌
し
か
な
い
。（
続
）
系
に
は
（
内
）
が
喰
い
込
ん
で
い
る
か
ら
、
こ
の
よ

う
に
な
っ
た
か
、
そ
れ
と
も
、（
続
）
系
自
体
の
本
文
に
古
層
が
残
っ
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。

（
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

さ
ほ
姫
の
な
と
て
霞　
　

の
衣　
　

た
つ
ら
ん

＊
（
内
）
は
三
句
以
降
が
「
さ
ほ
姫
の
な
と
て
霞
の
衣
た
つ
ら
ん
」
と
い
う
独
自
文
に
な
っ
て

い
る
。

（
神
1
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

棹　

姫
の
な
と
て
霞　
　

の
こ
ろ
も
た
つ
ら
ん

＊
（
神
1
）
は
（
内
）
系
の
本
文
で
あ
る
。（
大
）（
明
）
系
で
は
な
い
。

（
続
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

さ
ほ
姫
の
な
と
て
か
す
み
の
衣
た
つ
ら
ん

＊
（
続
）
は
（
内
）
と
同
じ
下
句
。
同
系
統
本
。

（
続
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

さ
ほ
姫
の
な
と
て
か
す
み
の
衣
た
つ
ら
ん

（
続
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

さ
ほ
姫
の
な
と
て
か
す
み
の
衣
た
つ
ら
ん
」

（
神
2
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

さ
ほ
姫
の
な
と
て
か
す
み
の
衣
た
ち
ら
ん

右　

七
夕
鳥
」（
大
）（
ノ
）（
彰
）

（
国
）　　

を
し
な
へ
て
け
ふ
か
さ
ゝ
き
や
み
え
さ
ら
ん
天
津
雲
ゐ
の
橋　

わ
た
す
と
て

（
大
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

渡

（
ノ
）

（
彰
）　　
　
　
　
　
　

け
ふ
か
さ
ゝ
き
や
見

（
明
）　　

を
し
な
へ
て
け
ふ
か
さ
ゝ
き
や
み
え
さ
ら
む
天
津
雲
ゐ
の
橋　

渡　

す
と
て

（
伊
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

む　
　
　
　
　
　
　

渡

（
島
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

む　
　
　
　
　

は
し

（
祐
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

見　
　
　
　
　
　
　
　
　

は
し

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

む

（
島
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」
た
れ　
　

み　
　

は
な

（
祐
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」
た
れ　
　
　
　
　

は
な　

あ
さ
か
ほ

（
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

み

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

み

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

み

（
内
）

（
神
1
）

（
続
）　　

打　

と　
　
　
　
　
　

や
と　
　

い　
　
　
　
　
　
　

み　
　
　
　
　

朝　

か
ほ

（
続
書
）　

打　

と　
　
　
　
　
　

や
と　
　

い　
　
　
　
　
　
　

み　
　
　
　
　

朝　

か
ほ

＊
（
続
書
）
は
「
か
ひ
ま
み
」
の
「
ひ
」
に
ミ
セ
ケ
チ
「
い
」。（
続
）
と
同
じ
。

（
続
内
）　

打　

と　
　
　
　
　
　

や
と　
　

い　
　
　
　
　
　
　

み　
　
　
　
　

朝　

か
ほ

（
神
2
）　

打　

と　
　
　
　
　
　

や
と　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

み　
　
　
　
　

朝　

か
ほ

六
十
六
番
左　

夕
霞

（
国
）　　

墨　

染　

の
夕　
　

の
寺
に
今　

ひ
と
へ
春　

の
衣　
　

を
た
つ
か
す
み
か
な

（
大
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一　

重　
　
　

こ
ろ
も　
　
　
　
　
　

哉

（
ノ
）　　

す
み
そ
め　
　
　
　
　
　
　
　
　

一　

重　
　
　

こ
ろ
も　

立
×
霞

（
彰
）　　

す
み
そ
め　
　
　
　
　
　
　
　
　

一　

重　
　
　

こ
ろ
も　
　
　

霞

（
明
）　　

す
み
そ
め
の
夕　
　

の
寺
に
今　

一　

重
春　

の
衣　
　

を
た
つ
霞　
　

か
な

（
伊
）　　

す
み
そ
め　
　
　
　
　
　
　
　
　

一　

重
は
る　

こ
ろ
も　
　
　

霞

（
島
）　　

す
み
そ
め　
　
　
　
　
　
　

い
ま
ひ
と
重

（
祐
）　　

す
み
そ
め　

ゆ
ふ
へ　
　
　

い
ま
ひ
と
へ　
　
　

こ
ろ
も

（
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一　

重　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

哉
」

（
三
）　　

す
み　
　
　
　
　
　

×　
　

さ
ほ
姫
の
な
と
て
か
す
み
の
衣
た
つ
ら
ん
」

＊
（
静
）
＝
（
三
）
＝
（
神
1
）
＝
（
内
）
＝
（
続
）
系
。（
三
）
は
こ
こ
で
（
国
）
と
別
れ

る
。「
夕
寺
」
と
な
っ
て
お
り
、「
の
」
が
脱
字
。
初
期
形
態
の
復
活
。
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明
星
大
学
研
究
紀
要
【
人
文
学
部
・
日
本
文
化
学
科
】
第
二
十
二
号　

二
〇
一
四
年

（
神
1
）

（
続
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

く
む
も　
　
　
　
　
　
　
　
　

も
と
哉

（
続
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

く
む
も　
　
　
　
　
　
　
　
　

も
と
哉

（
続
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

く
む
も　
　
　
　
　
　
　
　
　

も
と
哉

（
神
2
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

く
む
も　
　
　
　
　
　
　
　
　

も
と
哉

右　

早
秋
朝
」（
内
）

（
ノ
）　　

朝

（
彰
）　　

朝

（
書
）　　

朝

（
三
）　　

朝

（
内
）　　

月

＊
他
本
は
「
朝
」、
お
そ
ら
く
（
内
）
は
（
続
）
と
同
じ
「
日
」
と
書
こ
う
と
し
た
の
で
は
な

い
か
。
歌
に
は
、「
日
」
は
で
る
が
、「
月
」
は
出
な
い
か
ら
で
あ
る
。

（
神
1
）　

朝

（
続
）　　

日

（
続
書
）　

日

＊
（
続
書
）
は
「
朝
」
に
ミ
セ
ケ
チ
「
日
」
と
傍
書
。（
続
書
）
は
（
内
）
系
を
見
て
校
訂
し

た
。

（
続
内
）　

日

＊
（
続
内
）
も
（
内
）
系
で
校
訂
し
た
か
。
そ
れ
と
も
こ
ち
ら
は
も
と
も
と
こ
う
だ
っ
た
か
、

不
明
で
あ
る
。

（
神
2
）　

朝

（
国
）　　

秋
は
け
ふ
西　

吹　

風　

の
音　

は
山　

先　

出　

む
か
ふ
あ
さ
日
か
け
か
な

（
大
）　　
　
　
　
　

に
し　
　

か
せ　
　
　

羽　
　

ま
つ
い
て　
　
　

朝　
　

影

（
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

む

（
三
）

（
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

見　
　
　
　
　
　
　
　
　

は
し
渡　

る

＊
（
内
）
は
末
句
を
「
は
し
渡
る
と
て
」
と
す
る
。
独
自
本
文
。

（
神
1
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

む　
　
　
　
　
　
　

渡　

×
と

＊
（
神
1
）
は
「
渡
」
と
あ
る
か
ら
、「
わ
た
る
」
と
読
ん
だ
可
能
性
が
高
い
。（
内
）
と
同
文
。

（
続
）　　
　
　
　
　
　
　
　

鵲　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

井

（
続
書
）　　
　
　
　
　
　
　

鵲　
　
　
　

見　
　
　
　
　
　
　

井

（
続
内
）　　
　
　
　
　
　
　

鵲　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

井

（
神
2
）　　
　
　
　
　
　
　

鵲　
　
　
　

見　
　
　
　
　
　
　

井

六
十
七
番
左　

早
春
水
」（
国
）（
内
）

＊
（
内
）
が
「
早
春
水　

早
秋
朝
」
と
表
記
す
る
故
。
他
も
同
じ
。

（
国
）　　

け
ふ
そ
春
心　
　

の
水
も
手
に
汲　

も
は
や
う
ち
と
く
る
松
か
本　

か
な

（
大
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

て　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

哉

（
ノ
）

（
彰
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

も
と

（
明
）　　

け
ふ
そ
春
心　
　

の
水
も
手
に
汲　

も
は
や
う
ち
と
く
る
松
か
本　

哉

（
伊
）

（
島
）　　
　
　
　
　

こ
ゝ
ろ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

（
祐
）　　
　
　
　
　

こ
ゝ
ろ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

（
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

哉

（
三
）

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

哉

（
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

く
む
も
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明
星
本
『
正
広
自
歌
合
』
の
本
文
と
校
異
（
1
）　　
　

前
田
雅
之

（
島
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

は
し　

み

（
祐
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

は
し　

み

（
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　

帰　

る　
　
　
　
　

み

＊
（
書
）
は
「
春
」
と
「
夢
」
の
間
に
「
の
」
と
傍
書
。
同
筆
。

（
三
）　　
　
　
　

か
よ
は
ん
と
す
れ
は
浮　

橋　

に
水
か
さ
そ
ふ
へ
き
雨
の
音
か
な

＊
（
三
）
は
末
尾
に
「
出
の
ま
し
」
と
傍
書
。
な
ん
の
こ
と
か
は
不
明
。（
三
）
は
（
続
）
系

と
同
じ
本
文
。（
三
）
＝
（
静
）
初
期
本
＝
（
続
）
系
、
さ
ら
に
、
微
妙
な
差
異
は
あ
る
が
、

（
神
1
）
＝
（
内
）
も
同
系
列
。
こ
こ
で
一
旦
先
祖
返
り
し
た
か
。

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

浮　

橋　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

哉

＊
（
静
）
は
「
か
よ
は
ん
と
す
れ
は
」
に
ミ
セ
ケ
チ
「
わ
た
ら
て
か
へ
る
」
を
傍
書
、「
浮
橋

に
」
の
「
に
」
に
ミ
セ
ケ
チ
「
は
」、「
そ
ふ
へ
き
雨
の
音
哉
」
に
ミ
セ
ケ
チ
「
や
こ
ふ
る
き
ほ

ふ
雨
哉
」
を
傍
書
。（
静
）
は
両
方
の
本
文
を
見
て
、
基
本
的
に
（
大
）
系
に
帰
ろ
う
と
し
て

い
る
か
。

＊
（
神
1
）・（
内
）・（
群
）
系
本
文
が
（
静
）
で
（
大
）
系
と
出
会
っ
た
か
。

（
内
）　　

春
の
夢
か
よ
は
む
と
す
れ
は
う
き
橋　

に
水
か
さ
そ
ふ
へ
き
雨
の
音　

哉

＊
（
内
）
は
別
の
歌
に
な
っ
て
い
る
。
独
自
本
文
。

（
神
1
）　　
　
　

か
よ
は
む
と
す
れ
は
う
き
は
し
に
水
か
さ
そ
ふ
へ
き
雨
の
音　

哉

（
続
）　　
　
　
　

か
よ
は
ん
と
す
れ
は
う
き
は
し
に
水
か
さ
そ
ふ
へ
き
雨
の
音　

哉

＊
（
続
）
は
（
内
）（
神
1
）
と
同
一
本
文
だ
が
、「
水
か
さ
そ
ふ
」
と
す
る
。

（
続
書
）　　
　
　

か
よ
は
ん
と
す
れ
は
う
き
は
し
に
水
か
さ
そ
ふ
へ
き
雨
の
音　

哉

（
続
内
）　　
　
　

か
よ
は
ん
と
す
れ
は
う
き
は
し
に
水
か
さ
そ
ふ
へ
き
雨
の
音　

哉
」

（
神
2
）　　
　
　

か
よ
は
ん
と
す
れ
は
う
き
は
し
に
水
か
さ
そ
ふ
へ
き
雨
の
音　

哉

右　

月
前
秋
風

（
国
）　　

よ
し
や
ふ
け
月
に
初　

瀬
の
山
お
ろ
し
は
け
し
か
ら
す
は
嶺
の
う
き
雲

（
大
）　　
　
　
　
　
　
　
　

は
つ
せ

（
ノ
）　　
　
　
　
　

に
し　
　
　
　
　
　
　

羽
山　
　
　
　
　
　
　
　

朝

（
彰
）　　
　
　
　
　

に
し　
　
　
　
　
　
　

羽
山

（
明
）　　

秋
は
け
ふ
に
し
吹　

風　

の
音　

羽
山　

先　

出　

む
か
ふ
朝　

日
影　

か
な

（
伊
）　　
　
　
　
　

に
し　
　
　
　
　
　
　

羽
山　
　
　
　
　
　
　
　

朝

（
島
）　　
　
　
　
　

に
し　
　
　
　
　

を
と
は
や
ま　
　
　
　
　
　
　
　
　

ひ

（
祐
）　　
　
　
　
　

に
し
ふ
く　
　
　

を
と
は
や
ま　
　

い
て

（
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

羽　
　
　
　
　
　
　
　
　

朝

（
三
）　　
　
　
　
　

に
し　
　
　
　
　
　
　

羽
山　
　
　

い
て　
　
　

朝　
　

影　

哉

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

い
て
向　

ふ
朝　
　

影　
　
　

」

（
内
）　　
　
　
　
　

に
し　
　
　
　
　

を
と
は　
　

ま
つ
い
て

＊
（
内
）
は
題
を
異
に
す
る
が
、
歌
は
他
本
と
同
じ
。

（
神
1
）　　
　
　
　
　
　

ふ
く　
　
　
　
　

羽
山　

ま
つ　
　
　
　
　

朝　
　

影

（
続
）　　
　
　
　
　
　
　

ふ
く
か
せ　
　
　

羽
山　

ま
つ　
　
　
　
　

朝

（
続
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　

か
せ　
　
　

羽
山　

ま
つ　
　
　
　
　

朝　
　
　
　
　
　

」

（
続
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

羽
山　

ま
つ　
　
　
　
　

朝

（
神
2
）　　
　
　
　
　
　
　
　

か
せ　
　
　

羽
山　

ま
つ　
　
　
　
　

朝　
　
　
　
　
　

」

六
十
八
番
左　

夜
春
雨
」（
明
）（
伊
）（
神
1
）（
十
四
オ
）

＊
（
彰
）
は
「
夜
雨
春
」
の
「
雨
春
」
に
ミ
セ
ケ
チ
「
春
雨
」
と
傍
書
。
別
筆
か
。

（
国
）　　

春
の
夢
わ
た
ら
て
か
へ
る
う
き
橋　

は
水
か
さ
や
こ
ゆ
る
き
ほ
ふ
雨
か
な

（
大
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

み　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

哉

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　
　
　

帰　

る　
　
　
　
　

み

（
彰
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

み

（
明
）　　

春
の
夢
わ
た
ら
て
か
へ
る
う
き
橋　

は
み
か
さ
や
こ
ゆ
る
き
ほ
ふ
雨　

哉

（
伊
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

み　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

哉
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明
星
大
学
研
究
紀
要
【
人
文
学
部
・
日
本
文
化
学
科
】
第
二
十
二
号　

二
〇
一
四
年

（
島
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
ゑ　
　

き
こ
ゆ　
　

は
つ
は
る　
　
　
　
　
　
　

風

（
祐
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
ゑ　
　

き
こ
ゆ
な
り
は
つ
は
る

（
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
ゑ　
　

聞　

ゆ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

（
三
）　　
　
　

あ
け　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

＊
（
三
）
＝
（
国
）
＝
（
静
）
初
期
本
。

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
ゑ　
　

聞　

ゆ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

風

＊
（
静
）
は
「
か
す
」
に
ミ
セ
ケ
チ
「
こ
ゑ
」
と
傍
書
。
元
に
戻
し
た
か
。

（
内
）　　
　
　
　
　
　
　

代　

こ
ゑ　
　

聞　

ゆ
な
り　
　
　
　

知　

や

（
神
1
）　

朝　

あ
け　
　
　
　

こ
ゑ　
　

聞　

ゆ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

風

（
続
）　　

朝　
　
　
　
　

代　

声　
　
　

聞　

ゆ
な
り

（
続
書
）　

朝　
　
　
　
　

代　

声　
　
　

聞　

ゆ
な
り

（
続
内
）　

朝　
　
　
　
　

代　

声　
　
　

聞　

ゆ
な
り

（
神
2
）　

朝　
　
　
　
　

代　

声　
　
　

聞　

ゆ
な
り

右　

暮
秋
風
」（
大
）

（
国
）　　

吹
か
は
る
軒
は
の
露
の
山　

か
せ
に
日
影　

も
よ
は
き
日
く
ら
し
の
声

（
大
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

風　
　
　
　
　
　
　
　
　

ひ

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ひ　
　
　
　

こ
ゑ

（
彰
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

風　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

晩　
　

の

（
明
）　　

吹
か
は
る
軒
は
の
露
の
山　

風　

に
日
影　

も
よ
は
き
ひ
く
ら
し
の
こ
ゑ

＊
（
明
）
は
（「
か
は
す
」
の
「
す
」
に
「
る
」
と
傍
書
）

（
伊
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ひ

（
島
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
け　
　
　
　

ひ　
　
　
　

こ
ゑ

（
祐
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

や
ま　
　
　
　

か
け　
　
　
　

ひ　
　
　
　

こ
ゑ

（
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
ゑ

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
ゑ

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　
　
　

泊　

瀬

（
彰
）　　
　
　
　
　
　
　
　

は
つ
せ　
　

下
風

（
明
）　　

よ
し
や
ふ
け
月
に
泊　

瀬
の
山
お
ろ
し
は
け
し
か
ら
す
は
嶺
の
う
き
雲

（
伊
）　　
　
　
　

吹　
　
　

泊

（
島
）　　
　
　
　
　
　
　
　

泊

（
祐
）　　
　
　
　
　
　
　
　

泊

（
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　

泊

（
三
）　　
　
　
　

吹
×
月　

は
つ

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

せ

（
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　

は
つ
せ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

峯

（
神
1
）　　
　
　

吹
×
月　

泊　
　
　
　

颪

（
続
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

せ　
　

颪　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

浮　

雲

（
続
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

せ　
　

颪　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

浮　

雲

（
続
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

せ　
　

下
風　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

浮　

雲

（
神
2
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

せ　
　

颪　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

浮　

雲

六
十
九
番
左　

早
春
風
」（
島
）（
祐
）

（
国
）　　

あ
さ
明　

に
千
世
の
か
す
〳
〵
聞　
　

也　

初　

春　

し
る
や
庭
の
松　

か
せ
」

＊
（
国
）
は
他
本
「
千
世
の
声
〳
〵
」
と
す
る
の
に
「
千
世
の
か
す
〳
〵
」
と
作
る
。
最
終
形

態
か
。

（
大
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
ゑ　
　

き
こ
ゆ
な
り　
　
　
　

知　

や

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

声　
　
　

き
こ
ゆ
る
は　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

風
」

＊
（
ノ
）
は
「
き
こ
ゆ
る
は
」
が
独
自
本
文
。
書
き
損
じ
か
。

（
彰
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
ゑ　
　

き
こ
ゆ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

風

（
明
）　　

あ
さ
明　

に
千
世
の
声　

〳
〵
き
こ
ゆ
也　

初　

春　

し
る
や
庭
の
松　

風

（
伊
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

声　
　
　

聞　

ゆ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

風
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明
星
本
『
正
広
自
歌
合
』
の
本
文
と
校
異
（
1
）　　
　

前
田
雅
之

（
続
内
）　

わ
れ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

へ　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

（
神
2
）　

わ
れ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

へ　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

右　

織
女
朝
」（
明
）（
伊
）（
神
1
）（
彰
）（
十
四
ウ
）

（
国
）　　

ほ
し
わ
た
る
夢
の
う
き
橋　

か
さ
ゝ
き
の
今
朝
か
け
つ
く
や
よ
り
羽
な
る
ら
ん

＊
私
家
集
大
成
は
「
よ
る
羽
」
と
す
る
が
、
他
本
同
様
、「
よ
り
羽
」
で
よ
い
。

（
大
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

は
し　
　
　
　
　

け
さ

（
ノ
）

（
彰
）　　

星　
　
　
　
　
　
　
　

は
し

（
明
）　　

ほ
し
わ
た
る
夢
の
う
き
橋　

か
さ
ゝ
き
の
今
朝
か
け
つ
く
や
よ
り
羽
な
る
ら
ん

（
伊
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

成　

ら
ん

（
島
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

は
し　
　
　
　
　

」

（
祐
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

は
し　
　
　
　
　

」

（
書
）

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

成　

ら
ん

（
静
）

（
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

は

（
神
1
）

（
続
）　　

星　

渡　

る　
　
　
　

は
し
鵲　
　
　
　

け
さ　
　
　
　
　
　
　

は

（
続
書
）　

星　

渡　

る　
　
　
　

は
し
鵲　
　
　
　

け
さ　
　
　
　
　
　
　

は

（
続
内
）　

星　

渡　

る　
　
　
　

は
し
鵲　
　
　
　

け
さ　
　
　
　
　
　
　

は

（
神
2
）　

星　

渡　

る　
　
　
　

は
し
鵲　
　
　
　

け
さ　
　
　
　
　
　
　

は

＊
（
神
2
）
は
「
か
け
つ
ゝ
」
の
「
ゝ
」
に
ミ
セ
ケ
チ
「
く
」
と
傍
書
。
読
み
間
違
い
に
対
す

る
ミ
セ
ケ
チ
。

七
十
一
番
左　

浜
帰
鴈

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
ゑ

（
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
ゑ

（
神
1
）　　
　
　
　
　

端　
　
　
　
　

風

（
続
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

風　
　
　

か
け

（
続
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

風　
　
　

か
け

（
続
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

風　
　
　

か
け

（
神
2
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

風　
　
　

か
け

七
十
番　

左　

漸
待
花
」（
静
）

（
国
）　　

我　

こ
そ
は
心　
　

に
か
け
め
山　

さ
く
ら
か
た
え
に
松
の
色
そ
な
ら
へ
る

（
大
）

（
ノ
）　　

わ
れ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

桜

（
彰
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

桜　
　
　
　

へ

（
明
）　　

わ
れ
こ
そ
は
心　
　

に
か
け
め
山　

桜　
　

か
た
え
に
松
の
色
そ
な
ら
へ
る

（
伊
）　　

わ
れ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

桜

（
島
）　　

わ
れ

（
祐
）　　

わ
れ　
　
　

こ
こ
ろ　
　
　
　

や
ま

（
書
）　　

わ
れ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

桜　
　
　
　

へ

＊
（
書
）
は
「
か
た
枝
」
の
「
枝
」
に
ミ
セ
ケ
チ
「
へ
」
と
傍
書
。「
か
た
へ
」
は
（
続
）
系

と
同
一
表
記
。

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

桜

（
静
）

（
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山　

桜　
　
　
　

枝　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

（
神
1
）　

わ
れ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

桜　
　
　
　

枝

（
続
）　　

わ
れ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

へ

（
続
書
）　

わ
れ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

へ　
　
　
　
　
　
　
　
　

」
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同
文
。
ま
た
、「
あ
さ
の
か
」
の
「
か
」
に
ミ
セ
ケ
チ
「
う
」
と
傍
書
。
こ
ち
ら
は
書
き
損
じ

故
だ
ろ
う
。

（
続
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ま
た　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
は

＊
（
続
内
）
は
「
ま
た
つ
ら
な
」
に
「
ひ
き
そ
へ
た
イ
」
と
傍
書
。（
続
書
）
を
そ
の
ま
ま
受

け
た
か
。

（
神
2
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ま
た

右　

山
家
秋
夕
」（
国
）

（
国
）　　

老　

に
け
り
よ
し
い
く
ほ
と
そ
太
山　

風　

庵　

ふ
き
あ
ら
せ
秋　

の
夕　

暮

（
大
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

程　
　

み　
　
　
　
　
　

吹

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

い
ほ
吹　

あ　
　
　
　
　
　
　

く
れ

（
彰
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

程　
　

み　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
き
の

（
明
）　　

老　

に
け
り
よ
し
い
く
ほ
と
そ
太
山　

風　

い
ほ
吹　

あ
ら
せ
秋　

の
夕　

く
れ

（
伊
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

い
ほ
吹

（
島
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

い
ほ
吹　
　
　
　
　
　
　

ゆ
ふ
く
れ

（
祐
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

み
や
ま　
　

い
ほ　
　
　
　
　
　
　
　

ゆ
ふ
く
れ

（
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

程

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
せ　
　

吹　

あ　
　

秋

（
静
）

（
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　

幾　

程　
　
　
　
　
　
　
　
　

吹　

あ

（
神
1
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

吹　

あ　
　
　
　
　
　
　

く
れ

（
続
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

吹　

あ　
　
　
　
　
　
　

く
れ

（
続
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

吹　

あ　
　
　
　
　
　
　

く
れ

＊
（
続
書
）
は
「
お
ひ
」
に
ミ
セ
ケ
チ
「
老
」
と
傍
書
。
表
記
を
（
内
）
系
に
合
わ
せ
た
か
。

（
続
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

吹　

あ　
　
　
　
　
　
　

く
れ

（
神
2
）　

お
ひ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

吹　

あ　
　
　
　
　
　
　

く
れ

（
国
）　　

浜　

つ
ゝ
ら
秋
く
る
鴈　

の
か
へ
る
な
み
又　

つ
ら
な
る
や
あ
ま
の
う
け
縄

（
大
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

浪　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
は

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
り　
　
　
　

浪

（
彰
）　　

は
ま　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

波　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
は

（
明
）　　

浜　

つ
ゝ
ら
秋
く
る
鴈　

の
か
へ
る
浪　

又　

つ
ら
な
る
や
あ
ま
の
う
け
縄

（
伊
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

浪

（
島
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
り

（
祐
）　　

は
ま　
　
　
　
　
　

か
り　
　
　
　
　
　

ま
た

（
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

浪　

引　

そ
へ
た
る
や

＊
（
書
）
は
「
引
そ
へ
」
と
い
う
（
内
）
と
同
じ
表
記
に
な
っ
て
い
る
が
、「
引
そ
へ
」
の
下

に
は
「
又
つ
ら
な
」
が
あ
り
、
そ
れ
を
消
し
て
、「
引
そ
へ
」
を
上
書
き
し
た
と
思
わ
れ
る
。

つ
ま
り
、「
又
つ
ら
な
」
が
原
形
で
こ
の
時
点
で
、
先
祖
返
り
し
た
の
だ
ろ
う
。
こ
ち
ら
は
、

そ
の
後
、（
続
）
系
の
（
内
）
に
よ
る
異
文
傍
書
で
登
場
す
る
。

（
三
）　　

は
ま　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

浪

＊
（
三
）
＝
（
国
）
＝
（
静
）。

（
静
）

（
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

鴈　
　
　
　
　
　
　

引　

そ
へ
た
る
や
あ
ま
の
う
け
な
は

＊
（
内
）
は
下
句
の
四
句
め
が
「
引
そ
へ
た
る
や
」
と
変
わ
っ
て
い
る
。
独
自
の
変
改
か
。
独

自
本
文
。

（
神
1
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

帰　

る　
　

引　

そ
へ
た
る
や
あ
ま
の
う
け
縄

＊
（
神
1
）
は
（
内
）
と
同
文
。

（
続
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ま
た

＊
（
続
）
は
「
ま
た
つ
ら
な
」
に
「
ひ
き
そ
へ
た
イ
」
と
傍
書
。
異
本
は
（
内
）
と
同
じ
。
こ

こ
か
ら
（
内
）
に
は
近
い
が
完
全
な
同
一
系
統
本
で
は
な
い
。

（
続
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ま
た

＊
（
続
書
）
は
「
ま
た
つ
ら
な
」
に
「
ひ
き
そ
へ
た
イ
」
と
傍
書
。
異
本
は
（
内
）・（
続
）
と
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明
星
本
『
正
広
自
歌
合
』
の
本
文
と
校
異
（
1
）　　
　

前
田
雅
之

（
大
）　　
　
　
　
　
　

×
す
て　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

問　

そ

（
ノ
）　　
　
　
　

お
も　

す
て　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

嶺
の
月
か
け

＊
（
ノ
）
の
「
嶺
の
月
か
け
」
に
「
軒
は
も
る
月
」
を
傍
書
。「
嶺
の
月
か
け
」
と
共
通
す
る

本
文
は
今
の
と
こ
ろ
な
い
。
独
自
本
文
。

（
彰
）　　
　
　
　
　
　

×
す
て　
　
　
　
　
　

む
か
し　
　
　
　
　

端

（
明
）　　

都
を
は
お
も
ひ
す
て
つ
る
袖
に
き
て
昔　
　

な
と
ひ
そ
軒
は
も
る
月

（
伊
）　　
　
　
　

お
も　

す
て　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

端

（
島
）　　
　
　
　

お
も　

す
て　
　
　
　
　
　

む
か
し

（
祐
）　　
　
　
　

お
も　

す
て　
　
　
　
　
　

む
か
し

（
書
）　　
　
　
　

お
も
ひ
す
て

（
三
）　　
　
　
　

お
も　

す
て

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　

す
て

（
内
）

（
神
1
）　　
　
　
　
　
　

す
て

（
続
）　　
　
　
　
　
　
　

す
て

（
続
書
）　　
　
　

お
も　

す
て　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

（
続
内
）　　
　
　

お
も　

す
て

（
神
2
）　　
　
　

お
も　

す
て　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

七
十
三
番
左　

霞
春
衣
」（
明
）（
伊
）（
神
1
）（
十
五
オ
）

（
国
）　　

春
の
き
て
人
の
た
ち
ぬ
ふ
わ
さ
な
ら
は
霞
の
〇　
　

ひ
ま
や
な
か
ら
ん

＊
（
国
）
は
「
霞
の
」
と
「
ひ
ま
」
の
間
に
〇
を
記
し
、「
衣
歟
」
と
傍
書
。
こ
れ
は
影
写
の

親
本
に
お
い
て
誤
脱
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

（
大
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

衣

（
ノ
）

（
彰
）　　
　
　
　
　
　
　

立　

ぬ　
　
　
　
　
　
　
　

衣

七
十
二
番
左　

春
暁
花
」（
ノ
）

（
国
）　　

と
く
あ
く
る
花　

の
色　

香
に
鳥　

の
声　

た
つ
た
の
山　

や
短　
　

夜
の
空

＊
（
国
）
は
、
他
本
「
光
」
と
す
る
の
に
、「
色
香
」
と
作
る
。
最
終
形
態
か
。

（
大
）　　
　
　

明　

る　
　
　

光　
　
　
　
　
　
　
　

立　

田　
　
　
　

み
し
か

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

光　
　
　
　
　
　
　
　

立　

田

（
彰
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

光　
　
　
　
　
　
　
　

立　

田　
　
　
　

み
し
か

（
明
）　　

と
く
あ
く
る
花　

の
光　
　

に
鳥　

の
声　

立　

田
の
山　

や
短　
　

夜
の
空

（
伊
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

光　
　
　
　
　
　
　
　

立　

田　
　
　
　
　
　
　
　
　

そ
ら

（
島
）　　
　
　
　
　
　

は
な　

ひ
か
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

（
祐
）　　
　
　
　
　
　

は
な　

ひ
か
り　
　
　
　

こ
ゑ　
　
　
　

や
ま　

み
し
か　
　
　

」

（
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

光　
　
　
　
　
　
　
　

立　

田　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

と
り　

こ
ゑ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

そ
ら
」

＊
（
三
）
は
「
色
香
を
」
の
「
を
」
に
ミ
セ
ケ
チ
「
に
」
と
傍
書
。

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

光　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

＊
（
静
）
は
「
色
香
」
に
ミ
セ
ケ
チ
「
光
」、「
軒
」
に
ミ
セ
ケ
チ
「
短
」
と
傍
書
。
後
者
は
単

な
る
書
き
間
違
い
だ
ろ
う
が
、
前
者
は
、（
明
）
系
を
見
て
書
き
直
し
た
。

（
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

光　
　
　
　
　
　

こ
ゑ
立　

田

（
神
1
）　　
　

明　

る　
　
　

光　
　
　
　
　
　

こ
ゑ
立　

田

（
続
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

ひ
か
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

み
し
か　
　

そ
ら

（
続
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　

ひ
か
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

み
し
か　
　

そ
ら

（
続
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　

ひ
か
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

み
し
か　
　
　
　

」

（
神
2
）　　
　
　
　
　
　
　
　

ひ
か
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

み
し
か　
　

そ
ら

右　

山
家
月
」（
大
）（
彰
）

（
国
）　　

都
を
は
思　

ひ
捨　

つ
る
袖
に
き
て
昔　
　

な
と
ひ
そ
軒
は
も
る
月
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明
星
大
学
研
究
紀
要
【
人
文
学
部
・
日
本
文
化
学
科
】
第
二
十
二
号　

二
〇
一
四
年

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

く
れ

（
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

（
神
1
）

（
続
）

（
続
書
）

（
続
内
）

（
神
2
）

七
十
四
番
左　

軒
梅
」（
島
）（
祐
）

（
国
）　　

下　

も
ゆ
る
軒
の
し
の
ふ
の
梅
か
ゝ
に
昔　
　

を
問　

て
春
風　

そ
ふ
く

（
大
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

む
か
し　

と
ひ

（
ノ
）　　

し
た　
　
　
　
　

忍　
　

の　
　
　
　

む
か
し　

と
ひ

（
彰
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

と
ひ　
　
　
　
　

吹

（
明
）　　

し
た
も
ゆ
る
軒
の
忍　
　

の
梅
か
ゝ
に
昔　
　

を
と
ひ
て
春
風　

そ
吹

（
伊
）　　

し
た　
　
　
　
　

忍　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

と
ひ

（
島
）　　

し
た　
　
　
　
　

忍　
　
　
　
　

香　

む
か
し　

と
ひ

（
祐
）　　

し
た　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

香　

む
か
し　

と
ひ　
　

か
せ　

吹

（
書
）　　

し
た　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

と
ひ　
　
　
　
　

吹

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

香　

む
か
し　
　
　
　
　

か
せ　

吹

（
静
）

（
内
）　　

し
た　
　
　
　
　

忍
ふ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

と
ひ

（
神
1
）　

し
た　
　
　
　
　

忍　
　

の　
　
　
　
　
　
　
　

と
ひ

（
続
）　　

下　

崩　

る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

む
か
し　

と
ひ

＊
（
続
）
は
「
崩
る
」
に
「
も
ゆ
イ
」
と
傍
書
。「
崩
」
は
「
萌
」
の
誤
写
か
。

（
続
書
）　

下　

萌　

る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

む
か
し　

と
ひ

（
続
内
）　

下　

萌　

る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

む
か
し　

と
ひ　
　
　
　
　
　
　

」

（
明
）　　

春
の
き
て
人
の
た
ち
ぬ
ふ
わ
さ
な
ら
は
霞
の
衣　
　

ひ
ま
や
な
か
ら
む

（
伊
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

衣　
　
　
　
　
　
　
　

む

（
島
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
ろ
も　
　
　
　
　
　

む

（
祐
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
ろ
も

（
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
ろ
も

（
三
）

（
静
）

（
内
）

（
神
1
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

む

（
続
）

（
続
書
）

（
続
内
）

（
神
2
）

右　

浦
秋
夕

（
国
）　　

は
か
な
し
な
た
か
世
を
聞　

も
身
を
う
ら
に
あ
ま
の
袖
か
る
秋
の
夕　

暮
」

（
大
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

き
く

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

く
れ

（
彰
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

き
く

（
明
）　　

は
か
な
し
な
た
か
世
を
聞　

も
身
を
浦　

に
あ
ま
の
袖
か
る
秋
の
夕　

く
れ

（
伊
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

浦

（
島
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

浦　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

く
れ

（
祐
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

浦　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ゆ
ふ
く
れ

（
書
）

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

み

＊
（
三
）
は
「
身
を
う
ら
み
」
と
作
る
。
連
想
に
よ
る
誤
記
か
。
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明
星
本
『
正
広
自
歌
合
』
の
本
文
と
校
異
（
1
）　　
　

前
田
雅
之

（
明
）　　

と
こ
よ
ま
て
た
か
い
つ
は
り
の
中　

な
ら
ん
か
す
め
て
か
へ
す
鴈　

の
玉　

章

（
伊
）　　

と
こ
よ　
　
　
　

い
つ
は
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
り　
　
　

つ
さ

（
島
）　　

と
こ
よ　
　
　
　

い
つ
は
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
り

（
祐
）　　

と
こ
よ　
　
　
　

い
つ
は
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
り

（
書
）　　

と
こ
よ　
　
　
　

い
つ
は
り　
　
　
　
　

む　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
か　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

札
」

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

む

（
内
）　　

と
こ
よ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

返　

す

（
神
1
）　

と
こ
よ

（
続
）　　

と
こ
よ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
ま
つ
さ

（
続
書
）　

と
こ
よ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
ま
つ
さ
」

（
続
内
）　

と
こ
よ

（
神
2
）　

と
こ
よ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
ま
つ
さ
」

右　

薄
暮
霧
」（
明
）（
伊
）（
大
）（
神
1
）（
十
五
ウ
）

（
国
）　　

う
き
秋
の
思　
　

そ
い
と
ゝ
身
に
せ
ま
る
霧
に
道　

な
き
夕　

暮　

の
や
と

（
大
）

（
ノ
）　　
　
　
　
　

お
も
ひ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宿

（
彰
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宿

（
明
）　　

う
き
秋
の
お
も
ひ
そ
い
と
ゝ
身
に
せ
ま
る
霧
に
道　

な
き
夕　

暮　

の
や
と

（
伊
）　　
　
　
　
　

お
も
ひ

（
島
）　　
　
　
　
　

お
も
ひ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」　
　
　
　

ゆ
ふ
く
れ

（
祐
）　　
　
　
　
　

お
も
ひ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」
み
ち　
　

ゆ
ふ
く
れ

（
書
）　　
　
　
　
　

お
も
ひ

（
三
）　　
　
　
　
　

思　

ひ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宿

（
静
）　　
　
　
　
　

思　

ひ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宿

（
神
2
）　

下　

萌　

る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

む
か
し　

と
ひ

右　

菊
久
盛
」（
静
）（
彰
）

（
国
）　　

老
や
い
つ
霜
を
い
た
ゝ
く
後　

も
な
を
花　

は
盛　
　

の
庭
の
白　

菊

（
大
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

猶　

は
な　

さ
か
り

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

猶　
　
　
　

さ
か
り　
　
　

し
ら　
　

」

（
彰
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

猶　
　
　
　

さ
か
り

（
明
）　　

老
や
い
つ
霜
を
い
た
ゝ
く
後　

も
猶　

花　

は
さ
か
り
の
庭
の
白　

菊

（
伊
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

猶　
　
　
　

さ
か
り　
　
　
　
　

き
く

（
島
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
ち　

猶　
　
　
　

さ
か
り　
　
　

し
ら

（
祐
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
ち　
　
　

は
な　

さ
か
り　
　
　

し
ら
き
く

（
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

猶

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

猶　
　
　
　

さ
か
り

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

し
ら

（
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

猶　
　
　
　

さ
か
り

（
神
1
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

猶　
　
　
　

さ
か
り　
　
　

し
ら

（
続
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

猶　
　
　
　

さ
か
り

（
続
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

猶　
　
　
　

さ
か
り

（
続
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

猶　
　
　
　

盛　

り

（
神
2
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

猶　
　
　
　

さ
か
り

七
十
五
番
左　

帰
鴈
幽

（
国
）　　

常　

世
ま
て
た
か
偽　
　
　

の
中　

な
ら
ん
か
す
め
て
か
へ
す
鴈　

の
玉　

章

（
大
）　　

と
こ
よ　
　
　
　

い
つ
は
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

つ
さ

（
ノ
）　　

と
こ
よ　
　
　
　

い
つ
は
り　
　
　
　
　

む

（
彰
）　　

と
こ
よ　
　
　
　

い
つ
は
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

札
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星
大
学
研
究
紀
要
【
人
文
学
部
・
日
本
文
化
学
科
】
第
二
十
二
号　

二
〇
一
四
年

（
続
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

つ
ま　
　
　
　
　
　

辺

（
続
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

つ
ま　
　
　
　
　
　

辺　
　
　
　

」

（
神
2
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

つ
ま　
　
　
　
　
　

辺

右　

荻
風
」（
彰
）

＊
（
静
）
は
「
萩
」
に
ミ
セ
ケ
チ
「
荻
」
と
傍
書
。

（
国
）　　

荻　

は
ら
や
年　

〳
〵
秋
の
や
と
り
と
る
風　

の
つ
か
ひ
に
な
に
さ
は
く
ら
ん

（
大
）

（
ノ
）　　

お
き　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

使　
　

に

（
彰
）　　
　
　

原

（
明
）　　

お
き
原　

や
年　

〳
〵
秋
の
や
と
り
と
る
風　

の
つ
か
ひ
に
な
に
さ
は
く
ら
ん

（
伊
）　　

お
き
原　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

×
む

（
島
）　　

お
き
原　
　

と
し

（
祐
）　　

お
き　
　
　

と
し

（
書
）　　
　
　

原　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

使　
　

に

（
三
）

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

む
」

＊
（
静
）
は
「
萩
」
ミ
セ
ケ
チ
「
荻
」
と
傍
書
。

（
内
）　　

お
き
原　
　
　
　

　々
　
　
　
　
　
　
　

か
せ　

使　
　

に
何

（
神
1
）　　
　

原　
　
　
　

　々
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

使　
　
　
　
　
　
　
　
　

む

（
続
）　　
　
　

原　
　

と
し　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

何

（
続
書
）　　
　

原　
　

と
し　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

何

（
続
内
）　　
　

原　
　

と
し　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

何

（
神
2
）　　
　

原　
　

と
し　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

何

（
内
）　　
　
　
　
　

思　

ひ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宿

（
神
1
）　　
　
　
　

思　

ひ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

く
れ

（
続
）　　
　
　
　
　

お
も
ひ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宿

（
続
書
）　　
　
　
　

お
も
ひ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宿

＊
（
続
書
）
は
「
身
を
せ
よ
る
」
の
「
よ
」
に
ミ
セ
ケ
チ
「
ま
」
と
傍
書
。
書
き
損
じ
故
だ
ろ

う
。

（
続
内
）　　
　
　
　

お
も
ひ　
　
　
　
　
　

ま
さ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宿

＊
（
続
内
）
は
他
本
「
身
に
せ
ま
る
」
に
対
し
て
「
身
に
ま
さ
る
」
と
作
る
。
連
想
に
よ
る
書

き
損
じ
か
。

（
神
2
）　　
　
　
　

お
も
ひ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宿

七
十
六
番
左　

春
草
」（
国
）

（
国
）　　

風
ふ
け
は
な
ひ
く
こ
と
の
は
う
ち
か
は
し
妻　

こ
め
い
そ
く
野
へ
の
若　

草

（
大
）

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

葉

（
彰
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

野

（
明
）　　

風
ふ
け
は
な
ひ
く
こ
と
の
葉
う
ち
か
は
し
妻　

こ
め
い
そ
く
野
へ
の
若　

草

（
伊
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

葉

（
島
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

葉　
　
　
　
　

つ
ま　
　
　
　
　
　
　
　

わ
か

（
祐
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

葉　
　
　
　
　

つ
ま　
　
　
　
　
　
　
　

わ
か

（
書
）

（
三
）　　
　

吹　

は　
　
　
　
　
　

葉

（
静
）

（
内
）　　
　

吹　

は　
　
　
　
　
　

葉　
　
　
　
　

妻　

籠　

い　
　

の

（
神
1
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

葉

（
続
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

つ
ま　
　
　
　
　
　

辺



99

明
星
本
『
正
広
自
歌
合
』
の
本
文
と
校
異
（
1
）　　
　

前
田
雅
之

（
彰
）　　

吉　
　
　

や
よ
ひ　

す
ゑ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

う
つ
む　

哉

（
大
）　　

吉　
　
　

弥　

生　

す
ゑ　
　
　
　
　
　

こ
そ　
　
　
　
　

う
つ
む　

哉

（
ノ
）　　

吉　
　
　

弥　

生　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

う
つ
む　

哉

（
明
）　　

吉　

野
山
弥　

生
の
末　

に
ふ
ゝ
き
ゝ
て
去
年
の
嵐　
　

の
う
つ
む
雪
哉

（
伊
）　　

吉　
　
　

弥　

生　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

う
つ
む　

哉

（
島
）　　

吉　
　
　

弥　

生　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
ら
し　

う
つ
む　
　

」

（
祐
）　　

吉　
　
　

や
よ
ひ　

す
ゑ　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
ら
し　

う
つ
む　

哉
」

（
書
）　　

吉　
　
　

三　

月　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

う
つ
む　

哉

（
三
）　　
　
　
　
　

三　

月　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
ら
し

＊
（
三
）
は
（
書
）・（
神
1
）
と
同
じ
く
「
三
月
」
と
表
記
。

（
静
）　　
　
　

の

（
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

す
ゑ　

ふ　
　

し　
　
　
　
　
　
　
　

う
つ
む　

哉

＊
（
内
）
は
「
ふ
ゝ
き
ゝ
て
」
が
「
ふ
ふ
き
し
て
」
と
作
る
。
独
自
の
変
改
か
。
独
自
本
文
。

（
神
1
）　

吉　
　
　

三　

月
×
末　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

う
つ
む

（
続
）　　

吉　
　
　

や
よ
ひ　
　
　
　
　
　
　

し　

こ
そ　
　
　
　
　

う
つ
む

＊
（
続
）
は
「
ふ
ゝ
き
し
て
」
が
（
内
）
と
同
文

（
続
書
）　

吉　
　
　

や
よ
ひ　
　
　
　
　
　
　

し　

こ
そ　
　
　
　
　

う
つ
む

（
続
内
）　

吉　
　
　

や
よ
ひ　
　
　
　
　
　
　

し　

こ
そ　
　
　
　
　

う
つ
む

（
神
2
）　

吉　
　
　

や
よ
ひ　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
そ　
　
　
　
　

う
つ
む

右　

山
月
」（
内
）（
ノ
）

（
国
）　　

あ
な
し
山　

あ
ら
し
や
雲
を
ま
き
も
く
の
ひ
は
ら
は
秋
の
雪　

の
月
か
け

（
大
）　　
　
　
　
　
　

嵐　
　
　
　
　

巻　

向　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

影

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　

嵐　
　
　
　
　

巻　

向　
　

檜　

原　
　
　
　
　
　
　

影

（
彰
）　　
　
　
　
　
　

嵐　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ひ　

原

（
明
）　　

あ
な
し
山　

嵐　
　

や
雲
を
巻　

向　

の
檜　

原
は
秋
の
雪　

の
月
影

七
十
七
番
左　

花
如
雪
」（
内
）

＊
私
家
集
大
成
は
「
雪
」
を
「
香
」
と
読
む
。

（
国
）　　
　

花
如
雪

＊
漢
文
的
語
法
と
し
て
は
（
国
）
の
表
記
が
よ
い
。

（
彰
）　　
　

如
花
雪

（
大
）　　
　

如
花
雪

（
ノ
）　　
　

如
花
雪

（
明
）　　
　

如
花
雪

（
伊
）　　
　

如
花
雪

（
島
）　　
　

如
花
雪

（
祐
）　　
　

如
花
雪

（
書
）　　
　

如
花
雪

（
三
）　　
　

花
如
雪

（
静
）　　
　

花
如
雪

（
内
）　　
　

如
花
雪

（
神
1
）　　

花
如
雪

＊
（
神
1
）
は
（
国
）・（
続
）・（
静
）・（
三
）
と
同
文
。

（
続
）　　
　

花
如
雪

（
続
書
）　　

花
如
雪

＊
（
続
書
）
は
如
花
雪
の
「
如
」
を
ミ
セ
ケ
チ
で
「
花
」
と
「
雪
」
の
間
に
「
如
」
を
傍
書
。

校
訂
の
痕
跡
だ
ろ
う
。

（
続
内
）　　

花
如
雪

（
神
2
）　　

如
花
雪

（
国
）　　

よ
し
野
山
・　

月
の
末　

に
ふ
ゝ
き
ゝ
て
去
年
の
嵐　
　

の
埋　
　

雪
か
な

＊
（
国
）
は
別
筆
で
「
三
イ
」
と
傍
書
。
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星
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究
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【
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】
第
二
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二
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二
〇
一
四
年

（
島
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

み
や
こ　

た
れ

（
祐
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

み
や
こ　

た
れ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

む

（
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
れ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
れ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

来　
　
　

」

（
静
）

（
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
れ

（
神
1
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
れ

（
続
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
れ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

覧

（
続
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
れ

（
続
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
れ　
　
　
　
　
　

と　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

＊
（
続
内
）
は
他
本
｛
さ
て
も
そ
」
を
「
さ
て
も
と
」
と
作
る
。
書
き
損
じ
か
。

（
神
2
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
れ

右　

紅
葉
」（
大
）（
彰
）

（
国
）　　

時　

雨
つ
ゝ
も
み
ち
色
こ
き
忍　
　

山　

た
か
胸　

こ
か
す
夕　
　

な
る
ら
ん

（
彰
）　　

し
く
れ　
　

紅　

葉　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

む
ね

（
大
）　　

し
く
れ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

む
ね

（
ノ
）　　

し
く
れ　
　

紅　

葉　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

む
ね

（
明
）　　

し
く
れ
つ
ゝ
紅　

葉
色
こ
き
忍　
　

山　

た
か
む
ね
こ
か
す
夕　
　

な
る
ら
ん

（
伊
）　　

し
く
れ　
　

紅　

葉　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

む
ね　
　
　

夕　

へ　
　
　

む

（
島
）　　

し
く
れ　
　

紅　

葉　
　
　

し
の
ふ　
　
　
　

む
ね

（
祐
）　　

し
く
れ　
　
　
　
　
　
　
　

し
の
ふ
や
ま　
　

む
ね　
　
　
　
　
　
　
　
　

む

（
書
）　　

し
く
れ　
　

紅　

葉　
　
　

し
の
ふ　
　
　
　

む
ね　
　
　
　
　
　
　
　
　

む

（
三
）　　

し
く
れ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

や
ま

（
静
）　　

し
く
れ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

む

（
内
）　　
　
　
　
　
　

紅　

葉　
　
　
　
　
　
　
　

誰
×
む
ね

（
伊
）　　
　
　
　
　
　

嵐　
　
　
　
　

巻　

向　
　
　
　
　
　
　
　

ゆ
き

（
島
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

巻　

向　
　

檜　

原

（
祐
）　　
　
　
　

や
ま
あ
ら
し　
　
　
　
　
　
　
　

檜　

原

（
書
）　　
　
　
　
　
　

嵐　
　
　
　
　

巻　

向　
　

檜　

原　
　
　
　
　
　
　

影

（
三
）

（
静
）

（
内
）　　
　
　
　
　
　

嵐　
　
　
　
　

巻　

向

（
神
1
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

巻　

向　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

影

（
続
）　　
　
　
　
　
　

嵐　
　
　
　
　

巻　

向　
　

檜　

原
の　
　
　
　
　
　

影

＊
（
続
）
は
他
本
「
檜
原
は
」
と
す
る
と
こ
ろ
を
、「
檜
原
の
」
に
作
る
。
独
自
本
文
。

（
続
書
）　　
　
　
　
　

嵐　
　
　
　
　

巻　

向　
　

檜　

原
の　
　
　
　
　
　

蔭
」

＊
（
続
書
）
は
（
続
）
と
同
じ
く
「
檜
原
の
」
と
作
る
。

（
続
内
）　　
　
　
　
　

嵐　
　
　
　
　

巻　

向　
　

檜　

原
の　
　

ゆ
き

（
神
2
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

巻　

向　
　

檜　

原　
　
　
　
　
　
　

影
」

＊
（
神
2
）
が
「
檜
原
は
」
と
す
る
の
で
、（
続
）
は
誤
植
か
、
誤
読
か
。

七
十
八
番
左　

早
春
」（
明
）（
伊
）（
神
1
）（
十
六
オ
）

（
国
）　　

う
き
な
か
ら
さ
す
か
都　
　

そ
誰　

も
す
め
さ
て
も
そ
ふ
る
き
春
も
き
ぬ
ら
ん
」

＊
私
家
集
大
成
は
「
ふ
か
き
」
と
読
む
が
、（
国
）
は
「
る
」
と
も
「
か
」
と
も
読
め
る
。
こ

こ
は
「
る
」
と
読
み
た
い
。
但
し
、
和
歌
の
用
例
に
、「
ふ
か
き
春
」
は
あ
る
が
、「
ふ
る
き

春
」
は
な
い
。
但
し
、「
る
」
か
「
か
」
は
微
妙
で
あ
る
。

（
大
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
れ　
　
　
　
　
　
　

古　

き

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
れ　
　
　
　
　
　
　

古　

き

（
彰
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
れ

（
明
）　　

う
き
な
か
ら
さ
す
か
都　
　

そ
た
れ
も
す
め
さ
て
も
そ
ふ
る
き
春
も
き
ぬ
ら
ん

（
伊
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
れ
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明
星
本
『
正
広
自
歌
合
』
の
本
文
と
校
異
（
1
）　　
　

前
田
雅
之

＊
（
神
1
）
は
（
内
）
と
同
じ
く
「
霞
の
網
を
」
と
作
る
。
同
系
統
の
本
文
。

（
続
）　　

淡　

路　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

つ
な
手

＊
（
続
）
は
「
霞
を
」
の
「
を
」
を
「
の
イ
」、「
あ
み
に
」
の
「
に
」
を
「
を
イ
」
と
傍
書
。

（
内
）
と
同
じ
本
文
が
イ
で
あ
る
か
。（
続
）
の
異
本
が
（
内
）・（
神
1
）
の
本
文
と
い
う
こ
と

だ
ろ
う
。
そ
し
て
、（
続
）
と
同
一
系
統
（
そ
の
ま
ま
写
し
た
可
能
性
が
高
い
が
）
が
（
神
2
）

と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。

（
続
書
）　

淡　

路　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

つ
な
手

（
続
内
）　

淡　

路　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

見

（
神
2
）　

淡　

路　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

つ
な
手

右　

行
人
隔
霧

（
国
）　　

霧
ふ
か
み
駒
ゆ
き
よ
は
る
ほ
と
な
れ
や
声　

を
合　
　

て
過　

る
旅　

人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

く
カ

＊
（
国
）
は
、
他
本
「
駒
引
」
を
「
駒
ゆ
き
」、（
大
）「
か
へ
る
」（
明
）・（
内
）「
よ
く
る
」

を
「
よ
は
る
」
と
作
る
。
最
終
形
態
か
。
但
し
、「
よ
は
る
」
の
「
は
」
の
母
字
が
不
明
「
反
」

に
み
え
る
。
こ
れ
で
「
は
」
か
。
そ
れ
と
も
、「
く
（
母
字
は
久
）、
も
し
く
は
「
わ
（
母
字
は

王
）」
と
で
も
書
こ
う
と
し
た
か
。

（
大
）　　
　
　
　
　
　

引　

か
く
る
程　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

す
く

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　

ひ
き
よ
く
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
ひ

（
彰
）　　
　
　
　
　
　

引　

よ
く
る　
　
　
　
　
　
　
　

あ
は
せ

（
明
）　　

霧
ふ
か
み
駒
引　

よ
く
る
ほ
と
な
れ
や
声　

を
合　
　

て
過　

る
旅　

人

（
伊
）　　
　
　
　
　
　

引　

よ
く
る

（
島
）　　
　
　
　
　
　

引　

よ
く
る　
　
　
　
　

こ
ゑ　

あ
は
せ
て

＊
「
よ
は
る
」
は
（
大
）
で
は
「
か
へ
る
」「
か
つ
る
」
に
読
め
る
。
だ
が
、（
明
）
本
系
は
い

ず
れ
も
「
よ
く
る
」。

（
祐
）　　
　
　
　
　
　

引　

よ
く
る　
　
　
　
　

こ
ゑ　

あ
は
せ
て

（
神
1
）　　
　
　
　
　

紅　

葉　
　
　
　
　
　
　
　

た
れ
む
ね　
　
　
　
　
　
　
　
　

む

＊
（
神
1
）
は
「
た
れ
」
と
つ
く
る
。（
国
）（
大
）（
め
い
）
は
「
た
か
」。（
内
）
は
「
誰
」。

こ
れ
は
「
た
れ
」
と
読
ん
だ
か
。

（
続
）　　
　
　
　
　
　

紅　

葉　
　
　

忍　

ふ　
　
　
　

む
ね　
　
　

ゆ
ふ
へ

（
続
書
）　　
　
　
　
　

紅　

葉　
　
　

忍　

ふ　
　
　
　

む
ね　
　
　

ゆ
ふ
へ

（
続
内
）　　
　
　
　
　

紅　

葉　
　
　

忍　

ま　
　
　
　

む
ね　
　
　

ゆ
ふ
へ

＊
（
続
内
）
は
他
本
「
忍
ふ
」
を
「
忍
ま
」
と
作
る
。「
ま
」
と
「
ふ
」
を
書
き
間
違
っ
た
か
。

（
神
2
）　　
　
　
　
　

紅　

葉　
　
　

忍　

ふ　
　
　
　

む
ね　
　
　

ゆ
ふ
へ

七
十
九
番
左　

海
辺
霞
」（
島
）（
祐
）（
静
）

（
国
）　　

あ
は
ち
か
た
霞　
　

を
あ
み
に
引　

あ
ま
の
つ
な
て
と
み
る
や
嶺　

の
横　

雲

（
大
）　　

淡　

路　
　
　
　
　
　

網　
　
　
　
　
　
　

縄　

手　
　
　
　
　
　
　

よ
こ

（
ノ
）　　

淡　

路　
　
　
　
　
　

網　
　
　
　
　
　
　

縄　

手　
　
　
　

峯　
　

よ
こ

（
彰
）　　

淡　

路　
　
　
　
　
　

網　
　

ひ
く　
　
　

綱　

手　

見　
　
　
　
　

よ
こ

＊
（
彰
）
は
「
細
」
に
ミ
セ
ケ
チ
「
網
」
と
傍
書
。
別
筆
か
。

（
明
）　　

淡　

路
か
た
霞　
　

を
網　

に
引　

あ
ま
の
縄　

手
と
み
る
や
嶺　

の
よ
こ
雲

（
伊
）　　

淡　

路　
　

か
す
み　

網　
　
　
　
　
　
　

縄　

手

（
島
）　　

淡　

路　
　
　
　
　
　

網　
　
　
　
　
　
　

縄　

手　
　
　
　
　
　
　

よ
こ

（
祐
）　　

淡　

路　
　

か
す
み　

網　
　

ひ
く　
　
　

縄　

手　

見　
　

み
ね　

よ
こ

（
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

網　
　
　
　
　
　
　

綱　
　
　
　
　
　
　
　
　

よ
こ

（
三
）

（
静
）

（
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

の　
　

を
引　

海
士　

縄　

手　

見

＊
（
内
）
は
「
霞
の
網
を
」
と
作
る
。
他
本
は
「
霞
を
網
に
」
と
す
る
。
独
自
の
変
改
か
。
独

自
本
文
。

（
神
1
）　

淡　

路　
　
　
　
　

の
網　

を　
　
　
　
　

縄　

手　
　
　
　
　
　
　

よ
こ
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明
星
大
学
研
究
紀
要
【
人
文
学
部
・
日
本
文
化
学
科
】
第
二
十
二
号　

二
〇
一
四
年

＊
（
内
）
は
末
尾
が
「
水
の
う
た
か
た
」。
独
自
本
文
。

（
神
1
）　

大　

和　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
ろ　

う
た

＊
（
神
1
）
は
（
内
）
と
近
い
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、
こ
こ
は
（
大
）・（
明
）・（
国
）
の
本
文
に

拠
っ
て
い
る
。
混
淆
本
文
か
。

（
続
）　　
　
　
　

か
は　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

水　

の
う
た

＊
（
続
）
は
（
内
）
と
同
様
に
、
末
尾
が
「
水
の
う
た
か
た
」
同
一
系
統
。

（
続
書
）　　
　
　

か
は　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

氷　
　
　
　
　
　

水　

の
う
た　
　

」

＊
（
続
書
）
は
「
氷
解
」
の
「
解
」
に
ミ
セ
ケ
チ
「
と
け
」
と
傍
書
。（
内
）
系
を
見
た
結
果

か
。

（
続
内
）　　
　
　

か
は　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

水　

の
う
た　
　

」

（
神
2
）　　
　
　

か
は　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

氷　
　

解　

行　

水　
　
　
　
　
　

」

＊
（
神
2
）
は
「
こ
ろ
」
に
ミ
セ
ケ
チ
「
水
」
と
傍
書
。
つ
ま
り
、（
内
）
系
の
本
を
見
て
、

（
水
）
に
し
た
の
で
あ
る
。

右　

駒
迎
」（
国
）（
神
1
）（
彰
）

（
国
）　　

あ
ふ
坂　

や
ひ
ま
行　

駒　

に
引　

そ
へ
て
ほ
と
な
や
秋
の
も
ち
月
の
か
け

＊
（
国
）
は
「
も
み
ち
」
と
記
し
て
「
み
」
に
ミ
セ
ケ
チ
。

（
大
）　　

逢　
　
　
　
　
　

ゆ
く
こ
ま　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

望　
　
　

影

（
ノ
）　　

逢　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

望　
　
　

影

（
彰
）　　

相　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

望

（
明
）　　

逢　

坂　

や
ひ
ま
行　

駒　

に
引　

そ
へ
て
ほ
と
な
や
秋
の
望　

月
の
影
」（
十
六
ウ
）

（
伊
）　　

逢　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

望　
　
　
　
　

」

（
島
）　　

逢　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」　　
　
　
　

望　
　
　

影

（
祐
）　　

逢　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

（
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

影

（
三
）　　

逢　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

程　
　
　
　
　
　
　
　
　

影

（
書
）　　
　
　
　
　
　

引　

よ
く
る　
　
　
　
　

こ
ゑ　
　
　
　
　

す
く

（
三
）　　
　
　
　
　
　

行　

よ
く
る
程　
　
　
　
　
　
　

あ
は
せ
て

＊
（
三
）
＝
（
静
）。

（
静
）　　
　
　
　
　
　

行　

よ
く
る
程

＊
（
静
）
は
、「
駒
行
」
で
（
国
）
と
同
じ
だ
が
、「
よ
く
る
」
で
（
明
）
と
同
じ
。（
国
）
の

前
の
段
階
か
。

（
内
）　　
　
　
　
　
　

引　

よ
く
る
程　
　
　
　

こ
ゑ　

合　
　

て

（
神
1
）　　
　
　
　
　

引　

よ
く
る　
　
　
　
　

こ
ゑ　
　
　
　
　
　
　
　

た
ひ

（
続
）　　
　
　
　
　
　

引　

よ
く
る　
　
　
　
　
　
　
　

あ
は
せ
て

（
続
書
）　　
　
　
　
　

引　

よ
く
る　
　
　
　
　
　
　
　

あ
は
せ
て

（
続
内
）　　
　
　
　
　

引　

よ
く
る　
　
　
　
　
　
　
　

あ
は
せ
て

（
神
2
）　　
　
　
　
　

引　

よ
く
る　
　
　
　
　
　
　
　

あ
は
せ
て

八
十
番　

左　

早
春
氷

（
国
）　　

や
ま
と
川　

人
も
心　
　

を
め
く
ら
す
や
氷　
　

と
け
行　

比　

の
哥　

か
た

（
大
）　　

大　

和
河　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
ほ
り　
　

ゆ
く

（
ノ
）　　

大　

和　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

う
た　
　

」

（
彰
）　　

大　

和　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ゆ
く　
　
　

う
た

（
明
）　　

大　

和
川　

人
も
心　
　

を
め
く
ら
す
や
氷　
　

と
け
行　

比　

の
哥　

か
た

（
伊
）　　

大　

和　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
ろ　

う
た

（
島
）　　

大　

和　
　
　
　

こ
ゝ
ろ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

う
た

（
祐
）　　

大　

和　
　
　
　

こ
ゝ
ろ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ゆ
く
こ
ろ　

う
た

（
書
）　　

大　

和　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
ほ
り　
　
　
　

こ
ろ

（
三
）　　
　
　
　

河　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

う
た

（
静
）

（
内
）　　

大　

和　
　
　
　

こ
ゝ
ろ　
　
　
　
　
　

氷　
　
　
　
　
　

水　
　

う
た
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明
星
本
『
正
広
自
歌
合
』
の
本
文
と
校
異
（
1
）　　
　

前
田
雅
之

（
続
）　　
　
　

朧　

月

（
続
書
）　　
　

朧　

月

＊
（
続
書
）
は
「
朧
々
月
」
の
「
々
」
に
ミ
セ
ケ
チ
。（
内
）
系
で
校
訂
。

（
続
内
）　　
　

朧　

月

＊
（
続
書
）
を
そ
の
ま
ま
受
け
て
い
る
か
。

＊
（
神
1
）（
内
）（
群
）
は
同
文
。

（
神
2
）　　
　

朧
々
月

＊
（
神
2
）
は
（
群
）
に
ほ
ぼ
忠
実
な
の
に
、
な
ぜ
か
こ
こ
で
は
（
大
）（
明
）（
国
）
系
と
同

文
。

（
国
）　　

花
の
香
の
お
ほ
つ
か
な
く
て
く
も
る
夜
は
照　

に
そ
ま
さ
る
閨　

の
月
か
け

（
大
）

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

曇　

×
夜　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

影

（
彰
）　　
　
　

か　
　
　
　
　
　
　
　

曇　

×　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

影

（
明
）　　

花
の
香
の
お
ほ
つ
か
な
く
て
く
も
る
夜
は
照　

に
そ
ま
さ
る
閨　

の
月
か
け

（
伊
）

（
島
）

（
祐
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ね
や　
　

影

（
書
）　　
　
　

か　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

て
る　
　
　
　
　
　
　
　
　

影
」

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

よ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

（
静
）　　
　
　

か　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

（
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

影

（
神
1
）　　
　

か　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

て
る　
　
　
　
　
　
　
　
　

影

（
続
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

曇　

る

（
続
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

曇　

る

（
続
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

曇　

る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

影

＊
（
三
）
は
「
も
み
月
」
の
「
み
」
に
ミ
セ
ケ
チ
「
ち
」
と
傍
書
。
書
き
損
じ
故
だ
ろ
う
。

（
静
）　　

逢　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

影

（
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

望　
　
　

影

（
神
1
）　　
　

さ
か　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

望

（
続
）　　

逢　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ひ
き　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

影

（
続
書
）　

逢　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ひ
き　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

影

（
続
内
）　

逢　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ひ
き　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

影

（
神
2
）　

逢　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ひ
き　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

影

八
十
一
番
左　

朧
々
月

（
国
）　　
　
　

朧
々
月

（
大
）　　
　
　

朧
々
月

（
ノ
）　　
　
　

朧
々
月

（
彰
）　　
　
　

朧
々
月

（
明
）　　
　
　

朧
々
月

（
伊
）　　
　
　

朧
々
月

（
島
）　　
　
　

朧
々
月

（
祐
）　　
　
　

朧
々
月

（
書
）　　
　
　

朧
々
月

（
三
）　　
　
　

朧
々
月

（
静
）　　
　
　

朧
々
月

＊
（
内
）（
続
）（
神
1
）
が
「
朧
月
」。

（
内
）　　
　
　

朧　

月

＊
（
内
）
が
「
朧
月
」。（
続
）
系
が
「
朧
月
」
な
の
は
、（
内
）
が
ど
こ
か
で
効
い
て
い
る
の

だ
ろ
う
。

（
神
1
）　　
　

朧　

月



104

明
星
大
学
研
究
紀
要
【
人
文
学
部
・
日
本
文
化
学
科
】
第
二
十
二
号　

二
〇
一
四
年

（
彰
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松

（
明
）　　

か
ら
き
世
を
故　

郷　

人
は
跡　

ふ
り
て
花
の
み
の
こ
る
し
か
の
浜　

松

（
伊
）　　
　
　
　
　
　

故　
　
　
　
　
　
　

ふ
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松

（
島
）　　
　
　
　
　
　

故　
　
　
　
　

あ
と
ふ
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

は
ま
松
」

（
祐
）　　
　
　
　
　
　

ふ
る
さ
と　
　

あ
と
ふ
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

は
ま
松
」

（
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松

（
三
）　　

つ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

古　

て　
　
　
　
　
　

志
賀　
　
　

松

＊
（
三
）
は
「
つ
ら
き
世
」
と
作
る
。
誤
読
に
基
づ
く
か
。

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

古　

て　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松

＊
（
静
）
も
「
古
て
」
と
作
る
。

（
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ふ
り　
　
　
　

残　

る
志
賀　

は
ま
ま
つ

＊
（
内
）
は
、「
ふ
り
」
と
作
る
。

（
神
1
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ふ
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

風

＊
（
神
1
）
は
末
句
が
「
浜
風
」
と
な
っ
て
い
る
。
誤
写
か
、
読
み
損
じ
か
。
次
の
歌
に
「
浜

風
」
が
あ
り
、
そ
れ
に
目
が
移
っ
た
か
。

（
続
）　　
　
　
　
　
　

ふ
る
里　
　
　

あ
と
ふ
り　
　
　
　

残　

る　
　
　
　
　

松

（
続
書
）　　
　
　
　
　

ふ
る
里　
　
　

あ
と
ふ
り　
　
　
　

残　

る　
　
　
　
　

松

（
続
内
）　　
　
　
　
　

ふ
る
里　
　
　

あ
と
ふ
り　
　
　
　

残　

る　
　
　
　
　

松
」

（
神
2
）　　
　
　
　
　

ふ
る
郷　
　
　

あ
と
ふ
り　
　
　
　

残　

る　
　
　
　
　

松

右　

潟
月
」（
彰
）

（
国
）　　

限　
　

な
き
秋
の
思　
　

も
き
さ
か
た
や
月
に
浜　

風　

ふ
け
ぬ
こ
の
夜
は
」

（
大
）

（
ノ
）　　

か
き
り　
　
　
　

お
も
ひ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

よ

（
彰
）　　
　
　
　
　
　
　
　

思　

ひ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

よ

（
明
）　　

限　
　

な
き
秋
の
思　

ひ
も
き
さ
か
た
や
月
に
浜　

風　

ふ
け
ぬ
此　

よ
は

（
神
2
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

曇　

る

右　

月
前
秋
風
」（
大
）

（
国
）　　

た
か
な
ら
す
月
の
扇　
　

そ
雲　

の
袖　

空
に
み
た
れ
て
か
よ
ふ
秋　

風

（
大
）

（
ノ
）　　

誰
か　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
せ

（
彰
）

（
明
）　　

た
か
な
ら
す
月
の
扇　
　

そ
雲　

の
袖　

空
に
み
た
れ
て
通　

ふ
秋　

か
せ

（
伊
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

通　
　
　
　

か
せ

（
島
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

く
も
の
そ
て　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
せ

（
祐
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

く
も
の
そ
て

（
書
）

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

通　

ふ　
　

か
せ

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

通　

×

（
内
）　　

誰
×
な
ら
す　
　

あ
ふ
き　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

通　

×
あ
き
か
せ

（
神
1
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
せ

（
続
）　　
　
　
　
　
　
　
　

あ
ふ
き　
　
　
　
　
　
　
　

乱　

れ　
　
　
　
　
　

か
せ

（
続
書
）　　
　
　
　
　
　
　

あ
ふ
き　
　
　
　
　
　
　
　

乱　

れ　
　
　
　
　
　

か
せ

（
続
内
）　　
　
　
　
　
　
　

あ
ふ
き　
　
　
　
　
　
　
　

乱　

れ　
　
　
　
　
　

か
せ

（
神
2
）　　
　
　
　
　
　
　

あ
ふ
き　
　
　
　
　
　
　
　

乱　

れ　
　
　
　
　
　

か
せ

八
十
二
番
左　

古
郷
花

（
国
）　　

か
ら
き
世
を
古　

郷　

人
は
跡　

た
え
て
花
の
み
の
こ
る
し
か
の
浜　

ま
つ

＊
（
国
）
は
他
本
「
ふ
り
て
」
を
「
た
え
て
」
と
作
る
。
最
終
形
態
か
。

（
大
）　　
　
　
　
　
　

ふ
る　
　
　
　
　
　

ふ
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

は
ま
松

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ふ
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松



105

明
星
本
『
正
広
自
歌
合
』
の
本
文
と
校
異
（
1
）　　
　

前
田
雅
之

（
静
）

（
内
）　　
　
　

河
あ
ふ
瀬　
　
　

ぬ
か
さ
ゝ
き　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
り

＊
（
内
）
は
「
あ
ふ
瀬
も
し
ら
ぬ
」
と
作
る
。
他
本
は
「
し
ら
て
」。
独
自
本
文
。

（
神
1
）　　

の　

あ
ふ　
　
　
　
　

か
さ
ゝ
き　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
り
金

（
続
）　　
　
　

河
あ
ふ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

は　
　
　
　
　
　

か
り

（
続
書
）　　
　

河
あ
ふ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

は　
　
　
　
　
　

か
り

（
続
内
）　　
　

河
あ
ふ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

は　
　
　
　
　
　

か
り

（
神
2
）　　
　

河
あ
ふ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

は　
　
　
　
　
　

か
り

右　

浦
鴈
」（
静
）

（
国
）　　

春
や
夢
秋
風　

よ
す
る
う
ら
の
浪　

ひ
と
り
そ
か
へ
る
初　

鴈　

の
声

（
大
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
み　
　
　
　

帰　

る　
　

か
り

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

浦　
　

な
み　
　
　
　

帰　

る　
　

か
り　

こ
ゑ

＊
（
ノ
）
は
「
帰
る
」
に
「
本
ノ
マ
ヽ
」
と
傍
書
。
漢
字
に
な
っ
て
い
る
の
を
気
に
し
た
か
。

（
彰
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

浦　
　

浪　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
ゑ

（
明
）　　

春
や
夢
秋
風　

よ
す
る
浦　

の
な
み
ひ
と
り
そ
か
へ
る
初　

か
り
の
こ
ゑ

（
伊
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

浦　
　

な
み　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
り

（
島
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
み　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
り　

こ
ゑ

（
祐
）　　
　
　
　
　

か
せ　
　
　
　
　
　

な
み　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
り　

こ
ゑ

（
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

浦　
　

な
み　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
り　

こ
ゑ

（
三
）　　
　
　
　
　

か
せ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
り　

こ
ゑ

（
静
）

＊
（
静
）
こ
こ
か
ら
88
番
歌
ま
で
場
所
が
異
な
っ
て
い
る
。

（
内
）　　
　
　
　
　

か
せ　
　
　

浦　
　

な
み　
　
　
　

帰　

る　
　

か
り　

こ
ゑ
」

（
神
1
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

浦　
　

な
み　
　
　
　

帰　

る　
　

か
り　

こ
ゑ

（
続
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

浦　
　

波　
　
　
　
　
　
　
　

は
つ
か
り

（
伊
）　　
　
　
　
　
　
　
　

思　

ひ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

此　

よ

（
島
）　　
　
　
　
　
　
　
　

お
も
ひ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

よ

（
祐
）　　
　
　
　
　
　
　
　

お
も
ひ　
　
　
　
　
　
　
　

は
ま　
　
　
　
　
　
　

よ

（
書
）　　

か
き
り　
　
　
　

思　

ひ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

此

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　

お
も
ひ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
せ　
　
　

此　

よ

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

此

（
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　

思　

ひ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
せ　
　
　
　
　

よ

（
神
1
）　

か
き
り　
　
　
　

思　

ひ　
　

え　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

此　

よ

＊
（
神
1
）
は
他
本
「
き
さ
か
た
（
象
潟
）」
を
「
き
え
か
た
」
と
作
る
。
思
ひ
が
消
え
と
と

っ
た
か
。
誤
読
に
基
づ
く
か
。

（
続
）　　

限　

り　
　
　
　

お
も
ひ　

象　

潟

（
続
書
）　

限　

り　
　
　
　

お
も
ひ　

象　

潟　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

（
続
内
）　

限　

り　
　
　
　

お
も
ひ　

象　

潟

（
神
2
）　

限　

り　
　
　
　

お
も
ひ　

象　

潟　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

八
十
三
番
左　

帰
鴈
」（
神
1
）（
ノ
）

（
国
）　　

天　

川
逢　

せ
も
し
ら
て
鵲　
　
　

の
よ
り
羽
に
な
ら
ふ
春
の
鴈　

か
ね
」

（
大
）　　
　
　

河
あ
ふ　
　
　
　
　

か
さ
ゝ
き　
　
　

は

（
ノ
）　　
　

の　

あ
ふ　
　
　
　
　

か
さ
ゝ
き

（
彰
）　　
　

の　

あ
ふ　
　
　
　
　

か
さ
ゝ
き　
　
　

は　
　
　
　
　
　

か
り

（
明
）　　

天
の
川
逢　

せ
も
し
ら
て
か
さ
ゝ
き
の
よ
り
羽
に
な
ら
ふ
春
の
鴈　

金
」（
十
七
オ
）

（
伊
）　　
　

の
河　
　

瀬　
　
　
　

か
さ
ゝ
き　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

金
」

（
島
）　　
　

の　

あ
ふ　
　
　
　
　

か
さ
ゝ
き　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

金

（
祐
）　　
　

の　

あ
ふ　
　
　
　
　

か
さ
ゝ
き　
　
　

は　
　
　
　
　
　

か
り

（
書
）　　
　
　
　

あ
ふ　
　
　
　
　

か
さ
ゝ
き　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

金

（
三
）　　
　
　

河　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
り
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明
星
大
学
研
究
紀
要
【
人
文
学
部
・
日
本
文
化
学
科
】
第
二
十
二
号　

二
〇
一
四
年

（
国
）　　

う
き
身
と
て
め
さ
ま
し
く
さ
の
袂
よ
り
結　
　

か
露
を
秋
の
初　

か
せ

（
大
）　　
　
　
　
　
　

目　
　
　

草　
　
　
　
　

結　

ふ

（
ノ
）　　
　
　

み　
　
　
　
　
　

草　
　
　
　
　

む
す
ふ

（
彰
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

草　
　
　
　
　

む
す
ふ　
　
　
　
　
　
　

風

（
明
）　　

う
き
身
と
て
め
さ
ま
し
草　

の
袂
よ
り
む
す
ふ
か
露
を
秋
の
初　

か
せ

（
伊
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

草　
　
　
　
　

む
す
ふ

＊
（
伊
）
は
「
露
を
」
を
「
露
の
」
の
「
の
」
を
ミ
セ
ケ
チ
で
「
を
」
と
傍
書
。

（
島
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

草　
　
　
　
　

む
す
ふ　
　
　
　
　

は
つ

（
祐
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

草　
　
　
　
　

む
す
ふ　
　
　
　
　

は
つ
風

（
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

草　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

風

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

草

＊
（
三
）
は
「
身
き
身
」
の
最
初
の
「
身
」
に
ミ
セ
ケ
チ
「
う
」
と
傍
書
。
書
き
損
じ
故
だ
ろ

う
。

（
静
）

（
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

草　
　
　
　
　

結　

ふ　
　
　
　
　

は
つ

（
神
1
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

草

（
続
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

草　
　
　
　
　

む
す
ふ

（
続
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

草　
　
　
　
　

む
す
ふ

（
続
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

草　
　
　
　
　

む
す
ふ　
　
　
　
　
　
　

風

（
神
2
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

草　
　
　
　
　

む
す
ふ

八
十
五
番
左　

若
菜
」（
国
）

（
国
）　　

神
山
や
卯
月　

は
遠　

き
葵　
　

草　

こ
れ
も
二
葉
を
と
る
若　

な
か
な

（
大
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
ふ
ひ　
　
　
　
　
　

は　

取　

若　

菜
哉

（
ノ
）　　
　
　
　

う　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

菜

（
彰
）　　
　
　
　
　
　
　
　

と
を
き
お
ふ
ひ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

わ
か

（
続
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

浦　
　

波　
　
　
　
　
　
　
　

は
つ
か
り

（
続
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

浦　
　

波　
　
　
　
　
　
　
　

は
つ
か
り

（
神
2
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

浦　
　

波　
　
　
　
　
　
　
　

は
つ
か
り

八
十
四
番
左　

初
春
霞
」（
島
）（
祐
）

（
国
）　　

さ
ほ
姫　

の
雪
の
は
た
へ
の
蘿　
　
　

や
あ
ら
し
の
ひ
ま
の
霞　
　

な
る
ら
ん

（
大
）　　
　
　

ひ
め　
　
　
　
　
　
　

う
す
物　

や
嵐　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

む

（
ノ
）　　

棹　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

薄　

物　

や
嵐

（
彰
）　　
　
　

ひ
め　
　
　
　
　
　
　

う
す
物　

や
嵐

（
明
）　　

棹　

姫　

の
雪
の
は
た
へ
の
薄　

物　

や
嵐　
　

の
ひ
ま
の
霞　
　

な
る
ら
ん

（
伊
）　　

棹　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

薄　

物　

や
嵐　
　
　
　
　
　

か
す
み
成

（
島
）　　

棹　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

薄　

も
の
や

（
祐
）　　

棹　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

う
す
も
の
や　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

む

（
書
）　　

棹　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

薄　

物　

や
嵐　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

（
静
）

＊
（
静
）
は
「
蘿
」
に
ミ
セ
ケ
チ
別
筆
で
「
羅
」
と
傍
書
。

（
内
）　　

棹　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

薄　

物　

や
あ
ら
し

（
神
1
）　

棹　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

薄　

物　

や
嵐　
　
　
　
　
　

か
す
み

（
続
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

う
す
も
の
や
嵐　
　
　
　
　
　

か
す
み

（
続
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

う
す
も
の
や
嵐　
　
　
　
　
　

か
す
み

（
続
内
）　　
　
　
　
　

雲　
　
　
　
　

う
す
も
の
や
嵐　
　

に　
　
　

か
す
み

＊
（
続
内
）
は
他
本
「
雪
」
を
「
雲
」、「
嵐
に
」
を
「
嵐
の
」
と
作
る
。
書
き
損
じ
が
多
い
。

（
神
2
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

う
す
も
の
や
嵐　
　
　
　
　
　

か
す
み

右　

初
秋
露
」（
大
）（
彰
）
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明
星
本
『
正
広
自
歌
合
』
の
本
文
と
校
異
（
1
）　　
　

前
田
雅
之

（
三
）　　
　
　

事　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
せ　
　
　
　
　
　

む

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

む　
　
　
　
　

」

（
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
ゝ
ろ　
　
　

か
せ

（
神
1
）　　
　

事　
　
　
　
　

嵐　
　

そ

＊
（
神
1
）
は
他
本
「
心
」
と
あ
る
の
を
「
嵐
」
と
す
る
。
理
由
は
不
明
。「
嵐
」
の
「
山
」

冠
を
心
と
読
み
誤
っ
た
か
。

（
続
）　　
　
　

事　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

聞　

ん

（
続
書
）　　
　

事　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

聞　

ん

（
続
内
）　　
　

事　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

聞　

ん

（
神
2
）　　
　

事　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

聞　

ん

八
十
六
番
左　

落
花

（
国
）　　

山
桜　
　

ち
り
て
く
ち
す
は
世
　ゝ

の
花　

つ
も
る
を
雪
の
高　

ね
と
や
み
ん

（
大
）　　
　

さ
く
ら
散　

て
朽　

す　

代　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
か

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

代
　ヽ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

根

（
彰
）　　
　
　
　
　

散　

て　
　
　
　

代
　ゝ
　
　
　
　
　
　

も　
　

た
か
ね

＊
（
彰
）
は
他
本
「
つ
も
る
を
」
を
「
つ
も
る
も
」
と
作
る
。

（
明
）　　

山
桜　
　

ち
り
て
く
ち
す
は
代
　ゝ

の
花　

つ
も
る
を
雪
の
高　

根
と
や
み
ん

（
伊
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

代　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

根

（
島
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

代　
　
　

は
な　
　
　
　
　
　
　
　

根

（
祐
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

代
〳
　〵
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

根　
　
　

む

（
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

根　
　
　

む

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

は
な　
　
　
　
　
　

た
か　
　
　

見

（
静
）

（
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　

朽　

す　

代
　ゝ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

根　
　
　

む

（
神
1
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

代
　ゝ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

根

（
明
）　　

神
山
や
う
月　

は
遠　

き
葵　
　

草　

こ
れ
も
二
葉
を
と
る
若　

菜
哉

（
伊
）　　
　
　
　

う　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

哉

（
島
）　　
　
　
　

う　
　
　
　
　
　

あ
ふ
ひ
く
さ

（
祐
）　　
　
　
　

う
つ
き　
　
　
　

あ
ふ
ひ
く
さ

（
書
）

（
三
）　　
　
　
　

う　
　
　

と
を
き　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

哉

＊
（
三
）
＝
（
静
）。

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　
　

と
を
き　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

哉

（
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
ふ
ひ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

哉

（
神
1
）

（
続
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
ふ
ひ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

わ
か
な

（
続
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
ふ
ひ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

わ
か
な　

」

（
続
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
ふ
ひ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

菜
哉

（
神
2
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
ふ
ひ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

わ
か
な　

」

右　

荻
風
」（
伊
）（
神
1
）

（
国
）　　

う
き
こ
と
に
な
す
も
心　
　

そ
秋
の
風　

め
て
ゝ
を
き
か
ん
露　

の
下
荻
」

（
大
）　　
　
　

事

（
ノ
）　　
　
　

事　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

（
彰
）　　
　
　

事　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

は
き

＊
（
彰
）
は
他
本
「
荻
」
を
「
は
き
」
と
読
ん
だ
。

（
明
）　　

う
き
事　

に
な
す
も
心　
　

そ
秋
の
風　

め
て
ゝ
を
き
か
む
露　

の
下
荻
」（
十
七
ウ
）

（
伊
）　　
　
　

事　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

×　

む

（
島
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
ゝ
ろ　
　
　
　
　

」　
　
　

×　

む
つ
ゆ

（
祐
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
ゝ
ろ　
　
　
　
　

」　
　
　

×　

む
つ
ゆ

（
書
）　　
　
　

事　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

む
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明
星
大
学
研
究
紀
要
【
人
文
学
部
・
日
本
文
化
学
科
】
第
二
十
二
号　

二
〇
一
四
年

八
十
七
番
左　

朝
見
花
」（
内
）

（
国
）　　

老
か
身
は
朝　
　

の
露　

の
花　

の
陰　

又　

い
つ
の
世
に
生　
　

て
か
み
ん
」

（
大
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

れ

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

む
ま
れ

（
彰
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
け　
　
　
　
　
　
　
　
　

れ

（
明
）　　

老
か
身
は
朝　
　

の
露　

の
花　

の
陰　

又　

い
つ
の
世
に
生　

れ
て
か
み
む

（
伊
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

れ　
　
　

む

（
島
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

つ
ゆ
の
は
な
の
か
け
ま
た　
　
　
　
　
　
　

れ　
　
　

む
」

（
祐
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

つ
ゆ
の
は
な
の
か
け
ま
た　
　
　
　
　
　
　

れ　
　

見
む
」

（
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

む
」

（
三
）　　
　
　
　
　

あ
し
た　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

よ　
　
　
　
　
　
　
　

」

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

む

（
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
け　
　
　
　
　
　
　
　
　

れ　
　
　

む

（
神
1
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

む

（
続
）　　
　
　
　
　

あ
し
た　
　
　
　
　
　
　

か
け　
　
　
　
　
　
　

む
ま
れ

（
続
書
）　　
　
　
　

あ
し
た　
　
　
　
　
　
　

か
け　
　
　
　
　
　
　

む
ま
れ

（
続
内
）　　
　
　
　

あ
し
た　
　
　
　
　
　
　

影　
　
　
　
　
　
　
　

む
ま
れ

（
神
2
）　　
　
　
　

あ
し
た　
　
　
　
　
　
　

か
け　
　
　
　
　
　
　

む
ま
れ

右　
　
　

寄
月
旅
」（
大
）

（
国
）　　

寄
月
旅

（
大
）　　

寄
月
旅

（
ノ
）　　

寄
月
旅

（
彰
）　　

寄
月
旅

（
明
）　　
　
　
　

寄
・
旅
に
ミ
セ
ケ
チ　

月
前
雲

（
続
）　　
　
　
　
　

散　

て　
　
　
　
　

　々
　
　
　

積　

る　
　
　
　
　

根

（
続
書
）　　
　
　
　

散　

て　
　
　
　
　

　ゝ
　
　
　

積　

る

（
続
内
）　　
　
　
　

散　

て　
　
　
　
　

　ゝ
　
　
　

積　

×　
　
　
　
　

根　
　
　
　

」

（
神
2
）　　
　
　
　

散　

て　
　
　
　
　

　ゝ
　
　
　

積　

る

右　

月
前
舟
」（
彰
）

（
国
）　　

か
ち
枕　
　

う
ら
風　

あ
ら
く
散　

浪　

や
月
に
笘　

も
る
秋
の
む
ら
雨

＊
私
家
集
大
成
本
は
「
散
」
で
は
な
く
「
敷
」
と
読
む
が
、
こ
こ
は
「
散
」。

（
大
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ち
る　
　
　
　
　

篷

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ち
る　
　
　
　
　

篷　
　
　
　
　

村

（
彰
）　　
　
　
　
　
　

浦　
　
　
　
　
　

ち
る
波　
　
　
　

篷

（
明
）　　

か
ち
枕　
　

う
ら
風　

あ
ら
く
ち
る
浪　

や
月
に
篷　

も
る
秋
の
村　

さ
め

（
伊
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ち
る　
　
　
　
　

篷　
　
　
　
　

村　

さ
め

（
島
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ち
る
な
み　
　
　

篷　
　
　
　
　
　
　

さ
め

（
祐
）　　
　
　

ま
く
ら
×
×　
　
　
　
　

ち
る
な
み　
　
　

篷　
　
　
　
　
　
　

さ
め

＊
（
祐
）
は
（
島
）「
枕
」
を
「
ま
く
ら
」
と
開
い
た
結
果
、「
ら
」
に
引
か
れ
、「
う
ら
」
の

書
写
を
失
念
し
た
と
思
わ
れ
る
。

（
書
）　　
　
　
　
　
　

浦　
　
　
　
　
　

ち
る　
　
　
　
　

篷　
　
　
　
　

村

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

篷　
　
　
　
　

村

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

篷　
　
　
　
　

村

（
内
）　　

梶　

枕　
　

浦　

か
せ　
　
　

ち
る　
　
　
　
　

と
ま

（
神
1
）　

梶　

枕　
　
　
　
　
　
　
　
　

ち
る　
　
　
　
　

篷

（
続
）　　
　
　
　
　
　

浦　
　
　
　
　
　

ち
る
波　
　
　
　

と
ま

（
続
書
）　　
　
　
　
　

浦　
　
　
　
　
　

ち
る
波　
　
　
　

と
ま

（
続
内
）　　
　
　
　
　

浦　
　
　
　
　
　

ち
る
波　
　
　
　

と
ま

（
神
2
）　　
　
　
　
　

浦　
　
　
　
　
　

ち
る
波　
　
　
　

と
ま



109

明
星
本
『
正
広
自
歌
合
』
の
本
文
と
校
異
（
1
）　　
　

前
田
雅
之

（
明
）　　

さ
む
し
と
も
た
れ
に
か
岩　

の
上　

の
袖
雲
の
衣　
　

の
う
す
き
夜
の
月

＊
（
明
）
は
「
月
に
ミ
セ
ケ
チ　

雲
」、「「
衣
は
」
に
ミ
セ
ケ
チ　
「
衣
の
」」、「「
雲
か
な
」
に

「
夜
の
月
」
と
傍
書
。
い
ず
れ
も
同
筆
。

（
伊
）　　
　
　
　
　
　

た
れ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

夜
の
月

（
島
）　　
　
　
　
　
　

た
れ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
ろ
も　
　
　
　

夜
の
月

（
祐
）　　
　
　
　
　
　

た
れ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
ろ
も　
　
　
　

夜
の
月

（
書
）　　
　
　
　
　
　

た
れ　
　
　
　
　
　
　
　
　

月　
　
　
　

は　
　
　

雲
か
な

＊
（
書
）
は
「
月
」
に
「
雲
」、「
衣
は
」
の
「
は
」
に
「
の
」、「
雲
か
な
」
に
「
夜
の
月
」
と

傍
書
。
同
筆
。
但
し
、（
明
）
異
な
り
、
ミ
セ
ケ
チ
は
な
い
。

（
三
）

＊
（
三
）
＝
（
静
）
＝
（
国
）。

（
静
）

＊
（
静
）
は
（
国
）
と
同
じ
。（
大
）
に
よ
っ
て
い
な
い
。

（
内
）　　

霜
な
か
ら
月
吹
い
た
す
呉
竹
の
あ
ら
し
に
秋
も
ち
る
あ
ら
れ
か
な

＊
（
内
）
は
題
と
同
様
、
歌
も
別
の
歌
で
あ
る
。
同
歌
は
、
今
の
と
こ
ろ
、
見
い
だ
せ
な
い
。

独
自
本
文
。

（
神
1
）　

露
な
か
ら
月
吹
い
た
す
呉
竹
の
嵐　
　

に
秋
も
ち
る
あ
ら
れ
か
な

＊
（
神
1
）
は
（
内
）
と
題
と
共
に
同
文
。

（
続
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

い
は　

う
へ　
　

月
の　
　
　

は　
　
　

雲
か
な

＊　
　
　

霜
な
か
ら
月
吹
い
た
す
呉
竹
の
あ
ら
し
に
秋
も
ち
る
あ
ら
れ
か
な
イ　

と
傍
書

＊
（
続
）
は
（
大
）
と
同
じ
で
、
ま
た
、
イ
は
（
内
）
と
同
じ
。
題
「
月
前
竹
風
」（
神
1
）

＝
（
内
）
＝
（
続
）
の
異
本
。

（
続
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

い
は　

う
へ　
　

月
の　
　
　

は　
　
　

雲
か
な
」

（
続
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

い
は　

う
へ　
　

月
の　
　
　

は　
　
　

雲
か
な

（
神
2
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

い
は　

う
へ　
　

月
の　
　
　

は　
　
　

雲
か
な
」

＊
（
続
）
＝
（
神
2
）
は
（
大
）
の
本
文
。

（
伊
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

月
前
雲

（
島
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

月
前
雲

（
祐
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

月
前
雲

（
書
）　　
　
　
　

寄
・
旅
に
ミ
セ
ケ
チ　

月
前
雲

（
三
）　　

寄
月
旅

（
静
）　　

寄
月
旅

（
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

月
前
竹
風
」

（
神
1
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

月
前
竹
風

（
続
）　　

寄
月
旅
（
月
前
竹
風
イ
と
傍
書
）
…
…
（
内
）
と
の
校
訂
に
よ
る
。

（
続
書
）　

寄
月
旅

（
続
内
）　

寄
月
旅

（
神
2
）　

寄
月
旅

（
国
）　　

さ
む
し
と
も
誰　

に
か
岩　

の
上　

の
袖
雲
の
衣　
　

の
う
す
き
よ
の
月

（
大
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

月　
　
　
　

は　
　
　

雲
か
な

＊
（
大
）
は
「
誰
に
」
の
次
に
「
そ
」
に
「
か
」
と
傍
書
、
そ
の
次
の
「
は
」
に
ミ
セ
ケ
チ
、

と
は
い
え
、（
大
）
は
こ
の
歌
の
題
が
国
会
図
書
館
本
と
共
通
。
ま
た
、「
袖
雲
」
が
「
袖
月
」、

「
衣
の
」
が
「
衣
は
」
に
な
っ
て
お
り
、（
明
）
が
書
き
改
め
る
直
前
の
状
態
を
示
し
て
い
る
。

と
な
る
と
、
こ
の
本
の
文
明
五
年
は
本
当
の
可
能
性
が
あ
る
。
も
う
少
し
調
査
の
必
要
を
感
じ

る
。
ミ
セ
ケ
チ
以
前
を
移
し
た
可
能
性
も
あ
る
。
そ
の
場
合
は
、（
明
）
の
方
が
古
い
。（
明
）

に
は
花
押
が
あ
る
が
、（
大
）
に
は
な
い
。
だ
が
、（
大
）
の
字
は
よ
い
。
悩
み
ど
こ
ろ
で
あ
る
。

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　

た
れ　
　
　
　
　
　
　

×　

月　
　
　
　

は　
　
　

雲
か
な

＊
（
ノ
）
は
「
上
袖
」
の
間
に
「
の
歟
」
と
傍
書
。
本
文
は
、（
ノ
）
＝
（
大
）。（
ノ
）
は

（
大
）
系
で
あ
る
。

（
彰
）　　
　
　
　
　
　

た
れ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

雲
か
な

＊
（
彰
）
は
本
文
的
に
は
（
神
1
）
よ
り
も
（
大
）
に
近
い
か
。
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明
星
大
学
研
究
紀
要
【
人
文
学
部
・
日
本
文
化
学
科
】
第
二
十
二
号　

二
〇
一
四
年

（
彰
）　　

さ
た
め　
　

し
く
れ

（
明
）　　

さ
た
め
な
く
し
く
れ
ん
雲
を
秋　

の
袖
涙　
　

に
い
そ
く
夕　

ま
く
れ
哉

（
伊
）　　

さ
た
め　
　

し
く
れ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

哉

（
島
）　　

さ
た
め　
　

し
く
れ　
　
　
　
　
　
　

な
み
た　
　
　
　
　
　
　
　
　

哉

（
祐
）　　

さ
た
め　
　

し
く
れ　
　
　

あ
き　
　

な
み
た　
　
　
　

ゆ
ふ

（
書
）　　

さ
た
ね　
　

し
く
れ
む　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

哉

（
三
）　　
　
　
　
　
　

し
く
れ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

暮

（
静
）　　
　
　
　
　
　

し
く
れ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

暮　

哉

（
内
）　　
　
　
　
　
　

し
く
れ　
　
　
　
　
　
　

な
み
た　
　
　
　
　
　
　

暮　

哉

（
神
1
）　

さ
た
め　
　

し
く
れ

（
続
）　　

さ
た
め　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

泪

（
続
書
）　

さ
た
め　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

泪

（
続
内
）　

さ
た
め　
　

し
く
れ　
　
　
　
　
　
　

泪

（
神
2
）　

さ
た
め　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

泪

八
十
九
番
左　

立
春
」（
島
）（
祐
）

（
国
）　　

天
地
も
め
く
み
を
う
け
て
人
心　
　

い
さ
み
あ
る
世
に
春　

は
き
に
け
り

（
大
）　　
　
　
　

恵　
　

を　
　
　
　
　
　
　
　
　

め

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

め

＊
（
ノ
）
＝
（
大
）。

（
彰
）

（
明
）　　

天
地
も
め
く
み
を
う
け
て
人
心　
　

い
さ
み
あ
る
世
に
は
る
は
き
に
け
り

（
伊
）

（
島
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
ゝ
ろ

（
祐
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
ゝ
ろ

（
書
）

八
十
八
番
左　

暁
花
」（
伊
）（
静
）（
神
1
）

（
国
）　　

明　

ぬ
と
て
別　
　

よ
い
か
に
い
も
せ
山　

花
に
そ
ふ
夜
の
月
の
宮　

人

（
大
）

（
ノ
）　　

あ
け

（
彰
）　　

あ
け　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

よ

（
明
）　　

あ
け
ぬ
と
て
別　
　

よ
い
か
に
い
も
せ
山　

花
に
そ
ふ
夜
の
月
の
宮　

人
」（
十
八
オ
）

（
伊
）　　

あ
け

（
島
）　　

あ
け　
　
　
　
　
　

よ

＊
「
別
よ
」
の
「
よ
」
は
場
合
に
よ
っ
て
は
「
に
」
に
誤
読
し
や
す
い

（
祐
）　　

あ
け　
　
　

わ
か
れ
よ

（
書
）　　

あ
け　
　
　

わ
か
れ

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

よ

（
静
）

（
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

や
ま

（
神
1
）　

あ
け

（
続
）　　
　
　
　
　
　

わ
か
れ
よ　
　
　

妹　

脊　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

み
や

（
続
書
）　　
　
　
　
　

わ
か
れ
よ　
　
　

妹　

背　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

み
や

（
続
内
）　　
　
　
　
　

わ
か
れ
よ　
　
　

妹　

背　
　
　
　

ほ　
　
　
　
　

み
や　

」

＊
（
続
内
）
は
他
本
「
花
に
そ
ふ
」
を
「
花
に
ほ
ふ
」
と
作
る
。
書
き
損
じ
か
。

（
神
2
）　　
　
　
　
　

わ
か
れ
よ　
　
　

妹　

背　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

み
や

右　
　

秋
夕
雲
」（
ノ
）（
彰
）

（
国
）　　

定　
　

な
く
時　

雨
ん
雲
を
秋　

の
袖
涙　
　

に
い
そ
く
夕　

ま
く
れ
か
な

（
大
）　　

さ
た
め　
　

し
く
れ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

暮　

哉

（
ノ
）　　

さ
た
め　
　

し
く
れ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
な
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明
星
本
『
正
広
自
歌
合
』
の
本
文
と
校
異
（
1
）　　
　

前
田
雅
之

（
神
2
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

毎　

に　
　
　
　
　
　
　
　
　

き

九
十
番　

左　

霞
満
山

（
国
）　　

な
ひ
き
あ
ふ
草　

な
ら
な
く
に
若
草
の
山
も
霞　
　

に
く
も
る
比　

か
な

＊
（
国
）
は
、
他
本
「
妻
」
と
す
る
に
「
草
」、「
こ
も
る
」
と
す
る
に
「
く
も
る
」
と
作
る
。

最
終
形
態
か
。

（
大
）　　
　
　
　
　
　

妻　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　

妻　
　
　
　
　
　
　

菜　
　
　
　
　
　
　

こ

＊
（
ノ
）
は
「
菜
」
に
「
草
歟
」
と
傍
書
。
書
き
損
じ
か
。

（
彰
）

＊
（
彰
）
は
「
な
ひ
あ
ふ
」
の
「
ひ
」
の
後
に
「
き
」
と
傍
書
。

（
明
）　　

な
ひ
き
あ
ふ
妻　

な
ら
な
く
に
若
草
の
山
も
霞　
　
　

こ
も
る
比　

哉

（
伊
）　　
　
　
　
　
　

妻　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ　
　
　
　

哉

（
島
）　　
　
　
　
　
　

つ
ま　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
す
み　

こ　
　
　
　

哉

（
祐
）　　
　
　
　
　
　

つ
ま　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
す
み　

こ　
　

こ
ろ

（
書
）　　
　
　
　
　
　

妻　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ　
　
　
　

哉
」

＊
（
三
）
は
「
霞
く
」
の
「
く
」
に
ミ
セ
ケ
チ
「
に
」
と
傍
書
。

（
静
）　　
　
　
　
　
　

妻　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

哉
」

＊
（
静
）
は
「
草
」
に
ミ
セ
ケ
チ
し
て
別
筆
で
「
妻
」
と
傍
書
。
も
と
も
と
は
（
国
）
と
同
じ
。

（
内
）　　
　
　
　
　
　

妻　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ　
　
　
　
　
　

」

（
神
1
）　　
　
　
　
　

妻　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
す
み　

こ

（
続
）　　
　
　
　
　
　

つ
ま　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ　
　

い
ろ
哉

＊
（
続
）
は
「
い
ろ
」
に
「
比
イ
」
と
傍
書
。

（
続
書
）　　
　
　
　
　

つ
ま　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ　
　

い
ろ
哉
」

（
続
内
）　　
　
　
　
　

つ
ま　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ　
　

い
ろ
哉
」

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

よ　
　
　
　

来

（
静
）

（
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
ゝ
ろ

（
神
1
）

（
続
）　　
　
　
　

恵　
　

を　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

来

（
続
書
）　　
　
　

恵　
　

を　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

来

（
続
内
）　　
　
　

恵　
　

を　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

来

（
神
2
）　　
　
　

恵　
　

を　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

来

右　

早
秋
」（
国
）

（
国
）　　

涼　

し
と
て
な
ら
す
扇
を
人
こ
と
に
ま
ね
く
と
見
て
や
秋
の
来
ぬ
ら
ん

（
大
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

み　
　
　
　

き

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

み　
　
　
　

き

（
彰
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

き

（
明
）　　

涼　

し
と
て
な
ら
す
扇
を
人
こ
と
に
ま
ね
く
と
み
て
や
秋
の
き
ぬ
ら
ん

（
伊
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

み　
　
　
　

き

（
島
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

み　
　
　
　

き

（
祐
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

き

（
書
）　　

す
ゝ
し

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

み

（
静
）

（
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

見　
　
　
　

き

（
神
1
）　

す
ゝ
し　
　
　
　
　
　
　
　

毎　

に　
　
　
　
　
　
　
　
　

き

（
続
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

毎　

に　
　
　
　
　
　
　
　
　

き

（
続
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

毎　

に　
　
　
　
　
　
　
　
　

き

（
続
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

毎　

に　
　
　
　
　
　
　
　
　

き
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明
星
大
学
研
究
紀
要
【
人
文
学
部
・
日
本
文
化
学
科
】
第
二
十
二
号　

二
〇
一
四
年

（
国
）　　

苔
莚　
　

ち
り
し
く
ほ
と
に
又
ち
ら
は
一　
　

も
枝　

に
花　

や
な
か
ら
む

（
大
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ひ
と
つ

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

（
彰
）　　
　

む
し
ろ　
　
　
　

程　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ん

（
明
）　　

苔
莚　
　

ち
り
し
く
ほ
と
に
又
ち
ら
は
一　
　

も
枝　

に
花　

や
な
か
ら
む

（
伊
）

（
島
）　　
　

む
し
ろ

（
祐
）　　
　

む
し
ろ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

え
た
に
は
な

（
書
）

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

程　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ん

（
静
）

（
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

程

（
神
1
）

（
続
）　　
　

む
し
ろ
散　

し　
　
　
　
　
　
　
　

ひ
と
つ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ん

（
続
書
）　　

む
し
ろ
散　

し　
　
　
　
　
　
　
　

ひ
と
つ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ん

（
続
内
）　　

む
し
ろ
散　

し　
　
　
　
　
　
　
　

ひ
と
つ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ん

（
神
2
）　　

む
し
ろ
散　

し　
　
　
　
　
　
　
　

ひ
と
つ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ん

右　

南
北
擣
衣

（
国
）　　

紫　
　
　

の
上　

の
き
ぬ
た
の
夜
も
す
か
ら
あ
か
し
の
浪　

も
う
つ
ひ
ゝ
き
哉
」

（
大
）　　
　
　
　
　
　

う
へ

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

明　

石　

な
み　
　
　
　
　
　

か
な

（
彰
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

明　

石　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
な

＊
（
彰
）
は
「
此
」
を
ミ
セ
ケ
チ
「
紫
」
と
傍
書
。
別
筆
か
。

（
明
）　　

紫　
　
　

の
上　

の
き
ぬ
た
の
夜
も
す
か
ら
明　

石
の
な
み
も
う
つ
ひ
ゝ
き
哉

（
伊
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

明　

石　

な
み

（
神
2
）　　
　
　
　
　

つ
ま　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ　
　

い
ろ
哉
」

＊
（
神
2
）
は
異
本
注
記
が
な
い
。

右　

月
前
荻
」（
伊
）（
大
）（
神
1
）（
彰
）

（
静
）「
萩
」
ミ
セ
ケ
チ
「
荻
」

（
国
）　　

曇　
　

な
く
さ
し
向　

ふ
月
の
さ
夜
中
に　

独　
　

か
た
ふ
く
露
の
下　

荻

（
大
）　　

く
も
り　
　
　
　

む
か

（
ノ
）　　

曇　

り　
　
　
　

む
か　
　
　
　
　
　
　
　

ひ
と
り

（
彰
）　　

く
も
り　
　
　
　

む
か

（
明
）　　

く
も
り
な
く
さ
し
む
か
ふ
月
の
さ
夜
中
に　

ひ
と
り
か
た
ふ
く
露
の
下　

荻
」

 

（
十
八
ウ
）

（
伊
）　　

く
も
り　
　
　
　

む
か　
　
　
　
　
　
　
　

ひ
と
り　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

（
島
）　　

く
も
り　
　
　
　

む
か　
　
　
　
　
　
　

」
ひ
と
り

（
祐
）　　
　
　
　
　
　
　
　

む
か　
　
　
　
　
　
　

」
ひ
と
り　
　
　
　
　
　

し
た
お
き

（
書
）　　

く
も
り　
　
　
　

む
か　
　
　
　
　
　
　
　

ひ
と
り

（
三
）

＊
（
三
）
は
表
記
も
（
国
）
と
同
一
。

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

お
き

（
内
）　　

く
も
り　
　
　
　

む
か　
　
　
　
　
　
　
　

ひ
と
り
傾　
　

く　
　
　
　

お
き

（
神
1
）　

く
も
り　
　
　
　

む
か　
　
　
　
　
　
　
　

ひ
と
り

（
続
）　　

曇　

り　
　
　
　

む
か　
　
　

小　
　
　
　

ひ
と
り

（
続
書
）　

曇　

り　
　
　
　

む
か　
　
　

小　
　
　
　

ひ
と
り

（
続
内
）　

曇　

り　
　
　
　

む
か　
　
　

小　
　
　
　

ひ
と
り

（
神
2
）　

曇　

り　
　
　
　

む
か　
　
　

小　
　
　
　

ひ
と
り

九
十
一
番
左　

花
半
露
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明
星
本
『
正
広
自
歌
合
』
の
本
文
と
校
異
（
1
）　　
　

前
田
雅
之

（
祐
）　　
　
　
　

か
す
み　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
ほ
ひ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

え
」

（
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

え

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

匂　

ひ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

香

＊
（
三
）
＝
（
静
）、
本
文
は
（
国
）
と
同
文
。

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

匂　

ひ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

香

＊
（
静
）
は
（
国
）
と
同
じ
。

（
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

枝

（
神
1
）　　
　
　
　
　
　
　

そ
て　
　
　
　
　
　

に
ほ
ひ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

枝

（
続
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

匂　

ひ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

え

（
続
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

匂　

ひ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

え

（
続
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

匂　

ひ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

え
」

（
神
2
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

匂　

ひ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

え

右　

薄
風
」（
彰
）

＊
（
彰
）
は
題
が
抜
け
て
い
る
。

（
国
）　　

契　

あ
り
て
山
田
に
か
よ
ふ
稲　

妻　

を
余
所
よ
り
ま
ね
く
く
ろ
の
小
薄

（
大
）　　
　
　

有　

て　
　
　
　
　
　
　
　

つ
ま　

よ
そ　
　
　
　
　
　
　
　

を

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

よ
そ　
　
　
　
　

畔

（
彰
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

い
な　
　
　

よ
そ　
　
　
　
　
　
　
　

を

（
明
）　　

契　

あ
り
て
山
田
に
か
よ
ふ
稲　

妻　

を
よ
そ
よ
り
ま
ね
く
く
ろ
の
小
薄

（
伊
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

よ
そ

（
島
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

い
な
つ
ま　

よ
そ

（
祐
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

い
な
つ
ま　

よ
そ

（
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

よ
そ　
　
　
　
　
　
　
　

を

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

よ
そ

（
島
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

明　

石　

な
み　
　
　
　
　
　

か
な

（
祐
）　　

む
ら
さ
き　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

明　

石　

な
み

（
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

明　

石　

な
み

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

よ　
　
　
　
　
　
　
　

波

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
な

（
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

明　

石　

波　
　

打
×
ひ

（
神
1
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

明　

石　

な
み　
　
　
　
　
　

か
な

（
続
）　　
　
　
　
　
　

う
へ　

碪　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

波

（
続
書
）　　
　
　
　
　

う
へ　

碪　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

波　
　

う
つ

＊
（
続
書
）
は
「
波
も
ひ
ゝ
く
」
の
「
ひ
ゝ
く
」
に
ミ
セ
ケ
チ
「
う
つ
」
と
傍
書
。
目
移
り
か
。

と
は
い
え
、（
神
2
）
も
全
く
同
じ
だ
か
ら
、
両
者
の
底
本
も
そ
う
な
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と

だ
ろ
う
。

（
続
内
）　　
　
　
　
　

う
へ　

碪　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

波

（
神
2
）　　
　
　
　
　

う
へ　

碪　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

波　
　

う
つ

＊
（
神
2
）
は
末
句
「
ひ
ゝ
き
ひ
ゝ
き
」
の
最
初
の
「
ひ
ゝ
き
」
に
ミ
セ
ケ
チ
「
う
つ
」
と
傍

書
。（
続
書
）
と
（
神
2
）
は
か
な
り
近
い
本
文
に
よ
る
。

九
十
二
番
左　

梅
香
留
袖

（
国
）　　

柳
た
つ
霞　
　

の
袖　

そ
う
ち
け
ふ
る
匂　
　

や
と
む
る
ま
し
る
梅　

か
ゝ

＊
（
国
）
は
他
本
「
梅
か
え
」
と
す
る
の
に
「
梅
か
ゝ
（
香
）」
と
作
る
。
最
終
形
態
か
。

（
大
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

む
め
か
え

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
ほ
ひ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

え

（
彰
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
ほ
ひ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

え

（
明
）　　

柳
た
つ
霞　
　

の
袖　

そ
う
ち
け
ふ
る
に
ほ
ひ
や
と
む
る
ま
し
る
梅　

か
え

（
伊
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
ほ
ひ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

え
（
カ
）

（
島
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
ほ
ひ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

え
」



114

明
星
大
学
研
究
紀
要
【
人
文
学
部
・
日
本
文
化
学
科
】
第
二
十
二
号　

二
〇
一
四
年

（
続
書
）　　
　
　
　
　

き
の
ふ　
　
　

薄　

く
も
り

（
続
内
）　　
　
　
　
　

き
の
ふ　
　
　

薄　

く
も
り

（
神
2
）　　
　
　
　
　

き
の
ふ　
　
　

薄　

く
も
り

右　

山
紅
葉
」（
大
）

（
国
）　　

立　

田
山
ゆ
ふ
付　

鳥
に
村　

烏　
　

い
か
な
る
色　

を
秋
に
と
ふ
ら
ん

（
大
）　　

た
つ
た　
　
　
　
　
　
　

む
ら
か
ら
す　
　
　
　
　
　
　
　
　

問　

ら

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　
　

つ
け

（
彰
）　　
　
　
　
　

夕　

つ
け　
　

む
ら
か
ら
す

（
明
）　　

立　

田
山
ゆ
ふ
つ
け
鳥
に
む
ら
烏　
　

い
か
な
る
色　

を
秋
に
と
ふ
ら
ん

（
伊
）　　
　
　
　
　
　
　

つ
け　
　

む
ら

（
島
）　　

た
つ
た　
　
　

つ
け　
　

む
ら　
　
　
　
　
　
　

い
ろ

（
祐
）　　

た
つ
た　
　
　

つ
け　
　

む
ら
か
ら
す　
　
　
　

い
ろ　
　
　
　
　
　

む

（
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
ら
す

（
三
）　　

た
つ
田　

夕　

付　

鳥

＊
（
三
）
は
「
夕
付
鳥
の
」
の
「
の
」
に
ミ
セ
ケ
チ
「
に
」
と
傍
書
。
書
き
損
じ
故
だ
ろ
う
。

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

む

（
内
）　　
　
　
　
　

夕　

つ
け　
　

む
ら
か
ら
す　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

（
神
1
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
ら
す

（
続
）　　

龍　
　
　
　
　

つ
け　
　
　
　

鴉

（
続
書
）　

龍　
　
　
　
　

つ
け　
　
　
　

鴉

（
続
内
）　

龍　
　
　
　
　

つ
け　
　
　
　

鴉

（
神
2
）　

龍　
　
　
　
　

つ
け　
　
　
　

鴉

九
十
四
番
左　

霞
隔
遠
樹
」（
国
）（
島
）（
祐
）（
ノ
）

（
国
）　　

空　

の
う
み
や
霞　
　

の
み
ほ
の
見
る
ふ
さ
に
山
松
な
ひ
く
嶺　

の
春　

風

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

よ
そ

（
内
）　　

契
り
有　

て　
　
　
　
　
　

い
な
つ
ま　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

を

（
神
1
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

よ
そ

（
続
）　　

契
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

よ
そ　
　
　
　
　

畔

（
続
書
）　

契
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

よ
そ　
　
　
　
　

畔　
　
　
　

」

＊
（
続
書
）
は
「
畔
の
ふ
薄
」
の
「
ふ
」
に
ミ
セ
ケ
チ
「
小
」
と
傍
書
。
書
き
損
じ
に
よ
る
か
。

（
続
内
）　

契
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

よ
そ　
　
　
　
　

畔

（
神
2
）　

契
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

よ
そ　
　
　
　
　

畔　
　
　
　

」

九
十
三
番
左　

初
春
霞
」（
伊
）（
神
1
）

（
国
）　　

今
朝
み
れ
は
昨　

日
の
雪
の
う
す
曇　
　

そ
の
ま
ゝ
春
に
た
つ
霞　
　

哉

（
大
）　　

け
さ　
　
　
　
　
　
　
　
　

薄　

く
も
り
其

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　

き
の
ふ　
　
　

薄　

く
も
り　
　
　
　
　
　

立　

霞　
　

か
な

（
彰
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

く
も
り

（
明
）　　

今
朝
み
れ
は
昨　

日
の
雪
の
薄　

く
も
り
其　

ま
ゝ
春
に
立　

霞　
　

哉
」（
十
九
オ
）

（
伊
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

薄　

く
も
り
其　
　
　
　
　

立　

か
す
み
か
な

（
島
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

薄　

く
も
り　
　
　
　
　
　

立　

か
す
む
か
な

＊
（
島
）
は
「
か
す
む
」
と
作
る
。
誤
写
か
。

（
祐
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

薄　

く
も
り　
　
　
　
　
　

立　

か
す
む
か
な

＊
（
祐
）
は
（
島
）
を
写
し
た
の
で
「
か
す
む
」
と
な
る
。

（
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

く
も
り　
　
　
　
　
　

立　

か
す
み　
　

」

（
三
）　　
　
　

見　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
な
」

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

立　

霞　
　

か
な

（
内
）　　
　
　
　
　
　

き
の
ふ　
　
　
　
　

く
も
り
其　

儘　

春

（
神
1
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

く
も
り　
　
　
　
　
　

立　

霞　
　

か
な

（
続
）　　
　
　
　
　
　

き
の
ふ　
　
　

薄　

く
も
り
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明
星
本
『
正
広
自
歌
合
』
の
本
文
と
校
異
（
1
）　　
　

前
田
雅
之

（
明
）　　

行　

秋
の
別　
　

に
い
か
に
立　

田
姫　

涙　
　

色
こ
き
木
々
の
く
れ
な
ゐ

（
伊
）　　

行　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

立　

田　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

く
れ
な
ゐ

（
島
）　　

行　
　
　

わ
か
れ　
　
　
　

立　

田　
　

な
み
た　
　
　
　
　
　

く
れ
な
ゐ

（
祐
）　　

行　
　
　

わ
か
れ　
　
　
　
　
　
　

ひ
め
な
み
た　
　
　
　
　
　

く
れ
な
ゐ

（
書
）　　

行　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

む
ら
雨

＊
（
書
）
は
「
く
れ
な
ゐ
」
に
ミ
セ
ケ
チ
「
む
ら
雨
」
と
傍
書
。（
明
）
の
直
後
の
段
階
か
。

（
三
）　　

行　

秋　

別　
　

や
し
た
ふ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村

＊
（
三
）
＝
（
静
）。（
三
）
が
（
静
）
に
近
く
、
文
明
15
年
の
奥
書
。
独
自
本
文
。

（
静
）　　

行　
　
　
　
　
　

や
し
た
ふ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村　
　

」

＊
（
静
）
は
「
や
し
た
ふ
」
に
「
よ
い
か
に
イ
」
と
傍
書
。
な
に
や
ら
（
続
）
系
と
（
国
）
の

折
衷
本
文
。
末
句
「
村
雨
」
と
な
る
の
は
、（
国
）・（
続
）・（
神
2
）・（
静
）。

（
内
）　　

行　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
み
た　
　
　
　
　
　

く
れ
な
ゐ

（
神
1
）　

行　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

く
れ
な
ゐ

（
続
）　　

行　
　
　

わ
か
れ
や
し
た
ふ
龍　

田　
　

泪　
　
　
　
　
　
　
　

む
ら
雨

＊
（
続
）
は
「
や
し
た
ふ
」
に
「
よ
い
か
に
イ
」、「
む
ら
雨
」
に
「
く
れ
な
ゐ
イ
」
と
傍
書
。

（
続
書
）　

行　

秋　

わ
か
れ
や
し
た
ふ
龍　

田　
　

泪　
　
　
　
　
　
　
　

む
ら
雨

（
続
内
）　

行　

秋　

わ
か
れ
や
し
た
ふ
龍　

田　
　

泪　
　
　
　
　
　
　
　

む
ら
雨

（
神
2
）　

行　

秋　

わ
か
れ
や
し
た
ふ
龍　

田　
　

泪　
　
　
　
　
　
　
　

む
ら
雨

九
十
五
番
左　

残
花

（
国
）　　

色
も
香
も
名　

残
の
花　

そ
月
な
ら
は
此　

一
本　

や
在　

明　

の
か
け

（
大
）　　
　
　

か　

な
こ
り　
　
　
　
　
　
　
　

こ
の　
　
　
　

有

（
ノ
）　　
　
　
　
　

な
こ
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
り　
　
　

影

（
彰
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

も
と

（
明
）　　

色
も
香
も
な
こ
り
の
花　

そ
月
な
ら
は
此　

一
本　

や
有　

明　

の
か
け

（
伊
）　　
　
　
　
　

な
こ
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

有

（
大
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

み　
　
　
　
　
　
　
　
　

み
ね

（
ノ
）　　
　
　
　

海　
　
　
　
　
　
　
　
　

み　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
せ

（
彰
）　　
　
　
　

海

（
明
）　　

空　

の
海　

や
霞　
　

の
み
ほ
の
み
る
ふ
さ
に
山
松
な
ひ
く
嶺　

の
春　

風

（
伊
）　　
　
　
　

海　
　

か
す
み　
　
　
　

み　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
せ

（
島
）　　
　
　
　

海　
　
　
　
　
　
　
　
　

み　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

は
る

（
祐
）　　
　
　
　

海　
　
　
　
　
　
　
　
　

み　
　
　
　
　
　
　
　
　

み
ね　

は
る
か
せ

（
書
）　　
　
　
　

海　

や　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

峯

（
三
）

＊
（
三
）・（
静
）
は
表
記
も
（
国
）
と
同
文
。

（
静
）

（
内
）　　
　
　
　

海　
　
　
　
　
　
　
　
　

み　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
せ

（
神
1
）　　
　
　

海　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

峯

（
続
）　　

そ
ら　

海　
　
　
　
　
　
　
　
　

み　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
せ

（
続
書
）　

そ
ら　

海　
　
　
　
　
　
　
　
　

み　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
せ

（
続
内
）　

そ
ら　

海　
　
　
　
　
　
　
　
　

み　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

（
神
2
）　

そ
ら　

海　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
せ

右　

暮
秋
雨
」（
彰
）

（
国
）　　

ゆ
く
秋
の
別　
　

に
い
か
に
た
つ
た
姫　

涙　
　

色
こ
き
木
ゝ
の
む
ら
雨

＊
（
国
）
は
、
他
本
末
句
を
「
く
れ
な
ゐ
」
と
す
る
が
、「
む
ら
雨
」
と
作
る
。
最
終
形
態
か
。

題
か
ら
す
れ
ば
、「
む
ら
雨
」
で
よ
い
。

（
大
）　　
　
　
　
　
　
　
　

に　
　
　

立　

田　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

く
れ
な
ゐ

（
ノ
）　　

行　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

立　

田　
　

な
み
た　
　
　
　
　
　

く
れ
な
ゐ

（
彰
）　　

行　
　
　
　
　
　

よ　
　
　

立　

田　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

く
れ
た
け

＊
（
彰
）
は
「
別
よ
」「
く
れ
た
け
」
と
い
う
独
自
本
文
を
も
つ
。
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明
星
大
学
研
究
紀
要
【
人
文
学
部
・
日
本
文
化
学
科
】
第
二
十
二
号　

二
〇
一
四
年

（
静
）

（
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な

（
神
1
）

（
続
）　　

相　

生　
　
　
　
　
　
　
　

今　

宵　
　
　

ま
た

（
続
書
）　

相　

生　
　
　
　
　
　
　
　

今　

宵　
　
　

ま
た

（
続
内
）　

相　

生　
　
　
　
　
　
　
　

今　

宵　
　
　

ま
た

（
神
2
）　

相　

生　
　
　
　
　
　
　
　

今　

宵　
　
　

ま
た

九
十
六
番
左　

静
見
花

（
国
）　　

開　
　

よ
り
な
る
れ
は
さ
す
か
め
か
れ
つ
ゝ
花
に
ね
ふ
れ
る
木　

本　

の
宿
」

（
大
）　　

さ
き
し　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

や
と

（
ノ
）　　

さ
き
し　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の

（
彰
）　　

咲　

し　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の　
　
　

や
と

（
明
）　　

さ
き
し
よ
り
な
る
れ
は
さ
す
か
め
か
れ
つ
ゝ
花
に
ね
ふ
れ
る
木
の
本　

の
や
と

（
伊
）　　

さ
き
し　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の

（
島
）　　

さ
き
し　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の　
　
　

や
と

（
祐
）　　

さ
き
し　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
も
と　

や
と

（
書
）　　

さ
き
し　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の　
　
　
　

」

（
三
）　　

開　

し　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の　
　
　
　

」

（
静
）　　

開　

し

（
内
）　　

さ
き
し　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の

（
神
1
）　

さ
き
し

（
続
）　　

咲　

し　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の

（
続
書
）　

咲　

し　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

は
ふ
れ
ぬ　

の

＊
（
続
書
）
は
（
神
2
）
と
同
文
。
独
自
本
文
だ
ろ
う
。

（
続
内
）　

咲　

し　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

は
ふ
れ
ぬ　

の　
　
　
　
　

」

（
島
）　　
　
　
　
　

な
こ
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
り

（
祐
）　　
　
　
　
　

な
こ
り　

は
な　
　
　
　
　

こ
の　

も
と　

あ
り
あ
け

（
書
）　　
　
　
　
　

な
こ
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

も
と　

有

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　

×

＊
（
三
）
は
「
名
残
花
」
と
記
し
、「
の
」
が
脱
字
あ
る
い
は
省
筆
。

（
静
）　　
　
　

か　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

影

（
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二　
　
　
　
　
　
　
　

影

＊
（
内
）
は
他
本
が
「
一
本
」
と
す
る
と
こ
ろ
を
「
二
本
」
と
す
る
。
誤
写
か
。

（
神
1
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

も
と　

あ
り

（
続
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

も
と　

有

（
続
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

も
と　

有　
　
　
　
　
　

」

（
続
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

も
と　

有

（
神
2
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

も
と　

有　
　
　
　
　
　

」

右　

十
三
夜
月
」（
伊
）（
神
1
）

（
国
）　　

あ
ひ
生
の
松　

を
た
め
し
そ
今　

夜
名
の　

又　

高　

砂　

や
住　

の
江
の
月

（
大
）　　

合　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
か
さ
こ　
　
　
　

え

（
ノ
）　　

相

（
彰
）　　

合　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
か
さ
こ　
　
　

×

（
明
）　　

合　

生
の
松　

を
た
め
し
そ
今　

夜
名
の　

又　

た
か
さ
こ
や
住　

の
江
の
月
」

 

（
十
九
ウ
）

（
伊
）　　

合　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
か
さ
こ

（
島
）　　

合　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」
ま
た
た
か
さ
こ

（
祐
）　　

合　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」　
　
　
　
　
　
　

す
み
の

（
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
よ
ひ　
　
　
　
　

た
か
さ
こ

（
三
）　　
　
　
　
　

ま
つ　
　
　
　
　

こ
よ
ひ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

×
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明
星
本
『
正
広
自
歌
合
』
の
本
文
と
校
異
（
1
）　　
　

前
田
雅
之

（
神
2
）　　
　
　
　
　

お
も　
　

家　

出　
　
　
　
　
　

と

九
十
七
番
左　

初
春
祝
」（
内
）（
静
）

（
国
）　　

雲
ゐ
に
て
神
の
七
代
に
立
初　

る
春
を
も
な
れ
や
し
ら
鶴　

の
声

（
大
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

そ
む　
　
　
　
　
　
　
　
　

つ
る　

こ
ゑ

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

つ
る　

こ
ゑ

（
彰
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

そ
む

（
明
）　　

雲
ゐ
に
て
神
の
七
代
に
立
そ
む
る
春
を
も
な
れ
や
し
ら
つ
る
の
こ
ゑ

（
伊
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

そ
む　
　
　
　
　
　
　
　
　

つ
る

（
島
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

そ
む　
　
　
　
　
　
　
　
　

つ
る　

こ
ゑ
」

（
祐
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

そ
む　
　
　
　
　
　
　
　
　

つ
る　

こ
ゑ
」

（
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

そ
む　
　
　
　
　
　
　
　
　

つ
る

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
ゑ

＊
（
三
）
は
「
春
や
も
」
の
「
や
」
に
ミ
セ
ケ
チ
「
を
」
と
傍
書
。
書
き
損
じ
故
だ
ろ
う
。

（
静
）

（
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

そ
む　
　
　
　
　
　
　

白　
　
　
　

こ
ゑ

（
神
1
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

そ
む　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
ゑ

（
続
）　　
　

井　
　
　
　
　
　
　
　

そ
む　
　
　
　
　
　
　

白

（
続
書
）　　

井　
　
　
　
　
　
　
　

そ
む　
　
　
　
　
　
　

白

（
続
内
）　　

井　
　
　
　
　
　
　
　

そ
む　
　
　
　
　
　
　

白

（
神
2
）　　

井　
　
　
　
　
　
　
　

そ
む　
　
　
　
　
　
　

白

右　

早
秋
霜
」（
内
）

（
国
）　　

月
出　

よ
な
に
は
の
蘆　

の
み
た
れ
な
く
露
の
玉
し
く
初　

秋
の
空

（
大
）　　
　

い
て

（
ノ
）　　
　

い
て　

難　

波

（
神
2
）　

咲　

し　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

は
ふ
れ
ぬ　

の

＊
（
神
2
）
は
他
本
「
ね
ふ
れ
る
」
を
「
は
ふ
れ
ぬ
」
と
作
る
。（
続
）
系
は
「
花
に
は
ふ
れ

ぬ
」
と
い
う
本
文
で
共
通
す
る
。

右　
　

秋
夕
」（
大
）（
彰
）

（
国
）　　

い
か
に
と
も
思　

ひ
の
宅
を
い
て
ぬ
身
に
猶
も
戸
さ
す
や
秋
の
夕　

暮

＊
（
国
）
は
他
本
「
家
」
と
す
る
の
に
、「
宅
」
と
作
る
。
理
由
は
不
明
。

（
大
）　　
　
　
　
　
　
　
　

×　

家

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　

お
も　
　

家　

出　

ぬ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

く
れ
」

（
彰
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

家　

出　

ぬ

（
明
）　　

い
か
に
と
も
お
も
ひ
の
家
を
出　

ぬ
身
に
猶
も
戸
さ
す
や
秋
の
夕　

暮

（
伊
）　　
　
　
　
　
　

お
も　
　

家　

出

（
島
）　　
　
　
　
　
　

お
も　
　

家　

出　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

く
れ

（
祐
）　　
　
　
　
　
　

お
も　
　

家　

出　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ゆ
ふ
く
れ

（
書
）　　
　
　
　
　
　

お
も

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宿　

出　

ぬ

＊
（
三
）
は
「
宿
」
と
作
る
。「
家
」
で
も
「
宅
」
で
も
な
い
。「
宅
」
を
「
宿
」
と
読
ん
だ
か
。

（
静
）

＊
（
静
）
は
他
本
「
家
」
を
（
国
）
と
同
じ
く
「
宅
」
と
す
る
。

（
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

家　

出　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

秋

＊
（
内
）
の
「
秋
」
の
表
記
は
「
龝
」。

（
神
1
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

家

（
続
）　　
　
　
　
　
　

お
も　
　

家　

出　
　
　
　
　
　

と

（
続
書
）　　
　
　
　
　

お
も　
　

家　

出　
　
　
　
　
　

と

＊
（
続
書
）
は
「
出
ぬ
身
よ
」
の
「
よ
」
に
ミ
セ
ケ
チ
「
に
」
と
傍
書
。
書
き
損
じ
故
だ
ろ
う
。

（
続
内
）　　
　
　
　
　

お
も　
　

家　

出　
　
　
　
　
　

と
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明
星
大
学
研
究
紀
要
【
人
文
学
部
・
日
本
文
化
学
科
】
第
二
十
二
号　

二
〇
一
四
年

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

立
×
霞

（
内
）　　
　
　
　
　
　
　

桜　
　
　

う
へ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

立
×
霞

（
神
1
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

う
へ

（
続
）　　
　
　
　
　
　
　

桜　
　
　

う
へ　

き
ぬ　
　
　
　
　
　
　

立
×
か
す
み
哉

（
続
書
）　　
　
　
　
　
　

桜　
　
　

う
へ　

き
ぬ　
　
　
　
　
　
　

立
×
か
す
み
哉

（
続
内
）　　
　
　
　
　
　

桜　
　
　

う
へ　

き
ぬ　
　
　
　
　
　
　

立
×
か
す
み
哉
」

（
神
2
）　　
　
　
　
　
　

桜　
　
　

う
へ　

き
ぬ　
　
　
　
　
　
　

立
×
か
す
み
哉

右　

遠
荻
」（
国
）（
彰
）

（
国
）　　

い
か
ゝ
ね
ん
と
を
山
鳥　

の
荻　

の
葉
に
秋
か
せ
立　

ぬ
長　
　

夜
の
夢

（
大
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

は　
　

風

（
ノ
）　　
　
　
　
　

む
遠　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

風　
　
　
　

長　

き
よ

（
彰
）　　
　
　
　
　
　

遠　
　
　
　
　

を
き　

は　
　

風　

た
ち　

な
か
き
よ　

ゆ
め

（
明
）　　

い
か
ゝ
ね
ん
遠　

山
鳥　

の
荻　

の
葉
に
秋
風　

立　

ぬ
長　

き
夜
の
夢

（
伊
）　　
　
　
　
　
　

遠　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

風　
　
　
　

長　

き

（
島
）　　
　
　
　
　
　

遠　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

風　
　
　
　

な
か
き

（
祐
）　　
　
　
　
　
　

遠　
　
　
　
　

お
き　
　
　
　

風　
　
　
　

な
か
き

（
書
）　　
　
　
　
　

む
遠　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

風　

た
ち
ぬ

（
三
）　　
　
　
　
　

む　
　
　

と
り　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
ち
ぬ

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

風　

た
ち
ぬ

（
内
）　　
　
　
　

せ
む
遠　

山
と
り　

お
き　
　
　
　

風

＊
（
内
）
は
「
い
か
ゝ
せ
む
」
と
作
る
。
独
自
本
文
。

（
神
1
）　　
　
　

せ
む
遠　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

風　
　
　
　

な
か
き

＊
（
神
1
）
は
（
内
）
と
同
じ
く
、「
い
か
ゝ
せ
む
」
と
作
る
。

（
続
）　　
　
　
　
　
　

遠　

山　
　
　
　
　
　

は　
　

風　

た
ち
ぬ
な
か
き

（
続
書
）　　
　
　
　
　

遠　

山　
　
　
　
　
　

は　
　

風　

た
ち
ぬ
な
か
き

（
彰
）　　
　

い
て　

難　

波　

あ
し

（
明
）　　

月
い
て
よ
難　

波
の
あ
し
の
み
た
れ
な
く
露
の
玉
し
く
初　

秋
の
空

（
伊
）　　
　

い
て　

難　

波　

あ
し

（
島
）　　
　

い
て　

難　

波　

あ
し　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

そ
ら

（
祐
）　　
　

い
て　

難　

波　

あ
し　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

は
つ　
　

そ
ら

（
書
）　　
　

い
て　

難　

波

（
三
）　　
　

い
て　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

そ
ら

（
静
）　　
　

い
て

（
内
）　　
　
　
　
　

難　

波

（
神
1
）　　
　
　
　

難　

波　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

は
つ

（
続
）　　
　
　
　
　

難　

波　

芦　
　

乱　

れ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

そ
ら

（
続
書
）　　
　
　
　

難　

波　

芦　
　

乱　

れ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

そ
ら
」

（
続
内
）　　
　
　
　

難　

波　

芦　
　

乱　

れ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

そ
ら

（
神
2
）　　
　
　
　

難　

波　

芦　
　

乱　

れ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

そ
ら
」

九
十
八
番
左　

霞
春
衣
」（
伊
）（
神
1
）

（
国
）　　

宮
人
の
柳　
　

さ
く
ら
の
上　

の
衣　

ひ
と
つ
に
は
へ
て
た
つ
霞　
　

か
な
」

（
大
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

う
へ　

き
ぬ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

哉

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　
　

桜　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
す
み

（
彰
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

う
へ　

き
ぬ

（
明
）　　

宮
人
の
柳　
　

桜　
　

の
上　

の
き
ぬ
ひ
と
つ
に
は
へ
て
た
つ
霞　
　

哉
」（
二
〇
オ
）

（
伊
）　　
　
　
　
　
　
　

桜　
　
　
　
　
　

き
ぬ

（
島
）　　
　
　
　
　
　
　

桜　
　
　

う
へ　

き
ぬ

（
祐
）　　
　
　
　

や
な
き　
　
　
　

う
へ　

き
ぬ　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
す
み

（
書
）　　
　
　
　
　
　
　

桜　
　
　
　
　
　

き
ぬ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

哉

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　

桜
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明
星
本
『
正
広
自
歌
合
』
の
本
文
と
校
異
（
1
）　　
　

前
田
雅
之

（
続
内
）　

咲
×
梅　
　
　
　
　
　
　
　
　

波　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
せ

（
神
2
）　

咲
×
梅　
　
　
　
　
　
　
　
　

波　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
せ

右　

待
月
」（
大
）（
ノ
）

（
国
）　　

心　
　

あ
り
て
夕
の
雲
は
い
な
は
山　

さ
て
も
つ
れ
な
き
嶺　

の
月
か
け

（
大
）　　
　
　
　

有　

て

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

峯

（
彰
）

（
明
）　　

心　
　

あ
り
て
夕
の
雲
は
い
な
は
山　

さ
て
も
つ
れ
な
き
嶺　

の
月
影

（
伊
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

影

（
島
）　　

こ
ゝ
ろ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

や
ま

（
祐
）　　

こ
ゝ
ろ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

や
ま　
　
　
　
　
　
　

み
ね

（
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

峯　
　
　

影

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

影

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

影

（
内
）

（
神
1
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

稲　

葉　
　
　
　
　
　
　
　
　

峯

（
続
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

影

（
続
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

影

（
続
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

れ　
　
　
　

影

＊
（
続
内
）
は
他
本
「
つ
れ
な
き
」
と
あ
る
の
に
「
つ
れ
な
れ
」
と
作
る
。
書
き
損
じ
か
。

（
神
2
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

影

百
番　

左　

残
花

（
国
）　　

暮　

て
ゆ
く
春
の
心　
　

の
岩　

木
か
な
開　

て
な
と
め
そ
山
桜　
　

は
な

（
大
）　　
　
　
　

行　

春　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

咲　
　
　
　
　
　
　

さ
く
ら
花

＊
（
続
書
）
は
「
な
か
き
世
の
□
□
」
に
「
□
□
」
に
ミ
セ
ケ
チ
「
夢
」
と
傍
書
。

（
続
内
）　　
　
　
　
　

遠　

山　
　
　
　
　
　

は　
　
　
　

と
ら　

な
か
き

＊
（
続
内
）
は
他
本
「
た
ち
ぬ
」
と
あ
る
に
「
と
ら
ぬ
」
と
読
め
る
。
書
き
損
じ
か
。
こ
の
例

多
し
。

（
神
2
）　　
　
　
　
　

遠　

山　
　
　
　
　
　

は　
　

風　

た
ち
ぬ
な
か
き

九
十
九
番
左　

梅
移
水
」（
島
）（
祐
）

（
国
）　　

開　

梅　

の
う
つ
る
か
ゝ
み
の
浪　

の
し
は
花
も
老
木
の
池
の
春　

風

（
大
）　　

さ
く
む
め　
　
　
　

鏡　
　
　

な
み　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
せ

（
ノ
）　　

さ
く　
　
　
　
　
　

鏡　
　
　

な
み

（
彰
）　　

さ
く　
　
　
　
　
　

鏡　
　
　

波　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

は
る
か
せ

＊
（
彰
）
は
「
波
の
し
は
」
の
「
は
」
を
ミ
セ
ケ
チ
明
確
に
「
は
」
と
傍
書
。

（
明
）　　

さ
く
梅　

の
う
つ
る
鏡　
　

の
な
み
の
し
は
花
も
老
木
の
池
の
春　

風

（
伊
）　　

咲
×　
　
　
　
　
　

鏡　
　
　

な
み

（
島
）　　

さ
く　
　
　
　
　
　

鏡　
　
　

な
み

＊
「
し
は
」
は
正
し
く
は
「
し
わ
」、「
浪
の
し
わ
」
と
い
う
表
現
は
古
今
集
以
来
あ
り
、
正
徹

も
用
い
て
い
る
。

（
祐
）　　

さ
く　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
み　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

は
る
か
せ

（
書
）　　

さ
く　
　
　
　
　
　

鏡　
　
　

な
み　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

＊
（
三
）・（
静
）
は
（
国
）
と
表
記
も
同
文
。

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

（
内
）　　

咲
×
梅　
　
　
　
　

鏡　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
せ

（
神
1
）　

さ
く　
　
　
　
　
　

鏡　
　
　

な
み　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
せ

（
続
）　　

咲
×
梅　
　
　
　
　
　
　
　
　

波　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
せ

（
続
書
）　

咲
×
梅　
　
　
　
　
　
　
　
　

波　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
せ
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明
星
大
学
研
究
紀
要
【
人
文
学
部
・
日
本
文
化
学
科
】
第
二
十
二
号　

二
〇
一
四
年

（
祐
）　　

ほ
し　
　
　

籬　
　

の
や
ま　

夜　
　
　

」
て
ら　
　
　
　
　
　
　

き
く

（
書
）　　
　
　
　
　
　

籬　
　

の　
　
　

夜

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

の　
　
　
　
　
　
　
　

て
ら　
　
　
　
　

白

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

て
ら　
　
　
　
　

白

（
内
）　　
　
　

き
よ
き　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

白

（
神
1
）　　
　
　
　
　

籬　
　

の　
　
　

夜　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

白　
　
　
　

は
な

（
続
）　　

ほ
し
き
よ
き
籬　
　

の　
　
　

夜
半　
　
　

て
ら　
　
　
　
　

白

（
続
書
）　

ほ
し
き
よ
き
籬　
　

の　
　
　

夜
半　
　
　

て
ら　
　
　
　
　

白

（
続
内
）　

ほ
し
き
よ
き
籬　
　

の　
　
　

夜
半　
　
　

て
ら　
　
　
　
　

白

（
神
2
）　

ほ
し
き
よ
き
籬　
　

の　
　
　

夜
半　
　
　

て
ら　
　
　
　
　

白

百
一
番
左　

立
春

（
国
）　　

日　

本
に
く
も
ら
ぬ
文
字
の
関
こ
え
て
四
方
に
道
し
る
春
や
き
ぬ
ら
ん

（
大
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

も
し

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

も
し

（
彰
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

も
し

（
明
）　　

日　

本
に
く
も
ら
ぬ
も
し
の
関
こ
え
て
四
方
に
道
し
る
春
や
き
ぬ
ら
ん

（
伊
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

も
し

（
島
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

も
し

（
祐
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

も
し　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

む

（
書
）

（
三
）

（
静
）

（
内
）

（
神
1
）　　
　
　
　
　
　
　
　

も
し

（
続
）　　
　

の　
　
　
　
　
　

も
し　
　
　
　
　
　

極

（
ノ
）　　
　
　
　

行　

春　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

さ
き

（
彰
）　　
　
　
　

行　

春　
　
　
　
　
　
　
　

哉　

さ
き

（
明
）　　

く
れ
て
行　

春
の
心　
　

の
岩　

木
哉　

さ
き
て
な
と
め
そ
山
桜　
　

は
な

（
伊
）　　

く
れ　

行　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

哉　

さ
き

（
島
）　　

く
れ　

行　
　
　

こ
ゝ
ろ　
　
　
　
　
　

さ
き　
　
　
　
　
　

さ
く
ら

（
祐
）　　

く
れ　

行　
　
　

こ
ゝ
ろ　
　
　
　
　
　

さ
き　
　
　
　
　
　

さ
く
ら
花

（
書
）　　
　
　
　

行　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

哉　

さ
き

（
三
）　　

く
れ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

哉　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

花

（
静
）　　
　
　
　

行　

春　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

花

（
内
）　　
　
　
　

行　
　
　
　
　
　
　

い
は　

哉　

さ
き　
　
　
　
　
　
　
　
　

は
な
」

（
神
1
）　

く
れ　

行　
　
　

こ
ゝ
ろ　
　
　
　

哉　

さ
き　
　
　
　
　
　
　
　
　

花

（
続
）　　
　
　
　

行　

春　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

さ
き　
　
　
　
　
　

さ
く
ら
花

（
続
書
）　　
　
　

行　

春　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

さ
き　
　
　
　
　
　

さ
く
ら
花
」

（
続
内
）　　
　
　

行　

春　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

さ
き　
　
　
　
　
　

さ
く
ら
花
」

（
神
2
）　　
　
　

行　

春　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

さ
き　
　
　
　
　
　

さ
く
ら
花
」

右　

菊
籬
月
」（
伊
）（
神
1
）（
彰
）

（
国
）　　

星　

清　

き
ま
か
き
野
山　

の
よ
は
の
月　

照　

す
は
い
つ
れ
し
ら
菊　

の
花
」

（
大
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

の　
　
　

夜　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

白

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　

籬　
　

の　
　
　

夜
×　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

白

＊
（
ノ
）
は
「
夜
の
月
」
と
記
し
、「
は
」
が
脱
字
に
な
っ
て
い
る
。
見
落
と
し
か
。

（
彰
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

の

（
明
）　　

星　

清　

き
籬　
　

の
山　

の
夜
は
の
月　

照　

す
は
い
つ
れ
白　

菊　

の
花
」

 

（
二
〇
ウ
）

（
伊
）　　
　
　
　
　
　

籬　
　

の　
　
　

夜
半　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

白

（
島
）　　

ほ
し　
　
　

籬　
　

の
や
ま　

夜　
　
　

」
て
ら　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

は
な
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明
星
本
『
正
広
自
歌
合
』
の
本
文
と
校
異
（
1
）　　
　

前
田
雅
之

（
続
内
）　　
　
　
　

め
か
み
お
か
み
を
分　

置　

や
ふ
た
つ　

ほ
し
を
は
し
め

＊
（
続
内
）
は
他
本
「
お
か
み
と
分
」
と
あ
る
の
に
、「
お
か
み
を
分
」
と
作
る
。
書
き
損
じ

か
。

（
神
2
）　　
　
　
　

め
か
み
お
か
み　

分　

置　

や
ふ
た
つ　

ほ
し
を
は
し
め

百
二
番
左　

朝
山
霞

（
国
）　　

い
つ
る
日
の
光　
　

に
山
は
空　

は
れ
て
に
し
な
る
嶺
に
立　

霞　
　

か
な

（
大
）　　

出　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

西　
　
　

峯　

た
つ　
　
　

哉

（
ノ
）　　

出　

る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

峯　
　

た
つ　
　
　
　
　

」

（
彰
）　　

出　

る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

西　
　
　
　
　

た
つ

（
明
）　　

出　

る
日
の
光　
　

に
山
は
空　

は
れ
て
西　

な
る
峯　

に
た
つ
霞　
　

か
な

（
伊
）　　

出　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

雨　
　
　
　
　
　
　
　

峯　
　

た
つ
か
す
み

＊
（
伊
）
だ
け
「
雨
」
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
誤
読
か
。
ま
た
、（
伊
）
が
転
写
さ
れ
て
い
な

か
っ
た
こ
と
も
示
す
か
。

（
島
）　　
　
　
　
　
　

ひ
か
り　
　
　
　
　
　
　
　

西　
　
　

峯　
　

た
つ　
　
　
　
　
　

」

（
祐
）　　
　
　
　
　
　

ひ
か
り　
　
　

そ
ら　
　
　

西　
　
　

み
ね　

た
つ　
　
　
　
　

」

（
書
）　　

出　

る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
つ　
　
　
　
　

」

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

そ
ら　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
つ　
　
　
　
　

」

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
つ　
　
　

哉

（
内
）　　

出　

る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

晴　

て

（
神
1
）　

出　

る　
　
　
　
　
　
　
　

そ
ら　
　
　
　
　
　
　

峯　
　
　
　

か
す
み

（
続
）　　

出　

る　
　

ひ
か
り　
　
　
　
　
　
　
　

西　
　
　
　
　
　

た
つ
か
す
み

（
続
書
）　

出　

る　
　

ひ
か
り　
　
　
　
　
　
　
　

西　
　
　
　
　
　

た
つ
か
す
み

＊
（
続
書
）
は
「
嶺
と
た
つ
」
の
「
と
」
に
ミ
セ
ケ
チ
「
に
」
と
傍
書
。
書
き
損
じ
故
だ
ろ
う
。

（
続
内
）　

出　

る　
　

ひ
か
り　
　
　
　
　
　
　
　

西　
　
　
　
　
　

た
つ
か
す
み　
　

」

（
神
2
）　

出　

る　
　

ひ
か
り　
　
　
　
　
　
　
　

西　
　
　
　
　
　

た
つ
か
す
み

（
続
書
）　　

の　
　
　
　
　
　

も
し　
　
　
　
　
　

極

（
続
内
）　　

の　
　
　
　
　
　

も
し　
　
　
　
　
　

極

＊
（
続
内
）
の
「
も
し
」
の
「
も
」
は
「
と
」
に
読
め
る
。

（
神
2
）　　

の　
　
　
　
　
　

も
し　
　
　
　
　
　

極

右　

七
夕
天
」（
静
）

（
国
）　　

天
に
し
て
女　

神
男　

神
と
分　

を
く
や
二　
　

の
星　

の
初　
　

な
る
ら
ん

＊
（
国
）
は
他
本
「
星
を
は
し
め
」
と
す
る
の
に
、「
星
の
初
」
と
作
る
。
最
終
形
態
か
。

（
大
）　　
　
　
　
　

め　
　

お　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

を
は
し
め

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

わ
け　
　
　
　
　
　
　
　
　

を　
　
　
　
　
　

ん

（
彰
）　　
　
　
　
　

め　
　

お　
　
　
　
　
　
　
　

此
□
□　

星　

を

＊
（
彰
）
は
「
此
□
□
」
が
意
味
不
明
。
脱
字
で
あ
る
。

（
明
）　　

天
に
し
て
女　

神
男　

神
と
わ
け
を
く
や
二　
　

の
星　

を
初　
　

な
る
ら
む

（
伊
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

わ
け　
　
　
　
　
　
　
　
　

を
は
し
め
成

（
島
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

わ
け　
　
　
　
　
　
　
　
　

を

（
祐
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

わ
け　
　
　
　
　
　
　
　
　

を　
　
　
　
　
　

む

（
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

わ
け　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

は
し
め

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ほ
し　
　
　
　
　
　
　

ん

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

を

＊
（
静
）
は
「
二
の
星
の
」
の
「
の
」
に
ミ
セ
ケ
チ
別
筆
で
「
を
」
と
傍
書
。

（
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ほ
し
を　
　
　
　
　
　

む

（
神
1
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

わ
け　
　
　
　
　
　
　
　
　

を　
　
　
　

り
け
ん

＊
（
神
1
）
は
末
句
「
な
り
け
ん
」
と
な
っ
て
い
る
。
独
自
本
文
だ
が
、
他
に
例
が
な
い
。
誤

写
か
思
い
違
い
か
。

（
続
）　　
　
　
　
　

め
か
み
お
か
み　

分　

置　

や
ふ
た
つ　
　
　

を
は
し
め

（
続
書
）　　
　
　
　

め
か
み
お
か
み　

分　

置　

や
ふ
た
つ　

ほ
し
を
は
し
め
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明
星
大
学
研
究
紀
要
【
人
文
学
部
・
日
本
文
化
学
科
】
第
二
十
二
号　

二
〇
一
四
年

（
神
1
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

秋　

萩

＊
（
神
1
）
は
末
句
が
（
内
）
と
同
文
。

（
続
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ま
つ　
　

た
ま
ゝ
く

＊
（
続
）
は
他
本
「
玉
さ
く
」
を
「
た
ま
ゝ
く
」
と
作
る
。
独
自
本
文
。

（
続
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ま
つ　
　

た
ま
ゝ
く　
　
　
　
　
　

」

（
続
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ま
つ　
　

た
ま
ゝ
く

（
神
2
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ま
つ　
　

た
ま
ゝ
く　
　
　
　
　
　

」

＊
（
続
書
）・（
続
内
）・（
神
2
）・（
続
）
系
は
「
た
ま
ゝ
く
」
で
共
通
す
る
。

百
三
番
左　

雪
中
若
菜
」（
国
）（
伊
）（
神
1
）

（
国
）　　

は
ら
ひ
え
ぬ
か
し
ら
の
雪
は
そ
の
ま
ゝ
に
有　

て
翁　
　

の
つ
む
若　

菜
か
な

（
国
）

（
大
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

其　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

哉

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
り　
　
　
　
　
　
　

若　

な

（
彰
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
り　

を
き
な　
　
　
　
　

な
哉

（
明
）　　

は
ら
ひ
え
ぬ
か
し
ら
の
雪
は
そ
の
ま
ゝ
に
あ
り
て
翁　
　

の
つ
む
若　

な
哉
」

 

（
二
一
オ
）

（
伊
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
り　
　
　
　
　

摘　
　
　
　

哉

（
島
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
り　
　
　
　
　
　
　

わ
か
な

（
祐
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
り　
　
　
　
　
　
　

わ
か
な

（
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
り　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
哉

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

若　

な
哉

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

若　

な
哉

（
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

其　

儘　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
哉

（
神
1
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
り　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
哉

（
続
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

哉

右　

萩
露
」（
大
）（
彰
）

（
国
）　　

花
の
色　

は
枝
に
こ
も
れ
る
秋
に
先　

露
の
玉　

さ
く
庭
の
萩　

原

＊
（
国
）
に
お
い
て
、
私
家
集
大
成
は
「
花
」
と
す
る
が
「
玉
」
で
あ
ろ
う
。

（
大
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

花　
　
　
　
　
　
　

は
ら

＊
（
大
）
は
明
確
に
「
花
」
で
あ
る
。（
大
）
段
階
で
は
「
花
」
だ
っ
た
の
が
、（
明
）
に
進
ん

で
、「
玉
」
と
な
っ
た
の
だ
ろ
う
。
但
し
、
冒
頭
「
花
」
と
あ
り
、
二
度
も
花
を
出
す
の
は
、

ま
ず
い
の
で
は
な
い
か
。

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

花

＊
（
ノ
）
は
「
露
の
花
さ
く
」
と
す
る
。（
大
）
と
同
文
。（
ノ
）
は
（
大
）
系
。

（
彰
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

花　

咲

＊
（
彰
）
は
（
大
）
と
同
じ
く
「
花
さ
く
」
と
作
る
。（
大
）
系
と
見
て
よ
い
か
。

（
明
）　　

花
の
色　

は
枝
に
こ
も
れ
る
秋
に
先
露
の　

玉
さ
く
庭
の
萩　

原

＊
「
花
に
ミ
セ
ケ
チ　

玉
」
お
そ
ら
く
（
大
）
を
そ
の
ま
ま
写
し
て
、
こ
こ
で
花
の
重
複
に
気

づ
き
、「
玉
」
に
変
え
た
の
だ
ろ
う
。

（
伊
）

（
島
）　　
　
　

い
ろ

（
祐
）　　
　
　

い
ろ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

は
き
は
ら

（
書
）

＊
（
明
）
と
異
な
り
、「
花
」
に
ミ
セ
ケ
チ
「
玉
」
な
し
。

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

は
き

（
静
）

＊
（
静
）
は
「
玉
」
と
な
っ
て
お
り
、（
大
）
と
同
文
で
は
な
い
。
意
味
的
と
重
複
に
よ
っ
て

従
わ
な
か
っ
た
か
。

（
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

秋　

は
き

＊
（
内
）
は
末
句
を
「
秋
は
き
」
と
作
る
。
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明
星
本
『
正
広
自
歌
合
』
の
本
文
と
校
異
（
1
）　　
　

前
田
雅
之

ね
て
あ
ら
は
す
」
と
傍
書
。

（
三
）　　

行　

秋　
　

間　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

顕　

は
す
三
日
月

＊
（
三
）
＝
（
国
）
＝
（
明
）
系
の
傍
書
（
校
訂
）
部
分

＊
（
国
）
は
最
終
形
態
の
本
文
だ
ろ
う
。「
松
下
集
」
に
入
っ
て
い
る
か
ら
当
た
り
前
と
も
言

え
る
が
、
さ
ら
に
追
求
し
た
い
。

（
静
）　　

行　

秋　
　

間　
　
　
　

朝　
　

ま
て
な
れ
て
み
よ
と
や
三
ケ
月　
　
　

」

＊
（
静
）
は
「
明
く
れ
を
か
ね
て
現
す
」
に
ミ
セ
ケ
チ
「
朝
ま
て
な
れ
て
み
よ
と
や
イ
」
と
傍

書
。（
大
）
系
に
よ
っ
て
校
訂
し
た
。
先
祖
返
り
。（
大
）
系
本
文
＝
（
大
）（
神
1
）（
内
）

（
続
）（
神
2
）。

（
内
）　　

行　
　
　
　
　
　
　
　
　

朝　
　

ま
て
馴　

て
み
よ
と
や
三
日
月
の
か
け
」

＊
（
内
）
は
（
大
）
と
同
じ
本
文
。

（
神
1
）　

行　

秋　
　

ま　
　
　
　

朝　
　

ま
て
な
れ
て
み
よ
と
や
三
か
月　

影

＊
（
神
1
）
は
（
内
）
と
同
文
。
つ
ま
り
、（
大
）
と
同
文
。

（
続
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
し
た
ま
て
な
れ
て
み
よ
と
や
三
ケ
月　

影

＊
（
続
）
は
、（
大
）
の
「
明
ま
て
」
を
「
あ
し
た
ま
て
」
と
読
ん
だ
。
と
す
る
と
、（
内
）
も

そ
う
か
。
ま
た
、（
内
）
と
同
様
に
、「
か
ね
て
あ
ら
は
す
」
で
は
な
く
「
な
れ
て
み
よ
と
や
」

と
い
う
（
大
）
と
同
じ
本
文
を
も
つ
。

（
続
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
し
た
ま
て
な
れ
て
み
よ
と
や
三
ケ
月

（
続
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
し
た
ま
て
な
れ
て
み
よ
と
や
三
日
月　

影

（
神
2
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
し
た
ま
て
な
れ
て
み
よ
と
や
三
ケ
月

百
四
番
左　

春
月
」（
島
）（
祐
）

（
国
）　　

春
雨
に
霞　
　

の
袖　

や
朽　

ぬ
ら
ん
は
る
れ
は
た
え
て
す
め
る
夜
の
月

（
大
）　　
　
　
　

か
す
み　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

よ

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

よ

＊
（
ノ
）
は
「
よ
の
月
」
の
表
記
が
（
大
）
と
同
一
。

（
続
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

哉

（
続
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

哉

（
神
2
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

哉

右　

初
秋
月

（
国
）　　

ゆ
く
秋
の
雲
ま
に
ほ
そ
き
明　

く
れ
を
か
ね
て
あ
ら
は
す
み
か
月
の
か
け

＊
（
国
）
は
最
終
形
態
の
本
文
か
。

（
大
）　　

行　
　
　
　
　
　
　
　
　

朝　
　

ま
て
な
れ
て
み
よ
と
や
三
日
月
の
か
け

＊
（
大
）
は
（
明
）
が
補
正
し
た
前
の
本
文
を
持
つ
。

（
ノ
）　　

行　

秋　
　

間　
　
　
　

朝　
　

ま
て
な
れ
て
み
よ
と
や
三
日
月
の
影

＊
（
ノ
）
＝
（
大
）

（
彰
）　　

行　

秋　
　
　
　
　
　
　

朝　
　

ま
て
な
れ
て
み
よ
と
や
み
か
月
の
影

（
明
）　　

行　

秋
の
雲
ま
に
ほ
そ
き
明　

暮　

を
か
ね
て
あ
ら
は
す
三
日
月
の
か
け

＊
「「
朝
ま
て
」
に
ミ
セ
ケ
チ
「
明
暮
を
」、「「
な
れ
て
み
よ
と
や
」
に
「
か
ね
て
あ
ら
は
す
」

と
そ
れ
ぞ
れ
傍
書
。」

（
伊
）　　

行　
　
　
　

間　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
日
月

＊
「「
朝
ま
て
」
に
ミ
セ
ケ
チ
「
明
暮
を
」、「「
な
れ
て
み
よ
と
や
」
に
「
か
ね
て
あ
ら
は
す
」

と
そ
れ
ぞ
れ
傍
書
。」

（
島
）　　

行　
　
　
　

ま　
　
　
　

あ
け
暮　

を　
　
　
　
　
　
　

三
日
月

＊
「「
朝
ま
て
」
に
ミ
セ
ケ
チ
「
明
暮
を
」、「「
な
れ
て
み
よ
と
や
」
に
「
か
ね
て
あ
ら
は
す
」

と
そ
れ
ぞ
れ
傍
書
。」

（
祐
）　　

行　
　
　
　

ま　
　
　
　

あ
け　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
日
月

＊
「「
朝
ま
て
」
に
ミ
セ
ケ
チ
「
明
暮
を
」、「「
な
れ
て
み
よ
と
や
」
に
「
か
ね
て
あ
ら
は
す
」

と
そ
れ
ぞ
れ
傍
書
。」

（
書
）　　

行　

秋　
　
　
　
　
　
　

あ
け
暮　

を
か
ね
て
あ
ら
は
す
三
日
月

＊
（
書
）
は
（
明
）
と
同
じ
く
、「
朝
ま
て
な
れ
て
み
よ
と
や
」
に
ミ
セ
ケ
チ
「
あ
け
暮
を
か
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明
星
大
学
研
究
紀
要
【
人
文
学
部
・
日
本
文
化
学
科
】
第
二
十
二
号　

二
〇
一
四
年

（
静
）

（
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
み
代　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

見　
　
　
　

か
な

（
神
1
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

代　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
な

（
続
）　　
　
　
　
　
　

い
そ　

か
み
代

（
続
書
）　　
　
　
　
　

い
そ　

か
み
代

（
続
内
）　　
　
　
　
　

い
そ　

か
み
代

（
神
2
）　　
　
　
　
　

い
そ　

か
み
代

百
五
番
左　

雲
雀
」（
ノ
）

（
国
）　　

ち
る
花　

の
雲
路
の
ひ
は
り
声　

落　

て
わ
か
床
た
と
る
雪
の
あ
さ
ち
ふ
」

（
大
）　　
　
　

は
な　
　

ち　
　
　
　

こ
ゑ

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
ゑ　
　
　

我　

床　
　
　
　
　

浅　

茅

＊
（
ノ
）
は
「
浅
茅
」
に
「
生
歟
」
と
傍
書
。
書
き
損
じ
か
。

（
彰
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

を
ち　

我　

床

（
明
）　　

ち
る
花　

の
雲
路
の
ひ
は
り
こ
ゑ
落　

て
我　

床
た
と
る
雪
の
あ
さ
ち
ふ

（
伊
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

我

（
島
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
ゑ

（
祐
）　　
　
　

は
な　
　
　
　
　
　
　

こ
ゑ　
　
　

我

（
書
）　　
　
　
　
　
　
　

ち　
　
　
　

こ
ゑ　
　
　

我　

床　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

（
静
）

（
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

お
ち　
　
　
　
　
　
　
　
　

浅　

茅
生

（
神
1
）　　
　
　
　
　
　

ち　
　
　
　

こ
ゑ

（
続
）　　

散
×
花　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

お
ち　
　
　
　
　
　
　
　
　

浅　

茅
生

（
続
書
）　

散
×
花　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

お
ち　
　
　
　
　
　
　
　
　

浅　

茅
生
」

（
続
内
）　

散
×
花　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

お
ち　
　
　
　
　
　
　
　
　

浅　

茅
生

（
彰
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

く
ち　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

よ

（
明
）　　

春
雨
に
霞　
　

の
袖　

や
く
ち
ぬ
ら
ん
は
る
れ
は
た
え
て
す
め
る
夜
の
月

（
伊
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

く
ち

（
島
）　　
　
　
　
　
　
　
　

そ
て　

く
ち

（
祐
）　　
　
　
　

か
す
み　

そ
て　

く
ち

（
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

く
ち

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

く
ち　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

よ

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

く
ち

（
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

晴　

れ
は

（
神
1
）

（
続
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

く
ち

（
続
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

く
ち

（
続
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

く
ち　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

（
神
2
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

く
ち

右　

秋
月
」（
彰
）

（
国
）　　

な
か
れ
て
の
磯　

の
神　

世
の
秋
の
月
ふ
る
き
世
の
と
も
み
え
ぬ
影　

哉

（
大
）　　
　
　
　
　
　

い
そ　

か
み　
　
　
　
　

古　

き

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　

い
そ　
　
　

代　
　
　
　

古　

き

（
彰
）　　
　
　
　
　
　

い
そ　
　
　

代　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

見

（
明
）　　

な
か
れ
て
の
い
そ
の
神　

代
の
秋
の
月
古　

き
世
の
と
も
み
え
ぬ
影　

哉

（
伊
）　　
　
　
　
　
　

い
そ　
　
　

代　
　
　
　

古

（
島
）　　
　
　
　
　
　

い
そ　
　
　

代　
　
　
　

古　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
け
か
な

（
祐
）　　
　
　
　
　
　

い
そ　
　
　

代　
　
　
　

古　
　
　
　
　
　

見　
　

か
け
か
な

（
書
）　　
　
　
　
　
　

い
そ　
　
　

代

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

よ　
　
　
　
　
　

か
け
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明
星
本
『
正
広
自
歌
合
』
の
本
文
と
校
異
（
1
）　　
　

前
田
雅
之

百
六
番
左　

花
下
忘
帰
」（
静
）

（
国
）　　

さ
か
ぬ
ま
も
花　

に
ひ
ら
け
し
色
も
な
く
別　
　

て
嶺
に
帰　

る
雲　

か
な

（
大
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

峯　

か
へ
る

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

わ
か
れ　

峯

（
彰
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

わ
か
れ　
　
　

か
へ
る

（
明
）　　

さ
か
ぬ
ま
も
花　

に
ひ
ら
け
し
色
も
な
く
わ
か
れ
て
嶺
に
帰　

る
雲　

哉

（
伊
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

わ
か
れ　
　
　
　
　
　
　
　

哉

（
島
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

わ
か
れ　
　
　

か
へ
る　
　

哉

（
祐
）　　
　
　
　
　
　

は
な　
　
　
　
　
　
　
　
　

わ
か
れ　
　
　

か
へ
る
く
も

（
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

わ
か
れ　
　
　

か
へ
る

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

開　
　

し　

×　
　
　
　
　
　
　
　

か
へ
る

＊
（
三
）
は
「
色
な
く
」
で
「
も
」
が
脱
字
。
目
移
り
か
。

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

哉

（
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

峯　
　
　
　
　
　

哉

（
神
1
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

峯

（
続
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

わ
か
れ　
　
　

か
へ
る　
　

哉

（
続
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

わ
か
れ　
　
　

か
へ
る　
　

哉

（
続
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

わ
か
れ　
　
　

か
へ
る　
　

哉
」

（
神
2
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

わ
か
れ　
　
　

か
へ
る　
　

哉

右　

遠
郷
月
」（
彰
）

（
国
）　　

月
に
う
き
袖
の
時　

雨
も
ま
し
る
ら
ん
村　

雲　

わ
く
る
遠　

の
郷　

人

＊
（
国
）
は
、
他
本
「
過
る
」
と
す
る
の
に
、「
わ
く
る
」
と
作
る
。
最
終
形
態
か
。

（
大
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

む　
　
　
　

過　

る　
　
　

さ
と

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

む　
　
　
　

過　

る　
　
　

さ
と

（
神
2
）　

散
×
花　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

お
ち　
　
　
　
　
　
　
　
　

浅　

茅
生
」

右　

田
家
虫
」（
伊
）（
大
）（
神
1
）

（
国
）　　

小
山
田
の
か
り
ほ
も
さ
そ
な
か
り
は
て
ゝ
秋
も
い
な
こ
の
宿　

そ
稀　

な
る

（
大
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ま
れ

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

や
と　

ま
れ

（
彰
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

や
と　

ま
れ

＊
（
彰
）
は
「
か
り
ほ
の
」
の
「
の
」
に
ミ
セ
ケ
チ
」「
も
」
と
傍
書
。
同
筆
か
。

（
明
）　　

小
山
田
の
か
り
ほ
も
さ
そ
な
か
り
は
て
ゝ
秋
も
い
な
こ
の
や
と
そ
ま
れ
な
る
」

 

（
二
一
ウ
）

（
伊
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

や
と　

ま
れ

（
島
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」　
　
　
　
　

や
と　

ま
れ

（
祐
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」　
　
　
　
　

や
と　

ま
れ

（
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ま
れ

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に

＊
（
三
）
は
「
秋
に
」
と
つ
く
る
。「
も
」
を
「
に
」
と
読
ん
で
し
ま
っ
た
か
。

（
静
）

（
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

苅　

は

（
神
1
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ま
れ

（
続
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

苅　

は　
　
　
　
　
　
　
　

き
み
そ

＊
（
続
）
は
「
き
み
」
に
「
宿
イ
」
と
傍
書
。「
き
み
そ
」
は
独
自
本
文
。

（
続
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

き
み
そ
ま
れ

＊
（
続
書
）
は
「
小
山
田
」
の
上
に
「
い
な
こ
」
と
傍
書
。

（
続
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

き
み
そ
ま
れ

（
神
2
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

き
み
そ
ま
れ

＊
（
神
2
）
は
（
続
）
と
同
文
。（
続
）
系
は
末
尾
が
「
き
み
そ
ま
れ
な
る
」
と
な
る
。
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明
星
大
学
研
究
紀
要
【
人
文
学
部
・
日
本
文
化
学
科
】
第
二
十
二
号　

二
〇
一
四
年

（
彰
）　　

咲　

桃
の　
　
　
　
　
　
　

う
た

（
明
）　　

さ
く
桃
の
な
か
れ
に
う
か
ふ
哥　

か
た
も
花
に
色　

こ
き
今
日
の
さ
か
月

（
伊
）　　

咲　
　

の　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

今
日　
　
　

月

（
島
）　　

さ
く　

の　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

い
ろ　
　

今
日　
　
　

月
」

（
祐
）　　

さ
く　

の　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

い
ろ　
　
　
　
　
　
　
　

」

（
書
）　　

さ
く　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

月

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

盃

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

盃

（
内
）　　

さ
く　

の　
　
　
　
　
　
　

う
た　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

盃

（
神
1
）　

さ
く　

の　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

月

（
続
）　　

咲
×
桃
の　
　
　
　
　
　
　

う
た

（
続
書
）　

咲
×
桃
の　
　
　
　
　
　
　

う
た

（
続
内
）　

咲
×
桃
の　
　
　
　
　
　
　

う
た　
　
　
　
　
　
　
　
　

け
ふ　
　
　

つ
き

（
神
2
）　

咲
×
桃
の　
　
　
　
　
　
　

う
た

右　

江
上
月
」（
国
）（
内
）

（
国
）　　

難　

波
か
た
明　

る
浪
ち
に
月
を
ち
て
入
江
の
里　

に
鶏　

の
声

＊
（
国
）
は
、
他
本
、「
あ
く
る
か
浪
」
と
す
る
の
に
、「
明
る
浪
知
」
と
作
る
。
最
終
形
態
か
。

（
大
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
浪　
　

落　

て　
　
　

さ
と

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
浪　
　

落　

て　
　
　

さ
と　

庭
鳥　

こ
ゑ
」

（
彰
）　　
　
　
　
　
　

あ
く
る
か
浪　
　

落　

て　
　
　

さ
と　

庭
鳥　

こ
ゑ

（
明
）　　

難　

波
か
た
あ
く
る
か
浪
に
月
落　

て
入
江
の
さ
と
に
庭
鳥
の
こ
ゑ

（
伊
）　　
　
　
　
　
　

あ
く　

か
波　
　

落　
　
　
　
　

さ
と　

庭
鳥

＊
（
伊
）
の
「
さ
と
」
は
「
そ
と
」
と
も
読
め
る

（
島
）　　
　
　
　
　
　

あ
く　

か
浪　
　

お　
　
　
　
　

さ
と　

庭
鳥　

こ
ゑ

（
祐
）　　
　
　
　
　
　

あ
く　

か
浪　
　

お　
　
　
　
　

さ
と　

庭
鳥　

こ
ゑ

（
彰
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

む
ら　
　

す
く
る　
　
　

里

（
明
）　　

月
に
う
き
袖
の
時　

雨
も
ま
し
る
ら
む
村　

雲　

過　

る
遠　

の
さ
と
人

（
伊
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

む　
　
　
　

過　

る　
　
　

里

（
島
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

む
む
ら　
　

過　

る　
　
　

さ
と

（
祐
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

む
ら　
　

過　

る
を
ち
の
さ
と

（
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

む　
　
　
　

す
く
る　
　
　

さ
と

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　

し
く
れ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

分　

る

＊
（
三
）
＝
（
静
）
初
期
＝
（
国
）。

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　

し
く
れ　
　
　
　
　

む　
　
　
　

分　

る

＊
（
静
）
は
「
分
る
」
の
「
分
」
に
ミ
セ
ケ
チ
「
過
る
」。
上
記
と
同
じ
先
祖
返
り
。

（
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

む
ら　
　

過　

る　
　
　

里

（
神
1
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

過　

る　
　
　

里

（
続
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

む
ら　
　

過　

る　
　
　

里

（
続
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

む
ら　
　

過　

る　
　
　

里

（
続
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

む
ら
く
も
過　

る　
　
　

里

（
神
2
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

む
ら　
　

過　

る　
　
　

里

百
七
番
左　

三
月
三
日
」（
内
）

（
国
）　　

開　

桃
も
な
か
れ
に
う
か
ふ
哥　

か
た
も
花
に
色　

こ
き
け
ふ
の
さ
か
つ
き

＊
（
国
）「
桃
も
」
と
す
る
が
、
誤
写
か
。
意
味
的
に
は
「
桃
の
」
の
方
が
よ
い
と
思
わ
れ
る

も
の
の
、「
桃
も
」「
歌
か
た
も
」
と
い
う
並
列
と
と
れ
な
い
こ
と
も
な
い
。
共
に
「
け
ふ
の
さ

か
つ
き
」
と
い
う
の
で
あ
ろ
う
。
よ
っ
て
、
誤
写
か
、
最
終
形
態
か
は
、
現
時
点
で
は
決
め
ら

れ
な
い
。

（
大
）　　

さ
く　

の
■

＊
■
判
読
不
明
お
そ
ら
く
「
な
」。

（
ノ
）　　

さ
く　
　
　
　
　
　
　
　
　

う
た　
　
　
　
　
　
　
　
　

今
日
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明
星
本
『
正
広
自
歌
合
』
の
本
文
と
校
異
（
1
）　　
　

前
田
雅
之

（
明
）　　

夜
花

（
島
）　　

夜
花

（
祐
）　　

夜
花

（
書
）　　

夜
花

（
三
）　　

春
月

（
静
）　　

春
月

（
内
）　　

夜
花

（
神
1
）　

夜
花

（
続
）　　

夜
花

（
続
書
）　

夜
花

（
続
内
）　

夜
花

（
神
2
）　

夜
花

＊
（
静
）
は
「
春
月
」
に
ミ
セ
ケ
チ
「
夜
花
」。（
大
）
系
に
戻
っ
た
か
。
先
祖
返
り
。（
三
）

＝
（
国
）
＝
（
静
）。

＊
（
国
）
は
百
四
番
左
「
春
月
」
と
ど
こ
か
で
勘
違
い
し
て
呼
び
寄
せ
た
か
。
歌
は
他
本
と
同

じ
。
但
し
、
春
月
と
い
う
題
で
も
な
ん
と
か
可
能
な
歌
で
は
あ
る
。
よ
っ
て
、
最
終
形
態
の
可

能
性
も
あ
る
。
敢
え
て
、「
春
月
」
で
確
定
さ
せ
た
か
。

（
国
）　　

空　

に
み
ぬ
朧　
　

月
夜
に
向　

ふ
哉　

花　

を
光　
　

の
や
み
の
う
つ
ゝ
は

（
国
）

（
大
）

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

む
か　

か
な　
　
　

ひ
か
り

（
彰
）　　
　
　
　

見　

お
ほ
ろ　
　
　

む
か　

か
な

（
明
）　　

空　

に
み
ぬ
朧　
　

月
夜
に
む
か
ふ
か
な
花　

を
光　
　

の
や
み
の
う
つ
ゝ
は
」

 

（
二
二
オ
）

（
伊
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

む
か　

か
な　
　
　

ひ
か
り

（
書
）　　
　
　
　
　
　

あ
く　
　
　
　
　

落　

て　
　
　
　
　
　

庭
鳥　

こ
ゑ

＊
（
書
）
は
「
浪
ち
」
の
「
ち
」
に
傍
線
「
に
」
と
傍
書
。
古
い
本
文
を
ど
こ
か
で
見
て
い
た

か
、
不
明
。

（
三
）　　
　
　
　
　
　

あ
く
る
波
路　
　

落　

て　
　
　

さ
と　
　
　
　

こ
ゑ

＊
（
国
）
＝
（
静
）
＝
（
三
）。

（
静
）　　
　
　
　
　
　

あ
く
る
浪
路　
　

お　
　
　
　
　

さ
と　
　
　
　

こ
ゑ

＊
（
静
）
は
「
あ
く
る
」
と
「
浪
」
の
間
に
「
〇
」
を
し
て
「
か
」
と
傍
書
。「
路
」
に
ミ
セ

ケ
チ
。
先
祖
返
り
だ
が
、
こ
れ
ら
は
後
で
行
わ
れ
た
作
業
だ
ろ
う
。

（
内
）　　

な
に
は　
　

あ
く　

か
浪
路
月
お　
　
　
　
　
　
　
　

庭
鳥　

こ
ゑ

＊
（
内
）
は
「
あ
く
る
か
浪
路
」
と
い
う
特
異
な
本
文
、（
国
）「
明
る
浪
ち
に
」、（
明
）
系

「
あ
く
る
が
浪
に
」。
独
自
本
文
。

（
神
1
）　　
　
　
　
　
　
　
　

か
浪
ち
月
落　

て　
　
　

さ
と　

庭
鳥　

こ
ゑ

＊
（
神
1
）
は
（
内
）
と
同
文
。「
明
る
か
浪
ち
」、
但
し
、（
続
）・（
神
2
）
も
同
文
。

（
続
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
波
路
月
お　
　
　
　
　

さ
と　

庭
鳥

＊
（
続
）
は
（
内
）
と
同
じ
本
文
。
同
一
系
統
。（
神
1
）
＝
（
内
）
＝
（
続
）
＝
（
神
2
）

と
い
う
系
統
。

（
続
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　

か
波
路
月
お　
　
　
　
　

さ
と　

庭
鳥　
　
　

」

（
続
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　

か
波
路
月
お　
　
　
　
　
　
　
　

庭
鳥

（
神
2
）　　
　
　
　
　
　
　
　

か
波
路
月
お　
　
　
　
　

さ
と　

庭
鳥　
　
　

」

百
八
番
左　

春
月
」（
伊
）（
神
1
）

（
国
）　　

春
月

＊
（
国
）「
春
月
」

（
彰
）　　

夜
花

（
大
）　　

夜
花

（
ノ
）　　

夜
花
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明
星
大
学
研
究
紀
要
【
人
文
学
部
・
日
本
文
化
学
科
】
第
二
十
二
号　

二
〇
一
四
年

（
島
）　　
　

わ
け　

む
か
し　

遠　
　
　
　
　
　
　

た
れ
野　
　
　
　
　
　
　
　

な
く

（
祐
）　　
　

わ
け　

む
か
し　

遠　
　

あ
と　
　
　

た
れ
野　
　
　

ま
つ
む
し　

な
く

（
書
）　　
　

わ
け　
　
　
　
　

遠　

く　
　
　
　
　
　
　

野　
　
　
　
　
　
　
　

な
く

（
三
）　　
　
　
　
　

む
か
し　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

野　
　
　
　
　
　
　
　

こ
ゑ

＊
（
国
）
＝
（
静
）
＝
（
三
）
＝
（
神
1
）
＝
（
内
）。

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
ゑ

＊
（
静
）
は
「
こ
ゑ
」
に
ミ
セ
ケ
チ
「
な
く
」
と
傍
書
。
先
祖
返
り
か
。
こ
の
あ
た
り
の
判
断

は
微
妙
か
。

（
内
）　　
　

わ
け　
　
　
　
　

遠　

く　
　
　
　
　

た
れ
野
の
宮　
　
　
　
　
　

声

＊
（
内
）
＝
（
国
）
＝
（
三
）
＝
（
神
1
）、（
内
）
が
（
三
）
で
復
活
し
た
と
み
る
の
が
よ
い

の
で
は
な
い
か
。

（
神
1
）　　

わ
け　
　
　
　
　

遠　
　
　
　
　
　
　
　
　

野　
　
　
　
　

む
し　

こ
ゑ

＊
（
神
1
）
は
（
内
）
と
同
文
。

（
続
）　　
　
　
　
　

む
か
し　

遠　

く　
　
　
　
　

た
れ
野
の
宮　
　
　

む
し　

な
く

（
続
書
）　　
　
　
　

む
か
し　

遠　

く　
　
　
　
　

た
れ
野
の
宮　
　
　

む
し　

な
く

（
続
内
）　　
　
　
　

む
か
し　

遠　

く　
　
　
　
　

た
れ
野
の
宮　
　
　
　
　
　

な
く

（
神
2
）　　
　
　
　

む
か
し　

遠　

く　
　
　
　
　

た
れ
野
の
宮　
　
　

む
し　

な
く

百
九
番
左　

磯
花
」（
島
）（
祐
）

（
国
）　　

よ
し
や
ふ
け
磯　

山
さ
く
ら
巌　
　

に
も
花　

開　

浪
の
春
の
浦　

風

（
大
）　　
　
　
　

吹　

い
そ　
　
　
　

岩　

ほ　
　
　
　

さ
く　
　
　
　

う
ら

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

桜　
　

岩　

ほ　
　
　
　

さ
く　
　
　
　

う
ら

（
彰
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

桜　
　

岩　

ほ　
　
　
　

さ
く　
　
　
　

う
ら
か
せ

（
明
）　　

よ
し
や
ふ
け
い
そ
山
桜　
　

岩　

ほ
に
も
花　

さ
く
浪
の
春
の
う
ら
風

（
伊
）　　
　
　
　
　
　

い
そ　

桜　
　

岩　

ほ　
　
　
　

さ
く　
　
　
　

う
ら

（
島
）　　
　
　
　
　
　

い
そ　
　
　
　

岩　

ほ　
　
　
　

さ
く　
　
　
　

う
ら

（
島
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

む
か　

か
な　
　
　

ひ
か
り

（
祐
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

む
か　

か
な
は
な　

ひ
か
り

（
書
）　　
　
　
　
　
　

お
ほ
ろ　
　
　

む
か　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

（
三
）　　

そ
ら　
　
　
　
　
　
　

よ　
　
　
　

か
な　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

＊
（
三
）
は
「
光
も
」
の
「
も
」
に
ミ
セ
ケ
チ
「
の
」
と
傍
書
。

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

（
内
）　　
　
　
　
　
　

お
ほ
ろ　
　
　

む
か

（
神
1
）　　
　
　
　
　

お
ほ
ろ　
　
　

む
か　
　
　
　
　
　

ひ
か
り

（
続
）　　
　
　
　
　
　

お
ほ
ろ　
　
　

む
か

（
続
書
）　　
　
　
　
　

お
ほ
ろ　
　
　

む
か　
　
　
　
　
　

ひ
か
り　

宿　

の

（
続
内
）　　
　
　
　
　

お
ほ
ろ　
　
　

む
か　
　
　
　
　
　

ひ
か
り　

宿　

の　
　
　
　

」

（
神
2
）　　
　
　
　
　

お
ほ
ろ　
　
　

む
か　
　
　
　
　
　

ひ
か
り　

宿　

の

＊
（
神
2
）
は
（
続
）
他
本
「
や
み
」
を
「
や
ど
」
と
つ
く
る
。（
続
書
）
と
同
文
。（
続
書
）

の
段
階
で
、「
や
み
」
を
「
宿
」
と
読
み
誤
っ
た
か
。

右　

野
虫
」（
大
）（
彰
）

（
国
）　　

露
分　

し
昔　
　

は
と
を
く
跡　

ふ
り
ぬ
誰　

の
ゝ
宮
に
松　

虫　

の
こ
ゑ

＊
（
国
）
の
末
句
は
、（
大
）・（
明
）
系
は
「
な
く
」
と
す
る
の
に
、「
こ
ゑ
」
と
作
る
。（
内
）

と
も
一
致
し
て
お
り
、
最
終
形
態
だ
ろ
う
。

（
大
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

遠　

く　
　
　
　
　

た
れ　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
く

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

遠　

く　
　
　
　

て
た
れ
野
の　
　
　
　
　
　
　

な
く

＊
（
ノ
）
は
「
跡
ふ
り
て
」
と
作
る
。
書
き
損
じ
か
。
他
本
は
「
跡
ふ
り
ぬ
」（（
大
）
他
）。

（
彰
）　　
　
　
　
　

む
か
し　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
れ　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
く

＊
（
彰
）
＝
（
大
）。

（
明
）　　

露
わ
け
し
昔　
　

は
遠　

く
跡　

ふ
り
ぬ
た
れ
野
ゝ
宮
に
松　

虫　

の
な
く

（
伊
）　　
　

わ
け　
　
　
　
　

遠　
　
　
　
　
　
　

た
れ
野　
　
　
　
　
　
　
　

な
く
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明
星
本
『
正
広
自
歌
合
』
の
本
文
と
校
異
（
1
）　　
　

前
田
雅
之

（
続
）　　

龍　

田
河　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

波　
　

か
け

（
続
書
）　

龍　

田
河　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

波　
　

か
け

（
続
内
）　

龍　

田
河　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

波　
　

か
け

（
神
2
）　

龍　

田
河　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

波　
　

か
け

百
十
番
左　

戸
外
藤

（
国
）　　

も
ろ
人
の
詞　
　

の
花　

を
松　

の
戸
に
先　

色　

ふ
か
し
春
の
藤　

な
み

（
大
）　　
　
　
　
　

こ
と
は　
　
　
　

ま
つ
の
と　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

浪

（
ノ
）　　

諸　
　
　

こ
と
葉　
　
　
　

ま
つ

（
彰
）　　

諸　
　
　

こ
と
は　
　
　
　

ま
つ

（
明
）　　

諸　

人
の
こ
と
葉
の
花　

を
松　

の
戸
に
先　

色　

ふ
か
し
春
の
藤　

な
み

（
伊
）　　

諸　
　
　

こ
と
は

（
島
）　　

諸　
　
　

こ
と
葉　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

い
ろ

（
祐
）　　

諸　
　
　

こ
と
葉　

は
な　
　
　
　
　
　
　
　

い
ろ　
　
　
　
　

ふ
ち
な
み

（
書
）　　

諸　
　
　

こ
と
葉

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

浪

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

浪

（
内
）　　

諸　
　
　

こ
と
葉　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

き　
　
　
　
　
　

」

＊
（
内
）
は
「
色
ふ
か
き
」
と
す
る
。
誤
写
か
。
そ
れ
と
も
、「
藤
波
」
に
掛
け
た
か
。

（
神
1
）　

諸　
　
　

こ
と
葉　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

き

＊
（
神
1
）
は
（
内
）
と
同
文
。

（
続
）　　

諸　
　
　

言　

葉　
　
　
　
　
　
　
　
　

ま
つ　
　
　
　
　
　
　
　
　

浪

（
続
書
）　

諸　
　
　

言　

葉　
　
　
　
　
　
　
　
　

ま
つ　
　
　
　
　
　
　
　
　

浪
」

（
続
内
）　

諸　
　
　

言　

葉　
　
　
　
　
　
　
　
　

ま
つ　
　
　
　
　
　
　
　
　

浪
」

（
神
2
）　

諸　
　
　

言　

葉　
　
　
　
　
　
　
　
　

ま
つ　
　
　
　
　
　
　
　
　

浪
」

（
祐
）　　
　
　
　
　
　

い
そ　
　
　
　

岩　

ほ　
　

は
な
さ
く　
　
　
　

う
ら
か
せ

（
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

桜　
　

岩　

ほ　
　
　
　

さ
く　
　
　
　

う
ら

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

桜　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

波　
　
　

う
ら
か
せ

（
静
）

（
内
）　　
　
　
　

吹　
　
　
　

桜　
　

い
は
ほ　
　
　
　

さ
く
波　
　
　
　
　

か
せ

（
神
1
）　　
　
　
　
　
　
　
　

桜　
　

岩　

ほ　
　
　
　

さ
く　
　
　
　

う
ら

（
続
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

い
は
ほ　
　
　
　

さ
く
波　
　
　

う
ら

（
続
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

い
は
ほ　
　
　
　

さ
く
波　
　
　

う
ら

（
続
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

い
は
ほ　
　
　
　

さ
く
波　
　
　

う
ら

（
神
2
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

い
は
ほ　
　
　
　

さ
く
波　
　
　

う
ら

右　

河
月

（
国
）　　

立　

田
川
月
の
桂　
　

そ
中
た
ゆ
る
浪
し
く
影　

に
雲　

も
な
か
れ
て
」

（
大
）　　
　
　
　
　
　
　

か
つ
ら

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

は

＊
（
ノ
）
は
「
か
つ
ら
は
」
と
作
る
。「
そ
（
楚
）」
を
「
は
（
盤
）」
と
読
み
間
違
っ
た
か
。

（
彰
）　　
　
　
　
　
　
　

か
つ
ら

（
明
）　　

立　

田
川
月
の
か
つ
ら
そ
中
た
ゆ
る
浪
し
く
影　

に
雲　

も
な
か
れ
て

（
伊
）　　
　
　
　
　
　
　

か
つ
ら

（
島
）　　

た
つ
た　
　
　

か
つ
ら　
　
　
　
　
　
　
　

か
け

（
祐
）　　

た
つ
た　
　
　

か
つ
ら　
　
　
　
　
　
　
　

か
け

（
書
）　　

た
つ
た
河

（
三
）　　

た
つ
田
河

（
静
）

（
内
）　　

た
つ
た
河　
　

か
つ
ら

（
神
1
）　　
　
　
　
　
　

か
つ
ら　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

く
も
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明
星
大
学
研
究
紀
要
【
人
文
学
部
・
日
本
文
化
学
科
】
第
二
十
二
号　

二
〇
一
四
年

（
島
）　　
　
　
　
　

ま
ち　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
な

（
祐
）　　
　
　
　
　

ま
ち　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

は
る
か
な

（
書
）　　

諸　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

（
静
）

（
内
）　　
　
　
　
　

ま
ち　
　
　
　
　

日
の
本

（
神
1
）　　
　
　
　

ま
ち

（
続
）　　

諸　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
の
本　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
な

（
続
書
）　

諸　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
の
本　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
な

（
続
内
）　

諸　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
の
本　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
な

（
神
2
）　

諸　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
の
本　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
な

右　

野
萩
」（
大
）

（
国
）　　

た
を
や
め
の
秋
の
や
と
り
と
萩　

の
露
錦　
　

に
玉
を
み
か
く
宿　

哉

＊
（
国
）
は
「
宿
哉
」
と
す
る
が
、
そ
の
前
に
「
秋
の
や
と
り
」
と
あ
り
、
意
味
的
に
も
お
か

し
い
。
ど
う
し
て
こ
う
な
っ
た
か
。
最
終
形
態
で
は
な
い
と
思
い
た
い
が
、（
静
）
が
「
宿
か

な
」
で
あ
り
、
最
終
形
態
の
可
能
性
は
あ
る
。（
三
）
の
脱
文
が
惜
し
い
。

（
大
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
×

＊
（
大
）
は
「
の
哉
」
と
あ
る
。「
へ
」
の
脱
字
だ
ろ
う
。

（
ノ
）

＊
（
ノ
）
は
末
尾
「
霞
哉
」
の
「
霞
」
に
「
野
へ
歟
」
と
傍
書
。
書
き
損
じ
を
後
か
ら
校
訂
し

た
か
。

（
彰
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
し
き　
　
　
　
　
　

■

＊
（
彰
）
は
他
本
「
野
辺
」「
宿
」
に
当
た
る
と
こ
ろ
が
別
の
漢
字
。
現
時
点
で
は
判
読
で
き

て
い
な
い
。

（
明
）　　

た
を
や
め
の
秋
の
や
と
り
と
萩　

の
露
錦　
　

に
玉
を
み
か
く
野
へ
哉

右　

暮
秋
雲
」（
伊
）（
静
）（
神
1
）（
ノ
）（
彰
）

（
国
）　　

ゆ
く
秋
を
し
た
ふ
と
み
れ
は
夕　

ま
く
れ
か
へ
る
所　
　

も
し
ら
ぬ
雲
哉

（
大
）　　

行　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

暮　

帰　

る

（
ノ
）　　

行　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

帰　

る　
　
　
　
　
　
　
　

か
な

（
彰
）　　

行　
　
　
　
　
　
　

見　
　
　
　
　

暮　

帰　

る　
　
　
　
　
　
　
　

か
な

（
明
）　　

行　

秋
を
し
た
ふ
と
み
れ
は
夕　

ま
暮　

帰　

る
所　
　

も
し
ら
ぬ
雲
哉
」（
二
二
ウ
）

（
伊
）　　

行　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

暮　

帰

（
島
）　　

行　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」　
　

と
こ
ろ　
　
　
　
　

か
な

（
祐
）　　

行　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ゆ
ふ
ま
く
れ
」　
　

と
こ
ろ　
　
　
　
　

か
な

（
書
）　　

行　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
な

（
三
）　　

行　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
な

（
静
）　　

行

（
内
）　　

行　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

暮　

帰　

る　
　
　
　
　
　
　
　

か
な

（
神
1
）　

行　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
な

（
続
）　　

行　
　
　
　
　
　
　

見　
　
　
　
　

暮　

か　
　

と
こ
ろ　
　
　
　
　

か
な

（
続
書
）　

行　
　
　
　
　
　
　

見　
　
　
　
　

暮　

か　
　

と
こ
ろ　
　
　
　
　

か
な

（
続
内
）　

行　
　
　
　
　
　
　

見　
　
　
　
　

暮　

か　
　

と
こ
ろ　
　
　
　
　

か
な

（
神
2
）　

行　
　
　
　
　
　
　

見　
　
　
　
　

暮　

か　
　

と
こ
ろ　
　
　
　
　

か
な

百
十
一
番
左　

立
春

（
国
）　　

も
ろ
人
の
待　

え
て
あ
ふ
く
日　

本
の
国
の
あ
る
し
と
な
れ
る
春　

哉

（
大
）　　

諸

（
ノ
）　　

諸　
　
　

ま
ち

（
彰
）

（
明
）　　

諸　

人
の
ま
ち
え
て
あ
ふ
く
日　

本
の
国
の
あ
る
し
と
な
れ
る
春　

哉

（
伊
）　　

諸　
　
　

ま
ち
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明
星
本
『
正
広
自
歌
合
』
の
本
文
と
校
異
（
1
）　　
　

前
田
雅
之

（
静
）

（
内
）　　
　
　

中　
　

鳴　

や　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

や
ま
郭
公

（
神
1
）　　
　
　
　
　

鳴　

や　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

や
ま

（
続
）　　
　
　

中　
　

鳴　

や　
　
　
　
　
　
　
　

ま
た
う
の

（
続
書
）　　
　

中　
　

鳴　

や　
　
　
　
　
　
　
　

ま
た
う
の

（
続
内
）　　
　

中　
　

鳴　

や　
　
　
　
　
　
　
　

ま
た
う
の　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

（
神
2
）　　
　

中　
　

鳴　

や　
　
　
　
　
　
　
　

ま
た
う
の

右　

月
前
秋
風
」（
彰
）

（
国
）　　

冨
士
の
ね
や
す
み
の
ほ
る
月
に
秋
の
風　

し
は
し
は
雪
に
木
か
ら
し
の
声

（
大
）　　

ふ
し

（
ノ
）　　
　
　
　

根　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

枯　
　

の

（
彰
）　　

ふ
し　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

枯　
　

の

（
明
）　　

富
士
の
ね
や
す
み
の
ほ
る
月
に
秋
の
風　

し
は
し
は
雪
に
木
枯　
　

の
こ
ゑ

（
伊
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

枯　
　

の

（
島
）　　

ふ
し　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

枯　
　

の
こ
ゑ

（
祐
）　　

ふ
し　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

枯　
　

の
こ
ゑ

（
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

枯　
　

の
こ
ゑ

（
三
）
脱
文
・
落
丁

（
静
）　　

ふ
し　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

枯　
　

の　

」

（
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
せ　
　
　
　
　
　
　

枯　
　

の

（
神
1
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
せ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
ゑ

（
続
）　　

ふ
し　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

枯　
　

の

（
続
書
）　

ふ
し　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

枯　
　

の　

」

（
続
内
）　

ふ
し　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

枯　
　

の

（
神
2
）　

ふ
し　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

枯　
　

の　

」

＊
（
明
）
は
「「
み
か
く
露
」
の
「
露
」
に
ミ
セ
ケ
チ
「
の
へ
」」

（
伊
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

野
へ

（
島
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

野
へ
か
な

（
祐
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

は
き　
　

に
し
き　
　
　
　
　
　

野
へ
か
な

（
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
し
き　
　
　
　
　
　

野
へ

（
三
）
は
こ
こ
か
ら
百
十
七
番
左
ま
で
脱
文
・
落
丁
。

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宿　

か
な

＊
（
静
）
は
（
国
）
と
一
致
す
る
。
ミ
セ
ケ
チ
も
な
い
。

（
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

野
へ

（
神
1
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
し
き　
　
　
　
　
　

の
へ

（
続
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

野
へ
か
な

（
続
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

野
へ
か
な

（
続
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

野
へ
か
な

（
神
2
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

野
へ
か
な

百
十
二
番
左　

雪
中
鶯
」（
国
）

（
国
）　　

雪
の
う
ち
に
な
く
や
鶯　
　
　

夏
も
こ
は
又　

卯　

花
に
山　

ほ
と
ゝ
き
す

（
大
）　　
　
　
　
　
　

鳴　

や　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

う
の　
　
　
　

郭
公

（
ノ
）　　
　
　

内　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

や
ま

（
彰
）　　
　
　
　
　
　

鳴　

や

（
明
）　　

雪
の
内　

に
な
く
や
鶯　
　
　

夏
も
こ
は
又　

卯　

花
に
山　

ほ
と
ゝ
き
す

（
伊
）　　
　
　

内

（
島
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ま
た　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

（
祐
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

う
く
ひ
す　
　
　
　

ま
た　
　
　
　

や
ま

（
書
）

（
三
）
脱
文
・
落
丁
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明
星
大
学
研
究
紀
要
【
人
文
学
部
・
日
本
文
化
学
科
】
第
二
十
二
号　

二
〇
一
四
年

こ
と
を
示
す
。

右　

竹
間
月

（
国
）　　

雲
の
上　

と
誰　

か
み
さ
ら
む
影　

な
ひ
く
竹
の
そ
の
ふ
に
月
の
宮　

人

（
大
）　　
　
　

う
へ　

た
れ　
　
　
　

ん
か
け　
　
　
　
　

薗　

生

＊
（
大
）
の
「
か
け
」
は
推
定
。
別
字
を
一
旦
書
こ
う
と
し
て
ミ
セ
ケ
チ
し
て
仮
名
で
書
い
た

と
思
わ
れ
る
。

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
け　
　
　
　
　

薗　

生

（
彰
）　　
　
　
　
　
　

た
れ　

見　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

園　

生

（
明
）　　

雲
の
上　

と
た
れ
か
み
さ
ら
む
か
け
な
ひ
く
竹
の
薗　

生
に
月
の
宮　

人

（
伊
）　　
　
　
　
　
　

た
れ　
　
　
　
　

か
け　
　
　
　
　

薗　

生

（
島
）　　
　
　
　
　
　

た
れ　
　
　
　
　

か
け　
　
　
　
　

薗　

生

（
祐
）　　
　
　
　
　
　

た
れ　

見　
　
　

か
け　
　
　
　
　

薗　

生

（
書
）　　
　
　
　
　
　

た
れ　

見　
　
　

か
け　
　
　
　
　

薗　

生

（
三
）
脱
文
・
落
丁

（
静
）

（
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

見　
　
　

か
け　
　
　
　
　

薗　

生　
　
　
　
　
　

」

（
神
1
）　　
　

う
へ　

た
れ　

見　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

薗　

生

（
続
）　　
　
　
　
　
　

た
れ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

苑　

生　
　
　

み
や

（
続
書
）　　
　
　
　
　

た
れ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

苑　

生　
　
　

み
や

（
続
内
）　　
　
　
　
　

た
れ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

苑　

生　
　
　

み
や

（
神
2
）　　
　
　
　
　

た
れ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

苑　

生　
　
　

み
や

百
十
四
番
左　

羇
中
見
花
」（
島
）（
祐
）

（
国
）　　

暮　

す
と
も
宿　

か
せ
あ
ま
の
家
桜　
　

花
の
浪
ま
に
み
る
め
か
り
空
」

＊
私
家
集
大
成
は
「
か
る
空
」
と
読
ん
で
い
る
が
、「
か
り
空
」
で
あ
ろ
う
。「
空
」
は
お
そ
ら

百
十
三
番
左　

林
花
」（
伊
）（
神
1
）

（
国
）　　

み
し
雪
は
き
ゝ
の
林　
　

の
春
の
か
せ
う
つ
む
を
花　

に
な
す
匂　
　

か
な

＊
私
家
集
大
成
は
「
き
え
」
と
す
る
が
、「
き
ゝ
」
で
よ
い
だ
ろ
う
。（
大
）（
明
）
系
は

「
き
ゝ
」。

（
大
）　　
　
　
　
　

□
　ゝ
　
　
　
　
　
　

風　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

匂　

ひ
哉

＊
□
は
虫
損
な
い
し
は
な
ん
ら
か
の
破
損
で
判
読
不
能
、
お
そ
ら
く
「
き
」。

（
ノ
）　　
　
　
　
　

木
　ゝ
　
　
　
　
　
　
　
　

埋　
　

を　
　

と　
　

に
ほ
ひ　
　

」

（
彰
）　　

見　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

匂　

ひ

（
明
）　　

み
し
雪
は
き
ゝ
の
林　
　

の
春
の
風　

埋　
　

を
花　

に
な
す
に
ほ
ひ
哉
」（
二
三
オ
）

（
伊
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

風　

埋　
　
　
　
　
　
　
　

に
ほ
ひ
哉

（
島
）　　
　
　
　
　
　
　
　

は
や
し　
　
　

風　

埋　
　
　
　
　
　
　
　

に
ほ
ひ

（
祐
）　　

見　
　
　
　
　
　

は
や
し　
　
　
　
　

埋　
　
　

は
な　
　
　

に
ほ
ひ

（
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

風　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
ほ
ひ

（
三
）
脱
文
・
落
丁

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

風　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

哉

（
内
）　　

見　
　
　

消　

の　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

匂　

ひ

＊
（
神
1
）・（
内
）
は
他
本
「
き
え
」
を
「
消
」
と
作
る
。「
き
え
」
と
読
む
の
だ
ろ
う
。

（
神
1
）　

見　
　
　

消　

の　
　
　
　
　
　

風　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
ほ
ひ

（
続
）　　
　
　
　
　

木
　々
　
　
　
　
　
　

風　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

匂　

ひ
哉

（
続
書
）　

見　
　
　

木
　々
　
　
　
　
　
　

風
こ
と
は
り　
　
　
　
　
　

匂　

ひ
哉

＊
（
続
）
の
底
本
は
（
続
書
）。

（
続
内
）　　
　
　
　

木
　々
　
　
　
　
　
　

風
こ
と
は
り　
　
　
　
　
　

匂　

ひ
哉

（
神
2
）　

見　
　
　

木
　々
　
　
　
　
　
　

風
こ
と
は
り　
　
　
　
　
　

匂　

ひ
哉

＊
（
神
2
）
が
「
風
こ
と
は
り
」
と
な
っ
た
理
由
は
不
明
。
考
え
ら
れ
る
の
は
、「
埋
」
を

「
理
」
と
読
ん
だ
こ
と
か
。
つ
ま
り
、（
続
書
）
と
（
神
2
）
の
底
本
は
「
理
」
と
な
っ
て
い
た
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明
星
本
『
正
広
自
歌
合
』
の
本
文
と
校
異
（
1
）　　
　

前
田
雅
之

（
国
）　　

難　

波
か
た
ふ
る
き
都
の
蘆　

の
は
に
夢
の
跡　

と
ふ
月
そ
の
こ
れ
る

（
大
）　　

な
に
は　
　
　
　
　
　
　

あ
し　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

残　

れ
る

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

芦　
　

葉

（
彰
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
し

（
明
）　　

難　

波
か
た
ふ
る
き
都
の
蘆　

の
葉
に
夢
の
跡　

と
ふ
月
そ
の
こ
れ
る

（
伊
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

葉

（
島
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

葉

（
祐
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

葉　
　
　

あ
と

（
書
）　　

な
に
は　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

葉

（
三
）
脱
文
・
落
丁

（
静
）　　

な
に
は　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

残　

れ
る

（
内
）　　
　
　
　
　
　

古　

き　
　

あ
し

（
神
1
）　　
　
　
　
　

古　

き　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

残　

れ
る

（
続
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

芦　
　

葉

（
続
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

芦　
　

葉

（
続
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

芦　
　

葉　
　
　
　
　
　
　
　
　

残　

れ
る

（
神
2
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

芦　
　

葉

百
十
五
番
左　

若
草
」（
静
）

（
国
）　　

草
の
原　

と
は
ぬ
恨　
　

の
誰　

な
れ
は
春
に
枯　

葉
の
猶　

ま
し
る
ら
ん

＊
（
国
）
は
、
他
本
（
内
を
の
ぞ
く
）「
た
れ
と
て
か
」
と
す
る
の
に
、「
誰
な
れ
は
」
と
作
る
。

最
終
形
態
と
見
て
よ
い
だ
ろ
う
。

（
大
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

と
て
か　
　

か
れ
は　
　
　
　
　
　
　

む

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
れ
と
て
か

（
彰
）　　
　
　
　
　
　
　
　

う
ら
み　

た
れ
と
て
か

＊
（
彰
）
は
「
た
れ
と
て
か
」
の
「
か
」
は
意
味
不
明
の
字
に
ミ
セ
ケ
チ
し
て
傍
書
し
た
も
の
。

く
「
て
ん
」
と
読
ん
で
い
た
の
で
は
な
い
か
。
す
る
と
、（
明
）
系
と
同
じ
「
か
り
て
ん
」
と

な
る
。

（
大
）　　

く
れ　
　
　

や
と　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

て
ん

（
ノ
）　　

く
れ　
　
　

や
と　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

て
ん

（
彰
）　　

く
れ　
　
　

や
と　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

見　
　

か
り
て
ん

（
明
）　　

く
れ
す
と
も
や
と
か
せ
あ
ま
の
家
桜　
　

花
の
浪
ま
に
み
る
め
か
り
て
ん

（
伊
）　　

く
れ　
　
　

や
と　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

て
ん

（
島
）　　

く
れ　
　
　

や
と　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

て
ん

＊
（
島
）「
や
と
か
せ
」
の
「
や
と
」
と
「
せ
」
の
間
に
「
か
」
と
傍
書
。

（
祐
）　　

く
れ　
　
　

や
と　
　
　
　
　
　

さ
く
ら　
　
　
　
　

見　
　
　
　

て
ん

（
書
）　　

く
れ　
　
　

や
と　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

（
三
）
脱
文
・
落
丁

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

天

＊
（
静
）
は
文
末
を
「
天
」
と
す
る
。
こ
れ
で
「
空
」
も
「
て
ん
」
と
読
ん
で
い
た
こ
と
が
分

か
る
。

（
内
）　　

く
れ　

共　
　
　
　
　

海
士　
　
　
　
　
　
　

波　
　

見　
　

か
り
て
ん

（
神
1
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

海
士　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

む

（
続
）　　

く
れ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

さ
く
ら　
　

波　
　
　
　
　

か
り
て
ん

（
続
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

さ
く
ら　
　

波　
　
　
　
　

か
り
て
ん

＊
（
続
書
）
と
（
神
2
）
は
同
表
記
（
暮
す
と
も
）。

（
続
内
）　　
　
　
　
　
　
　

よ　
　
　
　
　

さ
く
ら　
　

波　
　
　
　
　

か
り
て
ん
」

＊
（
続
内
）
は
他
本
「
宿
か
せ
」
と
あ
る
の
に
、「
宿
よ
せ
」
と
作
る
。
書
き
損
じ
か
。
誤
読

か
。

（
神
2
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

さ
く
ら　
　

波　
　
　
　
　

か
り
て
ん

右　

古
郷
月
」（
大
）（
彰
）
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日
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号　
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年

（
書
）　　

み
や
き
野　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鳴　

涙

（
三
）
脱
文
・
落
丁

（
静
）

（
内
）　　
　
　
　

野
や　
　
　
　
　
　

に　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

紅

＊
（
内
）
は
「
宮
城
野
や
」
と
作
る
。
独
自
の
変
改
か
。
但
し
、「
あ
と
に
」
と
す
る
の
で
、

（
国
）
の
最
終
改
訂
の
前
の
本
文
の
痕
跡
を
残
す
か
。
そ
の
後
、
独
自
に
変
わ
っ
て
い
っ
た
か
。

（
神
1
）　　
　
　

野
や　
　
　
　
　
　

に　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

紅

＊
（
神
1
）
は
（
内
）
と
同
じ
く
「
宮
城
野
や
」
と
す
る
。

（
続
）　　
　
　
　

野
や　
　
　
　
　
　

に

＊
（
続
）
と
（
内
）
は
同
じ
本
文
。

（
続
書
）　　
　
　
　

や　
　
　
　
　
　

に

＊
（
続
書
）
は
「
宮
城
野
の
」
の
「
の
」
に
ミ
セ
ケ
チ
「
や
」
と
傍
書
。「
跡
そ
」
の
「
そ
」

に
ミ
セ
ケ
チ
「
に
」
と
傍
書
。
も
と
も
は
、（
神
2
）
と
同
文
だ
が
、
他
本
に
よ
っ
て
校
訂
し
、

最
終
本
文
は
、「
内
」
と
同
文
。

（
続
内
）　　
　
　

野
や　
　
　
　
　
　

に

（
神
2
）　　
　
　

野　
　
　
　
　
　
　

そ

百
十
六
番
左　

池
柳
」（
ノ
）

（
国
）　　

さ
ほ
姫　

の
向　

ふ
鏡　
　

に
み
た
れ
か
み
か
ゝ
る
や
柳
庭
の
池　

水

（
大
）　　
　
　

ひ
め　
　
　
　

か
か
み

（
ノ
）　　

棹　
　
　
　

む
か　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

み
つ

（
彰
）　　
　
　
　
　
　

む
か　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

い
け
み
つ

（
明
）　　

棹　

姫　

の
む
か
ふ
鏡　
　

に
み
た
れ
か
み
か
ゝ
る
や
柳
庭
の
池　

み
つ

（
伊
）　　

棹　
　
　
　

む
か　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

み
つ

（
島
）　　

棹　
　
　
　

む
か　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

み
つ

（
祐
）　　

棹　
　
　
　

む
か　

か
ゝ
み　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

み
つ

（
明
）　　

草
の
原　

と
は
ぬ
恨　
　

の
た
れ
と
て
か
春
に
枯　

葉
の
猶　

ま
し
る
ら
ん

（
伊
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
れ
と
て
か

（
島
）　　
　
　

は
ら　
　
　

う
ら
み　

た
れ
と
て
か　
　
　
　
　
　

な
を

（
祐
）　　
　
　

は
ら　
　
　

う
ら
み　

た
れ
と
て
か　
　
　
　
　
　

な
を

（
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
れ
と
て
か

（
三
）
脱
文
・
落
丁

（
静
）

＊
（
静
）
は
「
誰
な
れ
は
」
の
「
な
れ
ば
」
に
ミ
セ
ケ
チ
「
と
て
か
」
を
傍
書
。
先
祖
返
り
か
。

（
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

と
て
も　
　
　

か
れ
は

＊
（
内
）
は
（
明
）
系
が
「
と
て
か
」
と
す
る
箇
所
を
「
と
て
も
」
と
す
る
。
誤
写
か
。

（
神
1
）　　
　
　
　
　
　
　

う
ら
み　

た
れ
と
て
か

（
続
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
れ
と
て
か　
　

か
れ

（
続
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
れ
と
て
か　
　

か
れ　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

（
続
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
れ
と
て
か　
　

か
れ

（
神
2
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
れ
と
て
か　
　

か
れ　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

右　

萩
露
」（
伊
）（
神
1
）

（
国
）　　

宮　

城
の
ゝ
と
も
し
の
跡　

も
鹿
そ
な
く
涙　
　

や
萩
の
く
れ
な
ゐ
の
露

＊
（
国
）
は
「
跡
も
」
と
す
る
。
最
終
形
態
か
。

（
大
）　　

み
や
木　
　
　
　
　
　
　
　

に　
　

鳴　

涙　
　
　
　
　

紅

（
ノ
）　　
　
　
　

野
の　
　
　
　
　
　

に　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

紅

（
彰
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に　
　

鳴　

な
み
た

（
明
）　　

み
や
き
の
ゝ
と
も
し
の
跡　

に
鹿
そ
な
く
涙　
　

や
萩
の
紅　
　
　

の
露
」（
二
三
ウ
）

（
伊
）　　

み
や
き　
　
　
　
　
　
　
　

に　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

紅

（
島
）　　

み
や
き　
　
　
　
　
　
　
　

に　
　
　

」
な
み
た　
　
　

紅

（
祐
）　　

み
や
き　
　
　
　
　
　

あ
と
に　
　
　

」
な
み
た
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明
星
本
『
正
広
自
歌
合
』
の
本
文
と
校
異
（
1
）　　
　

前
田
雅
之

（
神
1
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ほ
し

（
続
）　　

も
の
ゝ
ふ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同　

し

（
続
書
）　

も
の
ゝ
ふ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同　

し

（
続
内
）　

も
の
ゝ
ふ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同　

し

（
神
2
）　

も
の
ゝ
ふ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同　

し

百
十
七
番
左　

春
暁
月
」（
内
）

（
国
）　　

は
ら
ひ
え
ぬ
風
や
音
は
の
山
か
つ
ら
都
を
か
け
て
月
そ
か
す
め
る

（
大
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

羽

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

羽

（
彰
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

羽

（
明
）　　

は
ら
ひ
え
ぬ
風
や
音
羽
の
山
か
つ
ら
都
を
か
け
て
月
そ
か
す
め
る

（
伊
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

羽

（
島
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

羽　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

（
祐
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

羽　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

（
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

羽　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

（
三
）
脱
文
・
落
丁
」

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

（
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

羽

（
神
1
）　　
　
　
　
　
　
　
　

羽

（
続
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

羽

（
続
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　

羽

（
続
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　

羽

（
神
2
）　　
　
　
　
　
　
　
　

羽

右　

秋
夕
」（
大
）（
内
）

（
書
）　　

棹　
　
　
　

む
か
ふ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

い
け

＊
（
書
）
は
「
鏡
も
」
の
「
も
」
に
ミ
セ
ケ
チ
「
に
」
と
傍
書
。
但
し
、
墨
薄
し
、
他
筆
か
。

（
三
）
脱
文
・
落
丁

（
静
）

（
内
）　　
　
　
　
　
　

む
か

（
神
1
）　

棹　
　
　
　

む
か　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

み
つ

（
続
）　　
　
　
　
　
　

む
か　

か
ゝ
み　

乱　

れ

（
続
書
）　　
　
　
　
　

む
か　

か
ゝ
み　

乱　

れ

＊
（
続
書
）
は
「
か
ゝ
へ
」
の
「
へ
」
に
ミ
セ
ケ
チ
「
み
」
と
傍
書
。
書
き
損
じ
故
だ
ろ
う
。

（
続
内
）　　
　
　
　
　

む
か　

か
ゝ
み　

乱　

れ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

（
神
2
）　　
　
　
　
　

む
か　

か
ゝ
み　

乱　

れ

右　

七
夕
月
」（
国
）（
彰
）

（
国
）　　

武　

士　

の
か
す
か
か
ふ
と
の
星　

合　

に
お
な
し
雲
ま
の
弓
張　

の
月

＊
（
国
）
は
「
か
す
か
」
の
「
す
」
と
「
か
」
の
間
に
「
か
」
を
傍
書
。
他
本
と
同
じ
。

（
大
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

甲　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

は
り

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

間

（
彰
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
ひ　
　
　
　
　
　
　
　

は
り

（
明
）　　

武　

士　

の
か
す
か
か
ふ
と
の
星　

合　

に
お
な
し
雲
ま
の
弓
張　

の
月

（
伊
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

間

（
島
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ほ
し

（
祐
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ほ
し
あ
ひ

（
書
）　　

も
の
ゝ
ふ

（
三
）
脱
文
・
落
丁

（
静
）

（
内
）
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明
星
大
学
研
究
紀
要
【
人
文
学
部
・
日
本
文
化
学
科
】
第
二
十
二
号　

二
〇
一
四
年

＊
（
内
）
＝
（
神
1
）
＝
（
続
）
＝
（
神
2
）
＝
（
静
）
と
い
う
独
自
本
文
。
こ
れ
ら
は
ど
の

よ
う
に
形
成
さ
れ
た
の
か
。

百
十
八
番
左　

梅
移
水
」（
伊
）（
神
1
）

（
国
）　　

開　

梅　

の
匂　
　

を
お
し
の
思　

ひ
は
も
お
な
し
色
し
く
庭　

の
池
水

（
国
）

（
大
）　　

さ
く
む
め　

匂　

ひ　

　ゝ
　
　
　

×　
　
　
　
　
　
　
　

に
は

（
ノ
）　　

さ
く　
　
　

に
ほ
ひ　

を

（
彰
）　　

咲　

梅　
　

匂　

ひ　

　ゝ
　
　
　

×
羽　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

み
つ

（
明
）　　

さ
く
梅　

の
に
ほ
ひ
を
を
し
の
思　

ひ
は
も
お
な
し
色
し
く
庭　

の
池
水
」（
二
四
オ
）

（
伊
）　　

咲　
　
　
　

に
ほ
ひ
を

（
島
）　　

さ
く　
　
　

に
ほ
ひ
を

（
祐
）　　

さ
く　
　
　

に
ほ
ひ
を　
　
　

お
も
ひ

（
書
）　　

さ
く　
　
　

に
ほ
ひ　

を

（
三
）　　
　
　
　
　
　

匂　

ひ　

ゝ

（
静
）　　
　
　
　
　
　

匂　

ひ　

ゝ

（
内
）　　

さ
く　
　
　
　
　
　

を
を　
　
　
　
　

羽

（
神
1
）　

さ
く　
　
　

に
ほ
ひ
を
を

（
続
）　　

咲
×
梅　
　

匂　

ひ　

鴛　

の
お
も
ひ
羽　

同　

し

（
続
書
）　

咲
×
梅　
　

匂　

ひ　

鴛　

の
お
も
ひ
羽　

同　

し

（
続
内
）　

咲
×
梅　
　

匂　

ひ　

鴛　

の
お
も
ひ
羽　

同　

し　
　
　
　
　
　
　
　

」

（
神
2
）　

咲
×
梅　
　

匂　

ひ　

鴛　
　

お
も
ひ
羽　

同　

し

右　

深
山
見
月
」（
彰
）

（
国
）　　

さ
ひ
し
さ
の
限　
　

を
月
に
見
山　

風　

そ
れ
も
し
つ
ま
る
嶺　

の
か
り
庵
」

（
大
）　　
　
　
　
　
　

か
き
り　
　
　

み

（
国
）　　

う
き
こ
と
も
よ
し
い
く
程　

そ
老　

か
身
は
思　
　

そ
捨　

る
秋
の
ゆ
ふ
暮

＊
（
国
）
は
「
程
そ
」
と
作
る
が
、
そ
う
す
る
と
、「
思
ぞ
」
と
「
ぞ
」
が
重
な
る
。
こ
こ
は

他
本
の
よ
う
に
「
ほ
と
ゝ
」
が
よ
い
。

（
大
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

程　

と　
　
　
　
　
　
　
　
　

す
つ　
　
　

夕

（
ノ
）　　
　
　

事　
　
　
　
　
　

ほ
と
　ゝ
　
　
　
　

思　

ひ　

す
つ　
　
　

夕　

く
れ

（
彰
）　　
　
　

事　
　
　
　
　
　

ほ
と
　ゝ
　
　
　
　
　
　
　
　

す
つ

（
明
）　　

う
き
事　

も
よ
し
い
く
ほ
と
ゝ
老　

か
身
は
思　

ひ
そ
す
つ
る
秋
の
夕　

暮

（
伊
）　　
　
　

事　
　
　
　
　
　

ほ
と
　ゝ
　
　
　
　
　
　

ひ　

す
つ　
　
　

夕

（
島
）　　
　
　

事　
　
　
　
　
　

ほ
と
　ゝ
　
　
　
　

お
も
ひ　

す
つ　
　
　

夕　

く
れ

（
祐
）　　
　
　

事　
　
　
　
　
　

ほ
と
ゝ
お
い　
　
　

お
も
ひ　

す
つ　
　
　
　
　

く
れ

（
書
）　　
　
　

事　
　
　
　
　
　

ほ
と
　ゝ
　
　
　
　

お
も
ひ　

す
つ　
　
　

夕　

く
れ

（
三
）　　
　
　

事　
　

わ
れ
幾　

程　

と
な
く
さ
め
て
思　

ひ
そ
す
つ
る
秋
の
夕　

暮

＊
（
静
）
＝
（
三
）
＝
（
神
1
）
＝
（
内
）
＝
（
続
）
系
。

（
静
）　　
　
　

事　
　

わ
れ　
　
　
　

な
く
さ
め
て　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

夕

＊
（
静
）
は
「
わ
れ
」
に
ミ
セ
ケ
チ
「
よ
し
」
と
傍
書
、「
な
く
さ
め
て
」
に
ミ
セ
ケ
チ
「
老

か
身
は
」
と
傍
書
。
先
祖
返
り
か
。（
内
）
が
（
三
）
で
復
活
し
た
も
の
の
、（
国
）
で

（
大
）・（
書
）・（
明
）
系
に
戻
っ
た
と
考
え
て
よ
い
か
。

（
内
）　　
　
　
　
　
　

我　

い
く
程　

と
な
く
さ
め
て
思　

ひ
そ
朽　

る
秋
の
夕　

暮

＊
（
内
）
は
「
う
き
こ
と
も
我
い
く
程
と
な
く
さ
め
て
思
ひ
そ
朽
る
秋
の
夕
暮
」
と
な
っ
て
お

り
、
初
句
と
末
句
お
よ
び
「
思
ひ
そ
」
以
外
は
別
の
歌
で
あ
る
。
独
自
本
文
。

（
神
1
）　　
　
　
　
　

わ
れ
い
く
ほ
と
と
な
く
さ
め
て
お
も
ひ
そ
す
つ
る
秋
の
夕　

く
れ

（
続
）　　
　
　

事　
　

我　

い
く
ほ
と
ゝ
な
く
さ
め
て
思　

ひ
そ
す
つ　
　
　

夕

＊
（
続
）
は
（
内
）
と
同
一
本
文
。

（
続
書
）　　
　

事　
　

我　

い
く
ほ
と
ゝ
な
く
さ
め
て
お
も
ひ
そ
す
つ　
　
　

夕　
　

」

（
続
内
）　　
　

事　
　

我　

い
く
ほ
と
ゝ
な
く
さ
め
て
お
も
ひ
そ
す
つ　
　
　

夕

（
神
2
）　　
　

事　
　

我　

い
く
ほ
と
ゝ
な
く
さ
め
て
お
も
ひ
そ
す
つ　
　
　

夕　
　

」
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明
星
本
『
正
広
自
歌
合
』
の
本
文
と
校
異
（
1
）　　
　

前
田
雅
之

（
大
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

は
か
り　
　
　
　
　
　
　

哉

（
ノ
）

（
明
）　　

か
す
む
と
も
た
れ
か
は
春
に
か
り
衣　
　

け
ふ
斗　
　

に
て
く
る
る
空　

か
な

（
伊
）　　
　
　
　
　
　

た
れ

（
島
）　　
　
　
　
　
　

た
れ　
　
　
　
　
　

こ
ろ
も　
　

は
か
り

（
祐
）　　
　
　
　
　
　

た
れ　
　
　
　
　
　

こ
ろ
も　
　

は
か
り　
　
　
　
　

そ
ら
哉

（
書
）　　
　
　
　
　
　

た
れ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

は
か
り

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

そ
ら

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

哉

（
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

は
か
り　
　
　
　
　
　
　

哉

（
神
1
）　　
　
　
　
　

た
れ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

は
か
り　
　

暮　

る

（
続
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

は
か
り　
　
　
　
　
　
　

哉

（
続
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

は
か
り　
　
　
　
　
　
　

哉

（
続
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

は
か
り　
　
　
　
　
　
　

哉

（
神
2
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

は
か
り　
　
　
　
　
　
　

哉

右　

暮
秋
霜
」（
静
）

（
国
）　　

限　
　

あ
れ
は
蓬　
　

か
か
み
も
霜
ふ
か
し
老
と
成　

て
や　

秋
の
行
ら
ん

（
大
）　　

か
き
り　
　
　

よ
も
き

（
ノ
）　　

か
き
り　
　
　

よ
も
き

（
彰
）　　

か
き
り　
　
　

よ
も
き

（
明
）　　

か
き
り
あ
れ
は
よ
も
き
か
か
み
も
霜
ふ
か
し
老
と
成　

て
や　

秋
の
行
ら
ん

（
伊
）　　

か
き
り　
　
　

よ
も
き

（
島
）　　

か
き
り　
　
　

よ
も
き　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
り
て

（
祐
）　　

か
き
り　
　
　

よ
も
き　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
り
て

（
書
）　　

か
き
り　
　
　

よ
も
き

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　

か
き
り　
　
　

太　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

峯　
　
　
　
　

」

＊
（
ノ
）
の
「
太
」
と
す
る
の
に
、「
は
」
に
似
て
い
る
。

（
彰
）　　
　
　
　
　
　

か
き
り　
　
　

太

（
明
）　　

さ
ひ
し
さ
の
か
き
り
を
月
に
太
山　

風　

そ
れ
も
し
つ
ま
る
嶺　

の
か
り
庵

（
伊
）　　
　
　
　
　
　

か
き
り　
　
　

太

（
島
）　　
　
　
　
　
　

か
き
り　
　
　

太

（
祐
）　　
　
　
　
　
　

か
き
り　
　
　

み
や
ま　
　
　
　
　
　
　
　
　

み
ね

（
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

太

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
せ

（
静
）

＊
（
静
）
は
「
そ
れ
に
」
の
「
に
」
に
ミ
セ
ケ
チ
「
も
」（
同
筆
）
と
傍
書
。

（
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

深　
　

か
せ

（
神
1
）　　
　
　
　
　

か
き
り　
　
　

深

（
続
）　　
　
　
　
　
　

限　

り　
　
　

太　
　
　
　

な

＊
（
続
）
は
「
な
れ
も
し
つ
ま
る
」
の
「
な
」
に
「
そ
イ
」
と
傍
書
。（
内
）
に
よ
る
校
訂
。

（
続
書
）　　
　
　
　
　

限　

り　
　
　

太　
　
　
　

な

＊
（
続
書
）
は
「
な
れ
も
」
の
「
な
」
に
「
そ
イ
」
と
傍
書
。

（
続
内
）　　
　
　
　
　

限　

り　
　
　

太　
　
　
　

な

＊
（
続
内
）
は
「
な
れ
も
」
の
「
な
」
に
「
そ
イ
」
と
傍
書
。（
続
内
）
は
（
続
書
）
を
そ
の

ま
ま
受
け
て
い
る
か
。

（
神
2
）　　
　
　
　
　

限　

り　
　
　

太　
　
　
　

な

＊
（
神
2
）
は
（
続
）
と
同
じ
く
「
な
れ
も
」。

百
十
九
番
左　

惜
春
不
留
」（
島
）（
祐
）

（
国
）　　

か
す
む
と
も
誰　

か
は
春
に
か
り
衣　
　

け
ふ
斗　
　

に
て
く
る
ゝ
空　

か
な

（
彰
）　　
　
　
　
　
　

た
れ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

は
か
り
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星
大
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究
紀
要
【
人
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学
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】
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〇
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（
内
）　　
　
　
　

行　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

匂　

ひ　
　
　

形　
　
　

」

（
神
1
）　　
　
　

行　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

み

（
続
）　　

く
れ　

行　

い
ま　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

匂　

ひ　
　
　
　
　

み

（
続
書
）　

く
れ　

行　

い
ま　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

匂　

ひ　
　
　
　
　

み　

」

（
続
内
）　

く
れ　

行　

い
ま　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

匂　

ひ　
　
　
　
　

み　

」

（
神
2
）　

く
れ　

行　

い
ま　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

匂　

ひ　
　
　
　
　

み　

」

右　

暮
秋
野
」（
伊
）（
大
）（
神
1
）（
彰
）

（
国
）　　

嶺　

の
松　

つ
ゐ
に
か
は
ら
て
行
秋
や
か
れ
野
を
分　

る
霜
の
浅　

茅
生
」

（
大
）　　

峯　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の　
　
　
　
　
　

あ
さ
ち
ふ

（
ノ
）　　

峯　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

枯　

野　
　
　
　
　
　

あ
さ
ち
ふ

（
彰
）　　

み
ね　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の　
　
　
　
　
　

あ
さ
ち
ふ

（
明
）　　

嶺　

の
松　

つ
ゐ
に
か
は
ら
て
行
秋
や
枯　

野
を
わ
く
る
霜
の
あ
さ
ち
ふ
」（
二
四
ウ
）

（
伊
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

枯　
　
　

わ
く　
　
　

あ
さ
ち
ふ

（
島
）　　
　
　
　

ま
つ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」　
　
　

わ
く　
　
　

あ
さ
ち
ふ

（
祐
）　　
　
　
　

ま
つ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」　
　
　

わ
く　
　
　

あ
さ
ち
ふ

（
書
）　　

峯　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

枯　

野　

わ
く　
　
　

あ
さ
ち
ふ

（
三
）　　

み
ね　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
さ
ち
ふ
」

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
さ
ち
ふ
」

（
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

浅　

ち
ふ

（
神
1
）　

み
ね　

ま
つ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

わ
く　
　
　

あ
さ
ち
ふ

（
続
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

枯

（
続
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

枯

（
続
内
）　　
　
　
　
　
　

い　
　
　
　
　
　
　
　

枯

（
神
2
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

枯

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
り
て

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

む

（
内
）　　
　
　
　
　
　
　

よ
も
き　

髪　
　
　

し
ろ
し

＊
（
内
）
は
「
髪
も
霜
し
ろ
し
」
と
作
る
。
独
自
の
変
改
か
。
独
自
本
文
。

（
神
1
）　

か
き
り　
　
　

よ
も
き　
　
　
　
　

し
ろ
し

＊
（
神
1
）
と
（
内
）
共
に
「
し
ろ
し
」
同
文
。

（
続
）　　

か
き
り　
　
　

よ
も
き　

髪　
　
　
　
　
　
　
　

な
り
て

＊
（
続
）
は
「
霜
ふ
か
し
」
に
「
し
ろ
し
イ
」
と
傍
書
。
異
本
は
（
内
）
と
一
致
。

（
続
書
）　

か
き
り　
　
　

よ
も
き　

髪　
　
　
　
　
　
　
　

な
り
て

（
続
内
）　

か
き
り　
　
　

よ
も
き　

髪　
　
　
　
　
　
　
　

な
り
て

（
神
2
）　

か
き
り　
　
　

よ
も
き　

髪　
　
　
　
　
　
　
　

な
り
て

百
廿
番
左　

暮
春
夕

＊
（
続
書
）　　
「
夢
」
に
ミ
セ
ケ
チ
「
夕
」
と
傍
書
。
連
想
に
よ
る
書
き
損
じ
だ
ろ
う
。

（
国
）　　

暮　

て
ゆ
く
今　

は
の
春　

の
夕　
　

か
な
花
は
に
ほ
ひ
を
袖
の
か
た
見
に

（
大
）　　
　
　
　

行　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

匂　
　
　
　
　
　
　

み

（
ノ
）　　
　
　
　

行　

い
ま　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

形

（
彰
）　　
　
　
　

行　

い　
　
　
　
　
　

ゆ
ふ
へ
哉　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

み

（
明
）　　

く
れ
て
行　

い
ま
は
の
春　

の
夕　
　

哉　

花
は
に
ほ
ひ
を
袖
の
形　

見
に

（
伊
）　　

く
れ　

行　

い
ま　
　
　
　
　
　
　
　

哉　
　
　
　
　
　
　
　
　

形

（
島
）　　

く
れ　
　
　

い
ま　
　

は
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

み

（
祐
）　　

く
れ　
　
　

い
ま　
　

は
る　

ゆ
ふ
へ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

み

（
書
）　　

く
れ　

行　

い
ま　
　
　
　
　
　
　
　

哉　
　
　
　
　
　
　
　
　

形　
　
　

」

（
三
）　　

く
れ　

行　

今　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

匂　

ひ　
　
　
　
　

み　

」

（
静
）　　
　
　
　

行
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明
星
本
『
正
広
自
歌
合
』
の
本
文
と
校
異
（
1
）　　
　

前
田
雅
之

（
静
）　　
　
　
　
　
　

夏
冬
（
但
し
貼
紙
）

（
内
）　　
　
　
　
　
　

夏
冬

（
神
1
）　　
　
　
　
　

な
し

（
続
）　　
　
　
　
　
　

夏
冬

（
続
書
）　　
　
　
　
　

な
し

（
続
内
）　　
　
　
　
　

な
し

（
神
2
）　　
　
　
　
　

な
し

一
番　

左　

首
夏
風　
（
夏
冬
）

（
国
）　　
　
　
　
　
　

×
×

（
大
）　　
　
　
　
　
　

夏
冬

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　

夏
冬

（
彰
）　　
　
　
　
　
　

夏
冬

（
明
）　　
　
　
　
　
　

夏
冬

（
伊
）　　
　
　
　
　
　

×
×

（
島
）　　
　
　
　
　
　

夏
冬

（
祐
）　　
　
　
　
　
　

夏
冬

（
書
）　　

夏
冬　
　
　

左　

首
夏
風

＊
（
書
）
は
夏
冬
の
右
に
「
左
」
と
書
い
て
消
し
た
痕
跡
あ
り
。（
明
）
と
同
じ
形
と
す
る
の

を
途
中
で
変
え
た
か
。

（
三
）　　
　
　
　
　
　

×
×

（
静
）　　
　
　
　
　
　

×
×

（
内
）　　
　
　
　
　
　

初
秋
朝

＊
（
内
）
は
、
す
べ
て
題
を
一
行
で
記
す
。
こ
の
場
合
は
「
首
夏
風　

初
秋
朝
」
と
な
る
。

（
神
1
）　　
　
　
　
　

夏
冬

（
国
）
空
白
な
し　

新
し
い
丁
に
移
る
。

（
大
）
一
行
分
空
白
。

（
ノ
）
空
白
な
し　

そ
の
ま
ま
夏
冬
に
移
る
。

（
彰
）
空
白
な
し
。

（
明
）
空
白
な
し　

新
し
い
丁
に
移
る
。

（
島
）
空
白
な
し
。

（
祐
）
空
白
な
し
。

（
書
）
空
白
な
し
。
そ
の
ま
ま
夏
冬
に
移
る
。

（
三
）
十
行
分
空
白
。

（
静
）
一
丁
遊
紙
。

（
内
）
空
白
な
し
。

（
続
）
空
白
な
し
。

（
続
書
）
空
白
な
し
。

（
続
内
）
空
白
な
し
。

夏
冬

（
国
）　　
　
　
　
　
　

夏
冬

（
大
）　　
　
　
　
　
　

な
し

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　

な
し

（
彰
）　　
　
　
　
　
　

な
し

（
明
）　　
　
　
　
　
　

な
し

（
伊
）　　
　
　
　
　
　

夏
冬

（
島
）　　
　
　
　
　
　

な
し

（
祐
）　　
　
　
　
　
　

な
し

（
書
）　　
　
　
　
　
　

な
し

（
三
）　　
　
　
　
　
　

夏
冬
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右　

初
冬
朝
」（
ノ
）

（
国
）　　

冬
や
け
さ
篠　

分　

る
あ
さ
の
太
山
風
袖
を
あ
ま
た
に
雲
そ
越　

く
る

（
大
）　　
　
　
　
　

さ
さ　
　
　
　
　
　

み　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
え

（
ノ
）　　
　
　

今
朝　
　

わ
く

（
彰
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

み

（
明
）　　

冬
や
今
朝
篠　

わ
く
る
あ
さ
の
太
山
風
袖
を
あ
ま
た
に
雲
そ
越　

く
る

（
伊
）　　
　
　

今
朝　
　

わ
く

（
島
）　　
　
　
　
　
　
　

わ
く　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
え

（
祐
）　　
　
　
　
　
　
　

わ
く　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
え

（
書
）　　
　
　

今
朝

（
三
）　　
　
　

今
朝

（
静
）　　
　
　

今
朝　
　

わ
く

＊
（
静
）
は
「
袖
〇
あ
」
の
〇
に
「
を
」
と
傍
書
。

（
内
）　　
　

の
き
て　
　

別　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
え

＊
（
内
）
の
初
句
が
「
冬
の
き
て
」
と
独
自
本
文
。

（
神
1
）　　

の
き
て　
　

わ
く　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
え

＊
（
神
1
）
は
（
内
）
と
同
じ
く
「
冬
の
き
て
」
と
作
る
。

（
続
）　　
　
　
　
　

さ
　ゝ
　
　

朝　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
え

（
続
書
）　　
　
　
　

さ
　ゝ
　
　

朝　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
え

（
続
内
）　　
　
　
　

さ
　ゝ
　
　

朝　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
え

（
神
2
）　　
　
　
　

さ
　ゝ
　
　

朝　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
え

二
番　

左　

五
月
雨

（
国
）　　

山
川
や
松
も
ひ
は
ら
も
雲　

の
浪　

み
な
埋　
　

木
の
五
月　

雨
の
こ
ろ

（
大
）　　
　

河　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

比

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　

檜　

原

（
続
）　　
　
　
　
　
　

×
×

（
続
書
）　　
　
　
　
　

×
×

（
続
内
）　　
　
　
　
　

×
×

（
神
2
）　　
　
　
　
　

×
×

（
国
）　　

花
の
香
の
別　
　

を
し
る
も
う
ち
ま
山　

衣　
　

は
か
へ
し
袖
の
あ
さ
か
せ

（
大
）　　
　
　

か　
　
　
　
　

知　

も　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

朝　

風

（
ノ
）

（
彰
）　　
　
　

か

（
明
）　　

花
の
か
の
別　
　

を
し
る
も
う
ち
ま
山　

衣　
　

は
か
へ
し
袖
の
あ
さ
か
せ

（
伊
）　　
　
　

か

（
島
）　　
　
　

か　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
ろ
も

（
祐
）　　
　
　

か　

わ
か
れ　
　
　
　
　
　
　

や
ま
こ
ろ
も

（
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

風

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

や　
　
　
　
　
　
　
　

×　
　
　
　
　

朝

＊
（
三
）
は
「
し
る
や
」
と
い
う
独
自
本
文
、「
衣
か
へ
し
」
で
「
は
」
が
脱
字
。
い
ず
れ
も

書
き
損
じ
に
よ
る
か
。

（
静
）　　
　
　

か　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

朝

（
内
）　　
　
　

香

（
神
1
）　　
　
　
　

わ
か
れ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

朝

（
続
）　　
　
　
　
　

わ
か
れ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

朝

（
続
書
）　　
　
　
　

わ
か
れ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

朝

（
続
内
）　　
　
　
　

わ
か
れ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

朝

＊
（
続
内
）
は
「
う
ち
ま
山
」
に
「
本
ノ
マ
ヽ
」
と
傍
書
。

（
神
2
）　　
　
　
　

わ
か
れ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

朝
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明
星
本
『
正
広
自
歌
合
』
の
本
文
と
校
異
（
1
）　　
　

前
田
雅
之

（
三
）

＊
（
三
）
は
夏
冬
か
ら
（
書
）
と
丁
合
が
ず
れ
て
く
る
。

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

（
内
）　　

こ
の　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

は

（
神
1
）　　
　

こ
ろ

（
続
）　　

こ
の　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

さ
く
ら　
　
　
　
　
　

は

（
続
書
）　

こ
の　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

さ
く
ら　
　
　
　
　
　

は　
　
　

」

（
続
内
）　

こ
の　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

さ
く
ら　

は

＊
（
続
内
）
は
他
本
「
さ
く
ら
に
も
れ
し
」
の
「
も
」
を
「
は
」
に
作
る
。
書
き
損
じ
か
。

（
神
2
）　

こ
の　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

さ
く
ら　
　
　
　
　
　

は　
　
　

」

三
番　

左　

六
月
祓

（
内
）　　

六
月
祓　

歳
暮
月
」

（
国
）　　

み
そ
き
川
老
の
三　

輪
を
又　

そ
へ
て
あ
さ
ち
す
か
ぬ
く
袖
の
夕
な
み

（
大
）　　
　
　
　

河　
　
　
　

わ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

浪
」

（
ノ
）

（
彰
）　　
　
　
　
　
　
　
　

つ
わ

（
明
）　　

み
そ
き
川
老
の
三　

輪
を
又　

そ
へ
て
あ
さ
ち
す
か
ぬ
く
袖
の
夕
浪
」（
二
五
オ
）

（
伊
）　　
　
　
　

河　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

浪

（
島
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ま
た　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

浪

（
祐
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ま
た　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

浪

（
書
）　　
　
　
　

河　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

浪

（
三
）　　
　
　
　

河　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

り

＊
（
三
）
は
「
す
り
ぬ
く
」
と
作
る
。
書
き
損
じ
か
。

（
静
）　　
　
　
　

河

（
彰
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
み

（
明
）　　

山
川
や
松
も
檜　

原
も
雲　

の
浪　

み
な
埋　
　

木
の
五
月　

雨
の
こ
ろ

（
伊
）　　
　
　
　
　
　

檜　

原

（
島
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

（
祐
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

く
も　

な
み　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

（
書
）　　
　

河　
　
　

檜　

原　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

比

（
三
）　　
　

河　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

波

（
静
）　　
　

河　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

比

（
内
）　　
　

河　
　
　

檜　

原　
　
　
　

な
み　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

比

（
神
1
）　　

河　
　
　

檜　

原　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

さ
み
た
れ　

比

（
続
）　　
　

河　
　
　

檜　

原　
　
　
　

波　
　
　

む
も
れ　
　
　
　
　
　
　

比

（
続
書
）　　

河　
　
　

檜　

原　
　
　
　

波　
　
　

む
も
れ　
　
　
　
　
　
　

比

（
続
内
）　　

河　
　
　

檜　

原　
　
　
　

波　
　
　

む
も
れ　
　
　
　
　
　
　

比
」

（
神
2
）　　

河　
　
　

檜　

原　
　
　
　

波　
　
　

む
も
れ　
　
　
　
　
　
　

比

右　

松
雪
（
神
1
）（
彰
）

（
国
）　　

此　

比　

は
雪
に
ひ
ら
け
て
高　

砂　

や
桜　
　

に
も
れ
し
松
の
葉
も
な
し
」

（
大
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

さ
く
ら　
　
　
　
　
　

は

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

×

＊
（
ノ
）
は
「
葉
な
し
」
の
「
葉
」
と
「
な
」
の
間
に
「
も
歟
」
と
傍
書
。
校
訂
に
よ
る
か
。

（
彰
）　　

こ
の
こ
ろ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

は

（
明
）　　

此　

比　

は
雪
に
ひ
ら
け
て
高　

砂　

や
桜　
　

に
も
れ
し
松
の
葉
も
な
し

（
伊
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

（
島
）　　
　
　

こ
ろ　
　
　
　
　
　
　

た
か
さ
こ

（
祐
）　　

こ
の
こ
ろ　
　
　
　
　
　
　

た
か
さ
こ　

さ
く
ら

（
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」
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明
星
大
学
研
究
紀
要
【
人
文
学
部
・
日
本
文
化
学
科
】
第
二
十
二
号　

二
〇
一
四
年

（
神
1
）　

歳
暮
月

（
続
）　　

歳
暮
×

（
続
書
）　

歳
暮
×

（
続
内
）　

歳
暮
×

（
神
2
）　

歳
暮
×

（
国
）　　

な
く
さ
め
ぬ
身
の
な
ら
は
し
に
年
く
れ
ぬ
か
く
て
や
つ
ゐ
に
さ
ら
し
な
の
月

＊
（
国
）
は
、（
大
）・（
明
）・（
内
）
系
は
「
な
く
さ
ま
ぬ
」
と
す
る
の
に
、「
な
く
さ
め
ぬ
」

と
作
る
。
最
終
形
態
か
。

（
大
）　　
　
　
　

ま　
　
　
　
　
　
　
　
　

暮　

ぬ

（
ノ
）　　
　
　
　

ま

（
彰
）　　
　
　
　

ま　
　
　
　
　
　
　
　
　

暮　

ぬ

（
明
）　　

な
く
さ
ま
ぬ
身
の
な
ら
は
し
に
年
暮　

ぬ
か
く
て
や
つ
ゐ
に
さ
ら
し
な
の
月

（
伊
）　　
　
　
　

ま　
　
　
　
　
　
　
　
　

暮　
　
　
　
　
　

終　

に

（
島
）　　
　
　
　

ま　
　
　
　
　
　
　
　
　

暮

（
祐
）　　
　
　
　

ま　
　
　
　
　
　
　
　
　

暮

（
書
）　　
　
　
　

ま　
　
　
　
　
　
　
　
　

暮

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

終　

に

＊
（
国
）
＝
（
静
）
初
期
＝
（
三
）「
な
く
さ
め
ぬ
」。

（
静
）

＊
（
静
）
は
「
な
く
さ
め
ぬ
」
の
「
め
」
に
ミ
セ
ケ
チ
「
ま
」
と
傍
書
。

（
内
）　　
　
　
　

ま　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

更　

科

（
神
1
）　　
　
　

ま

（
続
）　　
　
　
　

ま　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

更　

科

（
続
書
）　　
　
　

ま　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

更　

科

（
続
内
）　　
　
　

ま　
　
　
　
　
　
　
　
　

暮
れ　
　
　
　
　
　
　
　

更　

科

（
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

副　

て

（
神
1
）

（
続
）　　

御
祓　

河　
　

み
つ
わ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

波

（
続
書
）　

御
祓　

河　
　

み
つ
わ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

波

＊
（
続
書
）
は
「
ぬ
か
つ
く
」
の
「
ぬ
」
に
ミ
セ
ケ
チ
「
す
」
と
傍
書
。
他
本
を
見
て
こ
う
し

た
の
だ
ろ
う
。

（
続
内
）　

御
祓　

河　
　

み
つ
わ　
　
　
　
　
　
　
　
　

ぬ
か
つ
く　
　
　

波

（
神
2
）　

御
祓　

河　
　

み
つ
わ　
　
　
　
　
　
　
　
　

ぬ
か
つ
く　
　
　

波

＊
（
神
2
）
が
（
続
）
他
本
「
す
か
ぬ
く
」
を
「
ぬ
か
つ
く
」
と
し
た
の
は
、（
続
書
）
を
見

る
限
り
、
独
自
本
文
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

右　
　

歳
暮
月
」（
三
）

（
国
）

＊
（
国
）「
歳
暮
月
」
が
最
終
形
態
か
。

（
大
）　　
　

×

（
ノ
）　　
　

×

（
彰
）　　
　

×

（
明
）　

歳
暮
×

（
伊
）　　
　

×

（
島
）　　
　

×

（
祐
）　　
　

×

（
書
）　　
　

×

（
三
）　

歳
暮
月

（
静
）　　

歳
暮
月

（
内
）　　

歳
暮
月

＊
（
国
）
＝
（
静
）
＝
（
三
）
＝
（
神
1
）
＝
（
内
）。
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明
星
本
『
正
広
自
歌
合
』
の
本
文
と
校
異
（
1
）　　
　

前
田
雅
之

（
明
）　　

冬
き
ぬ
と
た
れ
も
都
に
し
ら
鳥　

の
と
は
山
こ
え
て
降　

時　

雨
哉

（
伊
）　　
　
　
　
　

た
れ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

降　
　
　
　

か
な

（
島
）　　
　
　
　
　

た
れ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

降　

し
く
れ
か
な

（
祐
）　　
　
　
　
　

た
れ　
　
　
　
　

と
り　
　
　
　
　
　
　

降　

し
く
れ
か
な

（
書
）　　
　
　
　
　

た
れ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

降　

時　

雨
か
な

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
な

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
な

（
内
）

（
神
1
）　　
　
　
　

た
れ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
な

（
続
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

し
く
れ
か
な

（
続
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

し
く
れ
か
な

（
続
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

し
く
れ
か
な

（
神
2
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

し
く
れ
か
な

五
番　

左　

新
樹
雨
」（
国
）（
静
）（
神
1
）

（
国
）　　

あ
ゐ
よ
り
も
山
は
青　

根
か
嶺　

の
雲
村　

雨
は
れ
て
色　

そ
涼　

し
き

＊
私
家
集
大
成
は
他
本
「
雲
」
と
す
る
字
を
「
雪
」
と
読
ん
で
い
る
が
、
お
そ
ら
く
「
雲
」
だ

ろ
う
。

（
大
）　　
　

ひ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

む
ら　
　
　
　
　
　
　

す
ゝ
し

（
ノ
）　　

藍　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

峯

（
彰
）

（
明
）　　

藍　

よ
り
も
山
は
青　

根
か
嶺　

の
雲
村　

雨
は
れ
て
色　

そ
涼　

し
き

（
伊
）　　

藍　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

（
島
）　　

藍　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

み
ね　
　
　
　
　
　
　
　

い
ろ

（
祐
）　　

藍　
　
　
　
　
　

あ
お
ね　

み
ね　
　
　
　
　
　
　
　

い
ろ　

す
ゝ
し

（
書
）　　

藍

（
神
2
）　　
　
　

ま　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

更　

科

四
番　

左　

貴
賤
更
衣
」（
島
）（
祐
）

（
国
）　　

夏　

は
け
ふ
き
そ
の
あ
さ
衣　

あ
さ
の
袖
人
の
心　
　

も
か
は
る
を
そ
み
る

（
大
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

き
ぬ
麻

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

き
ぬ
麻　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

見　

」

（
彰
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

麻　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

見

（
明
）　　

夏　

は
け
ふ
き
そ
の
あ
さ
き
ぬ
麻　

の
袖
人
の
心　
　

も
か
は
る
を
そ
み
る

（
伊
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

き
ぬ
麻

（
島
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

き
ぬ
麻　
　
　
　
　

こ
ゝ
ろ

（
祐
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

き
ぬ
麻　
　
　
　
　

こ
ゝ
ろ　
　
　
　
　
　

見

（
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

麻

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

見

（
静
）

（
内
）　　

な
つ　
　
　

木
曾　
　
　
　
　

麻　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

見

（
神
1
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

き
ぬ

（
続
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

麻

（
続
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　

麻

（
続
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　

麻　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

（
神
2
）　　
　
　
　
　
　
　
　

麻

右　

時
雨
知
冬
」（
彰
）

（
国
）　　

冬
き
ぬ
と
誰　

も
都
に
し
ら
鳥　

の
と
は
山
こ
え
て
ふ
る
時　

雨
哉

（
大
）　　
　
　
　
　

た
れ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

し
く
れ

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

降　

し
く
れ
か
な

（
彰
）　　
　
　
　
　

た
れ　
　
　

白　
　
　
　
　
　
　

越　

て　
　
　
　
　

か
な
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明
星
大
学
研
究
紀
要
【
人
文
学
部
・
日
本
文
化
学
科
】
第
二
十
二
号　

二
〇
一
四
年

（
続
）　　
　

吉　

野
や　
　
　
　
　

は
な　
　

む
か　
　
　
　
　
　
　
　
　

哉

＊
（
続
）
は
（
内
）
と
同
じ
く
「
み
吉
野
や
」
と
す
る
。

（
続
書
）　　

吉　

野　
　
　
　
　
　

は
な　
　

む
か　
　
　
　
　
　
　
　
　

哉

＊
（
続
書
）
も
（
神
2
）
と
同
様
に
「
み
吉
野
の
」
と
す
る
。

（
続
内
）　　

吉　

野
の　
　
　
　
　
　
　
　
　

む
か　
　
　
　
　
　
　
　
　

哉

（
神
2
）　　

吉　

野　
　
　
　
　
　

は
な　
　

む
か　
　
　
　
　
　
　
　
　

哉

＊
（
神
2
）
は
（
大
）（
明
）（
国
）
と
同
じ
く
「
み
吉
野
の
」
と
す
る
。
と
す
れ
ば
、（
続
）

の
誤
読
か
、
不
明
。

六
番　

左　

曙
郭
公

（
国
）　　

郭　
　
　

公
花　

鶯　
　
　

の
た
か
ね
よ
り
青
葉
の
山　

の
明　

ほ
の
ゝ
空

＊
（
国
）
の
み
末
句
を
「
明
ほ
の
の
空
」
と
す
る
。
他
本
は
「
明
け
ほ
の
声
」。
最
終
形
態
か
。

（
大
）　　
　
　
　
　
　

は
な　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
ゑ
」

（
ノ
）　　

ほ
と
ゝ
き
す　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

曙　
　
　

の
こ
ゑ

（
彰
）　　

時　
　
　

鳥　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
け　
　
　

こ
ゑ

（
明
）　　

ほ
と
ゝ
き
す
花　

鶯　
　
　

の
た
か
ね
よ
り
青
葉
の
山　

の
曙　
　
　

の
こ
ゑ

（
伊
）　　

ほ
と
ゝ
き
す　
　
　
　
　
　
　

高　

根　
　
　
　
　
　
　
　

曙　
　
　

の
声

（
島
）　　

ほ
と
ゝ
き
す　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
け
ほ
の　

こ
ゑ

（
祐
）　　

ほ
と
ゝ
き
す　
　

う
く
ひ
す　
　
　
　
　
　
　
　
　

や
ま　

あ
け
ほ
の
×
こ
ゑ

＊
（
祐
）
は
（
島
）「
あ
け
ぼ
の
ゝ
こ
ゑ
」
の
「
ゝ
」
が
脱
字
。

（
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　

う
く
ひ
す　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

曙　
　
　
　

こ
ゑ

（
三
）　　

時　
　
　

鳥　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

や
ま　

あ
け
ほ
の　

そ
ら

＊
（
国
）
＝
（
静
）
＝
（
三
）。

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

空

＊
（
静
）
は
「
明
ほ
の
ゝ
空
」
の
「
空
」
に
ミ
セ
ケ
チ
「
こ
ゑ
」（
同
筆
か
）。
先
祖
返
り
か
。

（
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　

う
く
ひ
す　

髙　

ね　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
ゑ
」

（
三
）

（
静
）

（
内
）　　

藍　
　
　
　
　
　
　
　

ね　

峯

（
神
1
）　

藍　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

す
ゝ
し

（
続
）　　

藍　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

む
ら

（
続
書
）　

藍　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

む
ら　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

（
続
内
）　

藍　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

む
ら

（
神
2
）　

藍　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

む
ら　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

右　

残
鴈

（
国
）　　

み
よ
し
の
ゝ
田
面
の
雪
の
花　

に
鴈
向　

ふ
を
冬
と
ふ
ゝ
く
山　

か
な

（
大
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

哉

（
ノ
）　　
　

吉　

野
の　
　
　
　
　
　
　
　
　

む
か

（
彰
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

む
か

（
明
）　　

み
吉　

野
ゝ
田
面
の
雪
の
花　

に
鴈
む
か
ふ
を
冬
と
ふ
ゝ
く
山　

哉
」（
二
五
ウ
）

（
伊
）　　
　

吉　

野　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

む
か　
　
　
　
　
　
　
　
　

哉

（
島
）　　
　
　
　

野　
　
　
　
　
　
　
　
　

」
む
か

（
祐
）　　
　
　
　

野　
　
　
　
　
　

は
な　

」
む
か　
　
　
　
　
　
　

や
ま

（
書
）　　
　

吉　

野　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

む
か　
　
　
　
　
　
　
　
　

哉
」

（
三
）　　
　
　
　

野　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

哉

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

哉

（
内
）　　
　
　
　
　

や　
　
　
　
　
　
　
　
　

む
か　
　
　
　

浮　

吹　
　

哉

＊
（
内
）
の
初
句
は
「
み
よ
し
の
や
」
と
独
自
本
文
、「
ふ
ゝ
く
」
を
「
浮
吹
」
と
表
記
す
る

の
も
独
自
か
。

（
神
1
）　　

吉　

野
や　
　
　
　
　
　
　
　
　

む
か

＊
（
神
1
）
は
（
内
）
と
同
じ
く
「
み
吉
野
や
」
と
作
る
。
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明
星
本
『
正
広
自
歌
合
』
の
本
文
と
校
異
（
1
）　　
　

前
田
雅
之

（
国
）　　

夏
山
や
時　

雨
て
ま
し
る
松　

の
風　

さ
て
そ
緑　
　

を
秋
に
そ
む
ら
ん
」

（
大
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
せ　
　
　

み
と
り　
　
　

染　

ら
ん

（
ノ
）　　
　
　
　

し
く
れ

（
彰
）　　
　
　
　

し
く
れ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

み
と
り

（
明
）　　

夏
山
や
し
く
れ
て
ま
し
る
松　

の
風　

さ
て
そ
緑　
　

を
秋
に
そ
む
ら
ん

（
伊
）　　
　
　
　

し
く
れ　
　
　
　
　
　
　

か
せ　
　
　
　
　
　
　
　
　

染　

ら
ん

（
島
）　　
　
　
　

し
く
れ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

み
と
り　
　
　
　
　
　
　

」

（
祐
）　　
　
　
　

し
く
れ　
　
　
　

ま
つ　
　
　
　
　
　

み
と
り　
　
　
　
　
　
　

」

（
書
）　　
　
　
　

し
く
れ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

む

（
三
）　　
　
　
　

し
く
れ　
　
　
　
　
　
　

か
せ

（
静
）　　
　
　
　

し
く
れ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

む
」

（
内
）　　
　
　

に　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
せ　
　
　

み
と
り
も

＊
（
内
）
の
初
句
は
「
夏
山
に
」
四
句
は
「
み
と
り
も
」
と
い
う
独
自
本
文
。

（
神
1
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

み
と
り
も

＊
（
神
1
）
は
「
み
ど
り
も
」
が
（
内
）
と
同
文
。

（
続
）　　
　
　
　

し
く
れ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

み
と
り

（
続
書
）　　
　
　

し
く
れ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

み
と
り

（
続
内
）　　
　
　

し
く
れ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

み
と
り

（
神
2
）　　
　
　

し
く
れ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

み
と
り

右　

落
葉
（
神
1
）

＊
（
彰
）「
落
」
に
ミ
セ
ケ
チ
「
落
」
と
傍
書
。
別
筆
。
落
に
読
み
に
く
か
っ
た
か
ら
だ
ろ
う
。

（
国
）　　

き
の
ふ
か
も
木
の
め
は
る
さ
め
ふ
る
時　

雨
ほ
と
な
き
夢
に
ち
る
嵐　
　

哉

（
大
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

春　

雨　
　
　
　
　
　

程

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

春　

雨　

降　

時　

雨　
　
　

く　
　
　
　

あ
ら
し
か
な

（
神
1
）　

ほ
と
ゝ
き
す　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
け
ほ
の　

声

（
続
）　　

時　
　
　

鳥　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
を
は　
　
　

あ
け
ほ
の　

声

（
続
書
）　

時　
　
　

鳥　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
を
は　
　
　

あ
け
ほ
の　

声

（
続
内
）　

時　
　
　

鳥　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
を
は　
　
　

あ
け
ほ
の　

声
」

（
神
2
）　

時　
　
　

鳥　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
を
は　
　
　

あ
け
ほ
の　

声

右　

水
鳥
」（
三
）（
彰
）

（
国
）　　

い
く
た
川
跡　

な
き
浪
に
古　
　
　

の
別　
　

を
を
し
の
ひ
と
り
な
く
こ
ゑ

（
大
）　　
　
　

田
河
あ
と　
　
　
　

い
に
し
へ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鳴　

声

（
ノ
）　　
　
　

田　
　
　
　
　
　
　

い
に
し
へ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

声

（
彰
）　　

生　

田　
　
　
　
　
　
　

い
に
し
へ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鳴　

こ

（
明
）　　

い
く
田
川
跡　

な
き
浪
に
い
に
し
へ
の
別　
　

を
を
し
の
ひ
と
り
な
く
こ
ゑ

（
伊
）　　
　
　

田　
　
　
　
　
　
　

い
に
し
へ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

声

（
島
）　　
　
　

田　
　
　
　
　
　
　

い
に
し
へ　

わ
か
れ

（
祐
）　　
　
　

田　
　
　
　
　
　
　

い
に
し
へ　

わ
か
れ

（
書
）　　
　
　

田　
　
　
　
　
　
　

い
に
し
へ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鳴　

こ

（
三
）　　
　
　

田
河　
　
　
　
　
　

い
に
し
へ　
　
　
　
　

　ゝ
　

独　
　

な

（
静
）　　
　
　
　

河

（
内
）　　

生　

田　

あ
と　
　

波　

い
に
し
へ　

別　
　
　
　
　
　

独　
　

な
く

（
神
1
）　

生　

田　
　
　
　
　
　
　

い
に
し
へ　
　
　
　
　

鴛　
　
　
　
　

鳴　

こ

（
続
）　　

生　

田　
　
　
　
　

波　

い
に
し
へ　

わ
か
れ　

鴛　
　
　
　
　
　
　

声

（
続
書
）　

生　

田　
　
　
　
　

波　

い
に
し
へ　

わ
か
れ　

鴛　
　
　
　
　
　
　

声

（
続
内
）　

生　

田　
　
　
　
　

波　

い
に
し
へ　

わ
か
れ　

鴛　
　
　
　
　
　
　

声

（
神
2
）　

生　

田　
　
　
　
　

波　

い
に
し
へ　

わ
か
れ　

鴛　
　
　
　
　
　
　

声

七
番　

左　

夏
風
」（
ノ
）
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明
星
大
学
研
究
紀
要
【
人
文
学
部
・
日
本
文
化
学
科
】
第
二
十
二
号　

二
〇
一
四
年

（
島
）　　
　
　
　
　
　
　

焼　
　
　
　
　
　
　
　

猶　

こ
の
こ
ろ
も
ち
る
ほ
た
る
か
な

（
祐
）　　
　
　
　
　
　
　

焼　
　
　
　
　
　
　
　

な
を
こ
の
こ
ろ
も
ち
る
ほ
た
る
か
な

（
書
）　　
　
　

煙　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
を　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
な

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

又　
　
　

こ
ろ

＊
（
国
）
＝
（
静
）
＝
（
三
）

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

又　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
な

＊
（
静
）
は
「
又
」
に
作
り
、（
国
）
と
同
じ
。
し
か
も
、
ミ
セ
ケ
チ
な
し
。

（
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

猶　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
な

（
神
1
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

猶

（
続
）　　

打　

け　
　
　

焼　

野　
　
　
　
　
　

猶　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
な

（
続
書
）　

打　

け　
　
　

焼　

野　
　
　
　
　
　

猶　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
な

（
続
内
）　

打　

け　
　
　

焼　

野　
　
　
　
　
　

猶　
　
　

こ
ろ　
　
　
　
　
　

か
な
」

（
神
2
）　

打　

け　
　
　

焼　

野　
　
　
　
　
　

猶　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
な

右　

千
鳥
」（
彰
）

（
国
）　　

川
千　

鳥
い
と
ゝ
逢　

夜
の
た
か
中　

を
月
に
送　
　

て
声　

わ
か
る
ら
ん

（
大
）　　

河　
　
　
　
　
　

あ
ふ

（
ノ
）　　

河
ち
と
り　
　
　
　
　
　
　

誰
か　
　
　
　
　

を
く
り

（
彰
）　　
　
　
　
　
　
　
　

あ
ふ　
　
　
　
　
　
　
　
　

を
く
り

（
明
）　　

河
千　

鳥
い
と
と
逢　

夜
の
た
か
中　

を
月
に
を
く
り
て
声　

別　

る
ら
ん

（
伊
）　　

河　
　
　
　
　

と　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

を
く
り　
　
　

別

（
島
）　　

河　

と
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

を
く
り　
　
　

別

（
祐
）　　
　

ち
と
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

を
く
り

（
書
）　　

河　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
ゑ
別　

る
ら
む
」

（
三
）　　

河　
　
　
　
　
　
　
　

よ

（
静
）

＊
（
ノ
）
は
（
大
）
他
と
異
な
り
「
ほ
と
な
く
」
と
作
る
。
書
き
損
じ
に
よ
る
か
。

（
彰
）　　

昨　

日　
　
　
　
　

春　

雨　
　
　

し
く
れ　
　
　
　
　
　
　
　

あ
ら
し

（
明
）　　

き
の
ふ
か
も
木
の
め
春　

雨　

ふ
る
時　

雨
ほ
と
な
き
夢
に
ち
る
嵐　
　

哉

（
伊
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

春　

雨　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

（
島
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
ら
し
か
な

（
祐
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

し
く
れ　
　
　
　
　
　
　
　

あ
ら
し
か
な

（
書
）　　

昨　

日　
　
　
　
　
　
　

雨

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

春　

雨

（
静
）

（
内
）　　

昨　

日　
　
　
　
　

春　

雨　
　
　
　
　
　

程　
　
　
　
　
　
　

あ
ら
し
哉

（
神
1
）　　
　
　
　
　
　
　
　

春　

雨

（
続
）　　
　
　
　
　
　

こ　
　

は
る　
　
　
　

し
く
れ
程

（
続
書
）　　
　
　
　
　

こ　
　

は
る　
　
　
　

し
く
れ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

（
続
内
）　　
　
　
　
　

こ　
　

は
る　
　
　
　

し
く
れ
程

（
神
2
）　　
　
　
　
　

こ　
　

は
る　
　
　
　

し
く
れ
程　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

八
番　

左　

野
蛍

（
国
）　　

う
ち
け
ふ
り
春
や
く
野
火
の
消
や
ら
て
又　

此　

比　

も
ち
る
蛍　
　

哉

＊
（
国
）
の
四
句
は
、「
又
此
比
も
」
の
よ
う
に
「
又
」
と
作
る
。
他
本
は
「
猶
」。
最
終
形
態

か
。

（
大
）　　
　
　
　
　
　
　

焼　
　
　
　
　
　
　
　

猶

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　
　

焼　

野
火　
　
　
　
　

猶　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
な

（
彰
）　　
　
　
　
　
　
　

焼　

野　
　
　
　
　
　

猶　
　
　

こ
ろ

（
明
）　　

う
ち
け
ふ
り
春
焼　

野
火
の
消
や
ら
て
猶　

此　

比　

も
ち
る
蛍　
　

哉
」（
二
六
オ
）

（
伊
）　　
　
　
　
　
　
　

焼　
　
　
　
　
　
　
　

猶　

比　

ろ　

も
ち
る
ほ
た
る
か
な

＊
（
伊
）
の
四
句
は
、「
此
ろ
」
と
な
る
。「
此
こ
ろ
」
の
「
こ
」
の
脱
か
。
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明
星
本
『
正
広
自
歌
合
』
の
本
文
と
校
異
（
1
）　　
　

前
田
雅
之

（
静
）

（
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

附　
　
　
　

こ
の
ま　

薄　

き
か
け

（
神
1
）　　
　
　
　
　
　

羽　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

薄　

き

（
続
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た　
　

こ
の
ま

＊
（
続
）
は
他
本
「
そ
れ
も
」
を
「
た
れ
も
」
に
作
る
。

（
続
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た　
　

こ
の
ま

（
続
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た　
　

こ
の
ま

（
神
2
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た　
　

こ
の
ま

＊
（
続
書
）・（
神
2
）
も
「
た
れ
も
」
と
す
る
。
独
自
本
文
。

右　

雪
散
風
」（
静
）（
三
）

（
国
）　　

く
も
り
え
ぬ
嵐　
　

は
雪　

を
ま
き
も
く
の
檜
原　

に
遠
き
入　

会　

の
声

（
大
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

巻　

向　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

相

（
ノ
）　　

曇　

り　
　
　
　
　
　
　
　
　

巻　

向　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

相　
　

こ
ゑ
」

（
彰
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

相

（
明
）　　

く
も
り
え
ぬ
嵐　
　

は
雪　

を
巻　

向　

の
檜
原　

に
遠
き
入　

相　

の
声

（
伊
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

巻　

向　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

相

（
島
）　　
　
　
　
　
　

あ
ら
し
は
ゆ
き
を
巻　

向　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
ひ

（
祐
）　　
　
　
　
　
　

あ
ら
し
は
ゆ
き
を
巻　

向　
　
　
　
　
　
　
　

い
り
あ
ひ　

こ
ゑ

（
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

相　
　

こ
ゑ

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ひ
は
ら　
　
　
　
　

あ
ひ　

こ
ゑ

（
静
）

（
内
）　　
　
　
　
　
　

あ
ら
し
は　
　
　

巻　

向　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
ゑ
」

（
神
1
）　

曇　

り　
　
　
　
　
　
　
　
　

巻　

向　
　

ひ
は
ら　
　
　
　
　

相　
　

こ
ゑ

（
続
）　　

曇　

り　
　
　
　
　
　
　
　
　

巻　

向　
　

ひ
は
ら　
　
　

い
り
あ
ひ

（
続
書
）　

曇　

り　
　
　
　
　
　
　
　
　

巻　

向　
　

ひ
は
ら　
　
　

い
り
あ
ひ

（
内
）　　

河　
　
　
　

も
に
あ
ふ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
ゑ

＊
（
内
）
の
二
句
目
は
、「
い
も
に
あ
ふ
夜
の
」
と
な
っ
て
い
る
。
独
自
本
文
。

（
神
1
）　

河　
　
　
　

も
に
あ
ふ　
　
　
　
　
　
　
　
　

を
く
り　
　
　

別　

×
ら

＊
（
神
1
）
は
「
い
も
に
あ
ふ
」
が
（
内
）
と
同
文
。「
い
も
に
あ
ふ
」
系
本
文
は
後
の
改
変
。

（
続
）　　
　
　
　
　
　

も
に
あ
ふ　
　
　
　

な
か　
　
　

を
く
り

（
続
書
）　　
　
　
　
　

も
に
あ
ふ　
　
　
　

な
か　
　
　

を
く
り

＊
（
続
書
）
は
、「
い
と
ゝ
」
の
「
と
ゝ
」
に
ミ
セ
ケ
チ
「
も
に
」、「
な
か
す
」
の
「
す
」
に

ミ
セ
ケ
チ
「
を
」、「
川
」
に
ミ
セ
ケ
チ
「
月
」
と
そ
れ
ぞ
れ
傍
書
。「
川
」
は
書
き
損
じ
だ
ろ

う
が
、
他
は
、（
神
2
）
と
一
致
す
る
の
で
、（
内
）
で
校
訂
か
。

（
続
内
）　　
　
　
　
　

も
に
あ
ふ　
　
　
　

な
か　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

分　

る

（
神
2
）　　
　
　
　
　
　
　

あ
ふ　
　
　
　

な
か
す

＊
（
神
2
）
は
他
本
「
な
か
を
」
を
「
な
か
す
」
と
作
る
。
誤
読
か
。

九
番　

左　

夏
夕
月
」（
島
）（
祐
）

（
国
）　　

風
か
ろ
き
蟬
の
は
山　

の
夕　

月
夜
そ
れ
も
木　

間
に
う
す
き
影　

哉

（
大
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ゆ
ふ　
　
　
　
　
　

の
間　
　
　
　
　
　

か
な
」

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
ま　
　
　
　
　
　

か
な

（
彰
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
間

（
明
）　　

風
か
ろ
き
蟬
の
は
山　

の
夕　

月
夜
そ
れ
も
木
の
ま
に
う
す
き
影　

か
な

（
伊
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
ま

（
島
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ゆ
ふ　
　
　
　
　
　

の
ま　
　
　
　

か
け
か
な

（
祐
）　　
　
　
　
　
　
　
　

や
ま　

ゆ
ふ　
　
　
　
　
　

の
ま　
　
　
　

か
け

（
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ま　
　
　
　
　
　

か
な

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
な

＊
（
三
）
は
「
う
は
き
」
の
「
は
」
に
ミ
セ
ケ
チ
「
す
」
と
傍
書
。
字
形
が
似
て
い
る
か
ら
、

書
き
損
じ
か
。
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明
星
大
学
研
究
紀
要
【
人
文
学
部
・
日
本
文
化
学
科
】
第
二
十
二
号　

二
〇
一
四
年

＊
（
神
1
）
は
（
内
）
と
末
句
が
同
文
。「
夜
の
月
」
系
本
文
は
後
の
変
改
。

（
続
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

そ
の　
　
　

顔　
　
　
　

あ
ふ
き　

出　

す
月
哉

＊
（
続
）
は
「
出
す
月
哉
」
の
「
夜
の
月
イ
」
と
傍
書
。「
夜
の
月
」
は
（
内
）
に
よ
る
も
の
。

（
続
）
は
（
内
）
で
校
訂
。

（
続
書
）　　
　
　

見　
　
　
　

そ
の　
　
　

・　
　
　
　

あ
ふ
き　

出　

す
月
哉
」

（
続
内
）　　
　
　

見　
　
　
　

そ
の　
　
　

・　
　
　
　

あ
ふ
き　

出　

す
月
哉
」

（
神
2
）　　
　
　

見　
　
　
　

そ
の　
　
　

・　
　
　
　

あ
ふ
き　

出　

す
月
哉
」

＊
（
続
）・（
続
書
）・（
神
2
）
は
（
大
）・（
明
）
系
と
同
文
。

右　

寒
草
僅
」（
彰
）

（
国
）　　

夏
や
い
つ
は
山
と
し
け
る
の
へ
の
草　

枯　

て
ふ
も
と
の
ち
り
と
成　

ぬ
る

（
大
）　　
　
　
　
　
　
　
　

茂　

る

（
ノ
）　　
　
　
　
　

葉　
　
　
　
　

野
辺　
　
　
　
　
　

梺

（
彰
）　　
　

は　
　
　
　
　
　
　
　

野　
　
　
　
　
　
　

麓

＊
（
彰
）
は
他
本
「
夏
や
」
を
「
夏
は
」
と
作
る
。
書
き
損
じ
か
。

（
明
）　　

夏
や
い
つ
葉
山
と
し
け
る
野
へ
の
草　

枯　

て
麓　
　

の
ち
り
と
成　

ぬ
る
」

 

（
二
六
ウ
）

（
伊
）　　
　
　
　
　

葉　
　
　
　
　

野　
　
　
　
　
　
　

麓

（
島
）　　
　
　
　
　

葉　
　
　
　
　

野　
　
　

」
か
れ
て
麓　
　
　
　
　
　

な
り

（
祐
）　　
　
　
　
　

葉　
　
　
　
　

野
辺　
　

」
か
れ
て　
　
　
　
　
　
　

な
り

（
書
）　　
　
　
　
　

葉　
　
　
　
　

野

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

野

（
静
）

（
内
）　　
　
　
　
　

葉　
　
　
　
　

野　
　
　
　
　
　
　

麓　
　
　

肖　

と

＊
（
内
）
の
末
句
に
あ
る
「
肖
」
は
「
屑
」
と
書
こ
う
と
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
れ
を

「
ち
り
」
と
読
ん
だ
か
は
不
明
。
お
そ
ら
く
読
ん
だ
と
思
わ
れ
る
。
と
い
う
の
は
、「
ち
り
と
な

（
続
内
）　

曇　

り　
　
　
　
　
　
　
　
　

巻　

向　
　

ひ
は
ら　
　
　

い
り
あ
ひ

（
神
2
）　

曇　

り　
　
　
　
　
　
　
　
　

巻　

向　
　

ひ
は
ら　
　
　

い
り
あ
ひ

十
番　

左　

夕
顔
（
神
1
）

（
国
）　　

誰　

か
み
る
お
ら
て
其　

ま
ゝ
夕
か
ほ
の
花
を
扇　
　

に
い
た
す
月
か
け

＊
（
国
）
の
末
句
は
「
い
た
す
月
か
け
」
と
な
っ
て
い
る
。
他
本
は
（
内
）
以
外
「
月
か
な
」。

最
終
形
態
か
。

（
大
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

そ
の　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

出　

す　

哉

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

そ
の　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
な

（
彰
）　　

た
れ　
　
　

を　
　

そ
の　
　
　

顔　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
な

（
明
）　　

た
れ
か
み
る
お
ら
て
そ
の
ま
ゝ
夕
か
ほ
の
花
を
扇　
　

に
い
た
す
月
か
な

（
伊
）　　

た
れ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
な
」

（
島
）　　

た
れ　
　
　
　
　
　

そ
の　
　
　
　
　
　
　
　

あ
ふ
き
に
い
た
す　

哉

（
祐
）　　

た
れ　

見　
　
　
　

そ
の　
　
　
　
　
　
　
　

あ
ふ
き
に
い
た
す　

か
な

（
書
）　　

た
れ　
　
　
　
　
　

そ
の　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

い
た
す
夜
の
月

＊
（
書
）
は
「
い
た
す
月
哉
」
の
「
哉
」
に
ミ
セ
ケ
チ
「
す
」
と
「
月
」
の
間
に
「
夜
の
」
を

傍
書
。（
内
）
と
同
一
表
記
。
こ
こ
で
（
内
）
系
本
文
に
戻
ろ
う
と
し
た
か
。
但
し
、
墨
薄
く
、

別
筆
の
可
能
性
も
あ
る
。

（
三
）

＊
（
国
）
＝
（
静
）
＝
（
三
）。

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

影

＊
（
静
）
は
「
月
影
」
が
（
国
）
と
同
じ
。
し
か
も
、
ミ
セ
ケ
チ
が
な
い
。
こ
ち
ら
の
方
が
字

の
当
て
方
か
ら
も
同
一
系
統
と
い
う
よ
り
も
、（
国
）
を
写
し
た
よ
う
な
書
写
ぶ
り
で
あ
る
。

（
内
）　　
　
　
　

見　
　
　
　

そ
の　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

出　

す
夜
の
月

＊
（
内
）
の
末
句
は
「
出
す
夜
の
月
」
と
独
自
本
文
。

（
神
1
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

出　

す
夜
の
月
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明
星
本
『
正
広
自
歌
合
』
の
本
文
と
校
異
（
1
）　　
　

前
田
雅
之

＊
（
静
）
は
「
つ
た
ふ
瞿
麦
の
花
」
の
「
の
花
」
に
ミ
セ
ケ
チ
、「
つ
た
ふ
」
と
「
瞿
麦
」
の

間
に
〇
を
い
れ
て
「
や
と
の
」
と
傍
書
。
先
祖
帰
り
か
。

（
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宿　

の
な
て
し
こ

＊
（
内
）
は
（
大
）・（
明
）
系
と
同
文
。

（
神
1
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
ほ　
　
　
　
　
　
　

や
と
の
な
て
し
こ

（
続
）　　

置　

露　

哀　
　

や　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宿　

の
な
て
し
こ

（
続
書
）　

置　

露　

哀　
　

や　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宿　

の
な
て
し
こ

＊
（
続
書
）
は
「
か
え
る
」
の
「
え
」
に
ミ
セ
ケ
チ
「
く
」
と
傍
書
。
書
き
損
じ
故
だ
ろ
う
。

（
続
内
）　

置　

露　

哀　
　

や　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宿　

の
な
て
し
こ

（
神
2
）　

置　

露　

哀　
　

や　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宿　

の
な
て
し
こ

＊
（
続
）
系
は
い
ず
れ
も
（
大
）・（
明
）
系
と
同
文
。

右　

寒
草

（
国
）　　

浅　

茅
ゆ
く
庭
の
遣　

水
音　

絶　

て
閨　

ま
て
か
る
ゝ
夢
の
う
き
草
」

（
大
）　　

あ
さ
ち
行　

庭　

や
り　
　
　

た
え

（
ノ
）　　

あ
さ
ち　
　
　
　

や
り　
　
　

た
え　
　
　
　
　

枯　

る

（
彰
）　　

あ
さ
ち
行　

庭　

や
り　

を
と
た
え　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

草

＊
（
彰
）
は
橋
に
ミ
セ
ケ
チ
草
と
傍
書
。
別
筆
。
書
き
損
じ
だ
ろ
う
。

（
明
）　　

あ
さ
ち
行　

庭
の
や
り
水
音　

た
え
て
閨　

ま
て
か
る
ゝ
夢
の
う
き
草

（
伊
）　　
　
　
　

行　
　
　

や
り　
　
　

た
え　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

浮

（
島
）　　

あ
さ
ち
行　
　
　

や
り　
　
　

た
え

（
祐
）　　

あ
さ
ち　
　
　
　

や
り　
　
　

た
え　

ね
や

（
書
）　　
　
　
　

行　

庭　

や
り　
　
　

た
え　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

（
三
）　　

あ
さ
ち
行　

庭　
　
　
　
　
　

た
え

＊
（
三
）
は
「
水
普
」
の
「
普
」
に
ミ
セ
ケ
チ
「
音
」
と
傍
書
。

（
静
）　　

あ
さ
ち
行　

庭　
　
　
　
　
　

た
え　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

り
」
と
い
う
用
例
は
あ
る
が
、「
の
屑
と
な
り
」
と
い
う
表
記
の
用
例
が
な
い
か
ら
で
あ
る

（
新
編
国
歌
大
観
）。

（
神
1
）　　
　
　
　

葉　
　
　
　
　

野

（
続
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

野
辺　
　
　

か
れ
て
麓　
　
　

塵　
　

な
り

（
続
書
）　　
　
　
　
　
　
　

茂　

る
野
辺　
　
　

か
れ
て
麓　
　
　

塵　
　

な
り

＊
（
続
）
は
「
鹿
」
に
ミ
セ
ケ
チ
「
塵
」
と
傍
書
。
書
き
損
じ
故
だ
ろ
う
。

（
続
内
）　　
　
　
　
　
　
　

茂　

る
野
辺　
　
　

か
れ
て
麓　
　
　

塵　
　

な
り

（
神
2
）　　
　
　
　
　
　
　

茂　

る
野
辺　
　
　

か
れ
て
麓　
　
　

塵　
　

な
り

十
一
番
左　

瞿
麦

（
国
）　　

を
く
露
も
あ
は
れ
や
か
く
る
夕
顔　

の
花
よ
り
つ
た
ふ
な
て
し
こ
の
花

＊
（
国
）
の
み
、「
な
て
し
こ
の
花
」
と
す
る
。
い
つ
こ
う
し
た
か
。
な
お
、（
国
）
の
夕
顔
の

「
顔
」
は
一
見
「
影
」
に
も
見
え
る
。
故
に
、
私
家
集
大
成
は
「
影
」
と
し
た
か
。
ま
た
、

（
国
）
は
末
句
を
他
本
「
宿
の
な
て
し
こ
」
と
す
る
の
に
、「
な
て
し
こ
の
花
」
と
作
る
。
最
終

形
態
か
。

（
大
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
ほ　
　
　
　
　
　
　

宿　

の
な
て
し
こ

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宿　

の
な
て
し
こ

（
彰
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宿　

の
な
て
し
こ

（
明
）　　

を
く
露
も
あ
は
れ
や
か
く
る
夕
顔　

の
花
よ
り
つ
た
ふ
宿　

の
な
て
し
こ

（
伊
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宿　

の
な
て
し
こ

（
島
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宿　

の
な
て
し
こ

（
祐
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

や
と
の
な
て
し
こ

（
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宿　

の
な
て
し
こ

（
三
）　　

お

＊
（
国
）
＝
（
静
）
初
期
＝
（
三
）。

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
ほ　
　
　
　
　
　
　

瞿　
　

麦　

の
花
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明
星
大
学
研
究
紀
要
【
人
文
学
部
・
日
本
文
化
学
科
】
第
二
十
二
号　

二
〇
一
四
年

（
神
2
）　　
　

子　

お
ひ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ま
つ
顕　

は
る

右　

疎
屋
雪
」（
神
1
）（
ノ
）（
三
）（
彰
）

（
国
）　　

ふ
る
雪
に
又　

そ
か
た
ふ
く
開　

花　

の
夕　

顔　

を
も
き
賤　
　

か
庵　

か
な

＊
（
国
）
の
末
句
は
「
賤
か
庵
（
い
ほ
）
か
な
」
と
な
っ
て
い
る
。
最
終
形
態
か
。

（
大
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

さ
く　
　
　
　
　

か
ほ
お　
　
　
　
　
　
　
　
　

は

＊
（
大
）
の
末
句
は
「
賤
が
庵
（
い
ほ
り
）
は
」
と
な
っ
て
い
る
。

（
ノ
）　　

降　

雪　
　
　
　
　
　
　
　

さ
く　
　
　
　
　
　
　

お　
　
　
　
　
　

い
ほ
り
は

（
彰
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

咲　

花　
　
　
　
　
　

お　
　
　
　
　
　

い
ほ
り
は

（
明
）　　

ふ
る
雪
に
又　

そ
か
た
ふ
く
さ
く
花　

の
夕　

顔　

お
も
き
賤　

と
か
庵　
　

は

＊
（
明
）
の
「
賤
と
か
庵
は
」
の
「
と
」
は
書
き
損
じ
か
。

（
伊
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

さ
く　
　
　
　
　
　
　

お　
　
　
　

と
か　
　
　

は
」

（
島
）　　
　
　
　
　

ま
た　
　
　
　
　

さ
く　
　
　
　
　

か
ほ
お　
　
　
　

ち
か　
　
　

は

＊
（
伊
）・（
島
）
が
「
と
」
や
「
ち
」
と
読
ん
で
い
る
の
は
、（
明
）
を
直
接
見
た
証
拠
と
い

え
る
か
。
本
文
的
に
は
、（
大
）
で
い
い
だ
ろ
う
。（
大
）
の
本
文
的
な
価
値
が
新
た
な
課
題
。

（
祐
）　　
　
　
　
　

ま
た　
　
　
　
　

さ
く
は
な　

ゆ
ふ
か
ほ
お　
　
　
　

ち
か　
　
　

は

＊
（
祐
）
は
（
島
）
の
ま
ま
。

（
書
）　　

降　

雪　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
ほ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

は

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

哉

＊
（
国
）
＝
（
静
）
初
期
＝
（
三
）
＝
（
内
）。

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
ほ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
な

＊
（
静
）
は
、
文
末
「
か
な
」
に
ミ
セ
ケ
チ
「
は
」
と
傍
書
。
先
祖
帰
り
か
。

（
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

咲　
　
　
　

夕　

か
ほ　
　
　

し
つ　
　

庵

＊
（
内
）
の
末
句
は
（
国
）
と
同
じ
。「
し
つ
か
庵
か
な
」。

（
神
1
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

さ
く　
　
　
　
　

か
ほ
お　
　
　
　
　
　
　
　
　

は

＊
（
神
1
）
は
（
大
）
と
同
じ
か
。
も
し
く
は
初
期
形
態
を
示
し
て
い
る
か
。

（
内
）　　

あ
さ
ち
行　

庭　

や
り　
　
　

た
え　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

浮　

草

（
神
1
）　　
　
　

行　

庭　

や
り　
　
　

た
え　
　
　
　
　

枯　

る

（
続
）　　
　
　
　
　
　
　
　

や
り　
　
　

た
え　

ね
や　
　

か
ゝ
る　
　

浮　

草

＊
（
続
）
は
他
本
「
か
る
ゝ
」
を
「
か
ゝ
る
」
と
作
る
。
独
自
本
文
か

（
続
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ね
や　
　

か
ゝ
る　
　

浮　

草

（
続
内
）　　
　
　
　
　
　
　

や
り　
　
　

た
え　

ね
や　
　

か
ゝ
る　
　

浮　

草

（
神
2
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ね
や　
　

か
ゝ
る　
　

浮　

草

＊
（
続
）
系
は
い
ず
れ
も
「
か
ゝ
る
」。

十
二
番
左　

夏
虫

（
国
）　　

竹
の
こ
の
生　

ゆ
く
す
ゑ
は
し
ら
ね
と
も
先　

あ
ら
は
る
ゝ
蟬　

の
声　

哉

（
大
）　　
　
　

子　
　
　

行　

す　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　
　

行　

末　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
ゑ
か
な

（
彰
）　　
　
　

子　
　
　

行　

す　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
ゑ

（
明
）　　

竹
の
子
の
生　

行　

末　

は
し
ら
ね
と
も
先　

あ
ら
は
る
ゝ
蟬　

の
こ
ゑ
哉

（
伊
）　　
　
　

子　
　
　

行　

末

（
島
）　　
　
　

子　
　
　

行　

す　
　
　
　
　
　
　

ま
つ　
　
　
　
　
　
　
　

こ
ゑ
か
な
」

（
祐
）　　
　
　

子　
　
　

行　
　
　
　
　
　
　
　
　

ま
つ　
　
　
　
　
　
　
　

こ
ゑ
か
な
」

（
書
）　　
　
　
　
　
　
　

行　

す　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
ゑ

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　

行　

末　
　
　
　
　
　
　

ま
つ　
　
　
　
　
　
　
　

こ
ゑ
か
な

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　

行　

末

（
内
）　　
　
　

子　
　
　

行　

末　
　
　
　
　

共　
　
　
　
　
　
　
　

せ
み　

こ
ゑ

（
神
1
）　　
　

子　
　
　

行　

末　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
ゑ
か
な

（
続
）　　
　
　
　
　

お
ひ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ま
つ
顕　
　

る

（
続
書
）　　
　

子　

お
ひ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ま
つ
顕　

は
る

（
続
内
）　　
　

子　

お
ひ
行　

す　
　
　
　
　
　
　

ま
つ
顕　
　

る　
　
　
　
　
　
　
　

」
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明
星
本
『
正
広
自
歌
合
』
の
本
文
と
校
異
（
1
）　　
　

前
田
雅
之

右　

千
鳥
」（
内
）

（
国
）　　

す
み
染　

の
夕　

浪　

千
鳥　

我　

も
世
を
い
と
ふ
袂　
　

そ
声　

な
恨　
　

そ

（
国
）

（
大
）　　
　
　
　
　
　

ゆ
ふ　
　
　

と
り

（
ノ
）　　

墨　
　
　
　
　
　

な
み　
　
　

わ
れ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
ゑ

（
彰
）　　
　
　
　
　
　

ゆ
ふ
な
み　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

う
ら
み

（
明
）　　

す
み
そ
め
の
夕　

浪　

千
鳥　

わ
れ
も
世
を
い
と
ふ
袂　
　

そ
声　

な
恨　
　

そ

（
伊
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

わ
れ

（
島
）　　
　
　

そ
め　
　
　
　
　
　

と
り
わ
れ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

う
ら
み

（
祐
）　　
　
　

そ
め　
　
　
　
　
　

と
り
わ
れ　
　
　
　
　
　

た
も
と　
　
　
　

う
ら
み

（
書
）　　

墨　
　
　
　
　
　
　
　

ち
と
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
ゑ　

う
ら
み

（
三
）

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

と
り

（
内
）　　

墨　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
ゑ

（
神
1
）　

墨　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
ゑ　

う
ら
み

（
続
）　　

墨　
　
　
　
　
　

波　
　
　
　

わ
れ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

う
ら
み

（
続
書
）　

墨　
　
　
　
　
　

波　
　
　
　

わ
れ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

う
ら
み

（
続
内
）　

墨　
　
　
　
　
　

波　
　
　
　

わ
れ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

う
ら
み

（
神
2
）　

墨　
　
　
　
　
　

波　
　
　
　

わ
れ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

う
ら
み

十
四
番
左　

閨
中
扇
風
」（
国
）（
島
）（
祐
）（
静
）

（
国
）　　

花
も
な
き
閨　

に
桜　
　

の
三
重
か
さ
ね
い
つ
し
か
風
を
な
ら
す
比　

か
な

（
大
）　　
　
　
　
　
　
　
　

さ
く
ら　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

哉

＊
（
大
）「
風
の
」
の
「
の
」
に
ミ
セ
ケ
チ
「
を
」
と
傍
書
。

（
ノ
）

（
続
）　　

降　

雪　

ま
た　
　
　
　
　

さ
く　
　
　
　
　

貌　

お　
　
　
　
　
　
　
　
　

は

＊
（
続
）
は
「
賤
か
庵
は
」
の
「
は
」
に
「
哉
イ
」
と
傍
書
。

（
続
書
）　

降　

雪　

ま
た　
　
　
　
　

さ
く　
　
　
　
　

・　

お　
　
　
　
　
　
　
　
　

は
」

（
続
内
）　

降　

雪　

ま
た　
　
　
　
　

さ
く　
　
　
　
　

・　

お　
　
　
　
　
　
　
　
　

は

（
神
2
）　

降　

雪　

ま
た　
　
　
　
　

さ
く　
　
　
　
　

・　

お　
　
　
　
　
　
　
　
　

は
」

＊
（
続
）
系
は
（
大
）・（
明
）
系
と
同
文
。

十
三
番
左　

河
蛍
」（
内
）

（
国
）　　

こ
ぬ
秋
の
ほ
し
合　

み
れ
は
行　

蛍　
　

か
た
の
に
こ
ゆ
る
天　

の
川
な
み

（
国
）

（
大
）　　
　
　
　
　

星　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

野

（
ノ
）　　
　
　
　
　

星　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

野　
　
　
　
　
　
　
　

浪

（
彰
）　　
　
　
　
　
　
　

あ
ひ　
　
　

ゆ
く　
　
　

片　

野

（
明
）　　

こ
ぬ
秋
の
星　

合　

み
れ
は
行　

蛍　
　

か
た
野
に
こ
ゆ
る
天　

の
川
浪
」（
二
七
オ
）

（
伊
）　　
　
　
　
　

星　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

野

（
島
）　　
　
　
　
　
　
　

あ
ひ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

野　
　
　
　
　
　
　
　

浪

（
祐
）　　
　
　
　
　
　
　

あ
ひ　
　
　

ゆ
く
ほ
た
る　
　

野　
　
　
　

あ
ま　
　

波

（
書
）　　
　
　
　
　

星　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

野　
　
　
　
　
　
　

河
浪

（
三
）　　
　
　
　
　

星　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

河

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

河

（
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

野　
　
　
　
　
　
　

河

（
神
1
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

野　
　
　
　
　
　
　

河
浪

（
続
）　　

来
ぬ　
　

星　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

野　
　
　
　
　
　
　

河
波

（
続
書
）　

来
ぬ　
　

星　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

野　
　
　
　
　
　
　

河
波

（
続
内
）　

来
ぬ　
　

星　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

野　
　
　
　
　
　
　

河
波

（
神
2
）　

来
ぬ　
　

星　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

野　
　
　
　
　
　
　

河
波
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明
星
大
学
研
究
紀
要
【
人
文
学
部
・
日
本
文
化
学
科
】
第
二
十
二
号　

二
〇
一
四
年

（
伊
）　　
　
　
　
　

路

（
島
）　　

さ
と　
　

路　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

み
ね

（
祐
）　　

さ
と　
　

路　
　
　
　
　
　
　
　
　

け
ふ
り　
　
　
　

み
ね

（
書
）　　
　
　
　
　

路　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

竈
」

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
野

＊
（
三
）
は
（
国
）
の
傍
書
を
本
文
と
し
た
。
つ
ま
り
、「
小
野
の
す
み
か
ま
」
と
あ
る
本
文

が
（
国
）・（
静
）・（
三
）
で
知
ら
れ
て
い
た
。（
国
）
の
傍
書
は
後
筆
か
。

（
静
）

＊
（
静
）
は
「
嶺
の
」
は
一
旦
書
い
て
消
し
た
後
に
記
し
、「
を
の
ゝ
」
を
傍
書
し
て
傍
線
で

消
し
て
い
る
。
著
名
な
「
小
野
の
炭
竈
」
と
い
う
言
葉
に
引
か
れ
て
つ
い
書
い
た
の
か
。
不
明

で
あ
る
。

（
内
）

（
神
1
）　

さ
と　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

炭　

竈

（
続
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ひ
と
筋　
　

け
ふ
り　
　
　
　
　
　
　

炭　

竈

（
続
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

ひ
と
筋　
　

け
ふ
り　
　
　
　
　
　
　

炭　

竈

＊
（
続
書
）
は
「
い
と
筋
」
の
「
い
」
に
ミ
セ
ケ
チ
「
ひ
」
と
傍
書
。
書
き
損
じ
故
だ
ろ
う
。

（
続
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

ひ
と
筋　
　

け
ふ
り　
　
　
　
　
　
　

炭　

竈

（
神
2
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

ひ
と
筋　
　

け
ふ
り　
　
　
　
　
　
　

炭　

竈

十
五
番
左　

朝
更
衣
（
神
1
）

（
国
）　　

玉　

手
箱　

あ
く
れ
は
夏
の
あ
さ
衣
去
年
の
ひ
と
へ
を
先　

出　

し
ぬ
る
」

（
大
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一　

重　
　
　
　
　
　
　
　

」

（
彰
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一　

重　

ま
つ
い
た
し

（
明
）　　

玉　

手
箱　

あ
く
れ
は
夏
の
あ
さ
衣
去
年
の
一　

重
を
先　

い
た
し
ぬ
る

（
伊
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一　

重　
　
　

い
た　
　
　

」

（
彰
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
ろ

（
明
）　　

花
も
な
き
閨　

に
桜　
　

の
三
重
か
さ
ね
い
つ
し
か
風
を
な
ら
す
比　

哉

（
伊
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

哉

（
島
）

（
祐
）　　
　
　
　
　

ね
や　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
ろ

（
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

哉

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

哉

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

哉

（
内
）

（
神
1
）

（
続
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

み
へ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

哉

（
続
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

み
へ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

哉

＊
（
続
書
）
は
「
み
ゑ
」
の
「
ゑ
」
に
ミ
セ
ケ
チ
「
へ
」。（
神
2
）
が
「
ゑ
」
だ
か
ら
、
こ
の

本
文
が
あ
っ
た
か
。（
内
）
系
で
校
訂
し
た
か
。

（
続
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

み
へ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

哉
」

（
神
2
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ゑ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

哉

＊
（
神
2
）
は
「
み
ゑ
」
と
作
る
。

右　

炭
竈
煙
細
」（
彰
）

（
国
）　　

里　

人
の
道
ふ
む
雪
の
一　

す
ち
に
煙　
　

も
な
ら
ふ
嶺　

の
す
み
か
ま

＊
（
国
）
は
「
嶺
」
に
「
を
の
歟
」
と
傍
書
。「
を
の
は
す
み
か
ま
」
と
い
う
異
文
が
あ
っ
た
。

（
三
）
は
「
小
野
」
と
な
っ
て
い
る
。

（
大
）

（
ノ
）　　
　
　
　
　

路　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

峯

（
彰
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

峯

（
明
）　　

さ
と
人
の
路
ふ
む
雪
の
一　

す
ち
に
煙　
　

も
な
ら
ふ
嶺　

の
す
み
か
ま
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明
星
本
『
正
広
自
歌
合
』
の
本
文
と
校
異
（
1
）　　
　

前
田
雅
之

（
続
）　　
　

無　
　
　
　
　
　
　
　

か
た
み　
　

あ
し
た　
　
　

時　

雨

（
続
書
）　　

無　
　
　
　
　
　
　
　

か
た
み　
　

あ
し
た　
　
　

時　

雨

（
続
内
）　　

無　
　
　
　
　
　
　
　

か
た
み　
　

あ
し
た　
　
　

時　

雨

（
神
2
）　　

無　
　
　
　
　
　
　
　

か
た
み　
　

あ
し
た　
　
　

時　

雨

十
六
番
左　

新
樹

（
国
）　　

誰　

か
き
る
雲
の
衣　
　

を
山
あ
ゐ
に
紅　
　
　

ま
し
る
木
ゝ
の
わ
く
ら
葉
」

（
大
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ひ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

は

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　
　
　

こ
ろ
も

（
彰
）　　

た
れ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ひ　

く
れ
な
ゐ

（
明
）　　

た
れ
か
き
る
雲
の
衣　
　

を
山
あ
ゐ
に
紅　
　
　

ま
し
る
木
ゝ
の
わ
く
ら
葉

（
伊
）　　

た
れ

（
島
）　　

た
れ

（
祐
）　　

た
れ　
　
　
　
　

こ
ろ
も　
　
　
　
　

く
れ
な
ゐ　
　
　
　
　
　
　
　
　

は

（
書
）　　

た
れ

（
三
）

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

＊
（
静
）
は
「
山
あ
ゐ
し
（
あ
る
い
は
え
）
の
「
し
（
え
）」
に
ミ
セ
ケ
チ
「
に
」
こ
の
場
合
、

「
に
」
は
書
き
損
じ
の
訂
正
だ
ろ
う
。

（
内
）　　

た
れ　
　
　
　
　
　
　
　

の　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

若　

は
は
」

＊
（
内
）
は
「
雲
の
衣
の
」（
他
本
は
「
雲
の
衣
を
」）（
内
）
は
（
神
1
）
と
同
じ
く
。
末
句

を
「
若
は
は
」
と
作
る
。
独
自
本
文
。

（
神
1
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

若　

葉
は

（
続
）　　

た
れ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

藍　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

は

（
続
書
）　

た
れ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

藍　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

は

＊
（
続
書
）
は
「
た
れ
」
の
上
に
「
わ
く
ら
葉
」
と
傍
書
。

（
島
）　　

た
ま　

は
こ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一　

重　

ま
つ
い
た

（
祐
）　　

た
ま　

は
こ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一　

重　

ま
つ
い
た

（
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一　

重　
　
　

い
た
し

（
三
）

（
静
）

（
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一　

重

（
神
1
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

麻　
　
　
　
　

一　

重

（
続
）　　
　
　
　

は
こ
明　

れ　
　
　

麻　
　

こ
そ　
　
　
　
　

ま
つ

（
続
書
）　　
　
　

は
こ
明　

れ　
　
　

麻　
　

こ
そ　
　
　
　
　

ま
つ　
　
　
　
　
　

」

（
続
内
）　　
　
　

は
こ
明　

れ　
　
　

麻　
　

こ
そ　
　
　
　
　

ま
つ

（
神
2
）　　
　
　

は
こ
明　

れ　
　
　

麻　
　

こ
そ　
　
　
　
　

ま
つ　
　
　
　
　
　

」

右　

朝
時
雨
」（
三
）

（
国
）　　

神
な
月
い
つ
れ
の
冬　

の
形　

見
と
て
朝　
　

の
雲
の
し
く
れ
行　

ら
ん

（
大
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

覧

（
ノ
）　　
　

無　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
し
た　
　
　

時　

雨

（
彰
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
た
み

（
明
）　　

神
な
月
い
つ
れ
の
冬　

の
形　

見
と
て
朝　
　

の
雲
の
時　

雨
行　

ら
ん
」（
二
七
ウ
）

（
伊
）　　
　

無　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

時　

雨　
　

覧

（
島
）　　
　

無　
　
　
　
　

ふ
ゆ
の
か
た
み　
　

」

（
祐
）　　
　

無　
　
　
　
　

ふ
ゆ
の
か
た
み　
　

」　
　
　
　
　
　
　
　

ゆ
く
ら
む

（
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

時　

雨
ゆ
く
ら
む

（
三
）　　
　

無

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

む

（
内
）　　
　

無　
　
　
　
　
　
　
　

か
た
み　
　
　
　
　
　
　
　

時　

雨

（
神
1
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

む
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明
星
大
学
研
究
紀
要
【
人
文
学
部
・
日
本
文
化
学
科
】
第
二
十
二
号　

二
〇
一
四
年

（
大
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
な

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　

く
も　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ほ
と
ゝ
き
す
か
な

（
彰
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

す
く
る
時　
　
　

鳥
か
な

（
明
）　　

村　

雨　

の
雲　

の
ふ
る
ま
ひ
か
ね
て
よ
り
し
る
く
も
過　

る
郭　
　
　

公
か
な

（
伊
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
な

（
島
）　　

む
ら　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ほ
と
ゝ
き
す
か
な
」

（
祐
）　　

む
ら
さ
め　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ほ
と
ゝ
き
す
か
な
」

（
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
な

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ほ
と
ゝ
き
す

（
静
）

（
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

兼　
　

よ
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
な

（
神
1
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
な

（
続
）　　

む
ら　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ほ
と
ゝ
き
す

（
続
書
）　

む
ら　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ほ
と
ゝ
き
す

（
続
内
）　

む
ら　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ほ
と
ゝ
き
す
か
な

（
神
2
）　

む
ら　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ほ
と
ゝ
き
す

右　

湊
千
鳥
（
神
1
）

（
続
書
）
題
な
し

（
神
2
）
題
な
し

（
国
）　　

よ
る
舟　

の
棹　

と
り
な
を
す
音
深　

て
湊　
　

の
月
に
千
鳥　

な
く
也

（
大
）　　
　
　
　
　
　

さ
ほ　
　
　
　
　
　
　
　
　

み
な
と　
　
　
　
　
　

鳴　

也

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ふ
け

（
彰
）　　
　
　
　
　
　

さ
ほ　
　
　
　
　
　

ふ
け　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鳴　

也

（
明
）　　

よ
る
舟　

の
棹　

と
り
な
を
す
音
ふ
け
て
湊　
　

の
月
に
千
鳥　

鳴　

也

（
続
内
）　

た
れ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

藍　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

は
」

（
神
2
）　

た
れ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

藍　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

は

右　

海
辺
松
雪
」（
彰
）

（
国
）　　

海　

風　

に
お
れ
か
へ
る
雪
の
末　

の
松　

冬
は
か
さ
ね
て
こ
ゆ
る
浪　

か
な

＊
（
国
）
は
他
本
「
浦
風
」
を
「
海
風
」
と
す
る
。
最
終
形
態
か
。『
松
下
集
』
に
「
海
風
」

は
三
例
あ
り
。

（
大
）　　

浦　

か
せ　
　
　
　
　
　
　
　

す
ゑ　
　
　
　
　
　
　
　
　

越　

る
浪　

哉

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
み
哉

（
彰
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

波　

哉

（
明
）　　

浦　

風　

に
お
れ
か
へ
る
雪
の
末　

の
松　

冬
は
か
さ
ね
て
こ
ゆ
る
浪　

哉

（
伊
）　　

浦

（
島
）　　

浦　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

す
ゑ
の
ま
つ

（
祐
）　　

浦　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

す
ゑ
の
ま
つ　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
み

（
書
）　　

浦

（
三
）　　
　
　

か
せ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

波　

哉

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

哉

（
内
）　　

浦　

か
せ　
　
　

帰　

る　
　

す
ゑ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

哉

（
神
1
）　

う
ら

（
続
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

哉

（
続
書
）　

浦　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

哉

（
続
内
）　

浦　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
み
哉

（
神
2
）　

浦　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

哉

十
七
番
左　

雲
間
郭
公

（
国
）　　

村　

雨　

の
雲　

の
ふ
る
ま
ひ
か
ね
て
よ
り
し
る
く
も
過　

る
郭　
　
　

公
哉
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明
星
本
『
正
広
自
歌
合
』
の
本
文
と
校
異
（
1
）　　
　

前
田
雅
之

（
明
）　　

く
る
し
く
も
と
も
し
の
鹿
の
は
山
陰　

な
か
ぬ
も
鳴　

に
ま
さ
の
は
か
つ
ら
」

 

（
二
八
オ
）

（
伊
）

（
島
）

（
祐
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
け

（
書
）

（
三
）

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鳴

（
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
け　
　
　
　

な
く　
　
　
　

葉

（
神
1
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

葉

（
続
）　　

苦　

し　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
く　
　
　
　

葉

（
続
書
）
な
し
。

（
続
内
）
歌
欠
。」

（
神
2
）
な
し
。

右　

冬
鳥
」（
国
）（
静
）（
三
）（
彰
）

（
続
書
）
題
な
し

（
続
内
）
題
な
し

（
神
2
）
題
な
し

（
国
）　　

霜
の
後　

松　

の
た
め
し
を
朝　

烏　
　

ひ
と
り
あ
ら
は
す
雪
の
う
ち
か
な

（
大
）　　
　
　

ゝ
ち　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
ら
す　
　
　
　
　
　
　
　
　

内　

哉

（
ノ
）

（
彰
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
ら
す　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

哉

（
明
）　　

霜
の
後　

松　

の
た
め
し
を
朝　

烏　
　

ひ
と
り
あ
ら
は
す
雪
の
内　

か
な

（
伊
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

内

（
伊
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ふ
け　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鳴　
　

」

（
島
）　　
　
　

ふ
ね　
　
　
　
　
　
　
　
　

ふ
け　

み
な
と　
　
　
　

と
り　
　

な
り

（
祐
）　　
　
　

ふ
ね　

さ
ほ　
　
　
　
　
　

ふ
け　

み
な
と　
　
　
　

と
り　
　

な
り

（
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鳴　

也
」

（
三
）

（
静
）

（
内
）

（
神
1
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ふ
け　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鳴　

な
り

（
続
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鳴

（
続
書
）　

霜
の
後
松
の
た
め
し
を
朝
か
ら
す
ひ
と
り
あ
ら
は
す
雪　

の
中
哉
」

（
続
内
）　

霜
の
後
松
の
た
め
し
を
朝
か
ら
す
ひ
と
り
あ
ら
は
す
ゆ
き
の
中
哉

（
神
2
）　

霜
の
後
松
の
た
め
し
を
朝
か
ら
す
ひ
と
り
あ
ら
は
す
雪　

の
中
哉
」

＊
こ
の
歌
は
他
本
で
は
、
十
八
番
の
左
に
位
置
す
る
。
混
乱
が
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
を
見
て

も
、（
続
書
）・（
続
内
）
と
（
神
2
）
は
頗
る
近
い
関
係
に
あ
る
。

十
八
番
左　

照
射
」（
ノ
）

（
続
書
）　

題
な
し
。

（
続
内
）　

題
な
し
。

（
神
2
）　

題
な
し
。

（
国
）　　

く
る
し
く
も
と
も
し
の
鹿
の
は
山
陰　

な
か
ぬ
も
鳴　

に
ま
さ
の
は
か
つ
ら

（
国
）

（
大
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
け　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
く

（
彰
）

＊
（
彰
）
は
「
ま
さ
れ
」
の
「
れ
」
に
ミ
セ
ケ
チ
「
の
」
と
傍
書
。
同
筆
か
。
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明
星
大
学
研
究
紀
要
【
人
文
学
部
・
日
本
文
化
学
科
】
第
二
十
二
号　

二
〇
一
四
年

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

よ　
　
　
　
　
　
　
　

行　

蛍　
　

哉

＊
（
三
）
＝
（
国
）、（
三
）
は
「
哀
を
」
の
「
を
」
に
ミ
セ
ケ
チ
「
に
」
と
傍
書
。

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　
　

×　
　
　

や　
　
　

よ　
　
　
　
　
　
　
　

行　
　
　
　

哉

＊
（
静
）
は
（
明
）
と
同
じ
「
し
た
ふ
心
や
」
と
作
る
。（
国
）
は
「
し
た
ふ
も
心
」。
ミ
セ
ケ

チ
を
忘
れ
た
か
。（
静
）
は
原
則
的
に
（
三
）
に
近
く
、（
国
）
以
降
に
（
大
）（
ノ
）
系
で
校

訂
を
う
け
た
も
の
で
は
な
い
か
。

（
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　

×　
　
　

や　
　
　
　
　

あ
は
れ　
　
　
　

行

（
神
1
）　　
　
　
　
　
　
　

×　
　
　

や　
　
　
　
　

あ
は
れ　
　
　
　

行　
　
　
　

哉

（
続
）　　

い
る　
　
　
　
　

×　
　
　

や　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

行

（
続
書
）　

い
る　
　
　
　
　

×　
　
　

や　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

行

（
続
内
）　

い
る　
　
　
　
　

×　
　
　

や　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

行

（
神
2
）　

い
る　
　
　
　
　

×　
　
　

や　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

行

右　

残
鴈

（
国
）　　

枯　

は
つ
る
た
か
う
き
中
に
の
こ
す
ら
ん
真　

葛
か
原　

に
鴈　

の
玉　

章

（
大
）

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

つ
さ

（
彰
）　　

か
れ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ま
く
す　
　
　
　
　
　
　
　
　

札

（
明
）　　

か
れ
は
つ
る
た
か
う
き
中
に
の
こ
す
ら
ん
真　

葛
か
原　

に
鴈　

の
玉　

章

（
伊
）　　

か
れ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
り　
　
　

つ
さ

（
島
）　　

か
れ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

は
ら

（
祐
）　　

か
れ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

は
ら　
　
　
　

た
ま
つ
さ

（
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

む

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ま
く
す　
　
　

の

＊
（
三
）
は
「
ま
く
す
か
原
の
」
と
作
る
。
誤
記
か
。

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ま
く
す

（
島
）　　
　
　
　
　

ま
つ

（
祐
）　　
　
　

の
ち
ま
つ　
　
　
　
　

あ
さ

（
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
ら
す　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

哉

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

哉

＊
（
内
）
は
四
句
が
「
な
れ
も
あ
ら
は
す
」
と
な
っ
て
い
る
。
他
本
は
「
ひ
と
り
あ
ら
は
す
」。

独
自
本
文
。
改
稿
の
一
つ
か
。

（
静
）

（
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
ら
す
な
れ
も　
　
　
　
　

×
中

（
神
1
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
ら
す　
　
　
　
　
　
　
　
　

内

（
続
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中

＊
（
続
）
は
「
ひ
と
り
」
に
「
な
れ
も
イ
」
と
傍
書
。
こ
れ
は
（
内
）
に
よ
る
注
記
。

（
続
書
）
な
し
（
但
し
、
十
七
番
右
で
載
る
）。

（
続
内
）
歌
欠
（
但
し
、
十
七
番
右
で
載
る
）。

（
神
2
）
な
し
（
同
上
）。

十
九
番
左　

夜
蛍
」（
島
）（
祐
）

（
国
）　　

入　

月
を
し
た
ふ
も
心　
　
　

ふ
か
き
夜
の
哀　
　

に
も
え
て
ゆ
く
蛍　
　

か
な

＊
（
国
）
は
二
句
目
が
「
し
た
ふ
も
心
」
と
な
っ
て
い
る
。
他
本
は
「
し
た
ふ
心
や
」
と
作
る
。

（
大
）　　
　
　
　
　
　
　
　

×　
　
　

や
深　

る　
　

あ
は
れ

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　
　
　

×
こ
ゝ
ろ
や　
　
　
　
　

あ
は
れ　
　
　
　

行　

蛍

（
彰
）　　
　
　
　
　
　
　
　

×　
　
　

や　
　
　
　
　

あ
は
れ　
　
　
　

行　

蛍

（
明
）　　

入　

月
を
し
た
ふ　

心　
　

や
深　
　

夜
の
あ
は
れ
に
も
え
て
行　

蛍　
　

か
な

（
伊
）　　
　
　
　
　
　
　
　

×　
　
　

や
深　
　
　
　

あ
は
れ　
　
　
　

行　

ほ
た
る

（
島
）　　
　
　
　
　
　
　
　

×
こ
ゝ
ろ
や
深　
　
　
　

あ
は
れ　
　
　
　

行

（
祐
）　　
　
　
　
　
　
　
　

×
こ
ゝ
ろ
や　
　
　
　
　

あ
は
れ

（
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　

×　
　
　

や　
　
　
　
　

あ
は
れ　
　
　
　

行　

蛍
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明
星
本
『
正
広
自
歌
合
』
の
本
文
と
校
異
（
1
）　　
　

前
田
雅
之

＊
（
続
）
は
、「
月
そ
や
と
れ
る
」
の
「
や
と
」
に
「
の
こ
イ
」
と
傍
書
。
こ
れ
は
（
内
）
と

一
致
す
る
。

（
続
書
）　

契　

り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

＊
（
続
書
）
は
「
身
を
」
の
「
を
」
に
ミ
セ
ケ
チ
「
に
」
と
傍
書
、「
月
そ
や
と
れ
る
」
に

「
の
こ
イ
」
と
傍
書
。（
続
）
と
同
一
表
記
。（
内
）
と
同
文
。（
続
書
）
は
（
神
2
）
系
本
文
を

（
内
）
で
校
訂
。

（
続
内
）　

契　

り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

＊
（
続
内
）
は
「
月
そ
や
と
れ
る
」
に
「
の
こ
イ
」
と
傍
書
。
つ
ま
り
、（
続
書
）
を
そ
の
ま

ま
反
映
し
た
か
。

（
神
2
）　

契　

り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

を

＊
（
神
2
）
は
「
身
を
」
そ
し
て
、（
続
書
）
に
あ
る
異
本
表
記
な
し
。

右　

冬
月
」（
彰
）

（
国
）　　

冬
き
ぬ
と
月
の
桂　
　

も
村　

雲
に
ち
る
影　

み
え
て
ふ
る
時　

雨
哉
」

（
大
）　　
　
　
　
　
　
　

か
つ
ら

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　
　

か
つ
ら　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

し
く
れ
か
な
」

（
彰
）　　
　
　
　
　
　
　

か
つ
ら　
　
　
　
　
　
　

か
け

（
明
）　　

冬
き
ぬ
と
月
の
か
つ
ら
も
村　

雲
に
ち
る
影　

み
え
て
降　

時　

雨
哉
」（
二
八
ウ
）

（
伊
）　　
　
　
　
　
　
　

か
つ
ら　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

降

（
島
）　　
　
　
　
　
　
　

か
つ
ら　
　
　
　
　
　

」
か
け　
　
　

降　
　
　
　

か
な

（
祐
）　　
　
　
　
　
　
　

か
つ
ら　

む
ら　
　
　

」
か
け
見　
　
　
　

し
く
れ
か
な

（
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

降　

時　

雨
か
な

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　

か
つ
ら　
　
　
　
　
　
　
　
　

見　
　
　
　

し
く
れ
か
な

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

散　

影　

見　
　

降　

時　

雨
か
な
」

（
内
）　　
　
　
　
　
　
　

か
つ
ら
の
む
ら　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
な

＊
（
内
）
は
二
句
め
「
月
の
か
つ
ら
の
む
ら
雲
に
」
と
作
る
。
他
本
は
「
月
の
か
つ
ら
も
村
雲

（
内
）　　

か
れ　
　
　
　
　
　
　
　
　

残　

る　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
り　
　
　
　
　

」

＊
（
内
）
は
三
句
が
「
残
る
ら
ん
」
と
作
る
。
独
自
本
文
。（
神
1
）
と
（
内
）
同
文
。

（
神
1
）　

か
れ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

る　

む
ま
く
す　
　
　
　

か
り

（
続
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

残　

す

（
続
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

残　

す

（
続
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

残　

す　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
ま
つ
さ

（
神
2
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

残　

す

廿
番　

左　

夏
月
（
神
1
）

（
国
）　　

契　
　

あ
れ
や
う
す
き
衣
も
い
と
は
し
く
も
り
て
身
に
そ
ふ
月
そ
や
と
れ
る

（
大
）

（
ノ
）

（
彰
）

（
明
）　　

契　
　

あ
れ
や
う
す
き
衣
も
い
と
は
し
く
も
り
て
身
に
そ
ふ
月
そ
や
と
れ
る

（
伊
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

（
島
）

（
祐
）　　

ち
き
り

（
書
）

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宿　

れ

（
静
）

＊
（
静
）
は
、「
う
す
き
」
の
「
す
」
に
分
か
り
や
す
く
小
字
で
「
す
」
と
傍
書
。「
そ
」
と
読

み
違
え
る
こ
と
を
恐
れ
た
か
。

（
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

残　

れ
る

＊
（
内
）
の
末
句
は
「
月
そ
残
れ
る
」
と
な
っ
て
い
る
。
独
自
本
文
。（
神
1
）
と
同
文
。

（
神
1
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
こ
れ
る

（
続
）
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（
神
2
）　

芳　

野　

た
き
つ
み　
　
　

散　

泡　
　
　
　
　
　
　

五
月　

雨　

そ
ら

右　

時
雨
過
」（
三
）

（
国
）　　

年　

月
の
過　

る
も
夢
の
村　

時　

雨　

お
と
ろ
く
程　

も
な
き
時　

雨
か
な

＊
（
国
）
の
み
末
句
が
「
な
き
時
雨
か
な
」
と
な
っ
て
い
る
。「
時
雨
」
は
三
句
に
使
っ
て
お

り
、
他
本
の
「
枕
」
の
方
が
よ
い
が
、
ど
う
し
て
こ
こ
で
も
う
一
度
時
雨
を
使
っ
た
の
か
、

「
時
雨
過
」
と
い
う
題
と
ど
こ
か
で
関
係
し
て
い
る
か
。
単
な
る
誤
写
か
。
そ
の
可
能
性
が
強

い
。（
三
）
が
し
く
じ
り
、（
国
）
は
そ
の
ま
ま
継
承
し
た
か
。
詳
細
は
不
明
。

（
大
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

枕　
　

哉

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ほ
と　
　
　

ま
く
ら
哉

（
彰
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

む
ら　
　
　
　
　
　
　
　

ほ
と　
　
　

枕　
　

哉

（
明
）　　

年　

月
の
過　

る
も
夢
の
村　

時　

雨　

お
ろ
ろ
く
ほ
と
も
な
き
ま
く
ら
哉

（
伊
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ほ
と　
　
　

枕

（
島
）　　

と
し　
　
　
　
　
　
　
　

む
ら　
　
　
　
　
　
　
　

ほ
と　
　
　

ま
く
ら
哉

（
祐
）　　

と
し　
　

す
く
る　
　
　

む
ら
し
く
れ　
　
　
　
　

ほ
と　
　
　

ま
く
ら

（
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ほ
と　
　
　

ま
く
ら

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

し
く
れ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

哉

＊
（
国
）
＝
（
三
）。（
三
）
は
（
国
）
の
最
終
形
態
の
直
前
と
見
て
い
る
。

（
静
）　　

と
し　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

し
く
れ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

枕　
　

哉

＊
（
静
）
も
「
枕
哉
」
と
す
る
。

（
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ほ
と　
　
　

枕

（
神
1
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ほ
と　
　
　

ま
く
ら
哉

（
続
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

し
く
れ　
　
　
　
　

ほ
と　
　
　

枕　
　

哉

（
続
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

し
く
れ　
　
　
　
　

ほ
と　
　
　

枕　
　

哉

（
続
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

し
く
れ　
　
　
　
　

ほ
と　
　
　

枕　
　

哉

（
神
2
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

し
く
れ　
　
　
　
　

ほ
と　
　
　

枕　
　

哉

に
」
と
な
る
。
意
味
的
に
他
本
が
よ
い
。

（
神
1
）　　
　
　
　
　
　

か
つ
ら　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

降　

時　

雨

（
続
）　　
　

来　
　
　
　
　
　
　
　

む
ら　
　

散　

か
け

（
続
書
）　　

来　
　
　
　
　
　
　
　

む
ら　
　

散　

か
け
見

（
続
内
）　　

来　
　
　
　
　
　
　
　

む
ら　
　

散　

か
け
見

（
神
2
）　　

来　
　
　
　
　
　
　
　

む
ら　
　

散　

か
け
見

廿
一
番
左　

五
月
雨

（
国
）　　

よ
し
の
川
滝　

津
水
か
さ
に
ち
る
淡
や
花
に
嵐　
　

の
さ
み
た
れ
の
空

（
大
）　　

吉　

野　
　
　
　

み　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

五
月　

雨　
　

」

（
ノ
）　　

吉　

野　
　
　
　

み　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

五
月　

雨

（
彰
）　　

吉　

野　
　
　
　

み　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
ら
し　

五
月　

雨

（
明
）　　

吉　

野
川
滝　

津
み
か
さ
に
ち
る
淡
や
花
に
嵐　
　

の
五
月　

雨
の
空

（
伊
）　　

吉　

野
河　
　
　

み　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

五
月　

雨

（
島
）　　
　
　
　
　
　
　
　

み　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
ら
し　

五
月　

雨

（
祐
）　　
　
　

野　
　
　
　

み　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
ら
し　

五
月　

雨　

そ
ら

（
書
）　　
　
　

野
河　
　
　

み　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

五
月　

雨

（
三
）　　
　
　

野
河　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

そ
ら

（
静
）

＊
（
静
）
は
「
五
月
の
」
と
し
て
「
月
」
と
「
の
」
の
間
に
小
字
で
「
雨
」
と
傍
書
。
同
筆
。

（
内
）　　

吉　

野　

た
き
つ
み　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
ら
し　

五
月　

雨

（
神
1
）　

吉　

野　
　
　
　

み

（
続
）　　

芳　

野　

た
き
つ
み　
　
　
　
　

泡　
　
　
　
　
　
　

五
月　

雨　

そ
ら

（
続
書
）　

芳　

野　

た
き
つ
み　
　
　
　
　

泡　
　
　
　
　
　
　

五
月　

雨　

そ
ら

＊
（
続
書
）
は
「
散
」
に
「
ち
る
」
と
傍
書
。（
続
書
）
は
（
内
）
系
で
校
訂
か
。

（
続
内
）　　
　

野　

た
き
つ
み　
　
　
　
　

泡　
　
　
　
　
　
　

五
月　

雨　

そ
ら
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明
星
本
『
正
広
自
歌
合
』
の
本
文
と
校
異
（
1
）　　
　

前
田
雅
之

（
続
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ふ
し　
　
　
　

い
た
せ
る
氷　

室

＊
（
続
書
）
は
「
流
れ
ゆ
く
雲
の
波
ま
に
」
に
ミ
セ
ケ
チ
「
雲
の
な
か
な
か
れ
出
た
る
」
と
傍

書
。

（
続
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ふ
し
川　
　
　

い
た
せ
る
氷　

室
成　

ら
ん
」

（
神
2
）　

流
れ
ゆ
く
雲
の
波
ま
に　
　

ふ
し　
　
　
　

い
た
せ
る
氷　

室

＊
（
神
2
）
は
「
流
れ
ゆ
く
雲
の
波
ま
に
」
が
独
自
文
、（
続
書
）
は
そ
の
本
文
を
（
内
）
系

に
よ
っ
て
変
更
。
末
句
「
い
た
せ
る
ひ
む
ろ
な
る
ら
ん
」
は
（
神
1
）（
内
）（
続
）
系
に
共
通

す
る
。

右　

薄
氷
（
神
1
）（
彰
）

（
国
）　　

明　

行　

に
氷　
　

か
庭
の
さ
ゝ
れ
水　

や
と
れ
る
月
の
影　

も
う
こ
か
す

（
大
）　　
　
　

ゆ
く　

氷　

る

（
ノ
）　　

あ
け　
　
　

こ
お
る

（
彰
）　　

あ
け　
　
　

こ
ほ
る

（
明
）　　

あ
け
行　

に
こ
ほ
る
か
庭
の
さ
ゝ
れ
水　

や
と
れ
る
月
の
影　

も
う
こ
か
す

（
伊
）　　

あ
け　
　
　

氷　

る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

（
島
）　　

あ
け　
　
　

こ
ほ
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
け

（
祐
）　　

あ
け　
　
　

こ
ほ
る　
　
　
　
　
　

み
つ　
　
　
　
　
　

か
け

（
書
）

（
三
）　　
　
　

ゆ
く　
　
　
　
　

上
の　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
け

＊
（
三
）
は
「
氷
か
上
の
」
と
い
う
独
自
本
文
を
も
つ
。
意
味
連
想
か
ら
の
誤
記
か
。

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

氷　
　

水

＊
（
静
）
は
「
氷
水
」
で
「
さ
ゝ
れ
水
」
と
訓
ま
せ
て
い
る
か
。
但
し
、「
水
」
の
読
み
は
存

疑
。

（
内
）　　

あ
け　
　
　

氷　

る

（
神
1
）　

あ
け　
　
　

こ
ほ
る

＊
（
続
）
系
は
（
大
）・（
明
）・（
内
）
と
同
じ
く
「
枕
哉
」。

廿
二
番
左　

氷
室

（
国
）　　

雲
の
な
み
な
か
れ
出　

た
る
冨
士
河
の
月
や
氷
室
の
氷　
　
　

成　

ら
ん

＊　

三
句
「
富
士
河
や
」
の
「
や
」
に
「
の
」
と
傍
書
。「
の
」
で
と
っ
て
よ
い
の
で
は
な
い

か
。
こ
れ
は
影
写
の
親
本
も
そ
う
表
記
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。

（
大
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ふ
し
川　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
る
覧

（
ノ
）　　
　
　

浪　
　
　
　

い
て　
　
　
　

川　
　
　
　
　
　

こ
ほ
り　

な
る

（
彰
）　　
　
　

波　
　
　
　

い
て　
　
　
　

川　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

む

（
明
）　　

雲
の
浪　

な
か
れ
い
て
た
る
富
士
川
の
月
や
氷
室
の
氷　
　
　

な
る
ら
ん

（
伊
）　　
　
　

浪　
　
　
　

い　
　
　
　
　

川　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
る

（
島
）　　
　
　

浪　
　
　
　

い
て　
　

ふ
し
川　
　
　
　
　
　

こ
ほ
り　

な
る　
　

」

（
祐
）　　
　
　

浪　
　
　
　

い
て　
　

ふ
し　
　
　
　
　
　
　

こ
ほ
り　

な
る　

む
」

（
書
）　　
　
　

浪　
　
　
　

い
て　
　
　
　

川　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
る

（
三
）　　

な
か
れ
行
雲
の
浪
ま
に　
　

富
士
川
の
月
や
い
た
せ
る
氷　

室
成　

覧

＊
（
三
）
は
（
神
2
）
と
同
一
本
文
。
と
す
れ
ば
、（
国
）
は
元
に
戻
し
た
と
い
う
こ
と
に
な

る
。

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

川　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
る

＊
（
静
）
の
本
文
は
（
大
）
系
に
し
た
か
。
元
々
は
（
三
）
系
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
。
こ
こ

は
不
可
解
。
ミ
セ
ケ
チ
も
な
い
か
ら
。

（
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

川　
　
　

い
た
せ
る
氷　

室
な
る

＊
（
内
）
の
四
句
・
五
句
「
月
や
い
た
せ
る
氷
室
な
る
ら
ん
」。
独
自
本
文
。

（
神
1
）　　
　

浪　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

い
た
せ
る
ひ
む
ろ
な
る

＊
（
神
1
）
は
「
富
士
川
の
」
の
「
の
」
に
「
に
」
と
傍
書
。
但
し
、
ミ
セ
ケ
チ
な
し
。

（
続
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ふ
し
川　
　
　

い
た
せ
る
氷　

室

＊
（
続
）
は
「
月
や
い
た
せ
る
氷
室
」
で
（
内
）
と
同
文
。
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日
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】
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号　

二
〇
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四
年

＊
（
続
）
と
（
内
）
は
微
妙
に
異
な
る
。
本
文
の
乱
れ
か
。「
た
か
か
ね
こ
と
」
は
誤
写
か
。

（
続
書
）　

ほ
と
ゝ
き
す
み
つ
か
ひ
と
つ

（
続
内
）　

ほ
と
ゝ
き
す
み
つ
か
ひ
と
つ

（
神
2
）　

ほ
と
ゝ
き
す
み
つ
か
ひ
と
つ

右　

冬
鳥
」（
内
）（
ノ
）

（
国
）　　

道　

の
へ
や
垣　

ほ
の
う
は
ら
つ
た
ひ
き
て
し
吹　

嵐　
　

に
し
と
ゝ
鳴　

な
り

＊
私
家
集
大
成
は
「
し
と
ゝ
鳴
な
る
」
と
読
む
が
、「
な
り
」
で
よ
い
か
。（
国
）
は
「
つ
た
ひ

き
て
」
に
後
に
「
〇
」
を
つ
け
「
志
（
し
）」
と
傍
書
。
親
本
も
そ
う
な
っ
て
い
た
か
。

＊
（
国
）
に
は
「
霜
さ
む
き
」
の
傍
記
は
な
い
。「
霜
さ
む
き
」
と
一
旦
揺
ら
い
だ
後
、
元
に

戻
っ
た
か
。
最
終
段
階
だ
ろ
う
。

（
大
）　　

道　

の
へ
の
か
き　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

し
吹　

あ
ら
し　
　
　
　
　
　

也

＊
（
大
）
は
こ
こ
で
も
「
道
の
へ
」
の
本
文
を
採
用
。

（
ノ
）　　

道　

の
へ
の
か
き　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

し
ふ
き　
　
　
　
　
　
　
　
　

也

＊
（
ノ
）
＝
（
大
）。

（
彰
）　　
　
　
　
　
　

か
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

し
ふ
く　
　
　
　
　
　
　
　
　

也

＊
（
彰
）
は
他
本
「
垣
・
か
き
」
と
な
っ
て
い
る
の
を
「
か
る
」
と
す
る
。
書
き
損
じ
か
。

（
明
）　　

霜
さ
む
き
か
き
ほ
の
う
は
ら
つ
た
ひ
き
て
し
吹　

嵐　
　
　

に
し
と
ゝ
鳴　

也

＊
（
明
）
は
「
道
の
へ
や
」
に
傍
線
、「
霜
さ
む
き
」
と
傍
書
。
こ
れ
は
同
筆
か
。

（
伊
）　　

霜
さ
む
き

　
　
　
　
　

野　
　

か
き　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

し
吹　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

也

（
島
）　　

霜
さ
む
き
か
き　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

し
吹　

あ
ら
し

＊
「
し
吹
あ
ら
し
」
な
る
表
現
は
今
の
と
こ
ろ
見
い
だ
し
が
た
い
。「
ふ
ふ
く
（
ふ
ぶ
く
）」
と

書
こ
う
と
し
た
か
。
松
下
集
に
一
例
あ
り
。
正
広
語
彙
か
。

（
祐
）　　

霜
さ
む
き
か
き　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

し
ふ
く
あ
ら
し　
　
　
　
　

な
く

（
書
）　　

霜
さ
む
き　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ふ
く　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

也

（
続
）　　
　
　
　
　
　

こ
ほ
る

（
続
書
）　　
　
　
　
　

こ
ほ
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

＊
（
続
書
）
は
「
明
行
に
こ
ほ
れ
る
」
の
「
れ
る
」
に
ミ
セ
ケ
チ
「
る
か
」
と
傍
書
。（
内
）

系
で
校
訂
。

（
続
内
）　　
　
　
　
　

こ
ほ
る

（
神
2
）　　
　
　
　
　

こ
ほ
れ
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

＊
（
神
2
）
は
「
こ
ほ
れ
る
」
と
い
う
独
自
本
文
。

廿
三
番
左　

郭
公
稀
」（
国
）（
内
）（
静
）

（
国
）　　

郭　
　
　

公
三　

か
一　
　

に
声　

そ
な
る
た
か
ね
の
こ
と
も
し
ら
ぬ
枕　
　

に

（
大
）　　

ほ
と
ゝ
き
す

（
ノ
）　　

ほ
と
ゝ
き
す　
　
　
　
　
　
　

こ
ゑ

（
彰
）　　

ほ
と
ゝ
き
す　
　
　
　
　
　
　

こ
ゑ

（
明
）　　

ほ
と
ゝ
き
す
三　

か
一　
　

に
こ
ゑ
そ
な
る
た
か
ね
の
こ
と
も
し
ら
ぬ
枕　
　

に
」

 

（
二
八
オ
）

（
伊
）　　

ほ
と
ゝ
き
す　
　
　
　
　
　
　

こ
ゑ

（
島
）　　

ほ
と
ゝ
き
す　
　
　
　
　
　
　

こ
ゑ

（
祐
）　　

ほ
と
ゝ
き
す　
　
　
　
　
　
　

こ
ゑ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ま
く
ら
に

（
書
）　　

ほ
と
ゝ
き
す　
　
　
　
　
　
　

こ
ゑ

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

事

（
静
）

（
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
ゑ　
　
　

誰
か
ね
と
こ
と
も
し
ら
ぬ

＊
（
内
）
は
他
本
「
た
か
ね
の
こ
と
」
を
「
誰
か
ね
と
こ
と
も
」
と
作
る
。
あ
る
種
の
独
自
本

文
。
書
き
損
じ
か
。

（
神
1
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
ゑ

（
続
）　　
　
　
　
　
　

み
つ
か
ひ
と
つ　
　
　
　
　
　

た
か
か
ね
こ
と
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明
星
本
『
正
広
自
歌
合
』
の
本
文
と
校
異
（
1
）　　
　

前
田
雅
之

＊
（
祐
）
は
（
島
）
の
「
き
ほ
へ
る
」
を
「
き
を
へ
る
」
と
読
む
。「
ほ
」
と
「
を
」
は
字
形

が
似
る
故
か
。

（
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鳴
×
せ
み　

こ
ゑ

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
け

（
静
）

（
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鳴
×
せ
み　
　
　
　
　

消　

る　
　
　
　
　

か
け

（
神
1
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鳴
×　
　
　

こ
ゑ　
　

消　

る

（
続
）　　

む
ら　
　
　
　
　
　
　
　
　

鳴
×　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
け

（
続
書
）　

む
ら　
　
　
　
　
　
　
　
　

鳴
×　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
け

（
続
内
）　

む
ら　
　
　
　
　
　
　
　
　

鳴
×　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
け
」

（
神
2
）　

む
ら　
　
　
　
　
　
　
　
　

鳴
×　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
け

右　

時
雨
過
」（
三
）（
彰
）

（
国
）　　

誰　

も
世
を
や
す
の
渡　
　

の
川　

風　

に
時　

雨
な
れ
て
や
雲
も
行　

ら
ん

（
大
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
せ

（
ノ
）　　

た
れ

（
彰
）　　

た
れ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

河

（
明
）　　

た
れ
も
世
を
や
す
の
渡　
　

の
川　

風　

に
時　

雨
な
れ
て
や
雲
も
行　

ら
ん

（
伊
）　　

た
れ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

覧

（
島
）　　

た
れ　
　
　
　
　
　

わ
た
り

（
祐
）　　

た
れ　
　
　
　
　
　

わ
た
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ゆ
く
ら
ん

（
書
）　　

た
れ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

河　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

む

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
わ　
　
　

し
く
れ

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

河　
　
　
　

し
く
れ

（
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

わ
た
り　

河　

か
せ

（
神
1
）　

た
れ　
　
　
　
　
　

わ
た
り

＊
（
書
）
は
「
み
ち
の
へ
や
」
に
傍
線
、「
霜
さ
む
き
」
と
傍
書
。
但
し
、
墨
薄
く
、
同
筆
か

ど
う
か
は
不
明
。
と
ま
れ
、
こ
こ
で
（
明
）
と
同
様
に
「
霜
さ
む
き
」
本
文
を
採
用
。

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

し
ふ
く
あ
ら
し　
　
　
　
　

な
く
也

＊
（
国
）
＝
（
静
）
＝
（
三
）。（
三
）
で
「
道
の
へ
や
」
に
戻
る
。

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

し
ふ
く

＊
（
静
）
は
（
国
）
と
同
じ
く
、「
霜
さ
む
き
」
の
傍
書
な
し
。

（
内
）　　

み
ち
の　

の　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

也

＊
（
内
）
に
は
「
霜
さ
む
き
」
の
傍
書
は
な
い
。
他
本
「
道
の
へ
や
」
を
「
み
ち
の
へ
の
」
と

作
る
。

（
神
1
）　

路　
　
　

の
か
き　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

し
ふ
く　
　
　
　
　
　
　
　
　

也

（
続
）　　
　
　

野
辺
の
か
き　
　
　
　
　
　

伝　

ひ　

し
ふ
く　
　
　
　
　
　
　
　
　

也

＊
（
続
）
は
（
内
）
と
同
一
本
文
。

（
続
書
）　　
　

野
辺
や
か
き　
　
　
　
　
　

伝　

ひ　

し
ふ
く　
　
　
　
　
　
　
　
　

也

＊
（
続
書
）
は
「
野
辺
や
」
に
「
や
」
に
「
の
イ
」
と
傍
書
。（
内
）
で
校
訂
か
。

（
続
内
）　　
　

野
辺
の
か
き　
　
　
　
　
　

伝　

ひ　

し
ふ
く

（
神
2
）　　
　

野
辺
や
か
き　
　
　
　
　
　

伝　

ひ　

し
ふ
く　
　
　
　
　
　
　
　
　

也

廿
四
番
左　

樹
陰
蟬
」（
島
）（
祐
）

（
国
）　　

村　

雨　

の
き
ほ
へ
る
雲
に
な
く
蟬　

の
声　

さ
へ
き
ゆ
る
は
ゝ
木
ゝ
の
陰

（
大
）　　

む
ら　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

消　

る　
　

き　
　

か
け
」

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鳴
×
せ
み　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
け

（
彰
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鳴
×
せ
み　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

き　
　

か
け

（
明
）　　

村　

雨　

の
き
ほ
へ
る
雲
に
な
く
せ
み
の
こ
ゑ
さ
へ
き
ゆ
る
は
ゝ
き
木
の
陰

（
伊
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

せ
み　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

き

（
島
）　　

む
ら　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

せ
み　

こ
ゑ　
　
　
　
　
　
　
　

木　

か
け

（
祐
）　　

む
ら
さ
め　
　

を　
　
　
　
　
　

せ
み　

こ
ゑ　
　
　
　
　
　
　

き
木
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明
星
大
学
研
究
紀
要
【
人
文
学
部
・
日
本
文
化
学
科
】
第
二
十
二
号　

二
〇
一
四
年

＊
私
家
集
大
成
は
他
本
「
羽
音
」
を
「
羽
鳥
」
と
読
む
が
、「
音
」
で
よ
い
だ
ろ
う
。

（
大
）　　

狩　

く

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

わ
れ

（
彰
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

ま　
　
　
　
　
　
　
　

ち
か
き

（
明
）　　

か
り
く
ら
し
た
と
る
真　

柴
を
立　

鳥
の　

近　

き
羽
音
に
我　

そ
お
と
ろ
く
」

 

（
二
八
ウ
）

（
伊
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

驚　
　

く

（
島
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

ま
し
は　
　
　
　
　

」
ち
か
き

（
祐
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

ま
し
は　
　
　
　
　

」
ち
か
き

（
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ち
か
き

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
つ

（
静
）

（
内
）　　

狩　

く

（
神
1
）　

狩　

く　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ち
か
き

（
続
）　　

狩　

く

（
続
書
）　

狩　

く

（
続
内
）　

狩　

く

（
神
2
）　

狩　

く

廿
六
番
左　

瞿
麦

（
国
）　　

春
日
野
に
春　

妻　

こ
め
し
若　

草　

の
露
の
ゆ
か
り
や
な
て
し
こ
の
花

（
大
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

撫　
　

子　

花

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

（
彰
）　　
　
　
　

に　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

は
な

＊
（
彰
）
は
「
春
日
野
は
」
の
「
は
」
に
ミ
セ
ケ
チ
「
に
」
と
傍
書
。
別
筆
・
同
筆
不
明
。

（
明
）　　

春
日
野
に
春　

妻　

こ
め
し
若　

草　

の
露
の
ゆ
か
り
や
な
て
し
こ
の
花

（
続
）　　

た
れ　
　
　
　
　
　

渡　

り　

河

（
続
書
）　

た
れ　
　
　
　
　
　

渡　

り　

河

（
続
内
）　

た
れ　
　
　
　
　
　

渡　

り　

河

（
神
2
）　

た
れ　
　
　
　
　
　

渡　

り　

河

廿
五
番
左　

待
郭
公
（
神
1
）

（
国
）　　

月
ま
つ
と
人
に
い
ふ
へ
き
契　
　

か
は
雲
ま
に
い
そ
け
山　

ほ
と
ゝ
き
す
」

（
大
）　　
　

待　

と　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

郭　
　
　

公

（
ノ
）　　
　

待　

と

（
彰
）　　
　

待　

と

（
明
）　　

月
待　

と
人
に
い
ふ
へ
き
契　
　

か
は
雲
ま
に
い
そ
け
山　

ほ
と
ゝ
き
す

（
伊
）　　
　

待　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

（
島
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ち
き
り

（
祐
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ち
き
り

（
書
）

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

間

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

郭　
　
　

公
」

（
内
）　　
　

待　

と　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

や
ま
郭　
　
　

公

（
神
1
）　　

待　

と　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

や
ま

（
続
）　　
　

待　

と　
　
　
　
　
　

契　

り　
　
　
　
　
　
　
　

や
ま

（
続
書
）　　

待　

と　
　
　
　
　
　

契　

り　
　
　
　
　
　
　
　

や
ま　
　
　
　
　

」

（
続
内
）　　

待　

と　
　
　
　
　
　

契　

り　
　
　
　
　
　
　
　

や
ま

（
神
2
）　　

待　

と　
　
　
　
　
　

契　

り　
　
　
　
　
　
　
　

や
ま　
　
　
　
　

」

右　

鷹
狩

（
国
）　　

か
り
く
ら
し
た
と
る
真　

柴
を
立　

鳥
の　

近　

き
羽
音
に
我　

そ
お
と
ろ
く
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明
星
本
『
正
広
自
歌
合
』
の
本
文
と
校
異
（
1
）　　
　

前
田
雅
之

（
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
ら
し　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

（
三
）

＊
（
国
）
＝
（
静
）
＝
（
三
）。

（
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

今　
　
　
　
　
　

か
な
我
も
あ
ら
し
に
身
を
そ
お
と
ろ
く

＊
（
内
）
は
「
夕
」
以
降
が
独
自
本
文
に
な
っ
て
い
る
。
二
五
番
右
の
「
我
そ
お
と
ろ
く
」
を

こ
こ
に
用
い
た
か
。
だ
が
、
こ
れ
が
（
続
書
）
に
影
響
し
て
い
る
。

（
神
1
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

哉　

我
も
嵐　
　

に
身
を
そ
お
と
ろ
く

＊
（
神
1
）
＝
（
内
）。

（
続
）　　
　
　

落　

る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
ら
し
の
は
て　

聞　

枕　
　

か
な

＊
（
続
）
は
「
夕
」
の
後
「
か
な
わ
れ
も
あ
ら
し
に
身
を
そ
お
と
ろ
く
イ
」
を
傍
書
。
イ
注
記

は
（
内
）
と
同
文
。（
内
）
に
よ
る
校
訂
。

（
続
書
）　　
　

落　

る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
ら
し
の
は
て　

聞　

枕　
　

か
な

＊
（
続
書
）
は
「
夕
」
の
後
「
か
な
わ
れ
も
あ
ら
し
に
身
を
を
お
と
ろ
く
」
と
傍
書
。（
内
）

と
同
文
。（
続
）・（
続
書
）
は
（
内
）
系
本
文
で
校
訂
し
て
い
る
。

（
続
内
）　　
　

落　

る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
ら
し
の
は
て　

聞　

ま
く
ら
か
な

（
神
2
）　　
　

落　

る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
ら
し
の
は
て　

聞　

枕　
　

か
な

＊
（
神
2
）　

も
と
も
と
の
（
続
）
は
（
大
）・（
明
）
系
。

廿
七
番
左　

氷
室

（
国
）　　

涼　

し
さ
を
い
つ
ま
て
袖
に
か
す
か
山
ふ
る
き
氷
室
の
槙　

の
下
風

（
大
）　　

す
　ゝ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

（
ノ
）

（
彰
）　　

す
　ゝ
　
　
　
　
　
　
　
　

春　

日

（
明
）　　

す
ゝ
し
さ
を
い
つ
ま
て
袖
に
か
す
か
山
ふ
る
き
氷
室
の
槙　

の
下
風

（
伊
）　　

す
ゝ

（
島
）　　

す
　ゝ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

（
伊
）

（
島
）

（
祐
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

わ
か
く
さ

（
書
）

（
三
）

（
静
）

（
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

（
神
1
）

（
続
）　　
　
　
　
　

は
る
つ
ま　
　
　

わ
か　
　
　
　
　
　
　
　
　

撫　
　

子

（
続
書
）　　
　
　
　

は
る
つ
ま　
　
　

わ
か　
　
　
　
　
　
　
　
　

撫　
　

子

（
続
内
）　　
　
　
　

は
る
つ
ま　
　
　

わ
か　
　
　
　
　
　
　
　
　

撫　
　

子　
　

」

（
神
2
）　　
　
　
　

は
る
つ
ま　
　
　

わ
か　
　
　
　
　
　
　
　
　

撫　
　

子

右　

落
葉
」（
彰
）

（
国
）　　

葉
の
お
つ
る
梢　
　

い
ま
は
の
夕　
　

に
て
嵐　
　

の
音　

を
き
く
枕　
　

か
な

＊
（
国
）
は
他
本
「
は
て
」
を
「
音
」
と
作
る
。「
音
」
が
最
終
形
態
か
。

（
大
）　　

は　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

は
て

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

は
て

（
彰
）　　
　
　

を　
　

木　

末
今　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

は
て

（
明
）　　

葉
の
お
つ
る
梢　
　

い
ま
は
の
夕　
　

に
て
嵐　
　

の
は
て
を
き
く
枕　
　

か
な

（
伊
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

は
て

（
島
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ゆ
ふ
へ
に
て
あ
ら
し
の
は
て

（
祐
）　　
　
　
　
　
　

こ
す
ゑ　
　
　
　

ゆ
ふ
へ
に
て
あ
ら
し
の
は
て　
　
　

ま
く
ら
哉

（
静
）

＊
（
静
）
は
、「
音
」
に
「
は
て
イ
」
と
傍
書
。
つ
ま
り
、（
静
）
は
（
国
）
に
近
い
本
文
を
見

な
が
ら
、（
大
）
系
の
異
本
で
校
訂
し
た
か
。
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影
」
を
消
し
て
「
月
の
」
と
書
い
て
い
る
。（
書
）
は
（
明
）
の
後
の
形
態
を
も
つ
と
思
わ
れ

る
。

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　ゝ
　
　
　

し
た

＊
（
国
）
＝
（
静
）
＝
（
三
）
＝
（
神
1
）
＝
（
内
）
＝
（
続
）
系

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　ゝ
　
　
　
　
　

風

（
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ち

＊
（
内
）
は
（
国
）
と
同
様
に
「
月
の
」
と
作
る
。

（
神
1
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ゝ

（
続
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ゝ

（
続
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ゝ

（
続
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ゝ

（
神
2
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ゝ

廿
八
番
左　

隣
家
夕
顔

（
国
）　　

こ
と
ゝ
は
て
中
垣
こ
え
ぬ
人
な
ら
は
白　

浪　

の
名
や
花　

の
夕　

か
ほ

（
大
）　　
　
　

と

（
ノ
）

（
彰
）　　
　
　

と　
　
　
　
　

ゆ
る　
　
　
　
　
　

波　
　
　
　
　
　
　

ゆ
ふ

＊
（
彰
）
は
他
本
「
こ
え
ぬ
」
を
「
こ
ゆ
る
」
に
作
る
。
連
想
に
よ
る
書
き
損
じ
か
。

（
明
）　　

こ
と
ゝ
は
て
中
垣
こ
え
ぬ
人
な
ら
は
白　

浪　

の
名
や
花　

の
夕　

か
ほ
」（
二
九
オ
）

（
伊
）

（
島
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

は
な

（
祐
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

は
な　

ゆ
ふ

（
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

し
ら

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

し
ら
波

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

し
ら

＊
（
島
）
は
「
す
ゝ
し
を
」
と
し
て
、「
し
を
」
の
間
に
「
さ
」
と
傍
書
。

（
祐
）　　

す
　ゝ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

（
書
）　　

す
ゝ

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
せ

（
静
）　　

す
　ゝ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
せ

（
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ま
き　
　

か
せ

（
神
1
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ま
き

（
続
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ま
き

（
続
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ま
き

＊
（
続
書
）
は
「
い
つ
ま
」
の
「
ま
」
が
「
さ
」
に
読
ま
れ
る
と
思
っ
た
の
か
、
ミ
セ
ケ
チ
し

て
「
ま
」
と
傍
書
。

（
続
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ま
き　
　

か
せ

（
神
2
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ま
き

右　

月
前
雪
」（
国
）（
静
）（
神
1
）（
三
）

（
国
）　　

呉
竹
の
雪
の
葉
分　

を
も
る
月
の　

光　
　

う
ち
散
る
こ
す
の
下　

か
せ

＊
（
国
）
は
（
大
）（
明
）
系
本
「
日
影
」
を
「
月
の
」
と
作
る
。
最
終
形
態
か
。

（
大
）　　
　
　
　
　
　

は　
　
　
　
　

日
影　
　
　
　
　
　

　ゝ
　
　
　
　
　

風

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　
　

わ
け　
　
　

日
影　
　
　
　
　
　

ゝ

（
彰
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
影

（
明
）　　

呉
竹
の
雪
の
葉
わ
け
を
も
る
日
影　

光　
　

う
ち
ゝ
る
こ
す
の
下　

風

（
伊
）　　
　
　
　
　
　
　

わ
け　
　
　

日
影　
　
　
　
　
　

　ゝ
　
　
　
　
　

風
」

（
島
）　　
　
　
　
　
　
　

わ
け　
　
　

日
影　

ひ
か
り　
　

　ゝ
　
　
　
　
　

風

（
祐
）　　
　
　
　
　
　
　

わ
け　
　
　

日
か
け
ひ
か
り　
　

　ゝ
　
　
　

し
た

（
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

月
の　
　
　
　
　
　

　ゝ
　
　
　

し
た
か
せ

＊
（
書
）
は
（
明
）「
日
影
」
を
（
国
）・（
三
）
と
同
じ
く
「
月
の
」
と
作
る
。
但
し
、「
日
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明
星
本
『
正
広
自
歌
合
』
の
本
文
と
校
異
（
1
）　　
　

前
田
雅
之

（
大
）
系
、
こ
こ
で
元
に
戻
し
た
か
。

（
三
）　　
　

か
せ　
　
　
　
　
　

に　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
ゑ

＊
（
三
）
は
ま
た
「
雪
」
に
戻
し
た
か
。

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

河

（
内
）　　
　

か
せ　
　
　
　
　
　

に　
　
　

河　
　
　
　

お　
　

下　
　
　

こ
ゑ

＊
（
内
）
は
（
大
）
と
同
様
に
「
下
折
」
と
作
る
。
こ
の
理
由
は
、
今
は
不
明
で
あ
る
。（
内
）

が
（
大
）
に
継
承
さ
れ
た
と
言
う
こ
と
。

（
神
1
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

に　
　
　

河　
　
　
　

お　
　

下　
　
　

こ
ゑ

＊
（
神
1
）
は
「
下
折
」
で
（
内
）
と
同
文
。

（
続
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
丹
生　
　
　
　
　
　
　
　
　

下　
　
　

声

＊
（
続
）
は
（
内
）
と
同
一
本
文
。
但
し
、「
下
折
」
は
（
大
）
と
同
じ
。

（
続
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
丹
生

＊
（
続
書
）
は
「
雪
」
に
「
下
」
と
傍
書
。（
内
）
に
よ
る
校
訂
。

（
続
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
丹
生　
　
　
　
　
　
　
　
　

下

（
神
2
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
丹
生

廿
九
番
左　

古
郷
橘
」（
島
）（
祐
）（
ノ
）

（
国
）

（
大
）　　

故

（
ノ
）

（
彰
）　　

故

（
明
）　　

故

（
伊
）　　

故

（
島
）　　

故

（
祐
）　　

故

（
書
）　　

故

（
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

波

（
神
1
）

（
続
）　　

事　

と　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

し
ら
な
み　
　
　
　
　
　
　
　

貌

（
続
書
）　

事　

と　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

し
ら
な
み　
　
　
　
　
　
　
　

・

（
続
内
）　

異　

と　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

し
ら
な
み　
　
　
　
　
　
　
　

顔
」

（
神
2
）　

事　

と　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

し
ら
な
み　
　
　
　
　
　
　
　

・

右　

杣
山
雪
」（
彰
）

（
国
）　　

山
風　

の
雪
は
と
ふ
さ
の
に
ふ
の
川　

杣
木
た
を
す
や
雪
折　

の
声

＊
（
国
）
は
「
と
ふ
さ
の
」
の
「
の
」
に
「
に
」
と
傍
書
。

（
大
）　　
　

か
せ　
　
　
　
　
　

に　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

下

＊
（
大
）
は
「
雪
折
」
で
は
な
く
「
下
折
」
と
す
る
。（
内
）
を
受
け
た
も
の
。
そ
の
後
、

（
明
）
段
階
で
「
雪
折
」
と
な
り
、
定
着
す
る
。

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
ゑ

＊
（
ノ
）
は
「
雪
折
」
の
「
雪
」
に
「
下
歟
」
と
傍
書
。「
下
」
は
（
大
）
の
本
文
。（
大
）
以

外
の
（
明
）
系
本
文
を
見
て
い
る
か
。
ま
だ
不
詳
。

（
彰
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

を
れ

＊
（
彰
）
は
「
雪
を
れ
」
と
作
る
。（
ノ
）
と
関
係
す
る
か
。

（
明
）　　

山
風　

の
雪
は
と
ふ
さ
に
に
ふ
の
川　

杣
木
た
を
す
や
雪
折　

の
こ
ゑ

（
伊
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に

＊
（
明
）・（
伊
）
と
も
に
、「
と
ふ
さ
に
」
の
「
に
」
と
「
に
ふ
」
の
「
に
」
は
字
母
を
換
え

て
い
る
。

（
島
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
ゑ

（
祐
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に　
　
　

か
は　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
ゑ

（
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

下　
　
　

こ
ゑ

＊
（
書
）
は
「
雪
」
に
ミ
セ
ケ
チ
「
下
」
と
傍
書
。
こ
こ
を
「
下
」
と
す
る
の
は
、（
内
）・
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（
続
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

も
の　
　

さ
く　
　
　
　

た
ち
は
な　
　
　
　

恋　

ら

（
続
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　

も
の　
　

さ
く　
　
　
　

た
ち
は
な　
　
　
　

恋　

ら

（
続
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　

も
の　
　

さ
く　
　
　
　

た
ち
は
な　
　
　
　

恋　

ら

（
神
2
）　　
　
　
　
　
　
　
　

も
の　
　

さ
く　
　
　
　

た
ち
は
な　
　
　
　

恋　

ら

右　

早
梅

（
国
）　　

春
の
よ
の
か
す
む
習　
　

や
厭　
　

ら
ん
先　

さ
く
梅
の
匂　

ふ
光　
　

に
」

＊
（
国
）
は
（
大
）（
明
）
系
が
「
春
の
月
」
と
す
る
の
を
「
春
の
よ
」
と
作
る
。
ま
た
、
末

句
は
他
本
「
光
は
」
と
す
る
の
に
、「
光
に
」
と
作
る
。
最
終
形
態
か
。

（
大
）　　

春
の
月　
　
　
　

な
ら
ひ　

い
と
ふ　
　
　
　
　
　
　
　

に
ほ　
　
　
　

は

（
ノ
）　　

春
の
月　
　
　
　

な
ら
ひ　

い
と
ふ　
　
　
　
　
　
　
　

に
ほ
ふ　
　
　

は

（
彰
）　　

春
の
月　
　
　
　

な
ら
ひ　

い
と
ふ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ひ
か
り
は

（
明
）　　

春
の
月　

か
す
む
な
ら
ひ
や
い
と
ふ
ら
ん
先　

さ
く
梅
の
匂　

ふ
光　
　

は

（
伊
）　　

春
の
月　
　
　
　

な
ら
ひ　

い
と
ふ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

は

（
島
）　　

春
の
月　
　
　
　

な
ら
ひ　

い
と
ふ　
　

ま
つ　
　
　
　

に
ほ
ふ
ひ
か
り
は

（
祐
）　　

春
の
月　
　
　
　

な
ら
ひ　

い
と
ふ　
　

ま
つ　
　
　
　

に
ほ
ふ
ひ
か
り
は

（
書
）　　

春
の
月　
　
　
　

な
ら
ひ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
ほ
ふ
ひ
か
り
は
」

（
三
）　　
　
　

夜　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

咲　

梅　

に
ほ
ふ
ひ
か
り
に

＊
（
三
）
＝
（
静
）
初
期
＝
（
国
）。（
三
）
で
こ
の
形
に
な
っ
た
か
。

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
」

＊
（
静
）
は
「
春
の
よ
の
」
の
「
よ
の
」
に
ミ
セ
ケ
チ
「
月
」
と
傍
書
。
但
し
、
文
末
「
に
」

は
そ
の
ま
ま
で
あ
る
。
校
訂
は
後
人
の
行
為
か
。

（
内
）　　

春
の
月　
　
　
　

な
ら
ひ　

い
と
ふ　
　
　
　

咲　

梅　

に
ほ
ふ　
　
　

は
」

（
神
1
）　

春
の
月　
　
　
　

な
ら
ひ　

い
と
ふ　

む　
　
　
　
　
　

に
ほ
ふ　
　
　

は

（
続
）　　

春
の
月　
　
　
　

な
ら
ひ　

い
と
ふ　
　

ま
つ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

は

（
続
書
）　

春
の
月　
　
　
　

な
ら
ひ　

い
と
ふ　
　

ま
つ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

は

（
三
）

＊
（
三
）
＝
（
国
）
＝
（
静
）
＝
（
内
）
＝
（
ノ
）。

（
静
）

＊
（
静
）
は
（
国
）
と
同
じ
。

（
内
）

＊
（
内
）
は
（
国
）
と
同
様
に
、「
古
」
と
作
る
。

（
神
1
）　

故

（
続
）　　

故

（
続
書
）　

故

（
続
内
）　

故

（
神
2
）　

故

（
国
）　　

難　

波
津
に
匂　

ふ
物　

か
ら
開　

や
こ
の
花
橘　
　
　

も
昔　
　

こ
ふ
ら
ん

（
大
）　　
　
　
　
　
　

に
ほ　
　
　
　
　

さ
く　
　
　
　
　
　
　
　
　

む
か
し
恋　

ら

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　

に
ほ　
　
　
　
　

さ
く　

此　
　
　
　
　
　
　

む
か
し

（
彰
）　　
　
　

浪　
　
　
　
　
　
　
　
　

さ
く　

此　
　

た
ち
花

（
明
）　　

難　

波
津
に
に
ほ
ふ
物　

か
ら
さ
く
や
此　

花
橘　
　
　

も
む
か
し
こ
ふ
ら
む

（
伊
）　　
　
　
　
　
　

に
ほ　
　
　
　
　

さ
く　

此　
　
　
　
　
　
　

む
か
し　
　
　

む

（
島
）　　
　
　
　
　
　

に
ほ　
　
　
　
　

さ
く　

此　
　
　
　
　
　
　

む
か
し　
　
　

む

（
祐
）　　
　
　
　
　
　

に
ほ　

も
の　
　

さ
く　
　
　
　
　
　
　
　
　

む
か
し　
　
　

む

（
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

さ
く　

此　
　

た
ち
花　
　

む
か
し
恋　

ら
む

（
三
）　　

な
に
は　
　
　
　
　
　
　
　
　

咲　

や
此　
　

た
ち
は
な　

む
か
し
恋　

ら
む

（
静
）　　

な
に
は　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

此　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

恋　

ら
む

（
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

咲　
　
　
　
　

た
ち
花

＊
（
内
）
は
（
国
）
に
近
い
が
、（
国
）
の
「
開
」
を
「
咲
」
と
作
る
。

（
神
1
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

さ
く　
　
　
　
　
　
　
　
　

む
か
し
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明
星
本
『
正
広
自
歌
合
』
の
本
文
と
校
異
（
1
）　　
　

前
田
雅
之

（
続
）　　

筑　

波　
　
　
　
　
　
　
　

お
も
ひ　
　
　
　
　
　
　
　
　

よ　
　

悲　

し

＊
（
続
）
は
「
こ
の
も
か
の
も
の
」
と
す
る
。

（
続
書
）　

筑　

波　
　
　
　
　
　
　
　

お
も
ひ　
　
　
　
　
　
　
　
　

よ　
　
　
　
　
　

」

（
続
内
）　

筑　

波　
　
　
　
　
　
　
　

お
も
の　
　
　
　
　
　
　
　
　

よ　
　
　
　
　
　

」

＊
（
続
内
）
は
他
本
「
お
も
ひ
」
と
す
る
に
「
お
も
の
」
と
す
る
。
書
き
損
じ
か
。

（
神
2
）　

筑　

波　
　
　
　
　
　
　
　

お
も
ひ　
　
　
　
　
　
　
　
　

よ　
　
　
　
　
　

」

＊
（
続
）
系
「
こ
の
も
か
の
も
」
と
す
る
。

右　

潟
千
鳥
」（
三
）（
彰
）

（
国
）　　

い
も
に
恋　

誰　

に
き
さ
か
た
の
よ
は
の
月　
　

影　

か
た
×
き
て
千
鳥　

鳴　

声

＊
（
国
）
で
は
よ
く
意
味
が
分
か
ら
な
い
。「
か
た
き
て
」
は
「
ふ
」
の
脱
だ
ろ
う
。「
誰
に
」

の
「
に
」
は
何
か
。
書
き
損
じ
か
。
だ
が
、「
ふ
」
の
脱
は
と
も
か
く
、「
誰
に
」
は
こ
う
し
た

か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
但
し
、
字
余
り
で
あ
る
。
こ
う
な
っ
た
原
因
は
不
明
で
あ
る
。
と

は
い
え
、
本
文
的
に
は
、「
に
」
が
な
く
、「
ふ
」
が
補
わ
れ
た
形
だ
ろ
う

（
大
）　　
　
　
　
　
　

た
れ
×　
　
　
　
　

夜　
　
　
　
　
　
　
　
　

ふ　
　
　
　
　
　

こ
ゑ

＊
（
大
）
は
「
か
た
ふ
け
て
」
の
「
け
」
に
ミ
セ
ケ
チ
で
「
き
」
と
傍
書
。

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　

た
れ
×　
　
　
　
　

夜　
　
　
　
　
　
　
　

ふ　
　
　
　
　
　
　

こ
ゑ

（
彰
）　　
　
　
　
　
　

た
れ
×　
　
　
　
　

夜
半　
　
　
　
　
　
　

ふ

（
明
）　　

い
も
に
恋　

た
れ
×
き
さ
か
た
の
夜
は
の
月　

影　

か
た
ふ
き
て
千
鳥　

鳴　

声
」

 

（
二
九
ウ
）

（
伊
）　　
　
　
　
　
　

た
れ
×　
　
　
　
　

夜　
　
　
　
　
　
　
　

ふ　
　
　
　
　

」

（
島
）　　
　
　
　
　
　

た
れ
×　
　
　
　
　

夜　
　
　

」
か
け　
　

ふ　
　

ち
と
り
な
く

（
祐
）　　
　
　
　
　
　

た
れ
×　
　
　
　
　

夜　
　
　

」
か
け　
　

ふ　
　

ち
と
り
な
く

（
書
）　　
　
　
　
　
　

た
れ
×　
　
　
　
　

夜　
　
　
　
　
　
　
　

ふ　
　
　
　
　
　
　

こ
ゑ

（
三
）　　
　
　
　
　
　

た
れ
×　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ふ　
　
　
　
　

な
く

（
静
）　　
　
　
　
　
　

た
れ
×　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ふ

（
続
内
）　

春
の
月　
　
　
　

な
ら
ひ　

い
と
ふ　
　

ま
つ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

は

（
神
2
）　

春
の
月　
　
　
　

な
ら
ひ　

い
と
ふ　
　

ま
つ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

は

三
十
番　

左　

照
射
（
神
1
）

（
国
）　　

つ
く
は
山　

と
も
し
を
秋
の
過　

る
と
や
こ
の
も
か
の
も
の
夜
る
そ
か
な
し
き

＊
（
国
）
は
、
他
本
「
思
ひ
」「
こ
の
も
か
の
子
」
を
「
過
る
」「
こ
の
も
か
の
も
」
と
作
る
。

但
し
、「
秋
の
過
る
」
と
い
う
言
葉
は
前
例
が
一
例
だ
が
、
照
射
は
夏
の
風
物
。
こ
れ
が
最
終

形
態
か
と
も
思
わ
れ
る
が
、「
過
る
」
は
本
来
「
思
日
」
と
な
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。
つ

ま
り
、「
思
日
」
を
「
過
る
」
と
読
ん
で
し
ま
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
他
本
に
「
過
る
」

が
な
い
こ
と
も
気
に
な
る
。

（
大
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

お
も
ひ　
　
　
　
　
　
　

子　

よ　
　
　
　
　
　
　

」

＊
（
大
）
の
「
お
も
」
は
欠
損
に
よ
る
判
読
が
難
し
い
。
予
測
で
あ
る
。

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

思　

ひ　
　
　
　
　
　
　

子　

よ

（
彰
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

お
も
ひ　
　
　
　
　
　
　

子　

よ

（
明
）　　

つ
く
は
山　

と
も
し
を
秋
の
思　

ひ
と
や
こ
の
も
か
の
子
の
よ
る
そ
か
な
し
き

（
伊
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

思　

ひ　
　
　
　
　
　
　

子　

よ　
　
　
　
　
　
　

」

（
島
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

お
も
ひ　
　
　
　
　
　
　

子　

よ

＊
（
島
）
は
「
よ
み
」
の
「
み
」
に
ミ
セ
ケ
チ
で
「
る
」
と
傍
書
。

（
祐
）　　
　
　
　

や
ま　
　
　
　
　
　

お
も
ひ　
　
　
　
　
　
　

子　

よ

（
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

お
も
ひ　
　
　
　
　
　
　

子　

よ

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

お
も
ひ　
　
　
　
　
　
　
　
　

よ

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

思　

ひ　
　
　
　
　
　
　
　
　

よ　
　

悲　

し

＊
（
静
）
は
「
秋
の
思
ひ
」
と
作
る
。
但
し
、「
こ
の
も
か
の
も
」
は
（
国
）
と
同
じ
。（
国
）

系
本
の
あ
る
段
階
の
物
を
見
た
か
。

（
内
）　　
　
　
　
　
　

照　

射　
　
　

思　

ひ　
　
　
　
　
　
　

子　

よ

（
神
1
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

お
も
ひ　
　
　
　
　
　
　

子　

よ
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明
星
大
学
研
究
紀
要
【
人
文
学
部
・
日
本
文
化
学
科
】
第
二
十
二
号　

二
〇
一
四
年

＊
（
静
）
は
他
本
と
同
じ
「
迷
」
と
す
る
。

（
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ま
よ
ふ

（
神
1
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ま
よ
ふ　

む

（
続
）　　

あ
ま　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ひ
か
り　
　
　

ま
よ
ふ

（
続
書
）　

あ
ま　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ひ
か
り　
　
　

ま
よ
ふ

（
続
内
）　

あ
ま　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ひ
か
り　
　
　

ま
よ
ふ

（
神
2
）　

あ
ま　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ひ
か
り　
　
　

ま
よ
ふ

右　

鴨

（
国
）　　

浪
の
上　

に　

青
葉
ち
ら
し
て
鴨　

そ
ゐ
る
山
は
は
か
ひ
の
は
る
ゝ
嵐　
　

に

（
大
）

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　
　
　

は　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

（
彰
）　　
　
　

う
へ

（
明
）　　

浪
の
上　

に　

青
葉
ち
ら
し
て
鴨　

そ
ゐ
る
山
は
は
か
ひ
の
は
る
る
嵐　
　

に

（
伊
）

（
島
）　　
　
　

う
へ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
ら
し

（
祐
）　　
　
　

う
へ　
　
　

は　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
ら
し

（
書
）

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
も

（
静
）

（
内
）　　

波　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

羽

（
神
1
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

羽

（
続
）

（
続
書
）

（
続
内
）

（
神
2
）

＊
（
静
）
は
「
い
ま
に
」
の
「
ま
」
に
ミ
セ
ケ
チ
「
も
」
に
す
る
。
同
筆
。
ま
た
、「
誰
に
」

と
な
っ
て
い
な
い
。

（
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

夜
半　
　
　
　
　

傾　
　
　

て

（
神
1
）　

妹　
　
　
　

た
れ
×　
　
　
　
　

夜　
　
　
　
　
　
　
　

ふ　
　
　
　
　
　
　

こ
ゑ

（
続
）　　
　
　
　

こ
ひ
た
れ
×
象　

潟　
　

夜
半　
　
　
　
　
　
　

ふ

（
続
書
）　　
　
　

こ
ひ
た
れ
×
象　

潟　
　

夜
半　
　
　
　
　
　
　

ふ

（
続
内
）　　
　
　

こ
ひ
た
れ
×
象　

潟　
　

夜
半　
　
　
　
　
　
　

ふ

（
神
2
）　　
　
　

こ
ひ
た
れ
×
象　

潟　
　

夜
半　
　
　
　
　
　
　

ふ

三
十
一
番
左　

蛍

（
国
）　　

天　

か
け
る
蛍　
　

よ
さ
て
も
人
と
し
て
な
と
光　
　

な
き
道
ま
さ
る
ら
ん

＊
（
国
）
が
「
ま
よ
ふ
」
を
「
ま
さ
る
」
に
変
え
た
の
は
、
ど
う
し
て
か
。
光
な
き
道
が
ま
よ

ふ
の
は
当
た
り
前
だ
か
ら
、「
ま
さ
る
」
に
変
え
た
の
か
。
だ
が
、
そ
う
な
る
と
、
意
味
把
握

が
今
ひ
と
つ
難
し
く
な
る
。
と
ま
れ
、
最
終
形
態
の
可
能
性
は
あ
る
。「
道
ま
さ
る
」
と
い
う

用
例
は
正
広
の
他
、
二
例
あ
る
。「
ま
さ
る
」
と
「
ま
よ
ふ
」
は
似
て
い
な
い
こ
と
も
な
い
の

で
、「
ま
よ
ふ
」
と
書
こ
う
と
し
て
「
ま
さ
る
」
と
な
っ
た
可
能
性
が
大
き
い
か
。

（
大
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ま
よ
ふ

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ま
よ
ふ

（
彰
）　　
　
　
　
　
　

ほ
た
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ま
よ
ふ

（
明
）　　

天　

か
け
る
蛍　
　

よ
さ
て
も
人
と
し
て
な
と
光　
　

な
き
道
ま
よ
ふ
ら
ん

（
伊
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ま
よ
ふ

（
島
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ひ
か
り　
　
　

ま
よ
ふ

（
祐
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ひ
か
り　
　
　

ま
よ
ふ　

む

（
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ま
よ
ふ　

む

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ま
よ
ふ

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

迷　
　

ら
む
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明
星
本
『
正
広
自
歌
合
』
の
本
文
と
校
異
（
1
）　　
　

前
田
雅
之

（
国
）　　

あ
ら
ゝ
か
に
吹　

と
も
民
の
い
と
は
ぬ
や
ひ
つ
ち
花
開　

霜
の
朝　

か
せ

（
大
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

さ
く　
　
　
　

風

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　

ふ
け　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

さ
く　
　
　
　

風

（
彰
）　　
　
　
　
　
　

ふ
け　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

咲　

霜　
　
　

風

（
明
）　　

あ
ら
ゝ
か
に
ふ
け
と
も
民
の
い
と
は
ぬ
や
ひ
つ
ち
花
さ
く
霜
の
朝　

か
せ

（
伊
）　　
　
　
　
　
　

ふ
け　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

さ
く　
　
　
　
　
　

」

（
島
）　　
　
　
　
　
　

ふ
け　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

さ
く

（
祐
）　　
　
　
　
　
　

ふ
け　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

さ
く　
　

あ
さ

（
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

風
」

（
三
）　　
　
　

ら　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

咲

（
静
）

（
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

さ
く

（
神
1
）　　
　
　
　
　

ふ
け　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

さ
く

（
続
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

さ
く

（
続
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

さ
く　
　
　
　
　
　

」

（
続
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

し

＊
（
続
内
）
は
他
本
「
ひ
つ
ち
」
と
す
る
の
に
「
ひ
つ
し
」
と
作
る
。
書
き
損
じ
か
。

（
神
2
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

さ
く　
　
　
　
　
　

」

三
十
三
番
左　

郭
公
遍

（
国
）　　

い
つ
の
ま
に
声　

も
し
け
み
そ
わ
く
ら
は
に
と
ひ
て
ま
た
れ
し
山
郭
公

（
大
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

葉　
　
　
　
　
　
　
　
　

時
鳥
」

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　

こ
ゑ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

時
鳥

（
彰
）　　
　
　
　
　
　

こ
ゑ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

時
鳥

（
明
）　　

い
つ
の
ま
に
こ
ゑ
も
し
け
み
そ
わ
く
ら
葉
に
と
ひ
て
ま
た
れ
し
山
時
鳥
」（
三
〇
オ
）

三
十
二
番
左　

蚊
遣
火
」（
国
）（
静
）

（
国
）　　

風　

ち
ら
す
煙　
　

の
上　

の
か
の
声　

を
は
ら
ふ
扇　
　

や
軒
は
も
る
月

（
大
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

う
へ

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
ゑ　
　
　
　
　
　
　
　
　

端

（
彰
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

う
へ　

蚊　

こ
ゑ　
　
　
　
　
　
　
　
　

端

（
明
）　　

風　

ち
ら
す
煙　
　

の
上　

の
蚊
の
声　

を
は
ら
ふ
扇　
　

や
軒
は
も
る
月

（
伊
）　　
　
　
　
　
　

け
ふ
り　
　
　
　

蚊

（
島
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

う
へ　

蚊　

こ
ゑ　
　
　
　

お
ふ
き　
　
　
　
　
　

」

（
祐
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

う
へ　

蚊　

こ
ゑ　
　
　
　

あ
ふ
き　
　
　
　
　
　

」

（
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

蚊　

こ
ゑ

（
三
）　　

か
せ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
ゑ

（
静
）

（
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
ゑ　

い
と
ふ

＊
（
内
）
は
他
本
「
は
ら
ふ
」
を
「
い
と
ふ
」
と
作
る
。
独
自
本
文
。

（
神
1
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

う
へ　

蚊　

こ
ゑ　

い
と
ふ

＊
（
神
1
）
は
（
内
）
と
同
文
。

（
続
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

う
へ　

蚊　
　
　
　
　
　
　

あ
ふ
き　
　

端

＊
（
続
）
は
（
内
）
と
は
異
な
り
、
他
本
と
同
じ
。

（
続
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

う
へ　

蚊　
　
　
　
　
　
　

あ
ふ
き　
　

端

（
続
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

う
へ　

蚊　
　
　
　
　
　
　

あ
ふ
き　
　

端　
　
　

」

（
神
2
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

う
へ　

蚊　
　
　
　
　
　
　

お
ふ
き　
　

端

右　
　
　

冬
田
霜
（
神
1
）（
彰
）

（
神
1
）
×

＊
（
神
1
）
は
「
冬
」
が
欠
落
。
単
な
る
書
き
損
じ
か
。
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明
星
大
学
研
究
紀
要
【
人
文
学
部
・
日
本
文
化
学
科
】
第
二
十
二
号　

二
〇
一
四
年

（
神
1
）　

和
か　

う
ら　
　
　
　
　
　

ひ
く

（
続
）　　

わ
か　
　
　
　
　
　
　
　
　

ひ
く　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

哉

（
続
書
）　

和
か　
　
　
　
　
　
　
　
　

ひ
く　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

哉

（
続
内
）　

和
か　
　
　
　
　
　
　
　
　

ひ
く　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

哉

（
神
2
）　

和
か　
　
　
　
　
　
　
　
　

ひ
く　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

哉

三
十
四
番
左　

氷
室
」（
島
）（
祐
）（
内
）

＊
（
内
）
は
こ
れ
が
三
三
番
、
郭
公
遍
・
千
鳥
の
前
に
入
っ
て
い
る
。

（
国
）　　

時　

し
ら
ぬ
山　

よ
り
い
つ
る
氷　

室
か
も
氷
に
な
か
は
雪
そ
な
か
る
ゝ
」

（
大
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

半

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

×　
　
　

半　
　

雪

＊
（
ノ
）
は
「
×
」
の
箇
所
「
に
歟
」
と
傍
書
。
後
筆
か
。

（
彰
）

（
明
）　　

時　

し
ら
ぬ
山　

よ
り
い
つ
る
氷　

室
か
も
氷
に
半　
　

雪
そ
な
か
る
ゝ

（
伊
）　　

と
き　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

半

（
島
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

半

（
祐
）　　
　
　
　
　
　

や
ま　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

半

（
書
）

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

出　

る

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

（
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

出　

る

（
神
1
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

半

（
続
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

出　

る
ひ
む
ろ　
　

氷

（
続
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

出　

る
ひ
む
ろ　
　

氷

（
続
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

出　

る
ひ
む
ろ　
　

路　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

（
伊
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

葉　
　
　
　
　
　
　
　
　

時
鳥

（
島
）　　
　
　
　
　
　

こ
ゑ　
　
　
　
　
　
　
　

葉　
　
　
　
　
　
　
　
　

ほ
と
ゝ
き
す

（
祐
）　　
　
　
　
　
　

こ
ゑ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ほ
と
ゝ
き
す

（
書
）　　
　
　
　
　
　

こ
ゑ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

時
鳥

（
三
）　　
　
　
　
　
　

こ
ゑ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

時
鳥

（
静
）

（
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

問　

て　
　
　
　
　

時
鳥

（
神
1
）　　
　
　
　
　

こ
ゑ　
　
　
　
　
　
　
　

葉

（
続
）

（
続
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

葉

（
続
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

葉

（
神
2
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

葉

右　

千
鳥
」（
三
）

（
国
）　　

若　

の
浦　

や
我　

も
心
の
引　

か
た
に
し
は
し
お
り
ゐ
る
友
千
鳥　

か
な

（
大
）　　

和
哥　

う
ら　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

哉

（
ノ
）　　

和
哥　
　
　
　

わ
れ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

哉

（
彰
）　　

和
哥　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

を　
　
　
　
　
　
　

哉

（
明
）　　

和
哥
の
う
ら
や
わ
れ
も
心
の
引　

か
た
に
し
は
し
お
り
ゐ
る
友
千
鳥　

哉

（
伊
）　　

和
か　
　
　
　

わ
れ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

哉

（
島
）　　

和
哥　

う
ら　

わ
れ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ち
と
り

（
祐
）　　

和
哥　

う
ら　

わ
れ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ち
と
り

（
書
）　　

和
か　

う
ら　

わ
れ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

哉

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

と
り

（
静
）　　
　
　
　

う
ら

（
内
）　　

和
か
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明
星
本
『
正
広
自
歌
合
』
の
本
文
と
校
異
（
1
）　　
　

前
田
雅
之

（
国
）　　

せ
き
入　

て
な
ひ
く
緑　
　

の
露
の
玉
月
よ
り
水
を
取　

さ
な
へ
哉

（
大
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

み
と
り　
　
　
　
　
　
　
　
　

と
る
早　

苗

（
ノ
）　　
　
　

い
れ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

と
る
早　

苗
か
な

（
彰
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

み
と
り　
　
　
　
　
　
　
　
　

と
る
早　

苗
か
な

（
明
）　　

せ
き
い
れ
て
な
ひ
く
緑　
　

の
露
の
玉
月
よ
り
水
を
と
る
早　

苗
哉

（
伊
）　　
　
　

い
れ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

と
る
早　

苗　
　

」

（
島
）　　
　
　

い
れ　
　
　
　

み
と
り　
　
　
　
　
　
　
　
　

と
る
早　

苗
か
な

（
祐
）　　
　
　

い
れ　
　
　
　

み
と
り　
　
　
　
　
　
　
　
　

と
る
早　

苗
か
な

（
書
）　　
　
　

い
れ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

と
る
早　

苗

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

と
る　
　
　

か
な

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

と
る

（
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

み
と
り　
　
　
　
　
　
　
　
　

と
る

（
神
1
）　　
　
　
　
　
　
　
　

み
と
り　
　
　
　
　
　
　
　
　

と
る
早　

苗

（
続
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

み
と
り　
　
　
　
　
　
　
　
　

と
る
早　

苗

（
続
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　

み
と
り　
　
　
　
　
　
　
　
　

と
る
早　

苗　

」

（
続
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　

み
と
り　
　
　
　
　
　
　
　
　

と
る
早　

苗

（
神
2
）　　
　
　
　
　
　
　
　

み
と
り　
　
　
　
　
　
　
　
　

と
る
早　

苗　

」

右　

歳
暮
㵎
水

（
国
）　　

年
木
き
る
を
の
ゝ
音　

し
て
梅
開　

ぬ
初　

花
い
そ
け
谷　

川
の
水

（
大
）　　
　
　
　
　
　
　
　

を
と　
　
　

さ
き

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

さ
き

（
彰
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

さ
き

（
明
）　　

年
木
き
る
を
の
ゝ
音　

し
て
梅
さ
き
ぬ
初　

花
い
そ
け
谷　

川
の
水
」（
三
〇
ウ
）

（
伊
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

さ
き

（
島
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

さ
き
」
は
つ　
　
　
　

た
に

＊
（
続
内
）
は
「
路
」
に
「
本
ノ
マ
ヽ
」
と
傍
書
。
ど
う
し
て
こ
う
書
か
れ
た
か
は
不
明
。

「
氷
」
に
重
複
を
避
け
た
か
。
但
し
、
他
本
に
な
い
独
自
本
文
。

（
神
2
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

出　

る
ひ
む
ろ　
　

氷

右　

爐
火
」（
ノ
）（
彰
）

＊
（
内
）
は
こ
れ
が
三
三
番
、
郭
公
遍
・
千
鳥
の
前
に
入
っ
て
い
る
。

（
国
）　　

人
な
ら
は
恨　
　

や
ま
し
は
ふ
す
へ
た
く
煙　
　

に
む
せ
ふ
涙　
　

落　

つ
ゝ

（
大
）　　
　
　
　
　

う
ら
み　
　
　

柴

（
ノ
）　　
　
　
　
　

う
ら
み　

真　

柴　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

泪　
　

お
ち

（
彰
）　　
　
　
　
　

う
ら
み　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

お
ち

（
明
）　　

人
な
ら
は
う
ら
み
や
真　

柴
ふ
す
へ
た
く
煙　
　

に
む
せ
ふ
涙　
　

お
ち
つ
ゝ

（
伊
）　　
　
　
　
　

う
ら
み　

真　

柴

（
島
）　　
　
　
　
　

う
ら
み　

真　

柴　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
み
た
お
ち

（
祐
）　　
　
　
　
　

う
ら
み　

真　

柴　
　
　
　
　

け
ふ
り　
　
　
　

な
み
た
お
ち

（
書
）　　
　
　
　
　

う
ら
み　
　
　

柴

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

お
ち

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

お
ち

（
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

柴　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

お
ち

（
神
1
）　　
　
　
　

う
ら
み　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
み
た

（
続
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

泪　
　

お
ち

（
続
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

泪　
　

お
ち

（
続
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

泪　
　

お
ち

（
神
2
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

泪　
　

お
ち

卅
五
番
左　

採
早
苗
（
神
1
）
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明
星
大
学
研
究
紀
要
【
人
文
学
部
・
日
本
文
化
学
科
】
第
二
十
二
号　

二
〇
一
四
年

（
神
1
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

我
か　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
な

（
続
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

名　
　
　
　

時　
　
　

鳥

（
続
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

名　
　
　
　

時　
　
　

鳥

＊
（
続
書
）
は
「
名
の
り
つ
る
」
の
「
つ
」
に
ミ
セ
ケ
チ
「
す
」
と
傍
書
。（
内
）
系
に
よ
る

校
訂
の
結
果
か
。

（
続
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

名　
　
　
　

時　
　
　

鳥　
　

」

（
神
2
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

名　
　

つ　

時　
　
　

鳥

右　

屋
上
霰
」（
国
）（
静
）（
三
）（
彰
）

（
国
）　　

き
ほ
ひ
く
る
風
に
あ
ら
れ
の
な
り
高　

し
や
か
て
な
り
や
む
閨　

の
う
ち
哉

＊
（
国
）
は
（
明
）
本
系
を
「
閨
の
上
」
を
「
閨
の
う
ち
」
と
作
る
。
最
終
形
態
か
。「
閨
の

う
ち
」
で
霰
の
音
が
鳴
り
止
む
状
態
を
い
っ
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、「
屋
上
霰
」
の
題
と
も
ふ

さ
わ
し
い
。

（
大
）　　
　
　
　
　
　
　
　

霰　
　
　
　
　

た
か　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

上

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
か　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

上

（
彰
）　　
　
　
　
　
　
　
　

霰　
　
　
　
　

た
か　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

う
へ
か
な

（
明
）　　

き
ほ
ひ
く
る
風
に
あ
ら
れ
の
な
り
た
か
し
や
か
て
な
り
や
む
閨　

の
上　

哉

（
伊
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
か　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

上

（
島
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
か　
　
　
　
　
　
　
　

ね
や
の
う
へ
か
な

（
祐
）　　
　

を　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
か　
　
　
　
　
　
　
　

ね
や
の
う
へ
か
な

＊
（
祐
）
は
（
島
）
の
「
ほ
」
を
「
を
」
と
読
ん
だ
か
。
字
形
似
る
故
。

（
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
か　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

上

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

音　

た
か

＊
（
三
）
は
「
音
」
と
す
る
。
意
味
的
に
は
「
あ
ら
れ
」
と
結
び
付
く
の
は
「
音
」
の
は
ず
。

「
あ
ら
れ
」
＋
「
音
」
の
組
合
せ
は
、
正
徹
・
正
広
と
も
に
あ
る
。「
な
り
」
は
「
鳴
り
」
だ
ろ

う
。「
音
」
に
な
っ
た
の
は
、
あ
る
種
の
心
変
わ
り
か
。（
三
）
段
階
で
「
音
」
に
し
て
み
た
が
、

（
祐
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

さ
き
」
は
つ　
　
　
　

た
に

（
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

さ
き　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

さ
き　
　
　
　
　
　
　
　
　

河

（
静
）

（
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

さ
き

（
神
1
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

さ
き　
　
　
　
　
　
　
　
　

河

（
続
）　　
　
　

こ　
　
　
　
　
　
　
　
　

さ
き

＊
（
続
）
系
は
「
木
こ
る
」
と
作
る
。
独
自
本
文
。

（
続
書
）　　
　

こ　
　
　
　
　
　
　
　
　

咲　

ぬ

（
続
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

咲　

ぬ

（
神
2
）　　
　

こ　
　
　
　
　
　
　
　
　

咲　

ぬ

三
十
六
番
左　

夕
郭
公

（
国
）　　

た
そ
か
れ
の
宿　

を
水
鶏
に
た
ゝ
か
せ
て
わ
か
な
の
り
す
る
郭　
　
　

公
哉

（
大
）　　
　
　
　
　
　

や
と　
　
　
　
　
　
　
　
　

我　

名　
　
　
　

時　
　
　

鳥　

」

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　

や
と　
　
　
　
　
　
　
　
　

我　

名　
　
　
　

時　
　
　

鳥
か
な

＊
（
ノ
）
は
「
我
名
」
で
（
大
）
と
同
一
表
記
。

（
彰
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

我　

名　
　
　
　

時　
　
　

鳥

（
明
）　　

た
そ
か
れ
の
宿　

を
水
鶏
に
た
ゝ
か
せ
て
我
か
名
の
り
す
る
時　
　
　

鳥
哉

（
伊
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

我
か
名　
　
　
　

時　
　
　

鳥

（
島
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

我
か
名　
　
　
　

ほ
と
ゝ
き
す
か
な

（
祐
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

我
か
名　
　
　
　

ほ
と
ゝ
き
す
か
な

（
書
）　　
　
　
　
　
　

や
と　
　
　
　
　
　
　
　
　

我
か
名　
　
　
　

時　
　
　

鳥
か
な

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

時　
　
　

鳥

（
静
）

（
内
）　　
　
　
　
　
　

や
と　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
な
」
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明
星
本
『
正
広
自
歌
合
』
の
本
文
と
校
異
（
1
）　　
　

前
田
雅
之

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

む

＊
（
三
）
＝
（
静
）
＝
（
国
）。

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

む

＊
（
静
）
も
「
あ
ゆ
み
」
で
（
国
）
と
同
じ
。

（
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

海
中
の
道

＊
（
内
）
は
「
月
の
あ
ゆ
み
」
で
（
国
）
と
同
じ
だ
が
、
末
句
が
「
海
中
の
道
」
に
作
っ
て
独

自
本
文
。

（
神
1
）　　
　
　
　
　
　
　
　

よ　
　
　
　
　
　

む　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

み
ち

（
続
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

よ　
　
　
　
　
　
　

波

＊
（
続
）
は
末
句
「
海
の
中
道
」
の
「
の
中
」
に
「
中
の
イ
」
と
傍
書
。
異
本
は
（
内
）
と
同

文
。

（
続
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　

よ　
　
　
　
　
　
　

波

＊
（
続
書
）
は
「
海
の
中
道
」
の
「
の
中
」
に
傍
点
、「
中
の
イ
」
と
傍
書
。（
内
）
と
同
文
。

（
続
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　

よ　
　
　
　
　
　
　

波

（
神
2
）　　
　
　
　
　
　
　
　

よ　
　
　
　
　
　
　

波

右　

江
寒
蘆
（
神
1
）

（
国
）　　

あ
し
つ
ゝ
の
う
す
き
を
霜
に
あ
ら
は
し
て
入
江
に
よ
は
き
浦　

風　

の
声

（
大
）　　

蘆　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
せ

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
ゑ

（
彰
）

（
明
）　　

蘆　

つ
ゝ
の
う
す
き
を
霜
に
あ
ら
は
し
て
入
江
に
よ
は
き
浦　

風　

の
こ
ゑ

（
伊
）　　

蘆　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

（
島
）　　

蘆　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

う
ら　
　
　

こ
ゑ

（
祐
）　　

蘆　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

う
ら　
　
　

こ
ゑ

（
書
）　　

蘆　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
ゑ

最
終
的
に
は
（
国
）
で
は
元
に
戻
し
た
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
か
。

（
静
）

＊
（
静
）
は
「
閨
の
う
ち
哉
」
の
「
ち
」
に
ミ
セ
ケ
チ
「
へ
」
と
傍
書
。（
三
）
系
本
文
で
は

な
く
（
大
）
系
に
戻
っ
た
。

（
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　

霰　
　
　
　
　

た
か　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

上

（
神
1
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

上

（
続
）　　
　
　
　
　
　
　
　

霰　
　
　
　
　

た
か　
　
　
　
　
　
　
　

ね
や　

上

（
続
書
）　　
　
　
　
　
　
　

霰　
　
　
　
　

た
か　
　
　
　
　
　
　
　

ね
や
の
上

＊
（
続
書
）
は
「
や
ね
」
に
ミ
セ
ケ
チ
「
ね
や
」
と
傍
書
。（
内
）
系
に
よ
る
校
訂
の
結
果
か
。

（
続
内
）　　
　
　
　
　
　
　

霰　
　
　
　
　

た
か　
　
　
　
　
　
　
　

ね
や　

う
へ

（
神
2
）　　
　
　
　
　
　
　

霰　
　
　
　
　

た
か　
　
　
　
　
　
　
　

ね
や　

上

三
十
七
番
左　

浦
夏
月

（
国
）　　

か
つ
ら
か
た
月
の
あ
ゆ
み
も
い
か
ゝ
せ
ん
浪
ま
に
遠　

き
海
の
中　

道

＊
（
国
）
は
、
他
本
「
あ
よ
み
」
を
「
あ
ゆ
み
」
と
作
る
。
但
し
、（
内
）
は
「
あ
ゆ
み
」
で

同
じ
。

（
大
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

よ　
　

如　

何
せ
む

＊
（
大
）
は
「
如
何
せ
む
」
の
「
せ
む
」
は
「
な
ら
」
に
傍
書
、「
遠
き
」
に
「
つ
ゝ
く
」
と

傍
書
。
揺
れ
る
本
文
を
投
影
し
た
も
の
か
。

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

よ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

（
彰
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

よ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
か
み
ち

（
明
）　　

か
つ
ら
か
た
月
の
あ
よ
み
も
い
か
ゝ
せ
ん
浪
ま
に
遠　

き
海
の
中　

み
ち

（
伊
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

よ

（
島
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

よ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

み
ち
」

（
祐
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

よ　
　
　
　
　
　

む　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

み
ち
」

（
書
）　　

桂　
　
　
　
　
　
　

よ　
　
　
　
　
　

む　
　
　

と
を
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明
星
大
学
研
究
紀
要
【
人
文
学
部
・
日
本
文
化
学
科
】
第
二
十
二
号　

二
〇
一
四
年

（
続
）　　

か
き　

あ
れ　
　
　

泪　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

貌

＊
（
続
）
は
「
か
た
ふ
き
」
に
「
あ
ら
は
し
イ
」
と
傍
書
。
異
本
は
（
内
）。

（
続
書
）　

か
き　

あ
れ　
　
　

泪　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

・

＊
（
続
書
）
は
「
か
た
ふ
き
」
に
「
あ
ら
は
し
」
を
傍
書
。
異
本
は
（
内
）
と
同
文
。

（
続
内
）　

か
き　

あ
れ　
　
　

泪　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
ほ
」

（
神
2
）　

か
き　

あ
れ　
　
　

泪　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

・

右　

枯
野
霜
」（
彰
）

（
国
）　　

朝　

日
影　

と
く
や
霜
原　

う
ち
煙　
　

こ
ぬ
春
か
す
む
野
へ
の
冬
枯
」

（
大
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

は
ら
打　

け
ふ
り　
　
　
　
　
　

の　
　
　

か
れ

（
ノ
）　　

あ
さ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

け
ふ
り

＊
（
ノ
）
は
「
ふ
く
や
」
の
「
ふ
」
に
ミ
セ
ケ
チ
「
と
」
と
傍
書
。
書
き
損
じ
に
よ
る
。

（
彰
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

は
ら　
　

け
ふ
り　
　
　
　
　
　

の　
　
　

か
れ

（
明
）　　

あ
さ
日
影　

と
く
や
霜
原　

う
ち
け
ふ
り
こ
ぬ
春
か
す
む
野
へ
の
冬
枯

（
伊
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

け
ふ
り

（
島
）　　

あ
さ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

け
ふ
り

（
祐
）　　

あ
さ　

か
け　
　
　
　
　
　
　
　

け
ふ
り

（
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

け
ふ
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

夕

＊
（
三
）
は
「
夕
枯
」
と
作
る
。
冬
を
夕
と
誤
読
し
た
の
だ
ろ
う
。

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の　
　
　
　

」

（
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

け
ふ
り

（
神
1
）

（
続
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

は
ら
打　

け
ふ
り　
　
　
　
　
　
　

辺　
　

か
れ

（
続
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

は
ら
打　

け
ふ
り　
　
　
　
　
　
　

辺　
　

か
れ

（
続
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

は
ら
打　

け
ふ
り　
　
　
　
　
　
　

辺　
　

か
れ

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

う　
　

う
ら　
　
　

こ
ゑ

＊
（
三
）
は
「
う
は
き
」
な
い
し
は
「
か
は
き
」
と
作
る
。
書
き
損
じ
だ
ろ
う
。

（
静
）

（
内
）　　

蘆　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

え　
　
　
　
　
　

か
せ

（
神
1
）　　
　
　
　
　

薄　

き

（
続
）　　

芦　

筒　
　
　
　
　
　
　
　

顕　

は

（
続
書
）　

芦　

筒　
　
　
　
　
　
　
　

顕　

は　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

（
続
内
）　

芦　

筒　
　
　
　
　
　
　
　

顕　

は　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
せ

（
神
2
）　

芦　

筒　
　
　
　
　
　
　
　

顕　

は　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

三
十
八
番
左　

垣
夕
顔

（
国
）　　

垣　

ほ
荒　

て
露
を
涙
に
か
た
ふ
き
ぬ
誰　

を
恨　
　

の
花
の
夕
顔

（
大
）　　

か
き　

あ
れ

（
ノ
）　　

か
き　

あ
れ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
ほ

（
彰
）　　
　
　
　

あ
れ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
れ　

う
ら
み　
　
　
　

か
ほ

（
明
）　　

か
き
ほ
あ
れ
て
露
を
涙
に
か
た
ふ
き
ぬ
誰　

を
う
ら
み
の
花
の
夕
か
ほ
」（
三
一
オ
）

（
伊
）　　

か
き　

あ
れ

（
島
）　　

か
き　

あ
れ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
れ　

う
ら
み　
　
　
　

か
ほ

（
祐
）　　

か
き　

あ
れ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
れ　

う
ら
み　
　
　
　

か
ほ

（
書
）　　
　
　
　

あ
れ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

う
ら
み

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

う
ら
み　
　
　
　

か
ほ

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
ほ

（
内
）　　

か
き　

あ
れ　
　
　
　
　

あ
ら
は
し
ぬ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
ほ

＊
（
内
）
は
他
本
「
か
た
ふ
き
ぬ
」
と
あ
る
の
を
「
あ
ら
は
し
ぬ
」
と
作
る
。
独
自
本
文
。

（
神
1
）　　
　
　

あ
れ　
　
　
　
　

あ
ら
は
し
ぬ　
　
　

う
ら
み

＊
（
内
）
と
同
文
「
あ
ら
は
し
ぬ
」
を
も
つ
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明
星
本
『
正
広
自
歌
合
』
の
本
文
と
校
異
（
1
）　　
　

前
田
雅
之

（
伊
）　　

に
ほ
ひ　
　
　
　

橘　
　
　
　

も
と　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

故

（
島
）　　

に
ほ
ひ　
　
　
　

橘　
　
　
　

も
と　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

故

（
祐
）　　

に
ほ
ひ　
　
　
　
　
　
　
　
　

も
と　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ふ
る
さ
と

（
書
）　　

に
ほ
ひ　
　
　
　

橘　
　
　
　

も
と

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　

橘　
　
　
　

も
と　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

里

（
静
）

（
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　

橘

（
神
1
）　

に
ほ
ひ　
　
　
　

橘　
　
　
　
　
　
　

み　
　
　
　
　

見

（
続
）　　

匂　

ひ　
　

は
な　
　

花　
　

も
と　
　
　
　
　
　
　

見　
　

故

（
続
書
）　

匂　

ひ　
　

は
な　
　

花　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

見　
　

故

（
続
内
）　

匂　

ひ　
　

は
な　
　

花　
　

も
と　
　
　
　
　
　
　

見　
　

故

（
神
2
）　

匂　

ひ　
　

は
な　
　

花　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

見　
　

故

右　

冬
梅
」（
三
）

（
国
）　　

に
ほ
ふ
な
り
く
れ
ゆ
く
年　

を
待　

か
ぬ
る
春
の
つ
か
ひ
や
梅
の
下　

風

（
大
）　　

匂　

ふ　
　

暮　

ゆ

＊
（
大
）
は
「
つ
か
ひ
」
が
「
と
か
ひ
」
と
読
め
る
。

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　
　
　

行　

年　
　
　
　
　
　
　
　
　

使　
　

や

（
彰
）　　

匂　

ふ　
　

暮　

ゆ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
せ

（
明
）　　

に
ほ
ふ
な
り
く
れ
行　

と
し
を
待　

か
ぬ
る
春
の
使　
　

や
梅
の
下　

風

（
伊
）　　
　
　
　
　
　
　
　

行　

と
し　
　
　
　
　
　
　
　

使　
　

や

（
島
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

と
し　
　
　
　
　
　
　
　

使　
　

や

（
祐
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

と
し　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

し
た
か
せ

（
書
）　　

匂　

ふ　
　

暮　

行　

年　
　
　
　
　
　
　
　
　

使　
　

や

（
三
）　　
　
　
　

也　

暮　

行　

年　
　

ま
ち　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
せ

（
静
）　　
　
　
　

也　
　
　

行　

年

（
神
2
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

は
ら
打　

け
ふ
り　
　
　
　
　
　
　

辺　
　

か
れ

三
十
九
番
左　

古
郷
橘

（
国
）

（
大
）　　
　

故

（
ノ
）

（
彰
）

（
明
）　　
　

故

（
伊
）　　
　

故

（
島
）　　
　

故　
　

」

（
祐
）　　
　

故　
　

」

（
書
）　　
　

故

（
三
）

（
静
）

（
内
）

（
神
1
）　　

故

（
続
）　　
　

故

（
続
書
）　　

故

（
続
内
）　　

故

（
神
2
）　　

故

（
国
）　　

匂　
　

く
る
花　

た
ち
は
な
の
本　

の
身
に
あ
れ
て
な
み
え
そ
古　

郷
の
月

（
大
）　　

に
ほ
ひ　
　
　
　

橘　
　
　
　

も
と　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

故　
　
　

」

（
ノ
）　　

に
ほ
ひ　
　
　
　

橘　
　
　
　

も
と

（
彰
）　　

匂　

ひ　
　
　
　
　
　
　
　
　

も
と

（
明
）　　

に
ほ
ひ
く
る
花　

橘　
　
　

の
も
と
の
身
に
あ
れ
て
な
み
え
そ
故　

郷
の
月
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明
星
大
学
研
究
紀
要
【
人
文
学
部
・
日
本
文
化
学
科
】
第
二
十
二
号　

二
〇
一
四
年

（
続
内
）　

尋　

ね
て　
　
　
　
　
　
　
　

た
ち　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に　
　
　
　

ん
」

（
神
2
）　

尋　

ね
て　
　
　
　
　
　
　
　

た
ち　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に　
　
　
　

ん
」

右　

雪
中
孤
舟
」（
彰
）

（
国
）　　

よ
り
こ
か
し
浪
の
み
あ
れ
て
浜
ひ
さ
し
雪
も
友　

待　

奥　

津
舟
人

＊
私
家
集
大
成
は
他
本
「
奥
」
を
「
興
」
と
読
む
が
、「
奥
」
だ
ろ
う
。
訓
み
は
「
お
き
」
で

あ
る
と
思
わ
れ
る
。

（
大
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ま
つ
奥

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ま
つ

（
彰
）　　

か　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ま
つ

＊
（
彰
）
は
冒
頭
の
字
が
削
れ
て
い
る
か
、「
か
」
と
は
読
め
る
が
他
本
の
よ
う
に
「
よ
」
と

は
読
め
な
い
。

（
明
）　　

よ
り
こ
か
し
浪
の
み
あ
れ
て
浜
ひ
さ
し
雪
も
友　

ま
つ
奥　

津
舟
人
」（
三
一
ウ
）

（
伊
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ま
つ
奥

（
島
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」　

と
も
ま
つ
奥

（
祐
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」　

と
も
ま
つ
お
き

（
書
）

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ま
つ

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ま
つ

（
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ま
つ
お
き

（
神
1
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

お
き
つ
船

（
続
）　　
　
　
　
　
　

波　
　
　
　
　
　

庇　
　
　
　
　
　

ま
つ
沖

（
続
書
）　　
　
　
　
　

波　
　
　
　
　
　

庇　
　
　
　
　
　

ま
つ
沖

（
続
内
）　　
　
　
　
　

波　
　
　
　
　
　

庇　
　
　
　
　
　

ま
つ
沖

＊
（
続
内
）
は
「
よ
り
」
に
「
本
ノ
マ
ゝ
」
と
傍
書
。
傍
書
は
書
写
者
に
よ
る
か
。

（
神
2
）　　
　
　
　
　

波　
　
　
　
　
　

庇　
　
　
　
　
　

ま
つ
沖

（
内
）　　
　
　
　
　
　

暮　

行　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

使　
　
　
　
　

し
た
か
せ

（
神
1
）　

匂　

×
な
り
暮　

行　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

使　
　
　
　
　

し
た

（
続
）　　

匂　

ふ　
　

暮　

行　

年　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
せ

（
続
書
）　

匂　

ふ　
　

暮　

行　

年　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
せ

（
続
内
）　

匂　

ふ　
　

暮　

行　

年　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
せ

（
神
2
）　

匂　

ふ　
　

暮　

行　

年　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
せ

四
十
番　

左　

余
花
何
方
」（
神
1
）（
ノ
）

（
国
）　　

尋　
　

て
も
お
ら
は
や
花　

を
立　

か
へ
て
う
す
き
袂　
　

は
身
こ
そ
匂　

は
む

＊
（
国
）
は
、
他
本
「
身
に
そ
」
を
「
身
こ
そ
」
と
作
る
。
最
終
形
態
か
。
そ
れ
と
も
誤
写
か
。

一
応
、
前
者
で
考
え
た
い
。

（
大
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
ち　
　
　

薄　
　
　
　
　
　
　

に　
　
　
　

ん

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
ち　
　
　

薄　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
ほ　

ん

（
彰
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
ち　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ん

（
明
）　　

尋　
　

て
も
お
ら
は
や
花　

を
た
ち
か
へ
て
薄　

き
袂　
　

は
身
に
そ
に
ほ
は
ん

（
伊
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
ち　
　
　

薄　
　
　
　
　
　
　

に　

に
ほ　
　

」

（
島
）　　

た
つ
ね
て　
　
　
　
　

は
な　

た
ち　
　
　
　
　
　

た
も
と　
　

に　

に
ほ　

ん

（
祐
）　　

た
つ
ね
て　
　
　
　
　

は
な　

た
ち　
　
　
　
　
　

た
も
と　
　

に　

に
ほ

（
書
）　　

尋　
　

て　
　
　
　
　
　
　
　

た
ち　
　
　

薄　

き　
　
　
　
　
　
　

に
ほ　

ん

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
ち　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ん

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
ち　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に　
　
　
　

ん

＊
（
静
）
は
（
国
）
と
異
な
り
、「
身
に
そ
」
と
す
る
。

（
内
）　　
　
　
　
　
　
　

折　

は　
　
　

た
ち　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に　
　
　
　

ん

（
神
1
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
も
と　
　

に　
　
　
　

ん

（
続
）　　

尋　

ね
て　
　
　
　
　
　
　
　

た
ち　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に　
　
　
　

ん

（
続
書
）　

尋　

ね
て　
　
　
　
　
　
　
　

た
ち　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に　
　
　
　

ん
」
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明
星
本
『
正
広
自
歌
合
』
の
本
文
と
校
異
（
1
）　　
　

前
田
雅
之

＊
（
国
）
の
み
他
本
は
「
へ
た
つ
る
」
と
す
る
の
に
、「
つ
た
へ
る
」
と
作
る
。
推
敲
の
結
果
、

最
終
形
態
か
。
そ
れ
と
も
誤
写
か
。
意
味
が
通
ら
な
い
の
で
、
後
者
く
さ
い
か
。

（
大
）　　
　
　
　
　
　
　

へ
た
つ
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
る
覧

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　
　

へ
た
つ
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

焼　

煙　
　

な
る

（
彰
）　　
　
　
　

を
の
へ
へ
た
つ
る　
　
　
　
　
　
　
　

す
み　
　
　
　
　

な
る

（
明
）　　

山
姫
の
尾　

上
へ
た
つ
る
む
か
ひ
火
や
と
も
に
す
み
や
く
煙　
　

な
る
ら
ん

（
伊
）　　
　
　
　
　
　
　

へ
た
つ
る　
　
　
　
　
　
　
　

す
み　
　
　
　
　
　
　
　

む

（
島
）　　
　
　
　
　
　
　

へ
た
つ
る　
　
　
　
　
　
　
　

す
み　
　
　
　
　

な
る

（
祐
）　　
　
　
　

お
の
へ
へ
た
つ
る　
　
　
　
　
　
　
　

す
み　

×
け
ふ
り
な
る

＊
（
祐
）
は
「
や
く
」
の
「
く
」
が
脱
字
。「
煙
」
を
「
け
ふ
り
」
と
書
こ
う
と
し
た
た
め
か
。

（
書
）　　
　
　
　
　
　
　

へ
た
つ
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
る　

む
」

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　

へ
た
つ
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
る

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　

へ
た
つ
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
る

＊
（
静
）
は
「
尾
上
へ
た
つ
る
」
と
し
て
（
明
）
系
と
同
じ
。（
国
）
と
異
な
る
。

（
内
）　　
　
　
　

お
の
へ
へ
た
つ
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

焼
く
け
ふ
り
な
る

（
神
1
）　　
　
　
　
　
　

へ
た
つ
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
る　

む

（
続
）　　
　
　
　
　
　
　

へ
た
つ
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

焼　

煙　
　

な
る

（
続
書
）　　
　
　
　
　
　

へ
た
つ
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

焼　

煙　
　

な
る

（
続
内
）　　
　
　
　
　
　

へ
た
つ
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

焼　

け
む
り
な
る

（
神
2
）　　
　
　
　
　
　

へ
た
つ
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

焼　

煙　
　

な
る

＊
（
神
2
）
は
「
炭
竈
」
の
「
竈
」
に
ミ
セ
ケ
チ
「
焼
」
と
傍
書
。
題
に
影
響
さ
れ
た
書
き
損

じ
か
。

四
十
二
番
左　

盧
橘

（
国
）　　

契　
　

あ
れ
や
花　

た
ち
花　

に
花　

と
実
の
共　

に
匂　

へ
る
池　

の
蓮
は

＊
私
家
集
大
成
は
他
本
「
実
」
を
「
雲
」
と
読
む
が
、「
実
」
で
よ
い
と
思
わ
れ
る
。

四
十
一
番
左　

山
照
射
」（
国
）（
静
）

（
国
）　　

哀　
　

と
も
よ
し
や
見
さ
ら
ん
と
も
し
け
ち
山
の
か
せ
き
の
身
を
か
へ
て
こ
そ

（
大
）　　

あ
は
れ　
　
　
　
　

み

（
ノ
）　　

あ
は
れ　
　
　
　
　
　
　
　

む

（
彰
）　　

あ
は
れ

（
明
）　　

あ
は
れ
と
も
よ
し
や
見
さ
ら
む
と
も
し
け
ち
山
の
か
せ
き
の
身
を
か
へ
て
こ
そ

（
伊
）　　

あ
は
れ　
　
　
　
　
　
　
　

む

（
島
）　　

あ
は
れ　
　
　
　
　
　
　
　

む

（
祐
）　　

あ
は
れ　
　
　
　
　
　
　
　

む

（
書
）　　

あ
は
れ

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

む

（
静
）　　

あ
は
れ　
　
　
　
　
　
　
　

む

＊
（
静
）
は
「
よ
し
」
の
間
に
小
字
で
「
ろ
」
と
よ
め
る
。
但
し
、
こ
れ
を
入
れ
る
と
字
余
り

に
な
る
。

（
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

む
照　

射　
　
　
　
　
　
　
　

み

（
神
1
）　

あ
は
れ　
　
　
　
　
　
　
　

む

（
続
）　　
　
　
　

共

（
続
書
）　

あ
は
れ

（
続
内
）　

あ
は
れ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

く

＊
（
続
内
）
は
他
本
「
と
も
し
け
ち
」
を
「
と
も
し
け
く
」
な
い
し
は
「
と
も
し
け
て
」
に
作

る
。
書
き
損
じ
か
。

（
神
2
）　

あ
は
れ

右　

遠
近
炭
竈

（
国
）　　

山
姫
の
尾　

上
つ
た
へ
る
む
か
ひ
火
や
と
も
に
炭　

や
く
煙　
　

成　

ら
ん
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（
国
）

（
大
）

（
ノ
）

（
彰
）

（
明
）

（
島
）

（
祐
）

（
書
）

（
三
）　　

早
梅

（
静
）　　

竹
霜

＊
（
静
）
は
早
梅
を
竹
霜
の
下
に
記
し
、「
早
」
字
に
点
を
打
っ
て
い
る
。
ま
た
、「
早
」
の
右

に
「
て
れ
は
う
し
」
と
傍
書
。
そ
し
て
、「
れ
」
に
点
。

（
内
）　　

早
梅

＊
（
内
）
は
題
が
「
早
梅
」
と
な
っ
て
い
る
。

（
神
1
）　

早
梅

（
続
）　　

早
梅

＊
（
続
）
は
（
内
）
と
同
じ
。

（
続
書
）　

早
梅

（
続
内
）　

早
梅

（
神
2
）　

早
梅

（
国
）　　

老
か
身
の
か
し
ら
の
霜
の
そ
れ
な
ら
て
わ
か
世
か
た
ふ
く
庭
の
村　

竹

（
大
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

其

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

（
彰
）

（
明
）　　

老
か
身
の
か
し
ら
の
霜
の
そ
れ
な
ら
て
わ
か
世
か
た
ふ
く
庭
の
村　

竹

（
大
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
花　

と
実　

と
も　

　ゝ
　
　
　
　
　
　
　

」

＊
（
大
）
は
「
た
ち
」
と
「
花
」
の
間
に
「
に
」
を
傍
書
し
て
い
る
。
場
所
を
間
違
っ
た
か
。

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

橘　
　
　
　
　
　
　
　
　

と
も　

に
ほ　
　
　
　
　
　

葉

（
彰
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

は
な　
　
　
　

み　

と
も　
　
　
　
　
　
　
　
　

葉

（
明
）　　

契　
　

あ
れ
や
花　

橘　
　
　

に
花　

と
実
の
と
も
に
に
ほ
へ
る
池　

の
蓮
は

（
伊
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

橘　
　
　
　
　
　
　

実　

と
も　

に
ほ

（
島
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

橘　
　
　
　
　
　
　

実　

と
も　

に
ほ　
　

い
け　
　
　

」

（
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

橘　
　
　
　
　
　
　
　
　

と
も　

に
ほ　
　
　
　
　
　

葉

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

は
な　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

×　

葉

＊
（
三
）
は
「
池
蓮
葉
」
と
あ
り
、「
の
」
が
省
略
な
い
し
は
脱
字
。

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

は
な　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

葉

（
祐
）　　

ち
き
り　
　
　

は
な　
　
　
　
　

は
な　

実
と
と
も　

に
ほ　
　

い
け　
　
　

」

＊
（
祐
）
は
（
島
）
の
「
花
と
実
の
」
を
「
花
と
実
と
」
と
作
る
。
目
移
り
か
。

（
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

橘　
　
　
　
　
　
　

実　

と
も　

に
ほ

（
神
1
）　　
　
　
　
　
　
　
　

橘　
　
　
　
　
　
　
　
　

と
も　

に
ほ　
　
　
　
　
　

葉

（
続
）　　

契　

り　
　
　
　
　
　
　

は
な
の　
　
　

み　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

葉

＊
（
続
）
は
「
花
た
ち
花
の
」
と
い
う
独
自
本
文
。
他
本
は
「
花
た
ち
花
に
」
と
作
る
。

（
続
書
）　

契　

り　
　
　
　
　
　
　

は
な
の　
　
　

み　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

葉

＊
（
続
書
）
は
「
花
と
の
み
共
」
に
ミ
セ
ケ
チ
「
花
と
み
の
共
」
と
傍
書
。
分
か
り
や
す
く
し

た
た
め
か
。

（
続
内
）　

契　

り　
　
　
　
　
　
　

は
な
の　
　

を
み　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

葉
」

＊
（
続
内
）
は
他
本
「
花
と
実
と
」
を
「
花
を
み
」
と
作
る
。
書
き
損
じ
か
。

（
神
2
）　

契　

り　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
花　

と
の
み
共　

に　
　
　
　
　
　
　
　

葉

＊
（
神
2
）
は
（
続
書
）
と
も
と
も
と
同
文
。

右　
　
　

竹
霜
」（
神
1
）（
三
）（
彰
）
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と
校
異
（
1
）　　
　

前
田
雅
之

（
大
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
ゝ
ろ

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

は　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ま

＊
（
ノ
）
は
他
本
「
袖
を
そ
」
を
「
袖
を
は
」、
他
本
「
心
を
く
と
て
」
を
「
心
を
く
ま
て
」

と
す
る
。
独
自
本
文
と
い
う
よ
り
も
、
誤
読
か
。
連
想
に
よ
る
書
き
損
じ
か
。

（
彰
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

つ
か
ひ

＊
（
彰
）
は
「
つ
か
ひ
や
」
の
「
や
」
に
ミ
セ
ケ
チ
「
に
」
と
傍
書
。
同
筆
・
別
筆
不
明
。
別

筆
か
。

（
明
）　　

ぬ
き
か
く
る
袖　

を
そ
な
を
す
秋
の
く
る
風
の
つ
か
ひ
に
心　
　

を
く
と
て
」

 

（
三
二
オ
）

（
伊
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

つ
か
ひ

（
島
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

つ
か
ひ　

こ
ゝ
ろ

（
祐
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

つ
か
ひ　

こ
ゝ
ろ

（
書
）

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

置　

と

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

（
内
）　　
　
　
　

へ　

む
ね

＊
（
内
）
は
他
本
「
か
く
る
袖
」
と
す
る
に
、「
か
へ
る
む
ね
」
と
作
る
。
理
由
は
不
明
。

（
神
1
）

（
続
）　　
　
　
　

へ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

つ
か
ひ

＊
（
続
）
は
「
か
へ
る
」
と
（
内
）
と
同
じ
だ
が
、
他
本
同
様
繫
が
れ
る
の
は
「
袖
」

（
続
書
）

（
続
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

つ
か
ひ

（
神
2
）

右　
　
　

山
路
雪
」（
内
）

（
国
）

＊
（
明
）
で
一
気
に
題
ご
と
変
え
る
。

（
伊
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

（
島
）

（
祐
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

む
ら

（
書
）

（
三
）　　

年
の
う
ち
に
春
も
や
こ
え
て
こ
も
り
く
の
初
瀬
の
ひ
は
ら
梅
か
ゝ
そ
す
る

＊
（
三
）
＝
（
神
1
）
＝
（
内
）
＝
（
続
）
系
、
そ
し
て
、（
静
）
に
も
こ
の
本
文
が
投
影
す

る
。（
三
）
で
元
に
戻
し
た
か
。
だ
が
、（
国
）
で
ま
た
反
転
し
た
。

（
静
）　　

老
か
身
の

＊
（
静
）
は
「
老
か
身
の
か
し
」
に
線
を
引
き
、
上
に
合
点
マ
ー
ク
を
つ
け
、
ミ
セ
ケ
チ

　

さ
ら
に
、
題
の
「
早
梅
」
の
下
に
「
年
の
う
ち
に
春
も
や
こ
え
て
こ
も
り
く
の
は
つ
せ
の
ひ

は
ら
梅
か
ゝ
そ
す
る
」
を
記
し
、
こ
こ
に
も
点
を
打
っ
て
い
る
。
な
お
、「
こ
も
り
く
」
の

「
く
」
に
「
へ
歟
」
と
傍
書
。

（
静
）
は
何
ら
か
の
形
で
（
内
）・（
続
）
系
の
本
を
見
た
か
。
点
は
墨
滅
の
意
味
だ
ろ
う
か
ら
、

最
終
的
に
は
、
元
の
本
文
を
と
っ
た
か
。

（
内
）　　

年
の
内　

に
春
も
や
こ
え
て
こ
も
り
く
の
初
瀬
の
ひ
は
ら
梅
か
ゝ
そ
す
る

＊
こ
の
歌
は
国
歌
大
観
・
私
家
集
大
成
に
な
い
。
独
自
本
文
。

（
神
1
）　

年
の
う
ち
に
春
も
や
こ
え
て
こ
も
り
く
の
泊
瀬
の
檜　

原
梅
か
ゝ
そ
す
る

（
続
）　　

年
の
内　

に
春
も
や
こ
え
て
こ
も
り
く
の
初
瀬
の
檜　

原
梅
か
ゝ
そ
す
る

（
続
書
）　

年
の
内　

に
春
も
や
こ
え
て
こ
も
り
く
の
初
瀬
の
檜　

原
梅
か
ゝ
そ
す
る
」

（
続
内
）　

年
の
内　

に
春
も
や
こ
え
て
こ
も
り
く
の
初
瀬
の
檜　

原
梅
か
ゝ
そ
す
る

（
神
2
）　

年
の
内　

に
春
も
や
こ
え
て
こ
も
り
く
の
初
瀬
の
檜　

原
梅
か
ゝ
そ
す
る
」

＊
（
続
）
系
・（
内
）・（
神
1
）
は
「
年
の
内
」
詠
、
題
も
「
早
梅
」。

四
十
三
番
左　

納
涼
」（
内
）

（
国
）　　

ぬ
き
か
く
る
袖　

を
そ
な
を
す
秋
の
く
る
風
の
使　
　

に
心　
　

を
く
と
て
」
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（
ノ
）　　
　
　
　
　
　
　

あ
れ
ゆ
く　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

守　

み

＊
（
ノ
）
は
や
は
り
（
明
）
系
も
み
て
い
る
の
だ
ろ
う
。「
あ
れ
ゆ
く
」
か
ら
。

（
彰
）　　
　
　
　
　
　
　

あ
れ
行　
　
　
　
　
　

た
れ

（
明
）　　

板
ひ
さ
し
雪
の
あ
れ
ゆ
く
関　

す
へ
て
た
れ
か
又　

も
る
み
の
ゝ
中　

山

（
伊
）　　
　
　
　
　
　
　

あ
れ
ゆ
く　
　
　
　
　

た
れ

（
島
）　　
　
　
　
　
　
　

あ
れ
ゆ
く　
　
　
　
　

た
れ

（
祐
）　　
　
　
　
　
　
　

あ
れ
ゆ
く
せ
き　
　
　

た
れ

（
書
）　　
　
　
　
　
　
　

あ
れ
ゆ
く　
　
　
　
　

た
れ　
　
　

守　

み

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
れ

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
れ

（
内
）　　
　
　
　
　
　
　

あ
れ
行

（
神
1
）　　
　
　
　
　
　

あ
れ
行　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

守　

み　
　
　
　

や
ま

（
続
）　　
　
　
　
　
　
　

あ
れ
ゆ
く　
　
　
　
　

た
れ　

ま
た　
　
　
　
　
　
　

や
ま

（
続
書
）　　
　
　
　
　
　

あ
れ
ゆ
く　
　
　
　
　

た
れ　

ま
た　
　
　
　
　
　
　

や
ま

（
続
内
）　　
　
　
　
　
　

あ
れ
ゆ
く　
　
　
　
　

た
れ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

や
ま

（
神
2
）　　
　
　
　
　
　

あ
れ
ゆ
く　
　
　
　
　

た
れ　

ま
た　
　
　
　
　
　
　

や
ま

四
十
四
番
左　

更
衣
」（
島
）（
祐
）

（
国
）　　

立　

か
ふ
る
袖
は
あ
れ
と
も
う
ら
も
な
き
心　
　

と
見
る
そ
人
に
稀　

な
る

（
大
）　　

た
ち　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

み　
　
　
　

ま
れ

（
ノ
）　　

た
ち　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

み　
　
　
　

ま
れ

＊
（
ノ
）
は
「
う
ら
も
な
く
」
の
「
く
」
に
ミ
セ
ケ
チ
「
き
」
と
傍
書
。
書
き
損
じ
に
よ
る
か
。

（
彰
）　　

た
ち　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ま
れ

（
明
）　　

た
ち
か
ふ
る
袖
は
あ
れ
と
も
う
ら
も
な
き
心　
　

と
み
る
そ
人
に
ま
れ
な
る

（
伊
）　　

た
ち　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

み　
　
　
　

ま
れ
成

（
島
）　　

た
ち　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
ゝ
ろ　
　
　
　
　
　

ま
れ

＊
（
国
）
の
「
山
路
雪
」
は
最
終
形
態
と
見
て
よ
い
だ
ろ
う
。

（
大
）　

×
路
雪

＊
（
大
）
に
は
「
山
」
が
な
い
。

（
ノ
）

＊
（
ノ
）
は
（
大
）
系
だ
が
、（
ノ
）
は
（
大
）
系
以
外
の
（
明
）
系
も
参
照
し
た
か
。
そ
れ

と
も
、（
ノ
）
の
見
た
（
大
）
系
に
は
「
山
路
雪
」
と
な
っ
て
い
た
か
。

（
彰
）

＊
（
彰
）
は
（
ノ
）
に
近
い
か
。

（
明
）

（
伊
）

（
島
）

（
祐
）

（
書
）

（
三
）

（
静
）

（
内
）

（
神
1
）

（
続
）

（
続
書
）

（
続
内
）

（
神
2
）

（
国
）　　

板
ひ
さ
し
雪
の
荒　

行　

関　

す
へ
て
誰　

か
又　

も
る
み
の
ゝ
中　

山

（
大
）　　
　
　
　
　
　
　

明　

行　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
か

＊
（
大
）
は
他
本
「
荒
行
（
あ
れ
ゆ
く
）」
が
「
明
行
（
あ
け
ゆ
く
）」
と
な
っ
て
い
る
。
連
想

に
よ
る
書
き
損
じ
か
。
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明
星
本
『
正
広
自
歌
合
』
の
本
文
と
校
異
（
1
）　　
　

前
田
雅
之

（
伊
）　　
　
　
　

吹　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
こ　
　
　

か
な

（
島
）　　

あ
ら
し
吹　
　
　
　
　
　
　

み
ね　
　
　
　
　
　

し
く
れ　

の
こ

（
祐
）　　

あ
ら
し
吹　
　
　
　
　
　
　

み
ね　

ま
つ　
　
　

し
く
れ　

の
こ　

こ
ゑ

（
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　

稲　

葉　

峯　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
こ　

こ
ゑ　

」

（
三
）　　
　
　
　

吹　

雲　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

し
く
れ　
　
　
　

こ
ゑ
か
な

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

し
く
れ

（
内
）　　

あ
ら
し
吹　
　
　
　
　
　
　

峯　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
こ

（
神
1
）　　
　
　

吹　

雲　
　
　
　
　

み
ね　
　
　
　
　
　

し
く
れ　

の
こ　
　
　

か
な

（
続
）　　
　
　
　

吹　

雲　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
な

（
続
書
）　　
　
　

吹　

雲　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
な

（
続
内
）　　
　
　

吹　

雲　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
な

（
神
2
）　　
　
　

吹　

雲　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
な

四
十
五
番
左　

夏
月
」（
大
）（
神
1
）

（
国
）

（
大
）

（
ノ
）

（
彰
）

（
明
）

（
伊
）

（
島
）

（
祐
）

（
書
）

（
三
）

（
静
）

（
内
）　　

浦
夏
月

（
祐
）　　

た
ち　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
ゝ
ろ　
　
　
　
　
　

ま
れ

（
書
）　　

た
ち　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ま
れ

（
三
）　　

た
ち　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

み

（
静
）　　

た
ち

（
内
）　　

た
ち　
　
　

衣　
　
　
　

×　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ま
さ
れ
る

＊
（
内
）
は
他
本
「
袖
は
あ
れ
ど
も
」
を
「
衣
は
あ
れ
と
」、「
人
に
ま
れ
な
る
」
を
「
人
に
ま

さ
れ
る
」
と
作
る
。
独
自
本
文
。

（
神
1
）　

た
ち　
　
　

衣　
　
　
　

×　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ま
れ

＊
（
神
1
）
は
「
衣
は
あ
れ
と
」
が
（
内
）
と
同
文
。

（
続
）　　

た
ち　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

み

＊
（
続
）
は
「
袖
」
に
「
イ
衣
」、「
あ
れ
と
も
」
の
「
も
」
に
「
イ
无
」、「
ま
れ
な
る
」
に

「
ま
さ
れ
る
イ
」
と
傍
書
。
異
本
は
す
べ
て
（
内
）
と
同
じ
。

（
続
書
）　

た
ち　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

み　
　
　
　

ま
れ

＊
（
続
書
）
は
「
袖
」
に
「
衣
」、「
あ
れ
と
も
」
の
「
も
」
に
「
イ
ニ
无
」
と
傍
書
。（
内
）

系
と
同
文
。
但
し
、「
ま
れ
な
る
」
に
傍
書
な
し
。

（
続
内
）　

た
ち　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ま
れ　
　

」

（
神
2
）　

た
ち　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

み　
　
　
　

ま
れ

右　
　
　

嶺
時
雨
」（
彰
）

（
ノ
）　　

峯

（
国
）　　

嵐　
　

ふ
く
雲
は
い
な
は
の
嶺　

の
松　

さ
て
も
時　

雨
を
残　

す
声　

哉

（
大
）　　
　
　
　

吹　
　
　
　
　
　
　

峯　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
こ　

こ
ゑ

（
ノ
）　　

あ
ら
し
吹　

雲　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
こ　
　
　

か
な

（
彰
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
こ　

こ
ゑ
か
な

（
明
）　　

嵐　
　

吹　

雲
は
い
な
は
の
嶺　

の
松　

さ
て
も
時　

雨
を
の
こ
す
声　

哉
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明
星
大
学
研
究
紀
要
【
人
文
学
部
・
日
本
文
化
学
科
】
第
二
十
二
号　

二
〇
一
四
年

（
神
1
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

し
ほ　
　
　
　
　
　
　
　

短　

か

（
続
）　　

澳　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

し
ほ　

か
け　
　
　
　

て

＊
（
続
）
は
「
さ
す
し
ほ
に
」
の
「
に
」
に
「
の
イ
」、「
を
く
れ
て
」
の
「
て
」
に
「
ぬ
イ
」

と
傍
書
。
異
本
は
（
内
）
と
同
じ
。

（
続
書
）　

澳　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

し
ほ　
　
　
　
　
　
　

て　
　
　
　
　
　

」

＊
（
続
書
）
は
「
し
ほ
に
」
の
「
に
」
に
「
の
」、「
を
く
れ
て
」
の
「
て
」
に
「
ぬ
」
と
傍
書
。

（
続
内
）　

澳　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

し
ほ　

か
け　
　
　
　

て

（
神
2
）　

澳　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

し
ほ　

か
け　
　
　
　

て　
　
　
　
　
　

」

＊
（
神
2
）「
を
く
れ
て
」
と
作
る
。（
続
）
系
の
原
形
か
。

右　
　
　

河
冬
月
」（
国
）（
静
）（
ノ
）（
三
）

（
国
）　　

河
冬
月

＊
私
家
集
大
成
は
「
何
冬
月
」
と
読
む
が
、「
河
冬
月
」
で
よ
い
だ
ろ
う
。

（
国
）　　

影　

う
か
ふ
雪
に
氷
も
ふ
し
川
に
な
か
れ
て
あ
ま
る
冬
の
夜
の
月

（
国
）

＊
（
国
）
だ
け
「
雪
に
」
と
す
る
（
他
本
は
「
雪
も
」）。「
雪
も
氷
も
」
と
い
う
繰
り
返
し
を

避
け
た
か
。
最
終
形
態
か
。

（
大
）　　
　
　
　
　
　
　

も　
　
　
　

河

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　
　

も　
　

富
士

（
彰
）　　
　
　
　
　
　
　

も　
　

富
士
河　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

よ

（
明
）　　

影　

う
か
ふ
雪
も
氷
も
富
士
川
に
な
か
れ
て
あ
ま
る
冬
の
夜
の
月
」（
三
二
ウ
）

（
伊
）　　
　
　
　
　
　
　

も　
　

富
士

（
島
）　　

か
け　
　
　
　

も　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

（
祐
）　　
　
　
　
　
　
　

も　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

（
書
）

＊
（
内
）
は
「
浦
夏
月
」
と
す
る
。

（
神
1
）　

浦
夏
月

（
続
）　　

浦
夏
月

＊
（
続
）
は
（
内
）
に
よ
る
。

（
続
書
）　

浦
夏
月

＊
（
続
書
）
の
「
浦
」
は
後
で
つ
け
た
傍
書
。（
内
）
に
よ
る
校
訂
。

（
続
内
）　　

夏
月

（
神
2
）　　

夏
月

（
国
）　　

沖　

津
浪
う
ら
風　

は
や
く
さ
す
塩　

に
影　

も
を
く
れ
ぬ
短　
　

夜
の
月

＊
（
国
）
は
他
本
「
奥
」
を
「
沖
」
と
作
る
。

（
大
）　　

奥　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

み
し
か
よ

（
ノ
）　　

奥　
　
　
　
　
　
　
　
　

み　
　

汐　
　

か
け

＊
（
ノ
）
は
「
は
や
み
」
と
作
る
。
連
想
に
よ
る
誤
記
か
。

（
彰
）　　

奥　
　

波　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

み
し
か

（
明
）　　

奥　

津
浪
う
ら
風　

は
や
く
さ
す
し
ほ
に
影　

も
お
く
れ
ぬ
短　
　

夜
の
月

＊
（
明
）
は
「
風
」
に
ミ
セ
ケ
チ
「
浪
」
と
傍
書
。

（
伊
）　　

奥　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

（
島
）　　

奥　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

し
ほ　

か
け　
　
　
　
　

み
し
か

（
祐
）　　

奥　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

し
ほ　

か
け　
　
　
　
　

み
し
か

（
書
）　　

奥

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　

か
せ

（
静
）　　
　
　

つ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

も

＊
（
静
）
は
「
さ
す
塩
も
」
の
「
も
」
に
ミ
セ
ケ
チ
「
に
」。
但
し
別
筆
か
。

（
内
）　　

お
き
つ
波
浦　

か
せ　
　
　
　
　

塩　

の
か
け　
　
　
　
　
　
　
　

よ

＊
（
内
）
は
他
本
「
さ
す
塩
に
」
を
「
さ
す
塩
の
」
と
作
る
。
独
自
本
文
。
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明
星
本
『
正
広
自
歌
合
』
の
本
文
と
校
異
（
1
）　　
　

前
田
雅
之

＊
（
三
）
＝
（
静
）
＝
（
国
）。

（
静
）

（
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

時　
　

み　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

＊
（
内
）
は
「
い
つ
れ
の
時
」（
他
本
「
い
つ
れ
の
年
」）
と
作
る
。

（
神
1
）　

棹　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

み

（
続
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

と
し　
　
　
　
　
　
　
　

あ

＊
（
続
）
は
「
と
し
」
の
「
し
」
に
「
き
イ
」
と
傍
書
。
こ
れ
は
、（
内
）
と
同
じ
。

（
続
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　

と
し　
　
　
　
　
　
　
　

あ

＊
（
続
書
）
は
「
と
し
」
の
「
し
」
に
「
き
」
と
傍
書
。（
内
）
と
同
文
。（
続
書
）
も
「
名
に

あ
ふ
」。

（
続
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　

と
し　
　
　
　
　
　
　
　

あ　
　
　
　
　
　
　
　

」

（
神
2
）　　
　
　
　
　
　
　
　

と
し　
　
　
　
　
　
　
　

あ

＊
（
続
）
系
は
「
名
に
あ
ふ
」。

右　

河
薄
氷
」（
彰
）

（
国
）　　

う
つ
蟬　

の
ひ
と
へ
の
衣　

を
浪
の
あ
や
氷　
　

て
の
こ
す
中
河
の
水

（
大
）　　
　
　

せ
み　

一　

重　

き
ぬ

（
ノ
）　　
　
　

せ
み　

一　

重　

き
ぬ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

川

（
彰
）　　
　
　

せ
み　

一　

重　

き
ぬ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

川

＊
（
彰
）
は
「
の
こ
る
」
の
「
る
」
に
ミ
セ
ケ
チ
「
す
」
と
傍
書
。
同
筆
別
筆
か
は
不
明
。

（
明
）　　

う
つ
せ
み
の
一　

重
の
き
ぬ
を
浪
の
あ
や
氷　
　

て
の
こ
す
中
川
の
水

（
伊
）　　
　
　

せ
み　

一　

重　

き
ぬ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

川

（
島
）　　
　
　

せ
み　

一　

重　

き
ぬ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

川

（
祐
）　　
　
　

せ
み　

一　

重　

き
ぬ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

川

（
書
）　　
　
　

せ
み　

一　

重　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

川

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

残　

す

（
三
）　　

か
け　
　
　
　

も　
　
　
　

河

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

よ

（
内
）　　
　
　
　
　
　
　

も　
　

富
士　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

よ

（
神
1
）　　
　
　
　
　
　

も　
　

富
士

（
続
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

よ

（
続
書
）　　
　
　
　
　
　

も　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

よ

（
続
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

よ

（
神
2
）　　
　
　
　
　
　

も　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

よ

四
十
六
番
左　

河
五
月
雨

（
国
）　　

さ
ほ
川
や
い
つ
れ
の
年　

の
水
か
さ
よ
り
名
に
お
ふ
山
そ
五
月
雨
の
比

＊
（
国
）
だ
け
「
名
に
お
ふ
」
と
す
る
（
他
本
は
「
名
に
ほ
ふ
」）。
仮
名
遣
い
に
よ
っ
た
最
終

調
整
か
。

（
大
）　　
　
　

河　
　
　
　
　
　
　
　

み

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

み　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
ろ

（
彰
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

み

（
明
）　　

さ
ほ
川
や
い
つ
れ
の
年　

の
み
か
さ
よ
り
名
に
ほ
ふ
山
そ
五
月
雨
の
比

（
伊
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

み　
　
　
　
　
　

ほ

（
島
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

と
し　

み　
　
　
　
　
　

ほ　
　
　
　
　

×
こ
ろ

＊
（
島
）
は
五
月
雨
の
後
「
の
」
を
省
略
し
て
い
る
。（
明
）
系
が
み
な
「
ほ
ふ
」
と
す
る
の

は
、（
明
）
が
間
違
っ
て
そ
れ
を
そ
の
ま
ま
継
承
し
た
結
果
だ
ろ
う
。

（
祐
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

と
し　

み　

き　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

×
こ
ろ

＊
（
祐
）
は
（
島
）
を
写
し
た
が
、「
み
か
さ
」
を
「
み
か
き
」
と
写
し
、「
ほ
ふ
」
を
正
し
く

「
お
ふ
」
と
変
え
て
い
る
。

（
書
）　　

棹

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
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明
星
大
学
研
究
紀
要
【
人
文
学
部
・
日
本
文
化
学
科
】
第
二
十
二
号　

二
〇
一
四
年

（
続
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

打　

出　

す
波　

の
散　

蛍　
　

か
な

（
続
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

打　

出　

す
波　

の
散　

蛍　
　

か
な

（
続
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

打　

出　

す
波　

の　
　
　
　
　

か
な

（
神
2
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

打　

出　

す
波　

の
散　

蛍　
　

か
な

＊
（
内
）・（
神
1
）・（
続
）
系
は
「
浪
の
」
と
す
る
。（
大
）（
明
）（
国
）
系
は
「
浪
に
」。

右　

暮
山
雪
（
神
1
）

（
国
）　　

い
こ
ま
山
は
れ
ゆ
く
雪
の
上　

こ
え
て
夕
暮　

た
と
る
嶺
の
う
き
雲
」

＊
私
家
集
大
成
は
「
こ
し
て
」
と
読
む
が
、
他
本
同
様
に
「
こ
え
て
」
で
よ
い
だ
ろ
う
。

（
大
）　　
　
　
　
　

晴　

行　

雪

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　
　

行　

雪　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

峯

（
彰
）

（
明
）　　

い
こ
ま
山
は
れ
行　

雪
の
上　

こ
え
て
夕
暮　

た
と
る
嶺
の
う
き
雲

（
伊
）　　
　
　
　
　
　
　

行　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

浮　

」

（
島
）　　
　
　
　
　
　
　

行　
　
　

う
へ　
　
　
　

く
れ

（
祐
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

う
へ　
　
　
　

く
れ

（
書
）　　
　
　
　
　
　
　

行　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

（
三
）

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　

行　

雪　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

（
内
）　　
　
　
　
　

晴　

行

（
神
1
）　　
　
　
　
　
　

行

（
続
）　　

伊　

駒　
　
　

行　

雪　

う
へ　
　
　
　

く
れ　
　
　
　
　

浮

（
続
書
）　

伊　

駒　
　
　

行　

雪　

う
へ　
　
　
　

く
れ　
　
　
　
　

浮　
　

」

（
続
内
）　

伊　

駒　
　
　

行　

雪　

う
へ　
　
　
　

く
れ　
　
　
　
　

浮

（
神
2
）　

伊　

駒　
　
　

行　

雪　

う
へ　
　
　
　

く
れ　
　
　
　
　

浮　
　

」

（
静
）

（
内
）　　

空　
　
　
　

一　

重　
　
　
　

波　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

川

（
神
1
）　

空　
　
　
　

一　

重　
　
　
　
　
　
　
　

こ
ほ
り　
　
　
　
　

川

（
続
）　　

空　
　
　
　

一　
　
　

き
ぬ　

波　
　
　

氷　

り　

残　

す　

川

（
続
書
）　

空　
　
　
　

一　

え　

き
ぬ　

波　
　
　

氷　

り　

残　

す　

川

（
続
内
）　

空　
　
　
　

一　

え　

き
ぬ　

波　
　
　

氷　

り　

残　

す　

川

（
神
2
）　

空　
　
　
　

一　

え　

き
ぬ　

波　
　
　

氷　

り　

残　

す　

川

四
十
七
番
左　

滝
下
蛍

（
国
）　　

滝
殿
に
と
も
す
は
し
ら
す
石
の
火
を
う
ち
出　

す
浪　

に
ち
る
蛍　
　

哉

＊
（
国
）
は
「
浪
に
」
と
す
る
。
最
終
形
態
か
。

（
大
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

い
た
す
な
み
の

（
彰
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の

（
明
）　　

滝
殿
に
と
も
す
は
し
ら
す
石
の
火
を
う
ち
出　

す
浪　

の
ち
る
蛍　
　

哉

（
伊
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の

（
島
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の　
　

ほ
た
る
か
な
」

（
祐
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の　
　

ほ
た
る
か
な
」

（
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

い
た
す　
　

の

（
三
）

＊
（
三
）
＝
（
静
）
＝
（
国
）

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

い　

す

＊
（
静
）
は
「
い
す
」
の
「
い
」
に
ミ
セ
ケ
チ
を
す
る
か
、
別
の
字
、
お
そ
ら
く
「
出
」
を
記

し
て
い
な
い
。
初
期
に
脱
字
を
し
て
、
校
合
し
た
と
き
に
、
傍
書
を
忘
れ
た
か
。

（
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

打　

出　

す
波　

の

（
神
1
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

い
た
す　
　

の
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明
星
本
『
正
広
自
歌
合
』
の
本
文
と
校
異
（
1
）　　
　

前
田
雅
之

右　

千
鳥
」（
三
）（
彰
）

（
国
）　　

ね
覚　

う
き
川　

た
れ
と
き
は
老
の
袖　

涙　
　

に
あ
り
と
千
鳥　

な
く
な
り

（
大
）　　
　

さ
め　
　

河　
　
　

時

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

時　
　
　
　
　
　

な
み
た　
　
　
　
　
　
　

鳴

（
彰
）　　
　

さ
め　
　
　
　
　
　

時　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鳴　

也

（
明
）　　

ね
覚　

う
き
川　

た
れ
時　

は
老
の
袖　

涙　
　

に
あ
り
と
千
鳥　

鳴　

也

（
伊
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

時　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

也

（
島
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

時　
　
　
　
　
　

な
み
た　
　
　
　
　
　
　

鳴　

な
り

（
祐
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

時　
　
　
　

そ
て
な
み
た

（
書
）　　
　
　
　
　
　

河　
　
　

時　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

也

（
三
）　　
　
　
　
　
　

河　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

と
り
鳴　

也

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

也

（
内
）　　
　
　
　
　
　

か
は　
　

時　
　
　
　
　
　

泪　
　
　
　
　
　
　
　
　

鳴　

な
り

（
神
1
）　　
　
　
　
　

河　
　
　

時　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

と
り

（
続
）　　
　

さ
め　
　

か
は　
　

時　
　
　
　
　
　

な
み
た　
　
　
　
　
　
　

鳴　

也

（
続
書
）　　

さ
め　
　

か
は　
　

時　
　
　
　
　
　

な
み
た　
　
　
　
　
　
　

鳴　

也

（
続
内
）　　

さ
め　
　

か
は　
　

時　
　
　
　
　
　

な
み
た　
　
　
　
　
　
　

鳴　

也

（
神
2
）　　

さ
め　
　

か
は　
　

時　
　
　
　
　
　

な
み
た　
　
　
　
　
　
　

鳴　

也

四
十
九
番
左　

浦
夏
月
」（
島
）（
祐
）

＊
（
彰
）
は
「
浦
哀
月
」
の
「
哀
」
に
ミ
セ
ケ
チ
「
夏
」
と
傍
書
。
別
筆
。

（
国
）　　

い
そ
け
月
此　

比　

な
れ
は
よ
ひ
の
ま
を
深　

井
に
や
と
す
夜
は
の
浦　

な
み

＊
（
国
）
は
他
本
「
と
て
や
」
と
す
る
の
に
「
な
れ
は
」
と
作
る
。
最
終
形
態
か
。

（
大
）　　
　
　
　
　
　
　

こ
ろ
と
て
や　
　
　
　
　

ふ
け
ゐ　
　
　
　
　
　
　

う
ら

四
十
八
番
左　

叢
蛍
」（
大
）

（
国
）　　

草
た
か
み
は
山
に
み
れ
は
よ
る
鹿
の
と
も
し
も
有　

て
す
む
蛍　
　

哉

＊
（
国
）
は
「
山
」
の
上
に
「
は
イ
」
と
傍
書
。
こ
れ
は
親
本
に
は
な
く
、
異
本
で
校
訂
し
た

後
だ
ろ
う
。「
鹿
」「
と
も
し
」
の
間
に
「
の
」
が
あ
る
。
な
お
、
私
家
集
大
成
に
は
「
の
」
が

な
い
。

（
大
）　　
　
　
　
　

は　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

住

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　
　
　

見　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

住　

ほ
た
る
か
な
」

（
彰
）　　
　
　
　
　
　
　
　

見　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
り　

住　

蛍

（
明
）　　

草
た
か
み
葉
山
に
み
れ
は
よ
る
鹿
の
と
も
し
も
有　

て
住　

蛍　
　

か
な
」（
三
三
オ
）

（
伊
）　　
　
　
　
　

葉　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

住　

ほ
た
る

（
島
）　　
　
　
　
　

葉　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
り　

住　

ほ
た
る
か
な

（
祐
）　　
　
　
　
　

葉　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
り　

住　

ほ
た
る

（
書
）　　
　
　
　
　

葉　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
り　
　
　
　
　
　

か
な

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　

見

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
な

＊
（
静
）
は
「
に
も
し
」
の
「
に
」
に
ミ
セ
ケ
チ
「
と
」
と
傍
書
。
同
筆
だ
ろ
う
。

（
内
）　　
　
　
　
　

葉　
　

見　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ゐ
る

＊
（
内
）
は
他
本
「
住
蛍
」
を
「
ゐ
る
蛍
」
と
作
る
。
独
自
本
文
。

（
神
1
）　　
　
　
　

葉　
　

見　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
り　

ゐ
る

（
続
）　　
　

髙　
　

端　
　

見　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
り

＊
（
続
）
は
「
す
む
」
に
「
ゐ
る
イ
」
と
傍
書
。
異
本
は
（
内
）
系
と
同
文
。

（
続
書
）　　
　
　
　

端　
　

見　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
り

＊
（
続
書
）
は
「
す
む
」
に
「
ゐ
る
」
と
傍
書
。（
内
）
系
と
同
文
。

（
続
内
）　　

高　

し
端　
　

見　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
り　
　
　
　
　
　
　

」

＊
（
続
内
）
は
他
本
「
高
み
」
と
す
る
の
を
「
高
し
」
と
作
る
。
書
き
損
じ
か
。

（
神
2
）　　
　
　
　

端　
　

見



186

明
星
大
学
研
究
紀
要
【
人
文
学
部
・
日
本
文
化
学
科
】
第
二
十
二
号　

二
〇
一
四
年

（
ノ
）　　
　
　

端　
　
　
　
　
　
　
　
　

ち
り　
　
　
　

の
は　

半　
　
　
　
　
　
　

か
な

（
彰
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ち
り　
　
　
　
　
　
　

半　
　
　
　
　
　
　

か
な

（
明
）　　

軒　

は
よ
り
か
き
を
く
み
れ
は
ち
り
つ
も
る
木　

葉
も
半　
　

ま
し
る
雪　

哉

（
伊
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ち
り　
　
　
　
　
　
　

半　
　
　
　
　

ゆ
き

（
島
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ち
り　
　
　
　
　
　
　

半　
　
　
　
　
　
　

か
な

（
祐
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ち
り　
　
　
　
　
　
　

半　
　
　
　
　
　
　

か
な

（
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ち
り　
　
　
　
　
　
　

な
か
は

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

見　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

は

＊
（
三
）
は
「
木
葉
は
」
と
作
り
、「
は
」
と
「
ま
し
る
」
の
間
に
「
半
歟
」
と
傍
書
。
校
訂

の
痕
跡
か
。

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

半

＊
（
静
）
は
「
木
葉
に
」
の
「
に
」
に
ミ
セ
ケ
チ
「
も
」。
こ
こ
か
ら
、（
静
）
は
（
国
）
を
見

て
い
な
い
。
も
し
く
は
他
本
で
（
国
）
の
「
半
」
欠
脱
を
補
っ
た
か
。

（
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

積　

る　
　
　
　

半　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

（
神
1
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ち
り　
　
　
　
　
　
　

半　
　
　
　
　
　
　

か
な

（
続
）　　

の
き　
　
　
　
　

ほ
を　
　
　

散　

積　

る
木
の
葉　

な
か
は

＊
（
続
）
は
他
本
「
か
き
を
く
み
れ
は
」
と
す
る
の
に
、「
か
き
ほ
を
み
れ
は
」
と
い
う
独
自

本
文
に
な
っ
て
い
る
。
理
由
は
不
明
。

（
続
書
）　　
　
　
　
　
　
　

ほ
を　
　
　

散　

積　

る
木
の
葉　

な
か
は

＊
（
続
書
）
は
、「
軒
は
よ
り
」
に
「
の
き
は
よ
り
」
と
傍
書
。
読
み
や
す
く
し
た
た
め
だ
ろ

う
。
こ
ち
ら
も
「
か
き
ほ
を
み
れ
は
」
と
な
っ
て
い
る
。
独
自
本
文
。

（
続
内
）　

の
き　
　
　
　
　

ね
を　
　
　

散　

積　

る
木
の
葉　

な
か
は

＊
（
続
内
）
は
（
続
）
系
「
か
き
ほ
を
」
と
す
る
の
に
、「
か
き
ね
を
」
と
作
る
。
連
想
に
よ

る
書
き
損
じ
か
。

（
神
2
）　　
　
　
　
　
　
　

ほ
を　
　
　

散　

積　

る
木
の
葉　

な
か
は

＊
（
続
）
系
は
「
か
き
ほ
を
み
れ
は
」

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　
　

こ
ろ
と
て
や　
　
　
　
　

ふ
け
ゐ　
　
　
　

よ　
　
　
　

浪

（
彰
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

と
て
や　
　
　
　
　

ふ
け
ゐ　
　
　
　
　

半

（
明
）　　

い
そ
け
月
此　

比　

と
て
や
よ
ひ
の
ま
を
ふ
け
ゐ
に
や
と
す
夜
は
の
浦　

な
み

（
伊
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

と
て
や　
　
　

間　

ふ
け
ゐ　
　
　
　
　
　
　
　
　

波

（
島
）　　
　
　
　
　
　
　

こ
ろ
と
て
や　
　
　
　
　

ふ
け
ゐ

（
祐
）　　
　
　
　
　

こ
の
こ
ろ
と
て
や　
　
　
　
　

ふ
け
ゐ　
　
　
　
　
　
　
　
　

浪

（
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

と
て
や
宵　
　
　
　

ふ
け
ゐ　
　
　
　
　
　
　
　
　

浪

＊
（
書
）
は
「
宵
」
に
「
よ
ひ
」
と
小
書
き
傍
書
。

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　

こ
ろ
な
れ
は　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

う
ら
浪

＊
（
三
）
＝
（
静
）
初
期
＝
（
国
）。

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
れ
は　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

う
ら
浪

＊
（
静
）
は
「
な
れ
は
」
に
ミ
セ
ケ
チ
「
と
て
や
」
と
傍
書
。
同
筆
か
。
ま
た
、「
夜
は
の
」

の
「
は
」
あ
た
り
に
、「
〳
〵
」
と
薄
く
傍
書
。
こ
れ
な
ら
「
夜
々
」
と
読
ま
せ
た
か
っ
た
の

か
。
こ
ち
ら
の
異
文
は
ま
だ
な
い
。

（
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

と
て
や　
　
　
　
　

吹　

飯　
　
　
　

よ　
　
　
　

波

＊
（
内
）
は
（
国
）「
深
井
」（
大
）（
明
）
系
「
ふ
け
ゐ
」
を
「
吹
飯
」
と
作
る
。

（
神
1
）　　
　
　
　
　
　

こ
ろ
と
て
や　
　
　

間　

ふ
け
ゐ　
　
　
　
　
　
　
　
　

浪

（
続
）　　
　
　
　
　

こ
の　
　

と
て
や
宵　
　
　
　

吹　

ゐ　
　
　
　

よ　
　
　
　

波

（
続
書
）　　
　
　
　

こ
の　
　

と
て
や
宵　
　
　
　

吹　

ゐ　
　
　
　

よ　
　
　
　

波

（
続
内
）　　
　
　
　

こ
の　
　

と
て
や
宵　
　
　
　

吹　

ゐ　
　
　
　

よ　
　
　
　

波

（
神
2
）　　
　
　
　

こ
の　
　

と
て
や
宵　
　
　
　

吹　

ゐ　
　
　
　

よ　
　
　
　

波

右　

山
家
雪

（
国
）　　

軒　

は
よ
り
か
き
を
く
み
れ
は
塵　

つ
も
る
木　

葉
も　
　
　

ま
し
る
雪　

哉

＊
（
国
）
は
字
足
ら
ず
歌
に
な
っ
て
い
る
。「
半
」
が
抜
け
た
故
だ
ろ
う
。

（
大
）　　
　
　
　
　
　
　
　

置　
　
　
　

ち
り　
　
　
　
　
　
　

半
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明
星
本
『
正
広
自
歌
合
』
の
本
文
と
校
異
（
1
）　　
　

前
田
雅
之

（
彰
）　　
　
　
　
　
　
　
　

か
れ
は　
　
　
　
　
　
　
　

あ
り　

残　

る

（
明
）　　

を
き
わ
た
す
霜
の
枯　

葉
に
松
の
た
ね
草
に
も
有
り
と
の
こ
る
色　

哉
」（
三
三
ウ
）

（
伊
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

り　

残　

る

（
島
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」　
　
　

あ
り　

の
こ
る
い
ろ
か
な

（
祐
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」　
　
　

あ
り　

の
こ
る
い
ろ
か
な

（
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
り　

残　

る　
　

か
な
」

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　

か
れ　
　
　
　
　
　
　
　
　

有　

て
残　

す

＊
（
三
）
は
「
有
て
残
す
」
が
独
自
本
文
。
後
代
の
変
改
か
。

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
な

（
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

は　
　
　

種　
　
　
　
　
　
　

残　

る　
　

か
な

（
神
1
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
る　

の
こ
る　
　

か
な

＊
（
神
1
）
は
「
あ
る
」
と
読
め
る
。

（
続
）　　

置　

渡　

す　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
り　

残　

る
い
ろ
か
な

（
続
書
）　

置　

渡　

す　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
り　

残　

る
い
ろ
か
な

（
続
内
）　

置　

渡　

す　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
り　

残　

る　
　

か
な

（
神
2
）　

置　

渡　

す　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
り　

残　

る
い
ろ
か
な

五
十
一
番
左　

磯
夏
月
」（
大
）（
ノ
）

（
国
）　　

い
つ
る
よ
り
は
や
く
浪
分　

こ
ゆ
る
き
の
い
そ
く
か
月
も
短　
　

夜
の
空

＊
（
国
）
は
（
大
）（
明
）
系
本
「
短
夜
の
こ
ろ
」
を
「
短
夜
の
空
」
と
作
る
。
最
終
形
態
か
。

（
大
）　　
　
　
　
　
　

早　

く　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
ろ

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

わ
け　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

比

（
彰
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

み
し
か
夜　

こ
ろ

（
明
）　　

い
つ
る
よ
り
は
や
く
浪
わ
け
こ
ゆ
る
き
の
い
そ
く
か
月
も
短　
　

夜
の
こ
ろ

（
伊
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

わ
け　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に　
　
　
　
　

比

＊
（
伊
）
の
「
に
」
は
（
明
）
の
「
も
」
を
「
に
」
と
読
ん
だ
可
能
性
大

五
十
番　

左　

水
郷
早
苗
」（
国
）（
静
）（
神
1
）

（
国
）　　

夕
ま
く
れ
か
つ
ら
の
里　

に
や
と
り
く
る
月
を
さ
な
か
ら
と
る
早　

苗
哉

（
大
）　　
　
　

暮　
　
　
　
　

さ
と　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

取

（
ノ
）

（
彰
）　　
　
　

暮　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

さ
な
へ
か
な

（
明
）　　

夕
ま
く
れ
か
つ
ら
の
さ
と
に
や
と
り
く
る
月
を
さ
な
か
ら
取　

早　

苗
か
な

（
伊
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

さ
と　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

取　
　
　
　

か
な
」

（
島
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

さ
と　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
な

（
祐
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

さ
と　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
な

（
書
）　　
　
　

暮　

桂

（
三
）　　
　
　

暮　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

さ
な
へ

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

さ
と　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

さ
な
へ

（
内
）　　
　
　

暮　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

さ
な
へ

（
神
1
）　　
　
　
　
　
　
　
　

さ
と　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

さ
な
へ
か
な

（
続
）　　
　
　

暮　

桂　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

さ
な
へ

（
続
書
）　　
　

暮　

桂　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

さ
な
へ　
　

」

（
続
内
）　　
　
　
　

桂　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

さ
な
へ　
　

」

（
神
2
）　　
　

暮　

桂　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

さ
な
へ　
　

」

右　

寒
草
霜
」（
彰
）

（
国
）　　

を
き
わ
た
す
霜
の
枯　

葉
に
松
の
た
ね
草
に
も
有　

と
残　
　

色　

哉

＊
（
国
）
は
「
草
に
も
」
の
「
も
」
が
や
や
「
も
」
に
見
え
に
く
い
。「
〇
＋
も
」
の
よ
う
に

も
見
え
る
。
だ
が
、
こ
れ
は
「
も
」
で
よ
い
だ
ろ
う
。

（
大
）　　
　
　
　
　
　
　
　

か
れ
は　
　
　
　
　
　
　
　

あ
り　

の
こ
る

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
り　

の
こ
る
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明
星
大
学
研
究
紀
要
【
人
文
学
部
・
日
本
文
化
学
科
】
第
二
十
二
号　

二
〇
一
四
年

（
彰
）　　
　
　
　

野
の
す
ゝ
き
た
か
ゝ
や　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

哉

（
明
）　　

む
さ
し
野
ゝ
薄　
　

髙　

か
や
う
つ
も
れ
て
あ
ま
た
の
山　

の
な
ら
ふ
雪
哉

（
伊
）　　

む
さ
し
野　
　
　
　
　
　

か
や　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

哉

（
島
）　　

む
さ
し　
　
　
　
　
　
　

か
や

（
祐
）　　

む
さ
し　
　
　
　
　
　
　

か
や　
　
　
　
　
　
　
　
　

や
ま　
　
　
　
　

哉

（
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
か
か
や　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

哉

（
三
）　　
　
　
　

野　
　
　
　

た
か
ゝ
や　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

哉

（
静
）　　
　
　
　

野　
　
　
　

た
か
ゝ
や

（
内
）　　

む
さ
し
野
の　
　
　
　
　

か
や
埋　
　

れ

（
神
1
）　

む
さ
し　
　
　
　
　
　
　

か
や

（
続
）　　

む
さ
し
野
の
す
ゝ
き　
　

か
や
埋　
　

れ

（
続
書
）　

む
さ
し
野
の
す
ゝ
き　
　

か
や
埋　
　

れ

（
続
内
）　

む
さ
し　
　

す
ゝ
き　
　

か
や
埋　
　

れ

（
神
2
）　

む
さ
し
野
の
す
ゝ
き　
　

か
や
埋　
　

れ

五
十
二
番
左　

河
夏
月

（
国
）　　

明　

や
す
き
比　

と
は
誰　

か
太
山
川
岩
こ
す
浪　

の
雪
の
月
か
け
」

（
大
）　　
　
　

易　

き　
　
　
　

た
れ　

み　

河　
　
　
　
　
　
　
　
　

影

（
ノ
）　　

あ
け　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

み　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

影

（
彰
）　　

あ
け　
　
　
　
　
　
　

た
れ　

み　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

影

（
明
）　　

あ
け
や
す
き
比　

と
は
た
れ
か
み
山
川
岩
こ
す
浪　

の
雪
の
月
影

（
伊
）　　

あ
け　
　
　
　
　
　
　

た
れ　

み　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

影

（
島
）　　

あ
け　
　
　
　
　
　
　

た
れ　

み　
　
　
　
　

な
み　
　
　
　
　

」

（
祐
）　　

あ
け　
　
　

こ
ろ　
　

た
れ　

み　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

（
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
れ　

み　

河　
　
　
　
　
　
　
　
　

影

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
れ　

み　

河

（
島
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

わ
け　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

み
し
か
夜
の
こ
ろ

（
祐
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

わ
け　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

み
し
か
夜
の
こ
ろ

（
書
）　　
　
　
　
　
　

早　

く　

わ
け　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

比

＊
（
書
）
は
「
早
」
に
「
は
や
イ
」
と
傍
書
。「
イ
」
と
は
（
明
）
か
。

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

そ
ら

＊
（
三
）
＝
（
静
）
＝
（
国
）
＝
（
内
）。

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

空

＊
（
静
）
は
「
短
夜
の
空
」
と
し
て
（
国
）
と
同
じ
。
し
か
も
、
ミ
セ
ケ
チ
な
し
。

（
内
）　　

出　

る　
　
　
　
　

波　
　
　
　
　
　
　

急　
　

か　
　
　
　
　

よ
の
そ
ら

＊
（
内
）
が
（
国
）
と
同
じ
「
そ
ら
」
と
す
る
。（
内
）
は
古
い
要
素
と
新
し
い
（
国
）
の
要

素
と
独
自
本
文
と
が
混
淆
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
文
明
三
年
版
と
長
享
二
年
版
が
入
り
交

じ
っ
て
い
る
か
。
と
は
い
え
、（
国
）
が
先
祖
返
り
し
た
可
能
性
も
あ
る
。

（
神
1
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

わ
け　
　
　
　
　

磯　

く　
　
　

み
し
か
夜
の
こ
ろ

＊
（
神
1
）
の
「
磯
く
」
は
珍
し
い
用
例
。

（
続
）　　

出　

る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
ろ

＊
（
続
）
は
「
短
夜
の
こ
ろ
」
の
「
こ
ろ
」
に
「
そ
ら
イ
」
と
傍
書
。
異
文
は
（
内
）・（
国
）

と
同
じ
。

（
続
書
）　

出　

る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
ろ

＊
（
続
書
）
は
「
こ
ろ
」
に
「
そ
ら
」
と
傍
書
。（
内
）
系
と
同
文
。

（
続
内
）　

出　

る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
ろ

（
神
2
）　

出　

る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
ろ

右　

枯
野
雪
」（
三
）

（
国
）　　

武　

蔵
の
ゝ
薄　
　

高　

萱　

う
つ
も
れ
て
あ
ま
た
の
山　

の
な
ら
ふ
雪
か
な

（
大
）　　

む
さ
し　
　
　
　
　
　
　

か
や　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

哉

（
ノ
）　　
　
　
　

野
の　
　
　
　
　

か
や
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明
星
本
『
正
広
自
歌
合
』
の
本
文
と
校
異
（
1
）　　
　

前
田
雅
之

五
十
三
番
左　

夕
盧
橘
」（
内
）

（
国
）　　

墨　

染　

の
夕　
　

の
空　

に
橘　
　
　

を
つ
ゝ
む
も
し
る
く
袖　

の
か
そ
す
る

（
大
）　　

す
み

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

香

（
彰
）　　

す
み　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

香

（
明
）　　

す
み
そ
め
の
夕　
　

の
空　

に
橘　
　
　

を
つ
ゝ
む
も
し
る
く
袖　

の
か
そ
す
る
」（
三
四
オ
）

（
伊
）　　

す
み
そ
め　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

香

（
島
）　　

す
み
そ
め　

ゆ
ふ
へ
の
そ
ら
に

（
祐
）　　

す
み
そ
め　

ゆ
ふ
へ
の
そ
ら
に
た
ち
花

（
書
）　　

す
み　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

香

（
三
）　　

す
み　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

香

（
静
）　　

す
み

（
内
）

（
神
1
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

そ
て

（
続
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
ち
は
な　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

香

（
続
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
ち
は
な　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

香

（
続
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
ち
は
な　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

香

（
神
2
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
ち
は
な　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

香

右　

網
代
群
遊
」（
内
）

（
国
）　　

よ
る
浪
は
た
ゝ
こ
ゆ
る
き
そ
網
代
木
に
さ
か
な
も
と
む
る
う
ち
の
郷
人

（
大
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

里

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宇
治　

里　
　

」

（
彰
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

里

（
明
）　　

よ
る
浪
は
た
ゝ
こ
ゆ
る
き
そ
網
代
木
に
さ
か
な
も
と
む
る
宇
治
の
里　

人

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
れ　

み　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

影
」

（
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
み　
　
　
　

影

（
神
1
）　

あ
け　
　
　

こ
ろ　
　
　
　
　
　
　

河

（
続
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
れ　
　
　

河　
　
　

波　
　
　
　
　

影

（
続
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
れ　
　
　

河　
　
　

波

（
続
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
れ　
　
　

河　
　
　

波　
　
　
　
　

影
」

（
神
2
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
れ　
　
　

河　
　
　

波

右　

冬
暁
霜
」（
神
1
）（
彰
）

（
国
）　　

老
ぬ
る
か
遠　

山
姫　

の
山　

か
つ
ら
月
影　

し
ろ
く
ま
よ
ふ
夜
の
霜

（
大
）

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

白

（
彰
）　　
　
　
　
　

と
を　

ひ
め

（
明
）　　

老
ぬ
る
か
遠　

山
姫　

の
山　

か
つ
ら
月
影　

し
ろ
く
ま
よ
ふ
夜
の
霜

（
伊
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

（
島
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
け

（
祐
）　　
　
　
　
　
　
　
　

ひ
め　

や
ま　
　
　
　

か
け

（
書
）　　
　
　
　
　

と
を

（
三
）　　
　
　
　
　

と
を　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
け　
　
　
　
　
　

よ

（
静
）　　
　
　
　
　

と
を

（
内
）

（
神
1
）

（
続
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

や
ま

（
続
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

や
ま　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

（
続
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

や
ま

（
神
2
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

や
ま　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」
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＊
「
あ
さ
ち
」　
「
す
か
ぬ
き
」　

正
徹
語
彙
、
草
根
集
「
夏
祓
」「
六
四
一
み
そ
き
し
て
け
ふ
す

か
ぬ
き
つ
い
つ
く
に
も　

茂
る
あ
さ
ち
や
ま
は
ら
な
る
ら
ん
」。

（
島
）　　

み
そ
き　
　
　
　
　
　
　
　

と
し　
　
　

あ
さ
ち
す
か
ぬ
き　
　
　

端
そ
な
き

（
祐
）　　

み
そ
き　
　
　
　
　
　
　
　

と
し　
　
　

あ
さ
ち
す
か
ぬ
き　
　
　

端
そ
な
き

（
書
）　　

み
そ
き　
　
　

哥　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
ゝ
よ
ふ
浪
の　
　
　
　

端

＊
（
書
）
は
「
あ
さ
ち
す
か
ぬ
き
」
に
ミ
セ
ケ
チ
「
た
ゝ
よ
ふ
浪
の
」
と
傍
書
。
墨
薄
く
、
同

筆
か
別
筆
か
、
ま
だ
確
定
で
き
な
い
。（
内
）
系
本
文
に
拠
る
。

（
三
）

＊
（
三
）
＝
（
静
）
＝
（
国
）

（
静
）　　
　
　

河

＊
（
静
）
は
「
身
の
こ
た
か
た
」
の
「
こ
」
に
ミ
セ
ケ
チ
「
う
」、「
た
ゝ
よ
ふ
浪
の
」
に
ミ
セ

ケ
チ
「
あ
さ
ち
す
か
ぬ
き
」、「
わ
そ
う
き
」
の
「
う
」
に
ミ
セ
ケ
チ
「
な
」。
先
祖
返
り
か
。

そ
れ
と
も
、（
内
）・（
続
）
を
見
て
改
訂
し
た
か
。

（
内
）　　

み
そ
き
河　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

端
そ
な
き

（
神
1
）　

み
そ
き　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

端
そ
な
き

＊
（
神
1
）・（
内
）
は
四
句
ま
で
（
国
）
と
同
じ
で
、
末
句
は
（
大
）（
明
）
と
同
文
。

（
続
）　　
　
　
　

河　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

浅　

茅
ぬ
か
つ
き
越　

る　
　

な
き

＊
（
続
）
は
「
浅
茅
ぬ
か
つ
き
」
に
「
た
ゝ
よ
ふ
な
み
の
イ
」
と
傍
書
。
異
本
は
（
内
）・

（
国
）
と
同
じ
。

（
続
書
）　　
　
　

河　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

浅　

茅
ぬ
か
つ
き
越　

る　
　

な
き

＊
（
続
書
）
は
、「
う
き
か
た
」
の
「
き
」
に
ミ
セ
ケ
チ
「
た
」、「
浅
茅
ぬ
か
つ
き
」
に

「
た
ゝ
よ
ふ
な
み
の
」
を
傍
書
。

（
続
内
）　　
　
　

河　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

浅　

茅
ぬ
か
つ
き
越　

る　
　

な
き
」

（
神
2
）　　
　
　

河　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

浅　

茅
ぬ
か
つ
き
越　

る　
　

な
き

＊
（
続
）
系
は
「
浅
茅
ぬ
か
つ
き
」
と
作
る
。
ど
こ
か
で
誤
伝
し
た
か
。

（
伊
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宇
治　

里

（
島
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宇
治　

里

（
祐
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宇
治　

さ
と

（
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宇
治　

里　
　

」

（
三
）

（
静
）

（
内
）　　
　
　

波　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

も
る　
　
　
　
　
　
　

宇
治　

里

（
神
1
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

も
る　
　
　
　
　
　
　

宇
治　

さ
と

（
続
）　　
　
　

波　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

肴　
　
　
　
　
　

宇
治　

里

（
続
書
）　　
　

波　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

肴　
　
　
　
　
　

宇
治　

里

＊
（
続
書
）
は
「
木
に
」
に
「
も
る
」
と
傍
書
し
て
墨
消
し
。（
内
）
系
を
見
て
校
訂
し
た
が
、

「
木
に
」
を
よ
し
と
し
た
の
だ
ろ
う
。

（
続
内
）　　
　

波　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

肴　
　
　
　
　
　

宇
治　

里

（
神
2
）　　
　

波　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

肴　
　
　
　
　
　

宇
治　

里

＊
（
神
2
）
は
「
こ
ゆ
る
き
の
」
の
「
の
」
に
ミ
セ
ケ
チ
「
そ
」。
書
き
損
じ
だ
ろ
う
。

五
十
四
番
左　

荒
和
祓
」（
大
）（
島
）（
祐
）

（
国
）　　

御　

祓
川
身
の
う
た
か
た
は
年　

へ
て
も
た
ゝ
よ
ふ
浪
の
こ
ゆ
る　

わ
そ
う
き

＊
（
国
）
は
、（
大
）（
明
）
系
が
「
浅
茅
す
か
ぬ
き
」
と
あ
る
の
を
「
た
ゝ
よ
ふ
浪
の
」
と
作

る
。（
内
）
も
同
じ
。
最
終
形
態
か
。
但
し
、
末
句
は
、「
こ
ゆ
る
わ
そ
う
き
」
で
あ
り
、
他
本

は
「
こ
ゆ
る
端
そ
な
き
」
で
あ
る
。
誤
写
か
。

（
大
）　　

祓　
　

河　
　

哥　
　
　
　
　
　
　
　
　

浅　

茅
す
か
ぬ
き　
　
　

は
そ
な
き

（
ノ
）　　

み
そ
き　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
さ
ち
す
か
ぬ
き　
　
　

端
そ
な
き

（
彰
）　　

み
そ
き　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
さ
ち
す
か
ぬ
き　
　
　

端
そ
な
き

（
明
）　　

み
そ
き
川
身
の
哥　

か
た
は
年　

へ
て
も
あ
さ
ち
す
か
ぬ
き
こ
ゆ
る
端
そ
な
き

（
伊
）　　

み
そ
き　
　
　

哥　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
さ
ち
す
か
ぬ
き　
　
　

端
そ
な
き
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明
星
本
『
正
広
自
歌
合
』
の
本
文
と
校
異
（
1
）　　
　

前
田
雅
之

（
彰
）　　

志
賀　

浦　
　
　
　
　
　
　
　
　

時　
　
　

鳥　
　
　

宮　

こ

（
明
）　　

し
か
の
う
ら
や
た
か
世
し
た
ひ
て
時　
　
　

鳥
ふ
る
き
都　
　

の
月
に
鳴　

ら
ん

（
伊
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

時　
　
　

鳥　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

（
島
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ほ
と
ゝ
き
す

（
祐
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ほ
と
ゝ
き
す　
　
　

み
や
こ　
　
　

な
く

（
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

時　
　
　

鳥　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
く

（
三
）　　

志
賀　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

郭　
　
　

公

（
静
）

（
内
）　　
　
　
　

浦　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

む

（
神
1
）　　
　
　

浦

（
続
）　　
　
　
　

浦　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
く

（
続
書
）　　
　
　

浦　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
く　
　

」

（
続
内
）　　
　
　

浦　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
く

（
神
2
）　　
　
　

浦　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
く　
　

」

右　

篠
上
霰

（
国
）　　

一　

ふ
し
も
な
き
身
よ
さ
ゝ
の
上　

に
た
に
詞　
　

の
玉　

を
な
す
霰　
　

哉

（
大
）　　

ひ
と　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

う
へ　
　
　

こ
と
は

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
と
葉　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
な

（
彰
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
と
葉

＊
（
彰
）
は
「
き
ゝ
」
の
「
き
」
に
ミ
セ
ケ
チ
「
さ
」
と
傍
書
。
別
筆
。

（
明
）　　

一　

ふ
し
も
な
き
身
よ
さ
ゝ
の
上　

に
た
に
こ
と
葉
の
玉　

を
な
す
霰　
　

哉
」

 

（
三
四
ウ
）

（
伊
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
と
葉　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
な

（
島
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

う
へ　
　

」
こ
と
葉　

た
ま　
　
　
　
　
　

か
な

（
祐
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

う
へ　
　

」
こ
と
葉　

た
ま　
　
　

あ
ら
れ
か
な

右　

埋
火
消
尽
」（
国
）（
静
）（
三
）（
彰
）

（
国
）　　

埋　
　

し
を
暁　
　
　

を
き
に
見
ま
し
か
は
今
朝
火
は
と
ら
し
灰　

そ
ぬ
る
め
る

（
大
）　　

う
つ
み　
　
　
　
　
　

お　
　
　
　
　
　
　

け
さ

（
ノ
）　　

う
つ
み　
　
　
　
　
　

お

＊
（
ノ
）
は
「
お
き
」
で
（
大
）
と
表
記
が
一
致
。

（
彰
）

（
明
）　　

う
つ
み
し
を
暁　
　
　

を
き
に
見
ま
し
か
は
今
朝
火
は
と
ら
し
灰　

そ
ぬ
る
め
る

（
伊
）　　

う
つ
み

（
島
）　　

う
つ
み　
　

あ
か
つ
き

（
祐
）　　

う
つ
み　
　

あ
か
つ
き

（
書
）　　

う
つ
み

（
三
）　　

う
つ
み　
　
　
　
　
　

お

（
静
）

（
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

お

（
神
1
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

お

（
続
）　　

埋　
　

火　
　
　
　
　
　
　
　

み　
　
　
　

け
さ
ひ　
　
　
　

は
い

＊
（
続
）
の
み
他
本
「
埋
し
」
と
す
る
の
に
、「
埋
火
」
と
作
る
。
但
し
、
末
句
に
「
火
」
が

あ
る
の
で
、
誤
写
か
。

（
続
書
）　

埋　
　

火　
　
　
　
　

お　
　

み　
　
　
　

け
さ
ひ　
　
　
　

は
い

（
続
内
）　

埋　
　

火　
　
　
　
　

お　
　

み　
　
　
　

け
さ
ひ　
　
　
　

は
い

（
神
2
）　

埋　
　

火　
　
　
　
　

お　
　

み　
　
　
　

け
さ
ひ　
　
　
　

は
い

五
十
五
番
左　

月
前
郭
公
（
神
1
）

（
国
）　　

し
か
の
う
ら
や
た
か
世
し
た
ひ
て
郭　
　
　

公
ふ
る
き
都　
　

の
月
に
鳴　

ら
ん

（
大
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

時　
　
　

鳥
古　

き
み
や
こ　
　
　
　
　
　

む

（
ノ
）　　

志
賀　

浦　
　
　
　
　
　
　
　
　

時　
　
　

鳥
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（
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

涼　

し　

見　
　
　
　

き　
　
　

」

（
神
1
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

い
ほ　
　
　
　

見　
　
　
　

き

（
続
）　　

す
む　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

涼　

し　

見　
　
　
　

き

（
続
書
）　

す
む　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

涼　

し　

見　
　
　
　

き

（
続
内
）　

す
む　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

涼　

し　

見　
　
　
　

き　
　
　

」

（
神
2
）　

す
む　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

涼　

し　

見　
　
　
　

き

右　
　
　

河　

落
葉
」（
ノ
）（
彰
）

（
ノ
）　

河
辺
落
葉

＊
（
ノ
）
が
ど
う
し
て
こ
う
し
た
か
は
不
明
。
左
と
合
わ
せ
て
四
字
句
に
し
た
か
っ
た
か
。
連

想
に
よ
る
誤
読
か
。

（
国
）　　

立　

田
川
散　

し
く
浪
を
水
か
さ
に
て
山　

は
木　

葉
の
ふ
る
時　

雨
哉
」

（
大
）　　
　
　
　

河
ち
り　
　
　
　

み

（
ノ
）　　
　
　
　
　

ち
り　
　
　
　

み　
　
　
　
　
　
　

木
の
葉
を　
　

し
く
れ
か
な

＊
（
ノ
）
は
「
木
の
葉
を
」
と
作
る
。
書
き
損
じ
だ
ろ
う
。「
木
の
葉
を
」
だ
と
「
ふ
ら
す
」

し
か
な
い
か
ら
。

（
彰
）　　
　
　
　
　

ち
り　
　
　
　

み　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

し
く
れ

（
明
）　　

立　

田
川
ち
り
し
く
浪
を
み
か
さ
に
て
山　

は
木　

葉
の
ふ
る
時　

雨
か
な

（
伊
）　　
　
　
　
　

ち
り　
　
　
　

み　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
な

（
島
）　　
　
　
　
　

ち
り　
　
　
　

み　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

し
く
れ
か
な

（
祐
）　　
　
　
　
　

ち
り　
　
　
　

み　
　
　
　

や
ま　
　
　
　
　
　
　

し
く
れ
か
な

（
書
）　　
　
　
　
　

ち
り　
　
　
　

み　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

（
三
）　　

た
つ
た
河

（
静
）　　

た
つ
た
河　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

（
内
）　　

龍　
　
　

ち
り　
　

波　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
な

（
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

篠　
　
　
　
　
　
　

こ
と
葉

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
な

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
な

（
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

篠　
　
　
　
　
　
　

こ
と
葉

（
神
1
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

篠　
　
　
　
　
　
　

こ
と
葉　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
な

（
続
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

言　

葉

（
続
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

言　

葉

（
続
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

言　

葉

（
神
2
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

言　

葉

五
十
六
番
左　

竹
亭
夏
来

（
ノ
）　　
　

竹
亭
友
来

＊
「
友
」
に
「
夏
歟
」
と
傍
書
。

（
国
）　　

住　

人
の
な
を
き
心　
　

の
竹　

の
庵　

す
ゝ
し
と
み
て
や
夏
の
来
ぬ
ら
ん

（
大
）　　

す
む　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

き

（
ノ
）　　

す
む　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

き

（
彰
）　　

す
む　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

見　
　
　
　

き

（
明
）　　

す
む
人
の
な
を
き
心　
　

の
竹　

の
庵　

す
ゝ
し
と
み
て
や
夏
の
き
ぬ
ら
ん

（
伊
）　　

す
む　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

廬　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

き

＊
（
伊
）
は
（
明
）
の
庵
を
庭
と
一
旦
写
し
、
ミ
セ
ケ
チ
を
し
て
廬
と
し
た
。

（
島
）　　

す
む　
　
　
　
　

こ
ゝ
ろ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

見　
　
　
　

き

（
祐
）　　

す
む　
　
　
　
　

こ
ゝ
ろ　

た
け　
　
　
　
　
　
　

見　
　
　
　

き

（
書
）　　

す
む

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

覧

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

き
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明
星
本
『
正
広
自
歌
合
』
の
本
文
と
校
異
（
1
）　　
　

前
田
雅
之

（
神
2
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

更　

る
夜
半

右　

追
日
待
雪
」（
神
1
）（
三
）

（
国
）　　

い
た
つ
ら
に
吹
や
嵐　
　

の
あ
す
か
川
昨　

日
も
雪
の
空　

た
の
め
し
て

（
大
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

河

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

き
の
ふ

（
彰
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

河　
　
　

の

＊
（
彰
）
は
他
本
「
昨
日
も
」
を
「
昨
日
の
」
に
作
る
。
書
き
損
じ
か
。

（
明
）　　

い
た
つ
ら
に
吹
や
嵐　
　

の
あ
す
か
川
昨　

日
も
雪
の
空　

た
の
め
し
て

（
伊
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

（
島
）　　
　
　
　
　
　
　
　

あ
ら
し

（
祐
）　　
　
　
　
　
　
　
　

あ
ら
し　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

そ
ら

（
書
）

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

河　
　
　
　
　
　

そ
ら

（
静
）

（
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　

あ
ら
し

（
神
1
）　　
　
　
　
　
　
　

あ
ら
し

（
続
）　　

徒　
　
　

に　
　
　
　
　
　

飛　

鳥
河
き
の
ふ　
　
　

そ
ら

（
続
書
）　

徒　
　
　

に　
　
　
　
　
　

飛　

鳥
河
き
の
ふ　
　
　

そ
ら　
　
　
　
　

」

（
続
内
）　

暁　
　
　

に　
　
　
　
　
　

飛　

鳥
河
き
の
ふ　
　
　

そ
ら

＊
（
続
内
）
は
他
本
「
徒
に
」
を
「
暁
に
」
に
作
る
。
但
し
、「
暁
」
は
何
か
を
消
し
て
そ
の

上
に
書
い
た
と
思
わ
れ
る
。
ど
う
し
て
こ
の
字
を
書
い
た
の
か
。
意
味
的
に
考
え
て
改
編
し
た

か
、
不
明
。

（
神
2
）　

徒　
　
　

に　
　
　
　
　
　

飛　

鳥
河
き
の
ふ　
　
　

そ
ら　
　
　
　
　

」

五
十
八
番
左　

余
花

（
神
1
）　　
　
　
　

ち
り　
　
　
　

み

（
続
）　　

龍　
　

河　
　
　
　

波　
　
　
　
　
　
　
　
　

木
の
葉

（
続
書
）　

龍　
　

河　
　
　
　

波　
　
　
　
　
　
　
　
　

木
の
葉

（
続
内
）　

龍　
　

河　
　
　
　

波　
　
　
　
　
　
　
　
　

木
の
葉

（
神
2
）　

龍　
　

河　
　
　
　

波　
　
　
　
　
　
　
　
　

木
の
葉

五
十
七
番
左　

江
上
夏
月
」（
大
）

（
国
）　　

秋
よ
い
か
に
明　

や
す
き
月
の
枕　
　

た
に
さ
ひ
江
に
ふ
く
る
よ
は
の
舟
人

（
大
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

深　

る
夜

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　

あ
け　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

深　

る
夜

（
彰
）　　
　
　
　
　
　

あ
け　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

夜
半

（
明
）　　

秋
よ
い
か
に
あ
け
や
す
き
月
の
枕　
　

た
に
さ
ひ
江
に
深　

る
夜
は
の
舟
人

（
伊
）　　
　
　
　
　
　

あ
け　
　
　
　
　
　
　
　

に
も　
　
　
　

深　
　

夜

＊
（
伊
）
は
（
明
）
の
「
た
に
」
を
「
に
も
」
と
読
ん
だ
可
能
性
大

（
島
）　　
　
　
　
　
　

あ
け　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

深　
　

夜　
　
　
　

」

（
祐
）　　
　
　
　
　
　

あ
け　
　
　
　
　

ま
く
ら　
　
　
　
　
　
　
　
　

夜　
　

船　

」

（
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

深　

る
夜

（
三
）

＊
（
三
）
＝
（
静
）
＝
（
国
）。

（
静
）

（
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

え　
　
　
　

夜
半

（
神
1
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
は
深　

る
夜

＊
（
神
1
）
は
「
さ
ひ
に
は
」
と
作
る
。
独
自
本
文
。

（
続
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

更　

る
夜
半

（
続
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

更　

る
夜
半

（
続
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

更　

る
夜
半
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明
星
大
学
研
究
紀
要
【
人
文
学
部
・
日
本
文
化
学
科
】
第
二
十
二
号　

二
〇
一
四
年

「
无
」
と
傍
書
。
こ
れ
は
（
内
）
と
同
文
。

（
続
内
）　　
　

香　

残　

る
し
け　

よ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

（
神
2
）　　
　

香　

残　

る
し
け　

よ

右　

時
雨
」（
彰
）

（
国
）　　

山
風　

の
日
影　

に
過　

る
村　

雲　

に
あ
ま
り
て
し
は
し
ふ
る
時
雨
哉

（
大
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

む
ら

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
な

（
彰
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

す
く
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
な

（
明
）　　

山
風　

の
日
影　

に
過　

る
村　

雲　

に
あ
ま
り
て
し
は
し
ふ
る
時
雨
か
な

（
伊
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
な

（
島
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

む
ら

（
祐
）　　
　
　
　
　
　

か
け　

す
く　

む
ら
く
も　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
な

（
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
な

（
三
）

（
静
）

（
内
）　　
　

か
せ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
な

（
神
1
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
な

（
続
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

む
ら　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

降　

時　

か
な

（
続
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

む
ら　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

降　

時　

か
な

（
続
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

む
ら　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

降　

時　

か
な

（
神
2
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

む
ら　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

降　

時　

か
な

五
十
九
番
左　

樹
陰
蟬
」（
国
）（
島
）（
祐
）（
静
）

（
国
）　　

あ
ま
の
か
る
み
る
め
な
き
さ
の
杜
の
蟬　

な
と
我　

か
ら
と
声　

う
ら
む
ら
ん

＊
私
家
集
大
成
は
「
我
か
ら
を
」
と
読
む
が
、
こ
こ
は
他
本
同
様
「
我
か
ら
と
」
で
よ
い
だ
ろ

（
国
）　　

花
の
か
の
の
こ
る
茂　

み
に
し
ら
す
世
に
暮　

に
し
春
や
身
を
か
く
す
ら
ん

＊
（
国
）
は
「
し
け
み
に
」
と
作
る
。
他
本
は
「
し
け
み
よ
」
と
す
る
が
、「
に
」
と
「
よ
」

は
似
て
い
る
。
と
は
い
え
、
こ
の
時
の
字
母
で
は
「
に
」
し
か
読
め
な
い
。
但
し
、
最
終
案
が

「
し
け
み
に
」
の
可
能
性
は
あ
る
。

（
大
）　　
　
　

香　
　
　
　
　
　
　

よ　
　
　
　
　

く
れ

（
ノ
）　　
　
　

香　
　
　
　

し
け　

よ　
　
　
　
　

く
れ

（
彰
）　　
　
　

香　

残　

る
し
け　

よ

（
明
）　　

花
の
か
の
ゝ
こ
る
し
け
み
よ
し
ら
す
世
に
く
れ
に
し
春
や
身
を
か
く
す
ら
ん
」

 

（
三
五
オ
）

（
伊
）　　
　
　
　
　
　
　
　

し
け　

よ　
　
　
　
　

く
れ

＊
（
伊
）
は
「
花
の
か
の
た
と
る
」
の
「
た
と
る
」
に
ミ
セ
ケ
チ
し
て
「
の
こ
る
」
と
傍
書
、

「
た
と
る
」「
し
け
み
」
は
縁
語

＊
「
し
け
み
よ
」
と
い
う
表
現
は
こ
こ
だ
け
。
通
常
は
「
し
け
み
よ
り
」

（
島
）　　
　
　
　
　
　
　
　

し
け　

よ　
　
　
　
　

く
れ

（
祐
）　　
　
　
　
　
　
　
　

し
け　

よ　
　
　
　
　

く
れ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

む

（
書
）　　
　
　

香　
　
　
　

し
け
み

（
三
）　　
　
　

香　
　
　
　
　
　
　

よ　
　
　
　
　

く
れ

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

よ　
　
　
　
　

く
れ

（
内
）　　
　
　

香　

残　

る
か
し
け
み

＊
（
内
）
は
「
残
る
か
し
け
み
」
と
い
う
独
自
本
文
。

（
神
1
）　　
　
　
　
　
　
　

し
け　

よ

（
続
）　　
　
　

香　

残　

る
し
け　

よ

＊
（
続
）
は
「
残
る
し
」
の
「
し
」
に
「
か
イ
」、「
し
け
み
よ
」
の
「
よ
」
に
「
イ
无
」
と
傍

書
。
異
本
は
（
内
）
と
同
じ
。

（
続
書
）　　
　

香　

残　

る
し
け　

よ

＊
（
続
書
）
は
「
残
る
し
」
の
「
る
」
と
「
し
」
の
間
に
「
か
」、「
し
け
み
よ
」
の
「
よ
」
に
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明
星
本
『
正
広
自
歌
合
』
の
本
文
と
校
異
（
1
）　　
　

前
田
雅
之

（
国
）　　

霜　

な
か
ら
し
ふ
く
嵐　
　

に
染　

ま
す
や
冬
に
色
こ
き
岡　

の
へ
の
松

（
大
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

そ
め

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

そ
め

（
彰
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

そ
め

（
明
）　　

霜　

な
か
ら
し
ふ
く
嵐　
　

に
そ
め
ま
す
や
冬
に
色
こ
き
岡　

の
へ
の
松

（
伊
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

そ
め

（
島
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
ら
し　

そ
め　
　
　
　
　
　
　
　

お
か　
　
　

ま
つ

（
祐
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
ら
し　

そ
め　
　
　
　
　
　
　
　

を
か　
　
　

ま
つ

（
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

そ
め　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
ら
し　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

辺

（
静
）

（
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

そ
め　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

（
神
1
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

そ
め　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ま
つ

（
続
）　　

し
も　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

そ
め

（
続
書
）　

し
も　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

そ
め

（
続
内
）　

し
も　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

そ
め　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

野
辺　

ま
つ

（
神
2
）　

し
も　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

そ
め

六
十
番　

左　

郭
公
」（
大
）（
神
1
）

（
国
）　　

月
な
か
ら
も
り
く
る
閨　

の
荒　

ま
く
も
お
し
か
ら
ぬ
夜
の
ほ
と
ゝ
き
す
哉

（
大
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
れ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

郭　
　
　

公
か
な

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　
　

来　

ね
や　

あ
れ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

時　
　
　

鳥
か
な

＊
（
ノ
）
と
（
大
）
は
「
お
し
か
ら
ぬ
」
で
同
一
表
記
。

（
彰
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

ね
や　

あ
れ　
　
　

を　
　
　
　
　
　

時　
　
　

鳥
か
な

（
明
）　　

月
な
か
ら
も
り
く
る
ね
や
の
あ
れ
ま
く
も
を
し
か
ら
ぬ
夜
の
時　
　
　

鳥
哉

＊
（
明
）
の
段
階
で
、「
を
し
か
ら
ぬ
」
に
改
め
た
の
だ
ろ
う
。

う
。
但
し
、（
国
）
が
「
と
」
を
「
を
」
と
誤
写
し
た
可
能
性
は
あ
る
。

（
大
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

せ
み　
　
　
　
　
　
　

こ
ゑ

（
ノ
）　　

蜑　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

森　
　
　
　
　

わ
れ　
　
　
　
　

恨　
　

ら　

」

（
彰
）　　

蜑　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
ゑ

（
明
）　　

あ
ま
の
か
る
み
る
め
な
き
さ
の
杜
の
せ
み
な
と
わ
れ
か
ら
と
こ
ゑ
恨　
　

ら
ん

＊
（
明
）
は
「
か
る
め
」
の
「
め
」
を
ミ
セ
ケ
チ
「
見
」
と
傍
書
。

（
伊
）　　
　
　
　
　
　

見　
　
　
　
　
　
　
　

せ
み　
　

わ
れ　
　
　

こ
ゑ
恨

（
島
）　　
　
　
　
　
　

見　
　
　
　
　
　
　
　

せ
み　
　

わ
れ　
　
　

こ
ゑ

（
祐
）　　
　
　
　
　
　

見　
　
　
　
　
　

森　

せ
み　
　

わ
れ　
　
　

こ
ゑ

（
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
ゑ

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

せ
み

（
静
）

＊
（
静
）
は
「
あ
さ
」
の
「
さ
」
に
ミ
セ
ケ
チ
「
ま
」
と
傍
書
、
同
筆
。

（
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

世
を
恨　

む

＊
（
内
）
は
「
声
う
ら
む
」
を
「
世
を
恨
む
」
と
す
る
。
独
自
本
文
。

（
神
1
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

わ
れ　
　
　

世
を

＊
（
神
1
）
も
「
世
を
」
と
作
る
。（
内
）
と
同
文
。

（
続
）　　

蜑　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松　
　
　
　
　

わ
れ　
　
　

よ　

恨　

む

＊
（
続
）
は
「
松
の
蟬
」
は
「
杜
の
蟬
」
の
誤
写
。「
世
を
恨
む
」
は
（
内
）
と
同
じ
。
既
に

校
訂
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、（
イ
）
な
ど
が
な
い
と
い
う
こ
と
。

（
続
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

わ
れ　
　
　
　
　

恨　

む

＊
（
続
書
）
は
「
声
恨
む
ら
ん
」
に
「
声
」
に
ミ
セ
ケ
チ
「
よ
を
」
と
傍
書
。

（
続
内
）　　
　
　
　
　

見　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

わ
れ　
　
　
　
　

恨　

む

（
神
2
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

わ
れ　
　
　
　
　

恨　

む

右　

寒
松
嵐
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明
星
大
学
研
究
紀
要
【
人
文
学
部
・
日
本
文
化
学
科
】
第
二
十
二
号　

二
〇
一
四
年

（
内
）

（
神
1
）　　
　
　
　

を
と　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

う
へ
哉

（
続
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
な

（
続
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
な

（
続
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
な

（
神
2
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
な

＊
以
下
、
夏
冬
（
六
十
一
番
〜
百
二
十
番
）・
恋
雑
（
一
番
〜
百
二
十
番
）
の
翻
刻
と
校
異
は

次
号
と
す
る
。

注（
1
）　
『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』・『
日
本
系
図
綜
覧
』（
日
置
昌
一
編
）、『
国
史
館
日
録
』
等
に
よ
り
作
成
。

（
2
）　

井
上
敏
幸
「
西
国
大
名
の
文
事
」（
中
野
三
敏
編
『
日
本
の
近
世　

第
十
二
巻　

文
学
と
美
術
の

成
熟
』、
一
九
九
三
、
中
央
公
論
社
）
参
照
。
な
お
、
井
上
氏
に
は
、
直
條
の
編
纂
で
あ
る
『
桑
弧
』

（
福
田
秀
一
氏
と
の
共
編
。
一
〜
四
、
古
典
文
庫
、
二
〇
〇
一
、
解
説
は
井
上
氏
）、
編
著
と
し
て

『
鹿
島
鍋
島
藩
の
政
治
と
文
化
』（
共
同
研
究
報
告
書
、
二
〇
〇
八
年
、
国
文
学
研
究
資
料
館
発
行
）

も
あ
る
。
併
せ
て
参
照
さ
れ
た
い
。

（
3
）　

二
つ
の
奥
書
を
も
っ
て
お
り
、
冒
頭
に
お
く
か
、
そ
れ
と
も
、
⑨
三
手
文
庫
本
の
後
に
置
く
か
で

悩
ん
だ
が
、
一
応
、
冒
頭
に
置
い
た
。
だ
が
、
本
文
の
校
異
で
は
、
⑨
の
後
に
置
い
て
い
る
。

（
4
）　

当
初
、
こ
れ
を
花
押
の
消
し
跡
か
と
考
え
た
が
、
二
〇
一
三
年
十
二
月
二
十
一
日
、
和
歌
文
学
会

例
会
で
発
表
し
た
折
、
佐
々
木
孝
浩
氏
か
ら
「
在
判
」
の
消
し
跡
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
は
な
い
か

と
の
ご
意
見
に
接
し
た
。
お
そ
ら
く
そ
う
で
あ
ろ
う
。
こ
の
場
を
借
り
て
、
佐
々
木
氏
の
学
恩
に
心

か
ら
感
謝
し
、
お
礼
を
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
る
。

（
5
）　
「
国
会
図
書
館
本
『
松
下
集
』
一
松
下
集　
　

釈
正
広
」
に
は
「
応
永
三
十
一
（
一
四
二
一
）
年

九
月
五
日
清
巌
六
角
本
洞
院
と
高
倉
と
の
間
に
頰
辻
子
奥
草
庵
有
て
住
給
御
年
四
十
四
歳
の
御
時
正

広
十
三
の
年
よ
り
仕
ま
い
ら
せ
て
次
の
秋
八
月
春
日
西
院
と
町
と
の
間
南
頰
に
草
庵
を
立
住
給
ふ
同

三
十
四
年
正
月
十
八
日
勝
定
院
殿
御
隠
有
て
普
広
院
殿
の
御
代
に
成
て
清
巌
閑
居
の
身
に
成
給
て
其

草
庵
も
住
は
な
れ
て
一
条
室
町
の
武
者
小
路
に
小
庵
の
侍
け
る
に
年
一
と
せ
住
給
て
次
の
年
の
夏
の

こ
ろ
今
熊
野
の
南
の
鳥
居
の
に
し
の
脇
に
小
庵
を
結
て
居
給
ふ
応
永
も
三
十
五
年
に
改
元
有
て
正
長

元
年
に
な
り
又
改
元
永
享
と
号
す
同
二
年
正
月
二
日
試
筆
に
梅
花
の
哥
を
よ
み
侍
て
老
僧
に
み
せ
た

て
ま
つ
る
（
中
略
）
長
禄
三1459

年
五
月
九
日
老
僧
七
十
九
歳
に
て
此
世
を
さ
り
給
ふ
う
ち
に

（
伊
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

ね
や　

あ
れ　
　
　

を　
　
　
　
　
　

時　
　
　

鳥　
　

」

（
島
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

ね
や　

あ
れ　
　
　

を

（
祐
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

ね
や　

あ
れ　
　
　

を

（
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
れ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

時　
　
　

鳥
か
な

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
れ

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
れ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

郭　
　
　

公

（
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

郭　
　
　

公
か
な

＊
（
内
）
は
（
国
）・（
大
）
と
共
通
で
「
お
し
か
ら
ぬ
」
と
作
る
。

（
神
1
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
れ

（
続
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
れ　
　
　

惜　

か　
　
　
　

時　
　
　

鳥
か
な

（
続
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
れ　
　
　

惜　

か　
　
　
　

時　
　
　

鳥
か
な
」

（
続
内
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
れ　
　
　

惜　

か　
　
　
　

時　
　
　

鳥
か
な
」

（
神
2
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
れ　
　
　

惜　

か　
　
　
　

時　
　
　

鳥
か
な
」

右　

閑
中
雪
」（
三
）（
彰
）

（
国
）　　

竹
を
う
つ
音　

に
は
あ
ら
て
雪
折
に
ね
ふ
り
を
さ
ま
す
床
の
上　

か
な

（
大
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

哉

（
ノ
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
な

（
彰
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

哉

（
明
）　　

竹
を
う
つ
音　

に
は
あ
ら
て
雪
折
に
ね
ふ
り
を
さ
ま
す
床
の
上　

哉
」（
三
五
ウ
）

（
伊
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

哉

（
島
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」　
　
　
　
　
　
　
　

う
へ

（
祐
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」　
　
　
　
　
　
　
　

う
へ
哉

（
書
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

哉

（
三
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

う
へ
か
な

（
静
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
な
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明
星
本
『
正
広
自
歌
合
』
の
本
文
と
校
異
（
1
）　　
　

前
田
雅
之

所
々
よ
り
の
訪
の
哥
返
哥
と
も
よ
み
侍
り
う
た
又
経
文
の
哥
と
も
詠
せ
し
か
と
も
取
ち
ら
し
侍
り
四

十
九
日
過
て
右
京
兆
よ
り
参
へ
き
よ
し
あ
り
（
中
略
）
応
仁
元
（
一
四
六
七
）
年
五
月
の
す
ゑ
つ
か

た
都
や
ふ
れ
て
後
住
と
こ
ろ
侍
ら
て
南
禅
寺
東
福
寺
な
と
に
や
す
ら
ひ
て
後
南
都
に
く
た
り
南
里
と

い
ふ
と
こ
ろ
に
小
庵
あ
り
て
年
を
と
り
侍
る
に
」
と
あ
る
よ
う
に
、
内
閣
文
庫
本
に
相
応
す
る
記
事

を
も
つ
。
ま
た
、
国
会
本
に
つ
い
て
は
、
朝
倉
治
彦
『
図
書
館
屋
の
書
物
捜
索
』（
東
京
堂
、
一
九

八
七
年
）
に
よ
れ
ば
、「
近
世
中
期
の
雁
皮
紙
に
よ
る
影
写
本
六
冊
で
、
原
本
は
古
写
本
と
推
定
さ

れ
る
」
と
い
う
。
私
は
、
原
本
は
正
広
自
筆
本
で
な
か
っ
た
か
と
推
定
す
る
が
、
稲
田
利
徳
氏
は
、

「
楮
紙
薄
様
」
と
す
る
。
料
紙
の
裏
に
や
や
ざ
ら
つ
き
が
あ
る
の
で
、
稲
田
説
で
よ
ろ
し
い
か
と
思

わ
れ
る
。
ま
た
、
影
写
本
で
あ
る
が
、
親
本
は
自
筆
な
い
し
は
自
筆
に
か
な
り
近
い
も
の
で
あ
っ
た

と
思
わ
れ
る
。

（
6
）　
「
松
下
集
」（
執
筆
稲
田
利
徳
、『
和
歌
文
学
大
辞
典
』、
明
治
書
院
、
一
九
八
六
年
）。

（
7
）　
『
山
家
集
』
中
・
九
二
九
に
引
か
れ
る
寂
超
詠
「
も
ろ
と
も
に
ち
る
こ
と
の
は
を
か
く
ほ
ど
に
や

が
て
も
そ
で
の
そ
ほ
ち
ぬ
る
か
な
」
の
「
か
く
」
が
正
徹
詠
の
「
か
く
」
と
同
じ
用
法
だ
ろ
う
。
か

き
集
め
る
と
い
う
意
味
で
あ
る
。

（
8
）　

各
伝
本
に
つ
い
て
、
調
査
方
法
に
つ
い
て
述
べ
て
お
く
と
、
国
会
図
書
館
本
は
電
子
デ
ー
タ
＋
実

見
、
大
谷
文
庫
本
は
紙
焼
き
写
真
＋
実
見
、
彰
考
館
文
庫
は
国
文
学
研
究
資
料
館
で
の
紙
焼
き
写
真

を
閲
覧
、
明
星
本
は
写
真
＋
実
見
、
伊
達
文
庫
本
は
国
文
学
研
究
資
料
館
よ
り
取
り
寄
せ
た
紙
焼
き

写
真
＋
実
見
＋
写
真
、
島
原
松
平
文
庫
本
は
実
見
＋
写
真
、
祐
徳
稲
荷
中
川
文
庫
本
は
國
文
学
研
究

資
料
館
よ
り
取
り
寄
せ
た
紙
焼
き
写
真
、
書
陵
部
本
は
書
陵
部
よ
り
取
り
寄
せ
た
紙
焼
き
写
真
＋
実

見
、
三
手
文
庫
本
は
国
文
学
研
究
資
料
館
よ
り
取
り
寄
せ
た
紙
焼
き
写
真
、
内
閣
文
庫
本
は
国
文
学

研
究
資
料
館
よ
り
取
り
寄
せ
た
紙
焼
き
写
真
＋
実
見
＋
写
真
、
神
宮
文
庫
の
二
本
は
国
文
学
研
究
資

料
館
よ
り
取
り
寄
せ
た
紙
焼
き
写
真
、
続
群
書
類
従
書
陵
部
本
は
國
文
学
研
究
資
料
館
よ
り
取
り
寄

せ
た
紙
焼
き
写
真
、
続
群
書
類
従
内
閣
文
庫
本
は
國
文
学
研
究
資
料
館
よ
り
取
り
寄
せ
た
紙
焼
き
写

真
で
あ
る
。

（
補
注
）　

脱
稿
後
小
川
剛
生
氏
よ
り
以
下
の
よ
う
な
ご
指
摘
が
あ
っ
た
。『
蔗
軒
日
録
』
文
明
十
八
（
一

四
八
六
）
年
八
月
十
七
日
条
に
「
三
百
六
十
番
〈
上
下
〉
七
百
二
十
首
、
晴
雲
哥
集
「
今
年
七
十
五

歳
」、
今
尚
自
集
云
々
」（
大
日
本
古
記
録
）
と
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
い
う
「
晴
雲
」
を

大
日
本
古
記
録
は
、
十
七
日
条
で
「（
飛
鳥
井
栄
雅
カ
）」
と
傍
注
す
る
が
、
小
川
氏
が
参
照
さ
れ
る

稲
田
利
徳
『
正
徹
の
研
究
中
世
歌
人
研
究
』（
笠
間
書
院
、
一
九
七
八
年
）
が
考
証
し
た
よ
う
に
、
正
広

で
よ
い
。『
蔗
軒
日
録
』
文
明
十
八
年
十
二
月
三
十
日
条
で
は
、
晴
雲
と
『
蔗
軒
日
録
』
の
記
者
で

あ
る
季
弘
大
叔
の
和
歌
と
漢
詩
の
贈
答
を
載
せ
る
が
、
和
歌
は
『
松
下
集
』
と
一
致
す
る
。
小
川
氏

に
は
心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
た
い
。
こ
の
時
期
も
正
広
は
『
自
歌
合
』
を
改
稿
し
て
い
た
の
で
は
な

い
か
。
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